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又は改善するための、アンチエイジング用皮膚外用組成物を提供することを課題とし、水性媒体を基剤と
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んでなるアンチエイジング用皮膚外用組成物を提供することにより上記課題を解決する。



明 細 書

発明の名称 ：

アンチェイジング用皮膚外用組成物及びその製造方法

技術分野

[0001 ] 本発明は、 アンチエイジング用皮膚外用組成物及びその製造方法に関 し、

詳細には、シヮ、小ジヮ、シミ、又は弛みを予防又は改善するアンチェイジ

ング用皮膚外用組成物 とそれを含む基礎化粧品並びにそれ らの製造方法に関

する。

背景技術

[0002] いつまでも若々 しくあ りたいという思いは人類共通の普遍的な願いである

が、年齢 を重ねるに連れて ヒ 卜の皮膚にシヮ、小ジヮ、シミ、弛みなどの変

化が現れるのは人類が長 きにわたって経験 してきたところであ り、加齢 にと

もない皮膚も老化 し、皮膚にシヮ、小ジヮ、シミ、弛みなどの外観上の変化

が現れることは、いわば自然の摂理であって、不可避なことであると考 え ら

れていた。

[0003] ところが、近年、 ヒ 卜の皮膚の構造やその新陳代謝のメカニズムなどに関

する研究が進むにつれて、加齢 にともない ヒ 卜の皮膚にシヮ、小ジヮ、シミ

、弛みなどの変化が現れる原因や機構が徐々に明 らかにな りつつある。すな

わち、 よ く知 られているとお り、皮膚は、外側の薄い表皮 （上皮組織） とそ

の下層の厚い真皮 （結合組織） とか ら構成 されてお り、表皮は、体の最外層

と して、外界か ら生体を保護するとともに内部の水分や栄養分が外界に漏出

するのを防ぎ、一方、真皮は、主に線維芽細胞、膠原線維 （コラーゲン）、

弾性繊維 （エラスチン）、 プロテオダ リカンなどが複合的に三次元状 に広が

つた構造を持つ結合組織であって、皮膚に強度、伸展性および弾力性 をもた

らす役割を担 っているが、加齢 とともに皮膚における皮脂や水分の量が減少

すると、皮膚表面の角質層の保湿力が失われ、乾燥などによる小ジヮゃ肌の

かさつきが生 じやす くなるといわれている。



[0004] また、 ヒ卜の表皮は、外側から 「角質層 （角層）」、 「顆粒層」、 「有棘

層」、 「基底層」により構成され、基底層で生まれた表皮細胞 （ケラチノサ

イ ト）が順次外側へ移動 して角質層となり、最終的に剥がれ落ちることとな

る。より詳細には、ケラチノサイ トが表皮の一番内側にある基底層で増殖 し

、分化 し、上層に押 し上げられ、最終的に表皮の一番外側に位置する角質層

(角層）となり、垢となって脱落 してゆく。このケラチノサイ トの増殖、移

動、分化、脱落の一連の過程をターンオーバ一 といい、ケラチノサイ 卜が一

定のサイクルで新 しく生まれ変わつていくことにより、皮膚の恒常性が保た

れているが、加齢に伴い肌のターンオーバ一速度が遅 くなり、その結果、シ

ヮゃ弛みや肌荒れが生 じるといわれている。肌のターンオーバ一速度は、 ヒ

卜の体の部位によって異なるものの、概ね、健康な 1 0 代のヒ卜の肌のタ一

ン才一バ一は約 2 0 曰と言われ、 2 0 代で約 2 8 曰となり、 3 0 代では約 4

0 曰、 4 0 代で 2 0 代の約 2 倍の約 5 5 曰となり、 5 0 代では約 7 5 曰にな

るといわれている。ちなみに、肌のターンオーバ一は早 くても、遅 くても好

ましくなく、肌の正常なターンオーバ一は 2 0 代の 2 8 日とされている。こ

れは、ターンオーバ一速度が早いと、皮膚において紫外線を吸収する、メラ

ノサイ トが産生するメラニン色素の量が増加 し、紫外線により、美容上、好

ましくないメラニン沈着が促進されるからである。

[0005] また、昨今の知見として、皮膚における生体内糖化反応 （以下、単に 「糖

化反応」と言う。）が、肌のターンオーバ一速度の遅延に関与 し、肌の老化

と関連 していると言われている。糖化反応とは、メイラ一 ド反応 （褐変化反

応）とも呼ばれ、グルコースやフラク 卜一ス等の還元糖が真皮 （コラーゲン

) や角質層 （ケラチン）と非酵素的に結合 し、糖化最終産物 （a d V a n c

e d g I y c a t i o n e n d p r o d u c t s : A G E s ) と 乎は

れる物質の生成に至るまでの過程を意味する。 A G E s は皮膚組織に沈着 し

R A G E ( r e c e p t o r f o r A G E s ) と呼ばれる受容体と結

合 し、皮膚や他の組織に炎症性変化を惹起するとともに、 A G E s を生成す

る過程で、コラーゲンの分子内及び分子間に無秩序な架橋を形成 し、コラ一



ゲンに物理的、生理的変化 （変性）を引き起こし、シヮ、肌荒れ、くすみ、

或いは、はりの低下など肌の老化をもたらすことが知られている。また、糖

化反応により、分子内及び分子間に無秩序な架橋が形成されたコラーゲンは

、弾力性を失うとともに、生体内のプロテア一ゼによって分解されにくくな

り、その結果、肌のターンオーバ一速度の遅延をきたすのではないかと言わ

れている （非特許文献 1参照）。

[0006] 上記のとおり、加齢に伴う肌のターンオーバ一速度の遅れは、シヮ、弛み

や肌荒れをもたらすといわれていることから、これら肌症状が気になり始め

る3 0 歳前後から5 0 歳前の年齢層を含む、所謂プレエイジング世代の肌に

あっては、そのターンオーバ一速度を2 0 代の正常な肌のターンオーバ一速

度に戻すことは困難であるとしても、何らかの手段により、加齢に伴なぅタ

—ンオーバ一速度の遅れを取り戻すことができれば、シヮゃ弛みや肌荒れを

効果的に改善できることとなる。この観点から、ケラチノサイトの増殖、移

動、分化、脱落の一連の過程の少なくとも一過程を促進することによりタ一

ン才一バ一速度を高めるか、或いは、ターンオーバ一速度の遅延をもたらす

と考えられる糖化反応を阻害することによつてもターンオーバ一速度を高め

ることができると考えられる。しかし、未だ、実用的な解決手段は提供され

ていない。

[0007] また、加齢によって真皮における線維芽細胞やヒアルロン酸が減少したり

、コラーゲンの切断やエラスチンの変性が起こると、シヮが形成されたり、

皮膚の弾性が低下して弛みや肌荒れが起こるといわれている。また、メラノ

サイトから表皮細胞に排出されたメラニンが表皮細胞からスムーズに排出さ

れないことが肌への色素沈着 （シミ）や肌のくすみの原因となるとの知見も

ある。

[0008] これらの研究成果や知見に基づき、現在では、加齢にともないヒ卜の皮膚

にシヮ、小ジヮ、シミ、弛みなどの変化が現れるのを科学的な見地から合理

的に予防又は改善する、いわゆるアンチエイジング用の皮膚外用剤が多数提

案 （例えば、特許文献 1乃至 7参照）されるに至り、人類は、いつまでも若



々 しくあ りたい とい う思 いの実現 に一歩ずつ近づ きつつある。 しか しなが ら

、現在提案 されているアンチエイジ ング用の皮膚外用剤 は多数 の可能性 の中

の ご く一部 の可能性 を追求 し、実現 しているに過 ぎず、 アンチエイジ ング効

果が奏 され る別異 のメカニズムや、使 い勝手 の良さ、 さ らには製造の容易性

とい つた観点 も含め、 よ り多方面の角度 か ら新 たなアンチエイジ ング用の皮

膚外用剤 を提供 することが依然 と して望 まれているのが現状 である。

先行技術文献

特許文献

[0009] 特許文献 1 ：再公表特許第W O 2 0 0 7 / 0 0 6 6 号公報

特許文献2 ：特 開 2 0 0 7 _ 2 9 1 1 0 2 号公報

特許文献3 ：特 開 2 0 0 8 _ 1 6 9 1 9 6 号公報

特許文献4 ：特 開 2 0 0 8 _ 2 5 5 0 2 0 号公報

特許文献 5 ：特 開 2 0 0 8 _ 2 6 0 7 2 1 号公報

特許文献 6 ：特 開 2 0 0 9 _ 0 4 0 6 9 0 号公報

特許文献7 ：特 開 2 0 0 9 _ 2 4 9 3 0 6 号公報

非特許文献

[001 0] 非特許文献 1 ： 『ザ ジャーナル 才 プ ク リニカル イ ンべ ステ ィゲ一シ ョ

ン』、 シュナイダ一 エス エル等、第 6 7 巻、 1 6 3 0 乃至 1 6 3 5 頁 （

1 9 8 1 年）

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[001 1] 本発 明は、上記従来技術 の現状 に鑑みて成 されたもので、加齢 にともない

現れ る ヒ 卜の皮膚のシヮ、小ジヮ、 シ ミ、弛みな どの変化 を予防又 は改善 す

るための、新規 なアンチエイジ ング用皮膚外用組成物及びそれ を含む基礎化

粧 品、並び にそれ らの製造方法 を提供 することを課題 とするものである。

課題 を解決するための手段

[001 2] 本発 明者 らは、上記課題 を解決すべ く鋭意研 究努力 を重ねた結果、 L —ァ



スコル ビン酸、 その誘導体、及びそれ らの塩 に優れたアンチエイジング効果

、すなわち、皮膚のシヮ、小ジヮ、 シミ、弛みな どを予防又は改善する効果

があることを見出 し、 さ らには、 シヮ、小ジヮ、 シミ、弛みな どを予防又は

改善する効果 を備 えた皮膚外用組成物 は、上記 L —ァスコル ビン酸、 その誘

導体、又はそれ らの塩 を基剤 となる水性媒体 と混合する工程 を含む製造方法

によって容易に製造することがで きることを見出 して、本発明を完成 した。

[001 3] すなわち、本発明は、上記課題 を、水性媒体 を基剤 と し、有効成分 と して

L —ァスコル ビン酸、 その誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる 1 種又は 2

種以上 を含有するアンチエイジング用皮膚外用組成物、及び前記 アンチエイ

ジング用皮膚組成物 を含む基礎化粧品を提供することによって解決するもの

である。 また、本発明は、上記課題 を、 L —ァスコル ビン酸、 L —ァスコル

ビン酸の誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる 1 種又は 2 種以上 と、基剤 と

しての水性媒体 とを混合する工程 を含むアンチエイジング用皮膚外用組成物

又は基礎化粧品の製造方法 を提供することによって解決するものである。

[0014] 本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物及び基礎化粧品の有効成分は

、基本的には L —ァスコル ビン酸である。 しか し、 L —ァスコル ビン酸 は還

元性 を有 し、極めて不安定で生理活性 を失い易いので、 L —ァスコル ビン酸

そのものよ りも、 L —ァスコル ビン酸の誘導体がよ り好適 に用い られる。 L

—ァスコル ビン酸又はその誘導体は塩の形態 にあるものであ っても良い。 L

—ァスコル ビン酸の塩か らは水性媒体中で L —ァスコル ビン酸が遊離 し、 L

—ァスコル ビン酸誘導体の塩か らは、水性媒体中で L —ァスコル ビン酸誘導

体が遊離 し、遊離 した L —ァスコル ビン酸誘導体は、 ヒ 卜の皮膚 に適用され

た とき、 ヒ 卜生体 に存在する酵素の作用によって、 さ らに L —ァスコル ビン

酸 を遊離する。 したが って、本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物及

び基礎化粧品においては、 L —ァスコル ビン酸 に加えて、 L —ァスコル ビン

酸の誘導体、 L —ァスコル ビン酸の塩、及び L —ァスコル ビン酸誘導体の塩

か ら選ばれる 1 種又は 2 種以上が、加齢 にともな う皮膚のシヮ、小ジヮ、 シ

ミ、弛みな どを予防又は改善するアンチエイジング効果 を有する有効成分 と



して使 用 され る。

[001 5] L —ァス コル ビン酸 の誘導体 と しては、 L —ァス コル ビン酸 の グ リコシル

誘導体、 ァシル化誘導体、又 は リン酸化誘導体 が好適 に用 い られ、 中で も、

L —ァス コル ビン酸 の グ リコシル誘導体 であ る 2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル

— L —ァス コル ビン酸又 はそのナ 卜リゥ厶塩 は、本発 明の皮膚外用組成物 乃

至 は基礎 化粧 品 に配合 して極 めて安定であ り、顕著 な ア ンチエイジ ング効果

を発揮 す るので、 よ り好適 に用 い られ る。

[001 6] 2 — Ο — — D —ダル コシル — L —ァス コル ビン酸 及び そのナ 卜リゥ厶塩

は、 それ ぞれ結 晶形態 にあ るもの を用 いるのが好 ま しい。 好適 に用 い られ る

2 — 0 — — D —ダル コシル — L — ァス コル ビン酸 の結 晶 と しては、例 えば

、 同 じ出願 人が特 開平 3 _ 3 5 9 9 2 号 公報、特 開 2 0 1 2 _ 6 7 0 1 3

号 公報等 で開示 した 2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル _ L —ァス コル ビン酸無水

結 晶含有粉末 が挙 げ られ る。

[001 7] —方、 2 — Ο — — D —ダル コシル — L —ァス コル ビン酸 のナ トリウム塩

の結 晶 と しては、粉末 X 線 回折 において、 回折角 （2 ) 6 . 8 ° 、 8 . 2

° 、 1 4 . 3 ° 、 1 7 . 8 ° 、 及び 1 8 . 4 ° に回折 ピー クを示 す含水結 晶

、又 は、 回折角 （2 ) 8 . 0 ° 、 9 . 0 ° 、 1 6 . 4 ° 、 1 7 . 9 ° 、 及

び 2 0 . 8 ° に回折 ピー クを示 す無水結 晶が挙 げ られ る。 これ ら 2 _ 0 _

_ D _ ダル コシル — L —ァス コル ビン酸 のナ 卜リゥ厶塩 の含水結 晶及び無水

結 晶 は、本発 明者 らの創製 に係 る新規 な結 晶であ り、結 晶化 による高純度化

が容易であ るので、 その物性 や有効性、 さ らには安全性 の確認 が容易 に行 え

る とい う利点 に加 えて、 高純度 の もの を比較 的容易 に調製 して有効成分 と し

て使 用す る ことが可能 であ る とい う利点 を備 えてお り、本発 明 において有効

成分 と して特 に好適 に用 いる ことがで きる。

[001 8] 因み に、 L —ァス コル ビン酸 の グ リコシル誘導体 であ る 2 _ 0 _ _ D _

ダル コシル — L —ァス コル ビン酸 は、水性媒体 中では比較 的強 い酸性 を示 し

、 これ を ヒ 卜の皮膚 に適用す る皮膚外用剤 や化粧 品 に配合 す る場合 には、通

常、適宜 の アル 力 リを用 いて p H が 5 乃至 9 程度 とな るよ うに中和 す る工程



が不可欠である。 ところが、上述 した 2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル — L —ァ

スコル ビン酸のナ 卜リゥ厶塩の含水結晶及び無水結晶は水性媒体中でアル 力

リ性 を示すので、 2 — 0 — — D —ダル コシル — L — ァスコル ビン酸 とその

ナ トリゥ厶塩の結晶 とを併用する場合 には、両者の配合比率 を適宜調整する

ことによって、 アル 力 リを用いて 2 — 0 — — D —ダル コシル 一 L —ァスコ

ル ビン酸 を中和することな く、 p H が所望の範囲内にある皮膚外用組成物又

は基礎化粧品を製造することがで きるという極めて優れた利点が得 られる。

両者 を併用する場合 には、水性媒体 との混合後の p H が予め定め られた所定

の範囲内となるように、予め、 2 — 0 — — D —ダル コシル — L —ァスコル

ビン酸 とそのナ 卜リゥ厶塩の含水結晶及び/ 又 は無水結晶 とを適宜の比率で

配合 した組成物 と して使用するのが便利である。なお、例 えば洗顔料のよう

に ρ Η がアル 力 リ性であ っても良い皮膚外用組成物又は基礎化粧品の場合 に

は、 2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル _ L —ァスコル ビン酸 と併用することな く

、 2 _ 0 _ _ _ グル コシル _ 1_ _ ァスコル ビン酸のナ 卜リゥ厶塩の含水

結晶及び/ 又 は無水結晶だけを有効成分 と して使用 しても良いことは勿論で

ある。

[001 9] 本発明の皮膚外用組成物 は、 それ単独でもアンチエイジング用の皮膚外用

組成物 と して使用することが可能であるが、汎用されている適宜の化粧品成

分 を加えて各種基礎化粧品 と して使用するのが好 ま しい。例 えば、本発明の

アンチエイジング用皮膚外用組成物 は、 これにェタノ一ル及び保湿剤 を加え

て化粧水 と しても良 く、 この化粧水 には、 さ らに、 それぞれ 1 種又は 2 種以

上の収れん剤、角質軟化剤、ェモ リエ ン 卜剤、又は界面活性剤 を配合 しても

良い。斯かる化粧水 に、 さ らに、 それぞれ 1 種又は 2 種以上の香料、色素、

防腐剤、殺菌剤、紫外線吸収剤、金属封鎖剤、又は緩衝剤 を添加することも

随意である。

[0020] また、本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物 は、 これに高級脂肪酸

のアル カ リ塩 （石鹼）を加えて洗顔料 と しても良 く、 この洗顔料 には、 それ

ぞれ 1 種又は 2 種以上の香料、色素、酸化防止剤、又は金属封鎖剤 を添加 し



ても良い。斯かる洗顔料 に、 さ らに、 グ リセ リン、エタノール、砂糖、多価

アル コール、又は殺菌剤 を配合 しても良いことは勿論である。

[0021 ] 本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物 は、 これに保湿剤及びェモ リ

ェ ン 卜剤 を加えて美容液 と しても良 く、 この美容液 には、 それぞれ 1 種又は

2 種以上の香料、紫外線吸収剤、美 白剤、抗炎症剤、防腐剤、又は殺菌剤 を

添加 しても良い。 また、本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物 は、 こ

れに適宜の油性成分及び界面活性剤 を加えて乳液 と しても良 く、 この乳液 に

は、 それぞれ適宜の 1 種又は 2 種以上の保湿剤、ェモ リエ ン 卜剤、血行促進

剤、又は高分子物質を配合 しても良い。 さ らに、本発明のアンチエイジング

用皮膚外用組成物 は、 これに適宜の油性成分及び界面活性剤 を加えてク リー

厶 と しても良 く、 このク リームには、鯨 ロウ、セタノ一ル、 ラノ リン、流動

パ ラフィン、 ワセ リン、 グ リセ リン、又はスクヮランを適宜配合 しても良い

発明の効果

[0022] 本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物又はそれを含有する基礎化粧

品によれば、 シヮ、小ジヮ、 シミ、弛みな どの、加齢 にともな う皮膚の変化

を有効 に予防又は改善することがで きるという優れた利点が得 られる。特 に

、有効成分 と して、 L —ァスコル ビン酸のグ リコシル誘導体である 2 _ 0 _

— D —ダル コシル — L —ァスコル ビン酸又はそのナ 卜リゥ厶塩 を用いる場

合 には、調製 された皮膚外用組成物又は基礎化粧品中で、有効成分が極めて

安定に保持 され、皮膚 に適用 した際に顕著なアンチエイジング効果 を発揮す

るという優れた利点が得 られる。 また、 2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル — L —

ァスコル ビン酸及び/ 又 はそのナ 卜リゥ厶塩 と して結晶形態 にあるものを用

いる場合 には、原料 に含 まれる不純物 を極力排除 して、極めて高純度の 2 _

Ο — — D — ダル コシル — L —ァスコル ビン酸及び/ 又 はそのナ 卜リゥ厶塩

を皮膚外用組成物又は基礎化粧品の有効成分 とすることがで きるので、安全

性が極めて高 く、安心 して皮膚 に適用することがで きるという利点が得 られ

る。 さ らに、本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物又はそれを含有す



る基礎化粧品を製造するに際 し、 2 _ 0 _ _ D _ ダルコシル— L —ァスコ

ルビン酸とそのナ 卜リゥ厶塩を併用する場合には、水性媒体と混合 したとき

に2 _ 0 _ _ D _ ダルコシル_ L —ァスコルビン酸が比較的強い酸性を示

すのに対 し、そのナ トリウム塩はアルカリ性を示すので、両者の比率を適宜

勘案することによって、アル力リを用いて 2 _ 0 _ _ D _ ダルコシル一L

—ァスコルビン酸を中和することなく、所望の範囲の p H を有する皮膚外用

剤又は基礎化粧品を製造することができるという利点が得 られる。

図面の簡単な説明

[0023] [ 図1] ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド—ナ トリウム塩結晶 （含水結晶）の顕微

鏡写真である。

[ 図2] ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド—ナ トリウム塩結晶 （無水結晶）の顕微

鏡写真である。

[ 図3] ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドーナ トリゥ厶塩の無水結晶とァスコルビ

ン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶の赤外吸収スぺク トルを比較 した図である。

[ 図4] ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドーナ トリゥ厶塩の含水結晶、ァスコルビ

ン酸 2 _ ダルコシ ドーナ 卜リウ厶塩の無水結晶、ァスコルビン酸 2 _ ダルコ

シ ド含水結晶、及び、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶の粉末X 線回

折図を比較 した図である。

[ 図5] ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドーナ 卜リゥ厶塩の含水結晶の単結晶X 線

回折パターンである。

発明を実施するための形態
[0024] 本発明は、水性媒体を基剤とし、有効成分として L —ァスコルビン酸、そ

の誘導体、及びそれらの塩から選ばれる 1種又は 2 種以上を含有するアンチ

エイジング用皮膚外用組成物、及び斯かるアンチエイジング用皮膚外用組成

物を含む基礎化粧品、並びにそれらの製造方法に関するものである。以下、

まず、本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物について説明 し、続いて

、本発明の基礎化粧品、及びそれらの製造方法について説明する。

[0025] A . アンチエイジング用皮膚外用組成物



本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物 （以下、単に 「皮膚外用組成

物」と言う。）は、 L —ァスコルビン酸、その誘導体、及びそれらの塩から

選ばれる 1種又は 2 種以上を有効成分として含有するものである。 L —ァス

コルビン酸は、 ビタミンC として生体において重要な生理機能を果たす一方

、酸化防止剤及び抗炎症剤としても用いられ、また、美白作用やコラーゲン

産生増強作用を有するので、化粧品分野においても従来から有用な成分とし

て汎用されている化合物である。 L —ァスコルビン酸は、皮膚外用組成物に

配合 して、シヮ、小ジヮ、シミ、弛みを有効に予防又は改善することができ

るので、本発明の皮膚外用組成物において有効成分として用いることができ

る。

[0026] しか しながら、 L —ァスコルビン酸は、還元性を有するため極めて不安定

であり、酸化分解を受けて生理活性を失い易いという欠点を有 している。こ

のため、 L —ァスコルビン酸は、保存や取り扱いに細心の注意を必要とする

上に、化粧品などの皮膚外用組成物に配合する場合には、使用時までに酸化

分解される量を見越 して、本来の必要量を遥かに上回る量を配合する必要が

ある。 したがって、本発明の皮膚外用組成物における有効成分としては、 L

—ァスコルビン酸そのものよりも安定で、且つ、生体内において L —ァスコ

ルビン酸を遊離 して L —ァスコルビン酸本来の機能が発揮されるL —ァスコ

ルビン酸の誘導体又はその塩がより好適に用いられる。

[0027] 本発明の皮膚外用組成物の有効成分として好適な L _ ァスコルビン酸の誘

導体は、誘導体それ自体が L —ァスコルビン酸よりも安定であり、生体内で

L —ァスコルビン酸を遊離 して、 L —ァスコルビン酸本来の機能が発揮され

るものである限り特に限定されるものではない。本発明の皮膚外用組成物の

有効成分として用いることができるL —ァスコルビン酸の誘導体としては、

例えば、 L —ァスコルビン酸のグリコシル誘導体、 L —ァスコルビン酸のァ

シル化誘導体、及び リン酸化誘導体を挙げることができる。

[0028] L —ァスコルビン酸のグリコシル誘導体としては、 L —ァスコルビン酸の

2 位の位置にグリコシル基が結合 した誘導体が安定性が高いので好ましく用



いられる。斯かる誘導体としては、例えば、特開平 3 _ 3 5 9 9 2 号公報

、特開平 3 — 1 3 9 2 8 8 号公報などに開示された L —ァスコルビン酸の 2

位の位置にダルコシル基、マル トシル基、マル トトリオシル基など一連のグ

リコシル基が —結合 した、 2 _ 0 _ —グリコシル —L —ァスコル ビン酸

(ァスコルビン酸 2 —グリコシ ド）や、例えば、特開平 6 —2 6 3 7 9 0 号

公報に開示された L —ァスコルビン酸の 2 位の位置にガラク 卜シル基が -

結合 した 2 _ 0 _ S _ D _ ガラク トシル—L —ァスコルビン酸 （ァスコルビ

ン酸 2 _ ガラク トシ ド）などが挙げられる。

[0029] また、 L —ァスコルビン酸のァシル化誘導体 （脂肪酸エステル誘導体）と

しては、例えば、特開昭 5 9 — 1 0 5 0 5 号公報、特開昭 6 3 — 1 0 4 9 7

号公報、特開平 6 —2 4 7 9 5 6 号公報、特開 2 0 0 4 _ 3 3 1 5 2 4 号

公報などに開示されたァスコルビン酸—パルミチン酸エステル、ァスコルビ

ン酸—ジパルミチン酸エステル、ァスコルビン酸—テ トラへキシルデカン酸

エステル、 ァスコル ビン酸—コ レステ ロールエステルなどが挙げられ、 L —

ァスコルビン酸のリン酸化誘導体としては、例えば、特開昭 6 - 5 2 6

3 号公報、特開平 5 —3 3 9 1 2 3 号公報、特開 2 0 0 2 _ 3 3 3 0 号公

報、特開 2 0 0 6 —6 3 0 6 0 号公報などに開示されたァスコルビン酸 2 _

リン酸エステルやその各種金属塩などが挙げられる。

[0030] 上述 した L —ァスコルビン酸の各種誘導体の中では、 L —ァスコルビン酸

のグリコシル誘導体が安定性が高く最も好ましく用いられ、中でも、 L —ァ

スコルビン酸の 2 位の位置にダルコシル基が —結合 した 2 _ 0 _ _ D _

ダルコシル_ L —ァスコルビン酸 （以下、本明細書では 「ァスコルビン酸 2

—ダルコシ ド」と略称する。）が最も好適である。ァスコルビン酸 2 —ダル

コシ ドは、 L —ァスコルビン酸の上述 した欠点を解消すべ く開発された L —

ァスコル ビン酸の誘導体であり、直接還元性を示さず、安定であり、かつ、

生体内では生体内酵素によって L —ァスコルビン酸とD _ グルコースとに分

解されて L —ァスコルビン酸本来の生理活性を発揮するという画期的な特性

を有 している。ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドは、例えば、特開平 3 — 1 3



5 9 9 号公報、特開平 3 — 1 3 9 2 8 8 号公報などに開示されるとお り、

L —ァスコル ビン酸 と澱粉質 とを含有する溶液 に糖転移酵素 と してシクロマ

ル 卜デキス トリン グルカノ トランスフェラ一ゼを作用させ、次いで、得 ら

れたァスコル ビン酸 2 —グ リコシ ドにダル コアミラーゼを作用させる方法に

より、工業的規模で製造することができる。

[0031 ] ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドと しては、一部又は全部が結晶の形態にあ

るものが好適に用い られる。すなわち、用いるァスコル ビン酸 2 —ダル コシ

ドの全体に占める結晶の割合は多い方が純度が高 く、かつ、物性 も安定 して

いるので好ま しいが、必ず しも用いるァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの全体

が完全に結晶形態にある必要はな く、一部非晶質のものが混在する結晶含有

粉末であっても良い。 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドには無水結晶の存在が

知 られてお り、本発明で好適に使用することができるァスコル ビン酸 2 - グ

ル コシ ドの結晶 と しては、上述 した特開平 3 _ 1 3 5 9 9 2 号公報や、国際

公開第W O 2 0 / 9 7 号パ ンフレツ 卜に開示された 2 _ 0 _

_ D _ ダル コシル — L —ァスコル ビン酸無水結晶含有粉末が挙げられ、市販

品と しては、化粧品及び医薬部外品素材 と して販売されているァスコル ビン

酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販

売）が存在する。

[0032] なお、本発明の皮膚外用組成物 において有効成分 と して用い られる L —ァ

スコル ビン酸又は L —ァスコル ビン酸の誘導体は、水性媒体 と混合 したとき

に L —ァスコル ビン酸又は L —ァスコル ビン酸の誘導体を解離する限 り、塩

の形態であっても良い。

[0033] 本発明の皮膚外用組成物 において有効成分 と して特 に好適に用い られる塩

と しては、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドのナ トリウム塩が挙げられる。 ァ

スコル ビン酸 2 —ダル コシ ドのナ トリウム塩は、例えば、 ァスコル ビン酸 2

—ダル コシ ドの水溶液 を水酸化ナ 卜リゥ厶などのアル力 リを用いて中和 した

後、乾燥することによって得 ることができる。 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ

ドのナ 卜リウ厶塩は、水性媒体に溶解すると、 p H にもよるが、少な くとも



その一部がァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドとナ 卜リゥ厶とに解離するので、

ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドと同様に本発明において特に好適に用いるこ

とができる。

[0034] また、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドのナ トリウム塩は、ァスコルビン酸

2 - ダルコシ ドと同様に、結晶の形態で使用するのがより好適である。ァス

コルビン酸 2 —ダルコシ ドのナ 卜リゥ厶塩の結晶は、本発明者 らが創製 した

新規な結晶である。すなわち、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドの金属塩の結

晶に関 しては、これまでアルミニゥ厶塩ゃ亜鉛塩の結晶性粉末が特開平 6 -

2 2 0 0 8 号公報で報告されているが、ナ トリゥ厶塩の結晶に関 しての報

告は存在 しない。因みに、前記公報においては、ァスコルビン酸 2 —ダルコ

シ ドとアルミニウム化合物とを冷水に溶解 し、撹拌、遠心分離後、上澄液を

凍結乾燥するか、亜鉛化合物にN a O H を加え、撹拌、遠心分離後、得 られ

た沈殿物をァスコルビン酸 2 - ダルコシ ドの水溶液に加え、濾別後、濾液を

凍結乾燥することによって、それぞれ、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドのァ

ルミニゥ厶塩又は亜鉛塩の結晶性粉末が得 られたとされている。 しか しなが

ら、本発明者 らは、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドのナ トリウム塩の結晶を

得るべ く、上記公報と同様の方法を繰 り返 したが、アルミニウム塩又は亜鉛

塩の結晶性粉末が得 られたとされるいずれの方法によっても、ァスコルビン

酸 2 _ ダルコシ ドのナ 卜リウ厶塩の結晶性粉末は得ることができなかった。

[0035] 本発明者 らは、その後、さらに研究を重ね試行錯誤を繰 り返 した結果、意

外にも、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドに過剰量の水酸化ナ 卜リゥ厶を水溶

液として加えアル力リ性溶液とした後、このアル力リ性溶液に有機溶媒を添

加 して静置することにより、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド一ナ 卜リゥ厶塩

の結晶を得ることに成功 した。

[0036] 後述する実験に示すとおり、本発明者 らが見出したァスコルビン酸 2 —グ

ルコシ ドのナ 卜リゥ厶塩結晶は含水結晶と無水結晶のいずれの形態も取るこ

とができ、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドーナ 卜リウ厶塩の含水結晶は、粉

末X 線回折において、回折角 （2 ) 6 . 8 ° 、 8 . 2 ° 、 1 4 . 3 ° 、 1



7 . 8 ° 、及び 1 8 . 4 ° に特徴的な回折ピークを示 し、ァスコルビン酸 2

—ダルコシ ド—ナ トリウム塩の無水結晶は、粉末X 線回折において、回折角

( 2 Θ ) 8 . 0 ° 、 9 . 0 ° 、 1 6 . 4 ° 、 1 7 . 9 ° 、及び 2 0 . 8 ° に

特徴的な回折ピークを示す。なお、本発明者 らは、ァスコルビン酸 2 —ダル

コシ ドーナ 卜リゥ厶塩の含水結晶に関 してはX 線結晶構造解析が可能な大き

さの単結晶を得ることにも成功 し、後述する実験に示すとおり、X 線結晶構

造解析によって、当該含水結晶が斜方晶系に属 し、空間群は P b c a ( # 6

) 、格子定数が a = 6 . 9 7 3 3 A 、 b = 4 . 4 8 3 9 A 、 c = 9 .

3 2 2 A を示す結晶であることを明らかにしている。

[0037] 因みに、後述する誘導結合プラズマ発光分光分析によれば、当該ナ 卜リウ

厶塩の無水結晶におけるナ トリウムの含量は、約 8 . 7 質量0/。であった。一

方、前記無水結晶がァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドとナ 卜リゥ厶と水酸化ナ

卜リゥ厶からなり、その量比がァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド1分子に対 し

て、ナ トリウムが 1原子、水酸化ナ トリウムが （1 / 2 ) 分子であると仮定

すると、ナ トリウム含量の理論値は 8 . 8 質量0/ 0 となり、測定値と極めて良

く一致する。このとき、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドとナ トリウムのモル

比はおよそ 1 ：1 . 5 となり、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド2 個に対 し3

個のナ トリウムを含むことになる。また、後述する水分含量の測定結果に示

すとおり、ァスコルビン酸 2 _ ダルコシ ドのナ 卜リウ厶塩の含水結晶におけ

る水分含量は約 1 5 質量％であり、当該含水結晶が、ァスコル ビン酸 2 —グ

ルコシ ドとナ 卜リゥ厶と水酸化ナ 卜リゥ厶を無水結晶におけると同 じモル比

で含むと仮定すると、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドと水分子のモル比はお

よそ 1 : 4 となり、含水結晶はァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド1分子に対 し

分子の結晶水を含むということができる。

[0038] 一般に、有機化合物は結晶多形を示すといわれており、同 じ化合物であつ

ても複数の異なる結晶構造を取ることができ、その結晶構造の違いによって

、溶解性をはじめとする各種物性が異なる場合がある。このため、有機化合

物を例えば皮膚外用組成物や基礎化粧品における有効成分として用いる場合



には、用途に適 した物性を安定的に維持、確保するためにも、当該有機化合

物に結晶が存在する場合にはその結晶を得、さらにはその結晶構造を明らか

にしておくことは極めて有用である。本発明の皮膚外用組成物又は基礎化粧

品は、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドのナ 卜リゥ厶塩を好適な有効成分とし

て用いるものであるが、今般、本発明者 らによって、ァスコルビン酸 2 —グ

ルコシ ドのナ トリゥ厶塩の結晶が得 られ、当該結晶には無水結晶と含水結晶

が存在することが明らかとなり、それら結晶を特徴づける粉末X 線回折ノくタ

ーンや、結晶構造の解析が為されたので、上記無水結晶又は含水結晶の形態

にあるァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドのナ 卜リゥ厶塩を用いる場合には、高

純度の素材を容易に調製することができるという利点に加えて、その取扱い

性や有効性、安全性の確認を容易に行うことができ、常に一定の既知で安定

した物性を期待することができるという極めて優れた利点が得 られる。

[0039] 本発明で用いるァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドーナ トリゥ厶塩結晶の製造

方法は、所期の結晶が得 られる限り、特に限定されるものではないが、例え

ば、ァスコルビン酸 2 _ ダルコシ ドを水酸化ナ 卜リゥ厶水溶液に溶解 した後

、有機溶媒を添加 し、静置することにより結晶を析出させ、次いで、遠心分

離などの固液分離法を用いて結晶を回収することにより、ァスコルビン酸 2

—ダルコシ ド—ナ トリウム塩の含水結晶を得ることができる。このとき、原

料として用いるァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドは高純度のものを用いるのが

望ましく、通常、純度 9 0 質量％以上、望ましくは 9 5 質量％以上、さらに

望ましくは 9 9 質量％以上のァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶を原料

とするのが好適である。

[0040] 得 られた含水結晶を含水エタノ一ルで洗浄することにより、高純度の含水

結晶とすることができる。得 られた含水結晶は、必要に応 じて粉砕、乾燥す

ることにより、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドーナ 卜リウ厶塩の含水結晶含

有粉末とすることができる。また、上記の方法で得 られた含水結晶は、加温

しながら真空乾燥することにより、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドーナ 卜リ

ゥ厶塩の無水結晶に変換することができる。さらに、得 られた無水結晶は、



相対湿度 7 5 % 以上の条件で吸湿 させることによ り、再度含水結晶に変換す

ることがで きる。 また、有機溶媒 を添加 して結晶を析 出させることによ り得

られたマスキ ッ 卜を嘖霧乾燥することによ り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ

ドーナ トリゥ厶塩含水結晶含有粉末又は無水結晶含有粉末 を得 ることもで き

る。

[0041 ] ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ トリゥ厶塩の無水結晶又は含水結晶の

特徴の一つ と しては、 当該無水結晶又は含水結晶は、水 に溶解 した場合、得

られる水溶液がアル カ リ性 を示す ことが挙 げ られる。 これは、 ァスコル ビン

酸 2 —ダル コシ ド無水結晶が、水 に溶解 した場合、得 られる水溶液が比較的

強い酸性 を示す ことと好対照である。 このため、本発明者 らが創製 した新規

なァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩結晶は、従来のァスコル ビ

ン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶では、水溶液が比較的強い酸性 を示すために使

用量や使用形態、 さ らには使用 自体が制限される用途 においても好適 に用い

ることがで きる。例 えば、弱アル カ リ性が求め られる石鹼系の皮膚外用組成

物、例 えば、石鹼、 シャンプー、洗顔 フォーム、ボデ ィソープな どに使用す

る場合、従来のァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 を用いる際

には、水性媒体 に溶解 したァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの酸性溶液 を、予

めアル 力 リで中和する操作や、 p H 調整のための緩衝剤の添加が必須である

が、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ 卜リゥ厶塩結晶を溶解 して得 られる

水溶液 は、通常、 アル カ リ性 を示す ことか ら、 当該皮膚外用組成物 に配合す

る際に、 アル 力 リを用いてァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを中和する操作が

不要であ り、緩衝剤の併用も不要 となる場合が多い。

[0042] さ らに、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩の無水結晶又は含

水結晶をァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶 と併用する場合 には、両者

の配合比 を調整することによって、水性媒体 に溶解 した際の p H が予め定め

られた範囲内、例 えば、弱アル カ リ性乃至弱酸性の範囲内となるァスコル ビ

ン酸 2 —ダル コシ ドの水溶液 を得 ることがで きるという利点が得 られる。 し

たが って、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ トリゥ厶塩の無水結晶又は含



水結晶をァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶 と併用する場合 には、別途

、 ァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩の無水結晶又は含水結晶以

外のアル 力 リを用いてァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを中和することな く、

本発明の皮膚外用組成物や基礎化粧品を含め、全体の p H が弱アル 力 リ性乃

至弱酸性の範囲内となるのが好 ま しい各種組成物 を製造することがで きると

いう利点が得 られる。なお、両者 を併用するに際 しては、各種組成物の製造

時に、 ァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ド無水結晶 と、 ァスコル ビン酸 2 _ ダル

コシ ドーナ 卜リゥ厶塩の無水結晶又は含水結晶 とを、 それぞれの配合比 に応

じた量だけ計量 して使用 しても良いが、 目的 とする組成物 に必要 とされる p

H に応 じて、予め、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶 とァスコル ビン

酸 2 —ダル コシ ドーナ 卜リゥ厶塩の無水結晶又は含水結晶 とを所定の配合比

で配合 した組成物、望 ま しくは、無水物換算の質量比で 6 0 ：4 0 乃至 4 5

：5 5 の配合比で配合 した組成物 と してお くのが便利である。 また、本発明

の皮膚外用組成物や基礎化粧品に配合する、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド

—ナ トリゥ厶塩の無水結晶又は含水結晶、又はァスコル ビン酸 2 —ダル コシ

ド無水結晶の配合量は、 L —ァスコル ビン酸無水物換算での合計で、通常、

皮膚外用組成物や基礎化粧品の質量当た り、 0 . 0 0 1 質量％以上、好適 に

は、 0 . 0 1 乃至 5 0 質量％、 よ り好適 には、 0 . 1 乃至 2 0 質量％、 さ ら

によ り好適 には、 1 乃至 1 0 質量％ とする。前記配合量の下限を下回る場合

、又は、前記配合量の上限を上回る場合、所期の効果が著 しく低減するか発

揮で きな くなる場合があるので好 ま しくない。

前述 したように、本発明の皮膚外用組成物の有効成分 と してはァスコル ビ

ン酸 2 —ダル コシ ド及び/ 又 はそのナ 卜リゥ厶塩 を好適 に用いることがで き

る。 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドのナ 卜リゥ厶塩 は水性媒体中で少な くと

もその一部がァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドとナ トリゥ厶 とに解離 し、 ァス

コル ビン酸 2 —ダル コシ ドを生成する。 また、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ

ドは、生体内において生体内酵素、例 えば、 _ ダル コシダ一ゼの作用によ

り、 L —ァスコル ビン酸 と D — グル コースとに加水分解 され、 L —ァスコル



ビン酸 と しての機能 を発揮する。 したが って、本発明の皮膚外用組成物 に、

必要 に応 じて _ ダル コシダ一ゼ阻害剤 を配合することによ り、皮膚 に適用

した場合の L —ァスコル ビン酸の生成 を遅 らせ、 そのアンチエイジング効果

を持続性ない しは遅行性 とすることがで きる。 また逆 に、本発明の皮膚外用

組成物 に、必要 に応 じて - ダル コシダ一ゼ活性化剤 を配合することによ り

、皮膚 に適用 した場合の L —ァスコル ビン酸の生成 を早め、効果 に即効性 を

持たせることもで きる。

前記 _ ダル コシダ一ゼ阻害剤 と しては、拮抗型及び非拮抗型の阻害剤の

いずれも用いることがで き、具体的な _ ダル コシダ一ゼ阻害剤 と しては、

マル トトリオ一ス、マル トテ 卜ラオ一ス、マル トペ ンタ才一ス、マル トヘ プ

タ才一ス、パ ノースな どの澱粉加水分解物 ；マルチ 卜一ル、マル ト卜リイ 卜

—ル、マル トテ トライ トール、マル トペ ンタイ トール、マル トへキサイ ト一

ル、マル トヘ プタイ ト一ル、エ リス リ 卜一ル、 1 _ チ才 — D — グルシ 卜一ル

な どの糖 アル コール ；ァラ ビノース、 フコ一ス、 2 —デ才キシ一 D — ガラク

卜一ス、 キシロース、 リボース、 タガ ト一ス、 リブロース、 リキソース、 キ

シル 口—ス、 — メチル — D — キシロシ ドな どの単糖 ；フコダイン由来オ リ

ゴ糖、大豆由来多糖な どのオ リゴ糖又は多糖 ；アデニル酸、 グァニル酸、 シ

チジル酸、 ゥ リジル酸、 イノシン酸な どの ヌク レオチ ド ；グアノシン、デ才

キシグアノシン、 アデ ノシン、デ才キシアデ ノシン、 シチジン、 ゥ リジン、

イノシン、デ才キシイノシンな どの ヌク レオシ ド ；才タネニ ンジン、 アロエ

ベ ラ、オ トギ リソゥ、ゼニァオイ、サラキア レテ イクラタ、 コンナルスコキ

ネンシス、サ ピウ厶デ ィスコロル、 キサ ン 卜ピュツルムアンナメンセ、 ック

バネソゥ、デ ィモカル プスロンガン、エ リ トロキシロンカンポデ ィアヌム、

デ ィ才ス ピュロスマラバ リ力、 トウチ、 カ レャアルボ レア、 クヮ、セメカル

プスコキンキネンシス、 カロピュツル厶カラバ、 ソ レアグイソ、 ドウアバ ン

ガソンネラテ ィオイデス、 クラ トキシロンフオルモス厶、 アルキデ ン ドロン

トウルギ ドウ厶、ナウク レア才 ッフィキナ リス、ェウノ《トリウム才 ドラ トウ

厶、 ヒビスクスメス二ユイ、 ミルキア セファエ ロカルペ、 ミツレテ ィアデ



ィプテラ、ミツレティアコンラウイ、ァスコピュツル厶ノドス厶、プルケア

ャバニ力、マンギフエラインディキア、セスバニァグランディフロラ、ダリ

キュッリザゥラレンシス、ルメクスプケパロポルス、厶ルテクスコ厶厶ニス

、タラクサクム才ッフィキナレ、ビスクムアルプ厶、ガノデルマ ルキドウ

厶、ピヌスデンシフロラ、ペナルススクルゼィ、才リガヌムマョラナ、ダリ

フオラフロンドサ、サングジ一ラムルスモリ、ロベリアキネンシス、 トウキ

、シジギゥ厶ァロマティクム、コムメリナコム厶ニス、サラキアレティクラ

タ、ェゥコムミアウルモイデス、アンギュロカリュクスボウテイクェアヌス

、ァラクニオデススタンデイシイ、月桂樹、ガバ、ハナバ、クリ渋皮、ピ一

ナツッ渋皮、黒米などの植物の抽出物などが挙げられる。

[0045] また、前記 _ ダルコシダ一ゼ活性化剤としては、アル二力、力ミツレ花

、セージ、大豆、ョモギなどの植物の抽出物や、酵母、ビフィズス菌、乳酸

菌などの微生物抽出物が挙げられる。

[0046] さらに、本発明の皮膚外用組成物に、必要に応じて、後述する肌のターン

才一バ一改善作用を有する植物抽出物又は化合物を配合したときには、有効

成分としてのL —ァスコルビン酸、 L —ァスコルビン酸の誘導体、及びそれ

らの塩による肌のターンオーバ一改善作用はもとより、それら有効成分によ

る抗シヮ作用、抗小ジヮ作用、美白作用、さらには抗シミ作用、抗弛み作用

を相加効果を超えるまでに高めることができる。

[0047] (肌のターンオーバー改善作用を有する植物抽出物又は化合物）

前記肌のターンオーバー改善作用を有する植物抽出物又は化合物としては

、ゴマ、ジ才ゥ、モモ、甘草、サボテン、小麦胚芽、ワイル ドストロベリー

、セージ、ミント、ペパーミント、 ドクダミ、キヤッックロ一、シソ、ビヮ

、ツバキ、タイソゥ、アイ、ァケビ、ァシタバ、ァスナ口、ァセロラ、アル

テア、アロエ、イチヨウ、才ゥバク、オトギリソゥ、オリ一プ、オレンジ、

力ミツレ、クィンスシード、グレープフルーツ、ケィヒ、月おヒ、ジュ、シラ

カバ、スターフルーツ、センプリ、ソゥハクヒ、チヤ、チヨウジ、ニンジン

、ハマメリス、バラ、ヒマラヤンラズベリー、プッチャ一プル一厶、プル一



ン、ボタンピ、マ ロニエ、 メマツョィダサ、ャグルマソゥ、ユーカ リ、ユキ

ノシタ、ュズ、 ョクイニ ン、 ラン、 レモン、 レンゲ草、 ローズ ヒップ、 口一

ズマ リ一、サ クラ、 ヒバマタ、 ロウ ドク、 キンカラン、 ジャシ ョウシ、ボル

ド、 ヒマ、サ ッサ フラスノキ、 アンジェ リカ、 ズィコゥロウ ドク、 力シニュ

ゥコウジュ、 カンズィ、ホウセ ン力、 レンギ ヨウ、ムラサキゥマゴヤシ、 モ

ツヤクジュ、 クイー ンズ ' デ ィライ ト、 ヒカゲ ノカズラ、 卜キンソゥ、 ジャ

シ ョウ、 イチジク、 モク レン、ハ クモク レン、 シラカンバ、 ウスバ ァカザ、

スイカズラ、 クチナシ、 トウニ ン、 タイソゥな どの植物の抽出物、海藻、 ク

ロレラ、 ローヤルゼ リー、チ ンピ、 カルニチ ン、ニコチ ン酸 アミ ド、 ピリ ド

キシ ン塩酸塩、 ヒアル ロ ン酸、 グ リコ一ル 酸、 クェ ン酸、乳酸、 リン ゴ酸、

酒石酸、 2 — ヒ ドロキシ酪酸、 3 — ヒ ドロキシ酪酸、 タル トロン酸、 ビタミ

ンA 類、 グ リチル リチ ン酸誘導体、 アラン トイン、 ジクロフエナク、 フェル

ピナク、 ィププロフェン、ケ 卜プロフェン、 ロキソプロフェン及びそれ らの

塩な どを例示で き、 それ らの 1 種又は 2 種以上 を適宜組み合わせて用いるこ

とがで きる。 また、前記肌のタ一 ン才一バ一改善作用を有する植物抽出物の

内、 ヒノキ科の植物 （ァスナ 口な ど）、 イチ ヨウ科の植物 （イチ ヨウな ど）

、 ミカン科の植物 （才 ゥバ ク、オ レンジ、 グ レープフルーツ、ュズ、 レモン

な ど）、 シソ科の植物 （ミン ト、ペパー ミン ト、 シソ、 ローズマ リ一な ど）

、 ドクダミ科の植物 （ドクダミな ど）、及び 卜チュウ科の植物 （卜チュウな

ど）の抽出物が好適 に用い られる。 その内、 ァスナ 口抽出物、 イチ ヨウ抽出

物、才 ゥパ ク抽出物、オ レンジ抽出物、 シソ抽出物、 ドクダミ抽出物、及び

卜チュウ茶葉抽出物 は、後述する糖化反応抑制作用も持 っていることか ら、

本発明において、 L —ァスコル ビン酸、 L —ァスコル ビン酸の誘導体、及び

それ らの塩 との組み合わせにおいて最 も好適 に用いることがで きる。

前記肌のター ンオーバ ー改善作用を有する植物抽出物又は化合物 それぞれ

の好適な配合量 と しては、本発明の皮膚外用組成物、又は、 これを配合 した

化粧水、洗顔料、美容液、乳液、若 しくはク リ一ム中に含 まれる L - ァスコ

ル ビン酸、 L —ァスコル ビン酸の誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる 1 種



又は 2 種以上の合計量 （無水物換算）の 1質量部に対 し、通常、 0 . 0 0 0

0 質量部以上、好適には、 0 . 0 0 0 1 乃至 5 0 質量部、より好適には、

0 . 0 0 1 乃至 1 0 質量部、さらに好適には、 0 . 0 1 乃至 1 質量部の範囲

で配合される。前記配合量の下限を下回る場合、又は、前記配合量の上限を

上回る場合、所期の効果が著 しく低減するか発揮できなくなることがあるの

で好ましくない。

[0049] また、本発明の皮膚外用組成物に、必要に応 じて、後述する糖化反応抑制

作用を有する植物抽出物又は化合物を配合 したときには、有効成分としての

L —ァスコルビン酸、 L —ァスコルビン酸の誘導体、及びそれらの塩による

肌のターンオーバ一改善作用はもとより、それら有効成分による抗シヮ作用

、抗小ジヮ作用、美白作用、さらには抗シミ作用、抗弛み作用を相加効果を

超えるまでに高めることができる。

[0050] (糖化反応抑制作用を有する植物抽出物又は化合物）

前記糖化反応抑制作用を有する植物抽出物又は化合物としては、アーティチ

ヨーク、アイプライ ト、ァ才ミズ、アキグミ、ァグリモニー、ァグニ果実、

ァケビ、アサイ果実、ァシュヮガンダ、ァスナ口、ァセンャクノキ、アベマ

キ、アマチヤヅル、ァニス、アメリカンマンサク、アリスチン、イカリソゥ

、イタ ドリ、イチヨウ、イチャクソゥ、イチゴ、イ トハユリ、ィ トフノリ、

ィヌビヮ、ィぺ樹皮、イロハモミジ、イワ 卜ユリ、ウイキヨウ、ウイツチへ

—ゼル、ウインターグリーン、ゥコン、ウメ、ゥラジ口ガシ、ェピメジゥ厶

- プレビコルヌム、エイジッ、ェキナセァ、ェゾゥコギ、エニシダ、エル力

ンプーレ、エルダ一、エルバ マテ、才ウギヤシ、才ゥバク、才ゥレン、才

オアザミ、才一 卜麦、才才バタネッケバナ、才力ヒジキ、才 トメユリ、才ニ

タ、才ニユリ、才レガノ、オレンジ、カボチヤ種子、カツアバ樹皮、力ノコ

ユリ、ガラナ、カルカデ、カンァオイ、カン トウ、キキヨウ、ギシギシ、ク

サギ、クスノハガシヮ、クルマユリ、クルミ、コケモモ、コナギ、サガラメ

、ザクロ、サツマィモ、サルサパ リラ、サンザシ、サンショウソゥ、シソ、

シカクマメ、シモッケソゥ、シャクャク、ショウヨウダイ才ゥ、シラャマギ



ク、 シロザ、 シロヨメナ、セィヨウ才才バ コ、セキセッソゥ、 ソバ、 タカサ

ゴユ リ、 タネッケバナ、 ダ ビラ ル ゴザ、 タモ トユ リ、チヤデ ブダ レ、チ ヨ

ウジ、チ ンネベ リーセ ンナ、 ッボクサ、デイジ一、デ ィル、デ ビルスクロウ

、 ッヮプキ、テ ツボウユ リ、デ ビルスクロ一根、テ ンチヤ、 トウニ ン、 ドク

ダミ、 卜ゲナシ、 卜チュウ茶葉、 トマ ト、 トル メンチラ、ナガバギシギシ、

ニヮ トコ、 ノウゼ ンハ レン、 ノコンギク、 ノ ッヽ力、ハ カタユ リ、 ノ ギヽ、 ノ スヽ

ィモ、パ ッシ ョンフラワー、パ ッシ ョンフルーツ、パ フィァ根、パ ラミツ、

ヒカンザ クラ、 ヒマヮ リ、 ヒメゥヮバ ミソゥ、 ヒメユ リ、 ビラコ、 ビンロウ

ジュ、 フキ、 フジマメ、 プラックコホシュ、ベニバナボ 口ギク、マタタ ビ、

マチルス、マツ、マテバシィ、マテ茶、マ ドンナ ' リリー、マ リアァザ ミの

ソゥ果、 ミツバ ウツギ、厶べ、 モズク、ャナギ、ャプカンゾゥ、ャマ トゲバ

ンレイシ、ャマユ リ、 ヨウサイ、 ョメナ、 ライチ種子、 リーガル リリー、

リュウキユウチク、 リュウキユウバ ライチゴ、 リンゴ未熟果、 リンデ ン花、

ルイボス、 レタス、 レモン、 レモングラス、 レモンタイム、 レモンバーべナ

、 レモンバ一厶、 ローズ ヒップ、 ローズ ピンクバ ッッ、 ローズマ リ一、 口一

ズ レッ ド、 ロー レル、 ロゼァ、 ロッグウッ ド、 ヮ レモコゥ、 レンゲ草、柿葉

、甘草葉、黒大豆種皮、黒米種子、 月桃葉、細葉百合、西洋ャナギ、杜仲葉

、明 日葉の葉な どの植物の抽出物、ハナフノ リ、 フクロフノ リ、マフノ リな

どの海藻の抽出物、生 コー ヒー豆、甘藷焼酎粕、 ァガ リクス菌糸体な どの抽

出物、及びェクオ一ル、 イソフラボ ン、 1 ， 4 _ アン トラキノン、 1 _ アミ

ノ一 2 — ヒ ドロキシメチル アン トラキノン、 4 —ァミノフエノール、 1 ， 3

， 5 — トリヒ ドロキシベ ンゼ ン、 コウジ酸、 3 ， 4 —ジ ヒ ドロキシフエニル

酢酸、 カフェイン酸、 ィフェンプロジル、 6 — ヒ ドロキシ _ 2 ， 5 , 7 , 8

—テ 卜ラメチル クロマ ン一 2 — カルボ ン酸、 6 — ヒ ドロキシイン ドール、 7

— ヒ ドロキシ一 4 ， 6 —ジメチル フタ リ ド、 — リポ酸、 4 — ヒ ドロキシカ

ル コン、真珠 タンパ ク質加水分解物、 アミノグァ二ジン、エ リス口シンナ 卜

リウ厶、エル ゴチ才ネイン、 レスべ ラ トロール、 3 , 3 5 , 5 ' —テ トラ ヒ

ドロキシスチルベ ンな どの ヒ ドロキシスチルベ ン類、才キシイン ドール、 力



ル ノシン、サ リチル酸、サル ソ リノ一ル臭化水素酸塩、 シナ ピン酸、 トコフ

ェ リルニコチネ一 卜、ニコチ ン酸 アミ ド、 ノルジ ヒ ドログアイァ レチ ン酸、

プロア ン トシ ァニ ン、 マ ンニ 卜一ル 、 加水分解 カゼ イ ン、 加水分解性 タ ン二

ン、 カテ コール、 クロロゲ ン酸、 イソクロロゲ ン酸、 ネオ クロロゲ ン酸、 ク

リブ トクロロゲ ン酸、 フェル リル カフェオイルキナ酸な どのクロ口ゲ ン酸類

、 ロイコシァニジン、 プルニ ン、 プロシア二 ドール オ リゴマー、 ダル コシ

ルルチ ンな どが挙 げ られる。前記成分の内、 ァシュヮガンダ、 ァスナ 口、 ァ

セ ンャクノキ、 イチ ヨウ、 ウインターグ リー ン、才 ゥバ ク、オ レンジ、 カボ

チヤ種子、 カツアバ樹皮、 クスノハ ガシヮ、 ダル コシルルチ ン、 コケモモ、

シソ、 ソバ葉、 ダ ビラ ル ゴザ、 ドクダミ、 ヒメゥヮバ ミソゥ、ベニバナボ

口ギク、マタタ ビ、 リュウキユウチク、 リュウキユウバ ライチゴ、 リン ゴ未

熟果、柿葉、甘草葉、 月桃葉、杜仲葉の抽出物、及びェクオ一ル、 イソフラ

ボ ン、 ィフ ェ ン プロジル、真珠 タンパ ク質加水分解物、 カテ コール、 カフェ

イン酸、及び プルニ ンは、 L —ァスコル ビン酸、 L —ァスコル ビン酸の誘導

体、及びそれ らの塩 による抗シヮ作用、抗小ジヮ作用、美 白作用、 さ らには

抗シミ作用、抗弛み作用を効果的に高めることがで きるので、本発明におい

てはよ り好適な組み合わせ と して用いることがで きる。 また、前記糖化反応

抑制作用を有する植物抽出物の内、 ヒノキ科の植物 （ァスナ 口な ど）、 イチ

ヨウ科の植物 （イチ ヨウな ど）、 ミカン科の植物 （才 ゥパ ク、オ レンジ、 レ

モンな ど）、 シソ科の植物 （シソ、 ローズマ リ一な ど）、 ドクダミ科の植物

( ドクダミな ど）、及び 卜チュウ科の植物 （卜チュウな ど）の抽出物が好適

に用い られる。 その内、 ァスナ 口抽出物、 イチ ヨウ抽出物、才 ゥパ ク抽出物

、オ レンジ抽出物、 シソ抽出物、 ドクダミ抽出物、及び 卜チュウ葉抽出物 は

、肌のター ンオーバ 一改善作用も持 っていることか ら、本発明において、 L

—ァスコル ビン酸、 L —ァスコル ビン酸の誘導体、及びそれ らの塩 との組み

合わせにおいて最 も好適 に用いることがで きる。 しかも、 これ ら糖化反応抑

制作用を有する植物抽出物又は化合物 を L — ァ ス コル ビン酸、 L — ァ ス コル

ビン酸の誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる 1 種又は 2 種以上 と併用する



ときには、糖化最終産物 ( a d v a n c e d g l y c a t i o n e n d

p r o d u c t s : A G E s ) の生成 を効果的に抑制で きることか ら、好

ま しくない A G E s の皮膚組織への沈着 を低減ない しは抑制で きるとともに

、 A G E s を生成する過程で、 コラーゲ ンの分子内及び分子間に無秩序な架

橋 が形成 され、 コラ一ゲ ンに物理的、生理的変化 （変性）が引 き起 こされる

のを低減ない しは抑制で きることか ら、 シヮ、肌荒れ、 くすみ、或いは、 は

りの低下な ど肌の老化 を効果的に予防ない しは改善することがで きる。更に

、糖化反応抑制作用を有する植物抽出物 を L — ァ ス コル ビン酸、 L _ ァ ス コ

ル ビン酸の誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる 1 種又は 2 種以上 と併用す

るときには、 それ ら植物抽出物 に起因する異味、異臭がマスクされるととも

に、保存安定性が格段 に高 まる利点が奏せ られる。

[0051 ] 前記糖化反応抑制作用を有する植物抽出物又は化合物 それぞれの好適な配

合量 と しては、本発明の皮膚外用組成物、又は、化粧水、洗顔料、美容液、

乳液、若 しくはク リーム中に含 まれる L —ァスコル ビン酸、 L —ァスコル ビ

ン酸の誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる 1 種又は 2 種以上の合計量の 1

質量部 に対 し、通常、 0 . 0 0 0 1 質量部以上、好適 には、 0 . 0 0 1 乃至

5 0 質量部、 よ り好適 には、 0 . 0 0 1 乃至 1 0 質量部、 さ らに好適 には、

0 . 0 1 乃至 1 質量部の範囲で配合 される。前記配合量の下限を下回る場合

、又は、前記配合量の上限を上回る場合、所期の効果が著 しく低減するか発

揮で きな くなることがあるので好 ま しくない。

[0052] また、本発明の皮膚外用組成物 に、前記肌のター ンオーバ ー改善作用を有

する植物抽出物又は化合物 とともに、前記糖化反応抑制作用を有する植物抽

出物又は化合物 を、通常、略等量ずつ、組成物 当た り、合計で、 0 . 0 1 乃

至 1 質量。/ oと、 L —ァスコル ビン酸、 L —ァスコル ビン酸の誘導体、及びそ

れ らの塩か ら選ばれる 1 種又は 2 種以上の合計量 （無水物換算）で 1 乃至 1

0 質量％配合 した ときには、有効成分 と しての L —ァスコル ビン酸、 L —ァ

スコル ビン酸の誘導体、及びそれ らの塩 による肌のタ一 ン才一バ一改善作用

が高 まるとともに、前記肌のター ンオーバ 一改善作用を有する植物抽出物又



は化合物と、後述する糖化反応抑制作用を有する植物抽出物又は化合物の作

用が相まって、抗シヮ作用、抗小ジヮ作用、美白作用、さらには抗シミ作用

、抗弛み作用を相加効果を超えるまで著しく高めることができる。

[0053] B . 基礎化粧品

本発明の皮膚外用組成物は、基礎化粧品、メークアップ化粧品などの化粧

品の分野で好適に用いることができ、とりわけ、皮膚に直接適用する化粧水

、洗顔料、美容液、乳液、クリームなどの基礎化粧品に配合した場合にその

優れたアンチエイジング効果が期待できる。以下、本発明の皮膚外用組成物

を用いることができる代表的な基礎化粧品について説明する。

[0054] < 化粧水>

本発明の皮膚外用組成物は、上述したとおり、水性媒体を基剤とするもの

であり、これに、エタノール及び保湿剤をさらに配合することにより化粧水

とすることができる。化粧水は、皮膚の角質層に水分や保湿成分を補給する

とともに皮膚の生理作用を助けるために用いられる。化粧水としては、具体

的には、清浄用化粧水、収れん性化粧水、柔軟性化粧水、多層状化粧水など

が挙げられ、スキンローション、ボディローション、ハン ドローション、ェ

モリエントロ一ションなども含まれる。

[0055] (保湿剤）

本発明の化粧水に用いられる保湿剤としては以下のものが挙げられる。す

なわち、グリセリン、エチレングリコール、プロピレングリコール、 1，3

—プチレングリコール、 3 _ メチル_ 1，3 —ブタンジ才一ル、 1，3 —プ

口パンジ才一ル、 2 _ メチル_ 1，3 _ プロパンジ才一ル、 卜リメチロール

プロパン、ペンタエリスリ卜一ル、ジグリセリン、ポリグリセリン、ジェチ

レングリコ一ル、 トリエチレングリコ一ル、ポリエチレングリコ一ル、ジプ

ロピレングリコール、ポリプロピレングリコール、 1，2 _ ペンタンジ才一

ル、 1，2 —へキサンジ才一ル、 1，2 _ ヘプタンジ才一ル、イソプレング

リコール、イソペンチルジ才一ル、へキシレングリコール、 トリグリセリン

、2 —メタクリロイル才キシェチルホスホリルコリン、テトラヒドロフルフ



リル アル コール、ポ リオキシエチ レン （P O E ) テ トラ ヒ ドロフル フ リル ァ

ル コール、ポ リオキシプロピレン （P O P ) プチルェ一テル、 P O P . P 0

E プチルェ一テル、 トリポ リ才キシプロピレング リセ リンエーテル、 P O P

グ リセ リンエーテル、 P 0 P グ リセ リンエーテル リン酸、 P O P ' P O E ぺ

ンタエ リス リ 卜一ルェ一テル、エチ レンダ リコール プロピレンダ リコール

共重合体、 フィタン トリオ一ル、エ リスル ロースな どの多価 アル コール類、

エチ レンダ リコールモノメチルエーテル、エチ レンダ リコールモノフエニル

エーテル、エチ レング リコールモノへキシルエーテル、 ジエチ レング リコ一

ルモノメチルエーテル、 トリエチ レング リコールモノェチルエーテル、 モノ

才 レイル グ リセルエーテル、 ジエチ レング リコールモノェチルエーテル、ェ

チ レンダ リコールモノェチルエーテル、エチ レンダ リコールモノプチルェ一

テル、 ジエチ レンダ リコ一ルジプチルェ一テル等のダ リコ一ル アルキルェ一

テル類、 ソル ビ 卜一ル、 キシ リ 卜一ル、エ リス リ 卜一ル、マ ンニ 卜一ル、マ

ルチ トール、マル ト卜リイ 卜一ル、マル トテ トライ 卜一ル、澱粉加水分解物

の水素添加物な どの糖 アル コール類、 スクロース、 ラム ノース、 グル コース

、 フラク 卜一ス、 ガラク 卜一ス、マ ンノース、 卜レオ一ス、 キシ口一ス、 ァ

ラ ビノース、 フコース、 リボース、デ才キシ リボース、マル ト一ス、マル ト

トリオ一ス、マル トテ 卜ラオ一ス、 トレハ ロース、 ラク 卜一ス、 ラフイノ一

ス、 ダル コン酸、 グル クロン酸、 ダル コシル トレハ ロース、マル トシル トレ

ハ ロース、マル トトリオシル トレハ ロース、マル トテ トラオシル トレハ ロー

スな どの トレハ ロースの糖質誘導体、硫酸化 トレハ ロース、デキス トリン、

サイクロデキス トリン、国際公開第W O 0 2 / 1 0 3 6 1 号パ ンフ レッ ト

で開示 したサイクロ { → 6 ) _ _ D _ ダル コピラノシル 一 （1 → 3 ) -

_ D _ ダル コピラノシル 一 （1 → 6 ) _ _ D _ ダル コピラノシル 一 （1 →

3 ) _ _ D _ ダル コピラノシル — （1 → } の構造 を有する環状四糖 （シク

ロニケ ロシリレニゲ ロ一ス ：C y c I o n i g e o s y I n i g e I o s e

) 、特 開平 2 0 0 5 — 9 5 4 8 号公報 に記載 したサイクロ { → 6 ) — —

D _ ダル コピラノシル 一 （1 → 4 ) _ _ D _ ダル コピラノシル 一 （1 → 6



) — — D —ダル コピラノシル 一 （1 → 4 ) — a — D —ダル コピラノシル 一

( → } の構造 を有する環状四糖 （シクロマル トシルマル ト一ス ：C y c I

o m a I t o s y I m a I t o s e ) 、 プル ラン、異 '生化糖、 キシ リチリレグ

ル コシ ドな どの糖類、 ノく' リン、 ロイシン、 イソロイシン、 卜レオニ ン、 メチ

才ニ ン、 フエ二ル ァラニ ン、 トリプ 卜ファン、 リジン、 グ リシン、 ァラニ ン

、 ァスパ ラギン、 グル タミン、セ リン、 システィン、 シスチ ン、チ ロシン、

プロ リン、 ヒ ドロキシプロ リン、 ァスパ ラギン酸、 グル タミン酸、 グル タミ

ン酸ナ トリウム、 ヒ ドロキシ リジン、 アルギニ ン、オル二チ ン、 ヒスチジン

、 ピロ リ ドンカルボ ン酸な どのアミノ酸、乳酸ナ トリウム、尿酸、 ピロ リ ド

ンカルボ ン酸ナ トリウムな どの N M F 成分 （天然保湿成分）、 グ リコーゲ ン

、デキス トラン、 口一カス トビー ンガム、 キシログル カン、 クィンスシー ド

、 カラギ一ナ ン、ぺ クチ ン、マ ンナ ン、 力一 ドラン、サ クシノグル カン、 ガ

ラクタン、 ァラ ビノガラクタン、デルマタン硫酸、ケラタン硫酸、 コン ドロ

ィチ ン、 コン ドロイチ ン硫酸、厶コィチ ン硫酸、ケラ ト硫酸、 キチ ン、 キ ト

サ ン、へパ リン、へパ ラン硫酸、 ヒアル ロン酸な どの厶コ多糖類や これ ら厶

コ多糖類の加水分解物、大豆蛋 白分解ペ プチ ド、小麦蛋 白分解ペ プチ ド、加

水分解小麦蛋 白、 カゼイン分解ペ プチ ド、パル ミ トイルオ リゴペ プチ ド等の

ァシル化ぺ プチ ド類、 シ リル化ぺ プチ ド類、 コンキオ リン分解べ プチ ド、加

水分解 コンキオ リン、 シル クや コラーゲ ンな どの蛋 白質 ぺ プチ ドゃ これ ら

の加水分解物、加水分解 ヒアル ロン酸、加水分解卵殻膜な どの水溶性高分子

物質、 これ らの塩類、大豆由来、卵黄 由来な どの レシチ ン、 フォスファチジ

ル グ リセ ロール、 フォスファチジルイノシ 卜一ル、 フォスファチジルセ リン

、 フォスファチジルエタノール ァミン、 フォスファチジン酸、 スフインゴミ

エ リンな どの リン脂質、 スフインゴ脂質、オ リ一プ油、ホホバ油、 スクワラ

ンな どの油脂類、 ジメチルポ リシロキサ ン、 メチル フエニルシロキサ ンな ど

のシ リコン類、乳酸菌 ビフィズス菌な どの培養上清、 ローヤルゼ リ一ェキ

ス、酵母抽出液、卵殻膜 タンパ ク、牛顎下腺厶チ ン、 ヒポタウ リン、 ガラク

卜ァラ ビナ ン、 ゴマ リグナ ン配糖体、 アル ブミン、乳清、塩化 コ リン、ホス



ホ リル コ リン、胎盤抽出液、 ョクイニ ンエキス、ボタンエキス、海藻エキス

、ゲ ンチアナエキス、ユキノシタエキス、 シソエキス、加水分解 コメヌカェ

キス、 プル一 ン酵素分解物、 卜リメチル ダ リシン、 N - メチル — L —セ リン、

ニコチ ン酸 アミ ド、才 ゥゴンエキス、チヤエキス、 ッボクサエキス、 クヮェ

キス、 アル カ リゲネス産生多糖体、ハ クガイシ加水分解エキス、 ァセチル ヒ

アル ロン酸ナ トリウム、 アルテアエキス、 トウキエキス、 アロエエキス、 ィ

ザ ョイバ ラエキス、デ才キシ リボ核酸ナ トリウム、 メロス リアエキス、ニ ン

ジンエキス、 ドクダミエキス、 ウー ロン茶エキス、 コムギ胚芽エキス、 キシ

口ビ才一ス混合物、 モクッゥエキス、才 ゥパ クエキス、オ トギ リソゥエキス

、 カツコンエキス、ホエイ、サ クラ葉抽出液、 シャクャクエキス、 ヮ レモコ

ゥエキス、 ァセ ロラエキス、 ヒ才 ウギ抽出液、エーデル ワイスエキス、 アル

モン ドエキス、 ダル コシルヘスペ リジン、 イエ ロ一 ヒマラヤ ンラズベ リー根

エキス、セィヨウハ ツ力エキス、 ジ才 ゥエキス、 メバ ロノラク トン、 ァシタ

バエキス、 イチ ヨウエキス、 スギナエキス、加水分解黒豆エキス、 タイムェ

キス、才 ゥ レンエキス、 アデ ノシン一 リン酸、 アデ ノシン三 リン酸ニナ トリ

ゥ厶、 d I _ _ トコフエロール、 D L — リンゴ酸ナ トリウム、 ァ- ァミノ-

- ヒ ドロキシ酪酸、 ァスナ 口抽出液、 アスパ ラガスエキス、 ァスパ ラサス リ

ネア リスエキス、 アボカ ドエキス、 アンズ果汁、 ィガイグ リコーゲ ン、 イノ

シ ッ 卜、 ィプキ トラノ才抽出液、 イラクサエキス、 ゥコンエキス、 ゥヮウル

シ流エキス、エイジッエキス、ェチナシ葉エキス、ェチル ダル コシ ド、才才

バナサルスべ リエキス、才タネニ ンジンエキス、オ ノニスエキス、オ リ一プ

葉エキス、 力キエキス、 ガマエキス、 カムカムエキス、 カムカム種子エキス

、 力ロッ トエキス、 キイチゴエキス、 キウイエキス、 グアバエキス、 クチナ

シエキス、 クマザサエキス、 クララエキス、 グ リコール酸、 グ レープフル一

ツエキス、 ク レマテ イスエキス、 クロレラエキス、ケ一プアロエエキス、ゲ

ンノシ ョウコエキス、 コ一 ヒ一エキス、 コハ ク酸 2 — ( 2 — ヒ ドロキシエ ト

キシ）ェチル ダァニジン、 コメヌ力抽出物加水分解液、 コラーゲ ン ' トリぺ プ

チ ド、サイシンエキス、サ クシニル ァテ ロコラーゲ ン、サ ンザシエキス、サ



ンペ ンズエキス、 シァノコバ ラミン、 シ一グラスエキス、 シナ ノキエキス、

ジメチルシラノール ヒアル ロン酸縮合液、 シモッケソゥエキス、 シ ョウプ

根エキス、 シラカバエキス、 シル ク抽出液、 シル ク末、 スィカズラエキス、

スターフルーツ葉エキス、 ス トロベ リー果汁、セィヨウキズタエキス、セィ

ヨウサ ンザシエキス、セ ンプクカエキス、セ ンプ リエキス、 ソゥハ クヒェキ

ス、 ソル ビ 卜一ル発酵多糖液、 ダイズエキス、 タイソゥエキス、 ツバキエキ

ス、デイジ一抽出液、テル ミナ リアエキス、テ ンチヤエキス、 トウニ ンェキ

ス、 トウヒエキス、 トウモロコシエキス、 トマ ト果汁、 ノバ ラエキス、ハイ

ビスカスエキス、ハ ウチヮマメエキス、バ クガ根エキス、ハ ゴロモグサェキ

ス、ハス種子乳酸菌発酵液、パセ リエキス、ハマナスエキス、ハマメ リスェ

キス、バ ラエキス、パ リエタ リアエキス、パ ンクラチウムマ リチ厶厶エキス

、 ヒ才 ウギ抽出液、 ビヮ葉エキス、 フイ トグ リコーゲ ン、 プッチャ一プル一

厶エキス、ホウセ ン力エキス、ポ リアスパ ラギン酸ナ トリウム液、マ ョラナ

エキス、ユ リエキス、藍水抽出液、マ ロニエ抽出物、エラスチ ン、天然型セ

ラミ ド （タイプ 1 、 2 、 3 、 4 、 5 、 6 ) 、 ヒ ドロキシセラミ ド、疑似セラ

ミ ド、 スフインゴ糖脂質、セラミ ド及び糖セラミ ド含有エキス等のセラミ ド

類、海洋深層水、 アル カ リ単純温泉水、ポ リオキシエチ レンメチル ダル コシ

ド、 d I _ ピロ リ ドンカルボ ン酸ナ トリウム、 L —才キシプロ リン、 ァセチ

ル ダル コサ ミン、 タウ リンな どを例示することがで きる。

とりわけ、本発明の皮膚外用組成物 を配合 した化粧水の場合 には、保湿効

果 に優れ、 L —ァスコル ビン酸、 その誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる

1 種又は 2 種以上 と組み合わせることによ り、肌荒れ改善効果 をよ り効果的

に発揮することので きる以下の保湿剤 を用いるのが好 ま しい。すなわち、 グ

リセ リン、エチ レング リコール、 プロピレング リコール、 1 ， 3 _ プチ レン

グ リコール、 3 _ メチル _ 1 ， 3 —プタンジ才一ル、ペ ンタエ リス リ 卜一ル

、 ジグ リセ リン、ポ リグ リセ リン、 ジエチ レング リコ一ル、 トリエチ レング

リコール、ポ リエチ レング リコール、 ジプロピレング リコール、 トレハ ロー

ス、セラミ ド類、 2 —メタク リロイル才キシェチルホスホ リル コ リン、 ヒア



ルロン酸、コン ドロイチン硫酸、加水分解 ヒアルロン酸、酵母抽出液、ョク

ィニンエキス、ボタンエキス、海藻エキス、ゲンチアナエキス、 卜リメチル

グリシン、 〜- メチル一 1_ —セリン、ニコチン酸アミ ド、ローヤルゼリーェキ

スから選ばれる 1種又は 2 種以上を保湿剤として使用するのが望ましい。

[0057] 前記保湿剤はそれぞれ、通常、本発明の化粧水質量当たり、 0 . 0 0 0 1

質量％以上、好適には、 0 . 0 0 1 乃至 5 0 質量％、より好適には、 0 . 0

1 乃至 2 5 質量％、さらに好適には、 0 . 1 乃至 1 0 質量％の範囲で配合さ

れる。

[0058] また、本発明の化粧水には、その目的と機能に応 じて、下記に記載の収れ

ん剤、角質軟化剤、ェモリエン 卜 （柔軟）剤及び界面活性剤から選ばれる 1

種又は 2 種以上を配合することができる。

[0059] (収れん剤）

収れん剤としては、クェン酸、タンニン酸、ァセ トキシプロピオン酸、ィ

ソ吉草酸、アミノ吉草酸、エ トキシ酢酸、エ トキシプロピオン酸、イソアミ

ノ吉草酸、エポキシ才レイン酸、エライジン酸、ァミノ酪酸、エル力酸、才

キサロ酢酸、ギ酸、ィコサン酸、グルクロン酸、ィズロン酸、クロ トン酸、

クロ口イソクロ トン酸、イソクロ トン酸、酢酸、ジヒドロリポ酸、酒石酸、

ェチルクロ トン酸、ジフエニル酢酸、ジメ トキシフタル酸、ェチルヒドロキ

シ酪酸、スクシンアミ ド酸、ステアリン酸、ステアロル酸、ソルビン酸、チ

グリン酸、チロキシン、デカン酸、 トロパ酸、乳酸、 ヒドロキシイソ酪酸、

ヒドロキシ吉草酸、 ピルビン酸、プチル酢酸、プチルヒドロペル才キシ ド、

ブラシジン酸、プロピオル酸、 ピロピオン酸、プロモイソ吉草酸、プロモイ

ソ酪酸、プロモプロピオン酸、へキサン酸、へキセン酸、ペ トロセリン酸、

ヘプタデカン酸、ヘプタン酸、ァレア二ル酸、マレアミ ド酸、ミコール酸、

ミリスチン酸、メタクリル酸、メチル吉草酸、メチルチオ酢酸、メチル酪酸

、メバロン酸、メリシン酸、メルカプ ト酢酸、ョ一 ド酢酸、ラウリン酸、 リ

シネライジン酸、 リシノ一ル酸、 リノ一ル酸、 リノレン酸、アコニット酸、

才キサロコハク酸、才キソダルタル酸、アジピン酸、力ルセイン、カルボキ



シフエニル酢酸、 ァセ トキシコハ ク酸、 カルボキシコメロン酸、 カンホ ロン

酸、 イソカンホ ロン酸、 ダル タコン酸、 ダル タル酸、 イソクェ ン酸、 クロセ

チ ン、 コハ ク酸、 フタル酸、 フマル酸、 イソシンコメロン酸、 ジエチ レン 卜

リアミン五酢酸、 イソフタル酸、 シ トラマル酸、 ジニコチ ン酸、 ィタコン酸

、 ジプロモコハ ク酸、 ジクロロコハ ク酸、ェチルマ ロン酸、 ジメチル コハ ク

酸、 シユウ酸、 シンコメロン酸、へ ミメ リ 卜酸、ペ ラル ゴン酸、ベルべ ロン

酸、ベ ンゼ ンへキサカルボ ン酸、ベ ンゼ ンペ ンタカルボ ン酸、マ レイン酸、

マ ロン酸、 メサ コン酸、 メソ酒石酸、 メソシユウ酸、 メチルイソフタル酸、

メチル コハ ク酸、 メチルマ ロン酸、 メル カプ トコハ ク酸、 メロファン酸、ぺ

ル才キシフタル酸、 リンゴ酸、ルチジン酸、 ロイコ 卜リエ ンプロモアン トラ

ニル酸、 アミノケィ皮酸、 イソプロピルケイ皮酸、才キサニル酸、 ァ レカイ

ジン、 カルボキシケィ皮酸、ケィ皮酸、 ガロイル没食子酸、 トラネキサム酸

、ニ トロケィ皮酸、 ヒ ドロキシケィ皮酸、 メ トキシケィ皮酸、 ヒ ドロキシ ヒ

ドロケィ皮酸、 フエ二ルケィ皮酸、エラグ酸、才 ロ ト酸、 カンファン酸、 キ

ナ酸、 ヒ ドロキシプロ リン、ェチ才 コラン酸、 カウルモ才 ダル酸、 カル ノシ

ン、 力ルバ ゾ一ル酢酸、 キノ リンカルボ ン酸、 キノ リン酸、 キノ リンジカル

ボ ン酸、 クマ リン酸、 クロロフエノキシ酢酸、ケ ノデ才キシコール酸、 コラ

ン酸、 コール酸、サ ン 卜ニ ン酸、 ジ ヒ ドロオル ト酸、 スクシニナル酸、チ才

フェンカルボ ン酸、テ トラ ヒ ドロ葉酸、デ ヒ ドロコ一ル酸、テルぺニル酸、

ヒ ドロキシ ピロンカルボ ン酸、 ヒ ドロキシ ピロンジカルボ ン酸、 ヒ ドロキシ

フエニル酢酸、 ヒ ドロキシフエニル プロピオ ン酸、 ビフエニルジカルボ ン酸

、ホモゲ ンチシン酸、マ ンデル酸、厶 リコール酸、 メチル ド一パ、 メチル フ

ェニル酢酸、 メチル フランカルボ ン酸、 メチル レッ ド、 メフエナム酸、 リセ

ル グ酸、 リ トコ一ル酸、 リポ酸、 レセル ピン酸、 レチ ノィン酸、 レボ ピマル

酸、 グ リコ一ル酸、サルチル酸、パ ラフエノ一ルスルホ ン酸亜鉛、 アルテア

、 アル二力、 ィプキ トラノ才、 ィ リス、 ウイキ ヨウ、才才バナサルスベ リ、

オ レンジ、 キイチゴ、 グアバ、 クロフサスダ リ、ゲ ンノシ ョウコ、サ ンザシ

、 シモッケソゥ、 シャクャク、 シラカバ、 スイカズラ、 スギナ、セィヨウキ



ズタ、 タイム、チヤ、パセ リ、ハマメ リス、 プ ドウ、ャグルマギク、 レモン

、 レンゲソゥ、 ヮ レモコゥ、 キナ、サル ビア、ボダイジ ュ 、 才タネニ ンジン

、 卜シ ョウ、マ ンネンロウ、オ トギ リソゥ、 イチ ヨウ、 メ リッサ、オ ノニス

、マ ロニエ、セ ンプ リ、ニ ンニク、 力ミツ レ、サイ厶、 ノヽ ッ力、 イラクサ、

トウガラシ、 シ ョウガ、ホ ップ、西洋 卜チ ノキ、 ラベ ンダー、ニ ンジン、 力

ラシナ、ケィ、マツ、セ ンキユウ、ニヮ トコ、ャマゼ リ、ハシ リ ドコ口、ボ

タン、ャマモモ、 ドクダミ、 コゥホネ、 シプガキ、 トウキンセ ン力、 ダビジ

ンソゥ、 リン ドウ、ハマボウフゥ、 ダイダイ、ュズ、 シ ョウプ、ナツミカン

、 メ リ一 口一 卜、サ ンシ ョウ、ユーカ リ、 ョモギ、ェ ンメイソゥ、 コメ、 ク

ララ、 シ ョウキ ヨウ、チ ヨウジ、 クル ミの葉、才 ゥゴン、セージ、 ローズマ

リ一、何首鳥、黄連、黄柏、黄苓、重薬、陳皮、人参、 トウシン、 タクシァ

、 タンニ ン、樺木 タールな どの植物の抽出物、 プロポ リス、 ローヤルゼ リー

、 コゥボエキス、チューべ ロースポ リサ ッカライ ド液、 ウー ロン茶、 ミヨウ

バ ン、塩化亜鉛、硫酸亜鉛、硫酸 アル ミニウム、塩化 アル ミニウム、 ァラン

卜インクロル ヒ ドロキシアル ミニウム、 アラン トインジ ヒ ドロキシアル ミニ

ゥ厶、 クロル ヒ ドロキシアル ミニウム、酸化亜鉛、硫化亜鉛、 スルホ石炭酸

亜鉛、 スルホ石炭酸ナ トリム、 アル ミニウム、 ジル コニウムの有機複合塩類

な どが挙 げ られる。

[0060] 前記収れん剤 はそれぞれ、通常、本発明の化粧水質量当た り、 0 . 0 0 0

1 質量％以上、好適 には、 0 . 0 0 1 乃至 5 0 質量％、 よ り好適 には、 0 .

0 1 乃至 2 5 質量％、 さ らに好適 には、 0 . 1 乃至 1 0 質量％の範囲で配合

される。

[0061 ] とりわけ、本発明の皮膚外用組成物 を配合 した化粧水の場合 には、収れん

効果 に優れる、 クェ ン酸、 コハ ク酸、酒石酸、 レチ ノイン酸、 リンゴ酸な ど

の酸剤、 レチ ノ一ル、塩化亜鉛、 アル ミニウム末、硫酸 アル ミニウムな どの

アル ミニウム化合物、 ミヨウバ ン及び変性 アル コール、エタノール、 アルテ

ァエキス、 アル二力エキス、 イブキ トラノ才抽出液、 イラクサエキス、 イ リ

ス根エキス、 ウイキ ヨウエキス、 ウー ロン茶エキス、エタノール



、才才バナサルスべリエキス、オトギリソゥエキス、オレンジフラワー水、

オレンジ果汁、力ワラョモギエキス、キイチゴエキス、グアバエキス、クロ

フサスグリ果実エキス、ゲラニオール、ゲンノショウコエキス、サンザシェ

キス、シモッケソゥエキス、シャクャクエキス、シラカバエキス、スィカズ

ラエキス、スギナエキス、セィヨウキズタエキス、セィヨウサンザシエキス

、タイムエキス、チヤエキス、 ドクダミエキス、パセリエキス、ハマメリス

エキス、プドウ葉エキス、マツエキス、メリッサエキス、ャグルマギクェキ

ス、ョモギエキス、レモン果汁、レンゲソゥエキス、ヮレモコゥエキスから

選ばれる1種又は2種以上の収れん剤を使用するのが望ましい。

[0062] (角質軟化剤）

角質軟化剤としては、エタノール、イソプロピルアルコール、プロパノ一

ル、プタノ一ル、ポリエチレングリコール、ベンジルアルコール、フエニル

エチルアルコール、炭酸プロピレン、へキシル ドデカノ一ル、ジメチルスル

ホキシド、ジメチルァセ卜アミド、ジメチルホルムアミド、 トリエタノール

ァミン、ジイソプロピルアジぺ一卜、ェチルラウリレー卜、ラノリン、脂肪

酸ジアルキロ一ルアミド、尿素、ィ才ゥ、レゾルシン、フィチン酸、乳酸、

乳酸塩、グリコ一ル酸、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムなどが挙げられ

る。とりわけ、本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物を配合した化粧

水の場合には、角質軟化効果に優れる、尿素、ィ才ゥ、エタノール、乳酸、

グリコ一ル酸、サリチル酸、硫酸ナトリウムなどから選ばれる1種又は2種

以上を使用するのが望ましい。

[0063] (ェモリエン卜剤）

ェモリエン卜 （柔軟）剤としては、主として皮脂に近い油性成分が望まし

く、油性成分としては、例えば、アサ種子油、ァストロカリウム厶ル厶ル脂

、アブラナ種子油、アフリカマンゴノキ核脂、アマナズナ種子油、アルガ二

ァスピノサ核油、アンズ核油、ゥミクロウメモドキ油、ェチウ厶プランタギ

ネゥ厶種子油、エミュ一油、オレンジラフィ一油、カノラ油、カャ種子油、

ガルシニアインディ力種子油、キヤラウエ一種子油、キヨウニン油、ククイ



ナ ッツ油、 クランべ ア ビニシカ種子油、 クランベ リ一種子油、 クル ミ種子油

、 クロフサスグ リ種子油、 コケモモ種子油、 コメ胚芽油、 ゴヨウマツ種子油

、サザ ン力油、サラソウジュ種子脂、酸化 コー ン油、 シァ脂油、 シ ョレアス

テ ノプテラ脂、 シロバナル一 ピン種子油、水添 アポガ ド油、水添オ リ一プ油

、水添牛脂、水添 ダイズ油、水添ナタネ種子油、水添乳脂、水添パーム核油

、水添パー厶油、水添 ヒマシ油、水添ホホバ油、水添野菜油、水添ヤシ油、

スク レ口カ リア ビレア油、 ダチ ョウ油、チヤボ 卜ケイソゥ種子油、チヤ実油

、 ツバキ油、 ツル コケモモ種子油、テオ プロマグランジフロルム種子脂、豚

脂、乳脂、 ノヽ 卜厶ギ油、ババス油、 ピーナ ッツ油、 ビスタシ才種子油、 ヒポ

ファエラム ノイデス油、 ヒマヮ リ種子油、 ビルベ リ一種子油、 プ ドウ種子油

、部分水添エゴマ油、部分水添馬油、 ブルー ン種子油、 ブロッコ リ一種子油

、へチマ種子油、ぺポカボチヤ種子油、 トマ トコッカスプル ビア リス油、ホ

ロムイイチゴ種子油、マツ種子油、マ ンゴー種子脂、マ ンゴー種子油、 ミン

ク油、 メ リァァザジラクタ種子油、 モモ核油、野菜油、ュチヤ油、 ョ一 ロッ

パキイチゴ種子油、 リンゴ種子油、ル リジサ種子油、 ローズ ヒップ油、 ヮサ

ビノキ種子油、マカデ ミアナ ッツ油、 ヒマシ油、オ リ一プ油、 アルモン ド油

、 カカオ油、椿油、ヤシ油、パ一厶油、木 ロウ、ホホバ油、 グ レープシー ド

油、 アポガ ド油、サ フラワー油、 ゴマ油、茶油、 月見草油、小麦胚芽油、へ

—ゼルナ ッツ油、 メ ドウフォーム油、パ一シ ック油、 ノ ッヽ力油、テ ィ一 トリ

—油、 トウモロコシ油、ナタネ油、 ヒマヮ リ油、 アマ二油、綿実油、大豆油

、落花生油、米ぬか油、 カカオ脂、 シァ脂、 ウイキ ヨゥ油、エゴマ油、 カミ

ッ レ油、 力ロッ ト油、 キューカンパ一油、卵黄油、牛脂、馬脂、魚油、 ター

トル油、オ レンジラフィ一油な どの植物油脂類又は動物油脂類、 ウルシ果皮

ロウ、才才バナソケィ花 ロウ、オ レンジ果皮 ロウ、オ レンジ花 ロウ、加水分

解ホホバエステル、 カルナゥバ ロウ、 キャンデ リラロゥ、 クチべニスイセ ン

花 ロウ、 コメヌ力ロウ、 シロャマモモ果実 ロウ、 スイー トアカシア花 ロウ、

チューべ ロース花 ロウ、蜜 ロウ、鯨 ロウ、オ レンジラッフィ一オイル、 ラノ

リン、 ライスワックス、 モンタンワックス、才 ゾケライ トな どの ロウ類、 ィ



ソエイコサ ン、 イソ ドデカン、 イソへキサデカン、 ジェチルへキシルシクロ

へキサ ン、ペ ンタ ヒ ドロスクワ レン、 ミネラルオイル、流動パ ラフィン、ポ

リイソプテ ン、水添ポ リイソプテ ン、ポ リプテ ン、 スクヮラン、 スクワ レン

、マイクロク リスタ リンワックス、セ レシンワックス、パ ラフィンワックス

、 ワセ リン、才 ゾケライ ト、 —才 レフィンオ リゴマー、テ トラデセ ンな ど

の炭化水素類、異性化 リノール酸、牛脂脂肪酸、脂肪酸 （C 1 4 _ 2 8 )

脂肪酸 （C 2 0 — 4 0 ) 、水添ヤシ脂肪酸、パ一厶核脂肪酸、 1 0 _ ヒ ドロ

キシデカン酸、分岐脂肪酸 （C 1 4 _ 2 8 ) 、分岐脂肪酸 （C 1 2 _ 3 1 )

ヘ ン酸、 力プ リン酸、 ミ リスチ ン酸、 りレミチ ン酸、 ステア リン酸、

へ二 ン酸、 ラノ リン脂肪酸、 リノ一ル酸、 リノレン酸、 ラウ リン酸、才 レイ

ン酸、 イソステア リン酸、 ゥンデシ レン酸、 1 2 — ヒ ドロキシステア リン

酸、 りレミ 卜才 レイン酸、エル 力酸、 ドコサへキサェ ン酸、エイコサペ ンタ

ェ ン酸、 イソへキサデカン酸、 アンティソへ ンィコサ ン酸、 イソノナ ン酸、

2 —ェチルへキサ ン酸、な どの天然及び合成脂肪酸類並びにそれ らの塩類、

( C 1 2 _ 1 6 ) アル コール、 （C 1 4 _ 2 2 ) アル コール、 （C 2 0 — 2

2 ) アル コール、 （C 2 0 — 4 0 ) アル コール、 （C 3 0 — 5 0 ) アル コ一

ル、 ァプラナ種子ステ ロール、 イソセチル アル コール、 イソプロパ ノール、

カプ リリル グ リコール、 コメヌカステ ロ一ル、水添ナタネ油 アル コール、セ

タノ一ル、 ステア リル アル コール、へキシルデカノ一ル、才 クチル ドデカノ

—ル、 ラウ リル アル コール、 力プ リル アル コール、 ミ リスチル アル コール、

才 レイル アル コール、セ トステア リル アル コール、 ァラキル アル コール、ベ

へニル アル コール、ホホバ アル コール、 キミル アル コール、セラキル アル コ

—ル、バチル アル コール、 イソステア リル アル コール、セチル アル コール、

コ レステ ロール、 フィ トステ ロール、 ラノ リンアル コール、水添 ラノ リンァ

ル コ一ル、パル ミチル アル コール、 2 _ デシルテ トラデシノールな どの天然

及び合成高級 アル コール類、 （C 1 - 5 ) パ レス— 9 カルボ ン酸 イソプ

口ピル、 ピロ リ ドンカルボ ン酸才 クチル ドデシル、 ピロ リ ドンカルボ ン酸 メ

ンチル、 ピロ リ ドンカルボ ン酸 ラウ リル、 P E G — 2 イソデセス _ 7 カルボ



ン酸セチル、 アジ ピン酸 ジ P P G _ 3 ミ リスチル、 ァジ ピン酸 ジ P P G _ 2

ミ レス一 1 0 、 アジ ピン酸 ジイソプロピル、 ァジ ピン酸 ジへ プチル ゥンデシ

ル、 アポガ ド脂肪酸ェチル、 アポガ ド油脂肪酸 プチル、安息香酸 メチル ダル

セス一 2 0 、 イソステア リン酸ェチル、 （イソステア リン酸 / コハ ク酸） ヒ

マシ油、 イソステア リン酸水添 ヒマシ油、 イソステア リン酸バチル、 イソス

テア リン酸へキシルデシル、 （イソステア リン酸 / ミツロウ/ コハ ク酸） ヒ

マシ油、 イソノナ ン酸 ィソデシル、 イソノナ ン酸 ィソ 卜リデシル、 イソノナ

ン酸 イソノニル、 イソノナ ン酸才 クチル、 イソノナ ン酸セテア リル、 イソ酪

酸酢酸 スクロース、エイコセ ン酸 カプ リリル、ェチルへキサ ン酸 プチルェチ

ル プロパ ンジ才一ル、エル カ酸才 クチル ドデシル、エル カ酸才 レイル、才 ク

タン酸 アルキル （C 1 4 ， 1 6 ， 1 8 ) 、 （オ クタン酸 / ステア リン酸 / ァ

ジ ピン酸） グ リセ リル、オ クタン酸セチル、オ クタン酸セテア リル、才 クタ

ン酸へキシルデシル、オ リ一プ脂肪酸ェチル、才 レイン酸才 レイル、 （カブ

リル / 力プ リン酸） グ リセ リズ、 （力プ リル / 力プ リン/ ヤシ脂肪酸） ダ リ

セ リル、 （力プ リル酸 / 力プ リン酸 / コハ ク酸） 卜リグ リセ リル、 力プ リン

酸セチル、 クェ ン酸 トリイソステア リル、 クェ ン酸 トリイソ才 クチル ドデシ

ル、 （クェ ン酸 / 乳酸 / リノ一ル酸 / 才 レイン酸） グ リセ リル、 コハ ク酸 ィ

ソステア リルジグ リセ リル、 コハ ク酸 ジエ トキシェチル、 コハ ク酸 ジ才 クチ

ル、 コメヌ力油脂肪酸 フィ トステ リル、酢酸セチル、酢酸 フアルネシル、酢

酸 ラノ リンアル コール、酢酸 リナ リル、 ジイソステア リン酸 プロピレンダ リ

コール、 ジイソステア リン酸 ダイマージ リノレイル、 ジイソステア リン酸 ネ

才ペ ンチル ダ リコール、 ジェチルへキサネン酸 ネオペ ンチル ダ リコール、 ジ

才 レイン酸 P E G — 1 8 ヒマシ油、 ジ （力プ リル 力プ リン酸） プチ レング

リコール、 ジカプ リン酸 イソソルバイ ド、 ジ （力プ リル酸 力プ リン酸）ポ

リエチ レング リコ一ル、 ジステア リル クェ ン酸 ジココィルぺ ンタエ リス リチ

ル、 ジステア リン酸ポ リエチ レング リコール、 ジステア リン酸 P G — 2 0 メ

チル グル コース、 ジステア リン酸ペ ンタエ リス リチル、 ジネオペ ンタン酸 ジ

ェチルペ ンタンジ才一ル、 ジネオペ ンタン酸 メチルペ ンタンジ才一ル、 ジノ



ナ ン酸ポ リエチ レング リコール、脂肪酸 （C 1 0 — 3 0 ) ( コ レステ リル /

ラノステ リル）、脂肪酸 （C 1 - 8 ) セチル、 ジラウ リン酸 グ リコール

、 ジ リノ一ル酸 ジイソプロピル、水添 口ジン酸ぺ ンタエ リス リチル、水添 口

ジン酸 メチル、 （水添 ロジン/ ジイソステア リン酸） グ リセ リル、 ステ ア り

ン酸ェチルへキシル、 ステアロイル才キシステア リン酸 イソセチル、 ステア

ロイル才キシステア リン酸才 クチル ドデシル、セバシン酸 ジプチル才 クチル

、 ダイマ一ジ リノール酸才 クチル ドデシル / P P G — 3 ミ リスチルエーテル

、 ダイマージ リノール酸 ジ （イソステア リル / フィ トフィ トリリレ）、 ダイマ

—ジ リノ一ル酸 ジセテア リル、 ダイマージ リノ一ル酸水添 ヒマシ油、 ダイマ

—ジ リノール酸 ステア リル / P P G — 3 ミ リスチルェ一テル、 ダイマ一ジ リ

ノ一ル酸 ダイマージ リノレイル、 ダイマ一ジ リノ一ル酸 ダイマージ リノレイ

ル ビス （ベへニル / イソステア リル / フィ トフィ トステ リル）、ダイマージ

リノール酸 （フィ トフィ トステ リル / イソステア リル / セチル / ステア リル

/ ベへニル）、 ダイマージ リノレイル水添 ロジン縮合物、炭酸 ジアルキル （

C 1 4 ， 1 5 ) 、炭酸 ジェチルへキシル、炭酸 ジカプ リリル、テ トライソス

テア リン酸ペ ンタエ リス リチル、テ トラオ クタン酸ペ ンタエ リス リチル、 ド

デカ （カプ リル酸 / 力プ リン酸）ポ リグ リセ リル _ 1 0 、 ドデカンニ酸 ジィ

ソセチル、 ドデカン二酸 ジ才 クチル ドデシル、 トリイソステア リン、 卜リエ

チルへキサ ン酸ェ リス リチル、 卜リェチルへキサ ン酸 ジ 卜リメチ ロール プロ

パ ン、 トリオ クタノイン、 トリオ クタン酸 卜リメチ ロール プロパ ン、 卜リカ

プ リリン、 トリ （カブ リル酸 力プ リン酸） グ リセ リル、 トリ （カプ リル酸

力プ リン酸 ステァ リン酸） グ リセ リル、 トリ （カプ リル酸 力プ リン酸

/ ミ リスチ ン酸 / ステア リン酸） グ リセ リル、 トリ脂肪酸 （C 8 — 1 ) グ

リセ リ ド、 卜リステア リン、 トリパル ミチ ン、 トリパル ミ トレイン、 トリヒ

ドロキシステア リン、 卜リベへニ ン、 トリポ リヒ ドロキシステア リン酸 ジぺ

ンタエ リス リチル、 トリミ リスチ ン、乳酸 アルキル （C 1 - 5 ) 、乳酸

ェチル、乳酸才 クチル ドデシル、乳酸 プチル、乳酸 メンチル、 ネオペ ンタン

酸 イソデシル、 ネオペ ンタン酸 ミ リスチル、 ノナ ン酸才 クチル、 ノナ ン酸 コ



レステ リル、パル ミチ ン酸ェチルへキシル、パル ミチ ン酸セチル、 ビスジグ

リセ リルポ リァシル アジぺ 一 卜_ 1 、 ビスジグ リセ リルポ リァシル アジぺ 一

卜_ 2 、 （ヒ ドロキシステア リン酸 / イソステア リン酸）ジペ ンタエ リス リ

チル、 ヒ ドロキシステア リン酸ェチルへキシル、 ヒ ドロキシステア リン酸才

クチル、 ヒ ドロキシステア リン酸水添 ヒマシ油、 （ヒ ドロキシステア リン酸

/ ステア リン酸 / ロジン酸）ジペ ンタエ リス リチル、 ヒ ドロキシステア リン

酸 フィ トステ リル、 ヒマシ脂肪酸 P P G — 5 . 5 、 ヒマシ脂肪酸 メチル、 プ

口ピオ ン酸 ミ リスチル、分岐脂肪酸 （C 1 2 — 3 1 ) コ レステ リル、へキサ

ヒ ドロキシステア リン酸 ジペ ンタエ リス リチル、へキサ （ヒ ドロキシステア

リン酸 / ステア リン酸 / ロジン酸）ジペ ンタエ リス リチル、ヘ プタン酸 ステ

ァ リル、 （ベヘ ン酸 / エイコサ ン二酸） グ リセ リル、ホホバエステル、ホホ

バ脂肪酸 イソプロピル、マカデ ミアナ ッツ脂肪酸ェチル、マカデ ミアナ ッツ

脂肪酸 コ レステ リル、マカデ ミアナ ッツ脂肪酸 フィ トステ リル、マ レイン酸

ジ才 クチル、マ ロン酸 ジェチルへキシルシ リンギ リデ ン、 ミ リス トイル メチ

ル ァミノプロピオ ン酸へキシルデシル、 メチル クロ トン酸 シ 卜ロネ リル、 メ

ドウフォームエス トリ ド、 メ ドウフォーム油脂肪酸才 クチル ドデシル、 （ャ

シ油脂肪酸 クェ ン酸 乳酸） グ リセ リル、ヤシ油脂肪酸デシル、酪酸 コ レ

ステ リル、酪酸 ジ ヒ ドロコ レステ リル、 ラノ リン脂肪酸才 クチル ドデシル、

ラノ リン脂肪酸 コ レステ リル、 リシノレイン酸才 クチル ドデシル、 リンゴ酸

ジェチルへキシル、 リン酸 トリオ レィル、 リン酸 卜リセチル、 トリ2 —ェチ

ルへキサ ン酸 グ リセ リル、 2 —ェチルへキサ ン酸セチル、 ジ 2 —ェチルへキ

サ ン酸 ネオペ ンチル ダ リコール、 ミ リスチ ン酸 イソプロピル、 ミ リスチ ン酸

プチル、パル ミチ ン酸 イソプロピル、 ステア リン酸ェチル、パル ミチ ン酸才

クチル、 イソステア リン酸 イソセチル、 ステア リン酸 プチル、 リノール酸ェ

チル、 リノール酸 イソプロピル、才 レイン酸ェチル、 ミ リスチ ン酸 イソセチ

ル、 ミ リスチ ン酸 イソステア リル、ノりレミチ ン酸 イソステア リル、 ミ リスチ

ン酸才 クチル ドデシル、セバシン酸 ジェチル、 ジ ピン酸 ジイソプロピル、 ネ

才ペ ンタン酸 イソァラキル、 トリ （力プ リル 力プ リン酸） グ リセ リル、 卜



リ2 —ェチルへキサ ン酸 卜リメチ ロール プロパ ン、 卜リイソステア リン酸 卜

リメチ ロール プロパ ン、テ トラ 2 —ェチルへキサ ン酸ペ ンタエ リス リ 卜一ル

、 カプ リル酸セチル、 ラウ リン酸デシル、 ラウ リン酸へキシル、 ミ リスチ ン

酸デシル、 ミ リスチ ン酸 ミ リスチル、 ミ リスチ ン酸セチル、 トリミ リスチ ン

酸 グ リセ リン、 ステア リン酸 ステア リル、才 レ

イン酸デシル、 リシノレイン酸セチル、 ラウ リン酸 イソステア リル、 ミ リス

チ ン酸 イソ トリデシル、パル ミチ ン酸 イソセチル、 ステア リン酸才 クチル、

ステア リン酸 イソセチル、才 レイン酸 イソデシル、才 レイン酸才 クチル ドデ

シル、 リノール酸才 クチル ドデシル、 イソステア リン酸 イソプロピル、 2 _

ェチルへキサ ン酸セ トステア リル、 2 —ェチルへキサ ン酸 ステア リル、 イソ

ステア リン酸へキシル、 ジオ クタン酸エチ レング リコール、 ジ才 レイン酸ェ

チ レング リコ一ル、 ジ才 レイン酸 プロピレング リコ一ル、 ジ力プ リン酸 プロ

ピレング リコ一ル、 ジ （力プ リル カブ リン酸） プロピレング リコ一ル、 卜

リ （力プ リル 力プ リン酸） グ リセ リン、 ジカプ リル酸 プロピレング リコ一

ル、 ジカプ リン酸 ネオペ ンチル ダ リコール、 ジオ クタン酸 ネオペ ンチル グ リ

コ一ル、 卜リカプ リル酸 グ リセ リル、 卜リウンデシル酸 グ リセ リル、 卜リイ

ソパル ミチ ン酸 グ リセ リル、 トリイソステア リン酸 グ リセ リル、 ネオペ ンタ

ン酸才 クチル ドデシル、オ クタン酸 イソステア リル、 ネオデカン酸へキシル

デシル、 ネオデカン酸才 クチル ドデシル、 イソステア リン酸 イソステア リル

、 イソステア リン酸才 クチルデシル、ポ リグ リセ リン才 レイン酸エステル、

ポ リダ リセ リンィソステア リン酸エステル、炭酸 ジプロピル、炭酸 ジアルキ

ル （C 1 2 _ 1 8 ) 、 クェ ン酸 トリイソセチル、 クェ ン酸 卜リイソアラキル

、 クェ ン酸 トリイソ才 クチル、乳酸 ラウ リル、乳酸 ミ リスチル、乳酸セチル

、乳酸才 クチルデシル、乳酸 ラノ リン、 クェ ン酸 卜リエチル、 クェ ン酸 ァセ

チル 卜リエチル、 クェ ン酸 ァセチル トリプチル、 クェ ン酸 トリオ クチル、 リ

ンゴ酸 ジイソステア リル、 ヒ ドロキシステア リン酸 2 —ェチルへキシル、 コ

ハ ク酸 ジ 2 —ェチルへキシル、 アジ ピン酸 ジイソプチル、セバシン酸 ジイソ

プロピル、セバシン酸 ジ才 クチル、 ステア リン酸 コ レステ リル、 イソステア



リン酸 コ レステ リル、 ヒ ドロキシステア リン酸 コ レステ リル、才 レイン酸 コ

レステ リル、才 レイン酸 ジ ヒ ドロコ レステ リル、 イソステア リン酸 フィ トス

テ リル、才 レイン酸 フィ トステ リル、 1 2 —ステアロイル ヒ ドロキシステア

リン酸 イソセチル、 1 2 —ステアロイル ヒ ドロキシステア リン酸 ステア リル

、 1 2 —ステアロイル ヒ ドロキシステア リン酸 イソステア リル、 ジメチル才

クタン酸へキシルデシル、 ラノ リン脂肪酸 ィソプロピルな どのエステル類、

液状 ラノ リン、還元 ラノ リン、吸着精製 ラノ リン、酢酸 ラノ リン、酢酸液状

ラノ リン、 ヒ ドロキシラノ リン、ポ リオキシエチ レンラノ リン、硬質ラノ リ

ン脂肪酸、酢酸 （セチル ' ラノ リル）エステル等のラノ リン類、 レシチ ン、

ホスファチジル コ リン、ホスファチジルエタノール ァミン、ホスファチジル

セ リン、ホスファチジル グ リセ ロール、ホスファチジルイノシ 卜一ル、 スフ

インゴミエ リン等のスフインゴ リン脂質、ホスファチジン酸、 リゾ レシチ ン

等の リン脂質類、水素添加大豆 リン脂質、部分水素添加大豆 リン脂質、水素

添加卵黄 リン脂質、部分水素添加卵黄 リン脂質等の リン脂質誘導体類、 ジ ヒ

ドロコ レステ ロール、 ラノステ ロール、 ジ ヒ ドロラノステ ロール、 コール酸

等のステ ロール類、 メチル フエ二ルポ リシロキサ ン、 メチルハイ ドロジェン

ポ リシロキサ ン、才 クタメチルシクロテ 卜ラシロキサ ン、 ステアロキシシ リ

コー ン、デカメチルシクロペ ンタシロキサ ン、テ 卜ラメチルテ トラハイ ド口

ジェンシクロテ 卜ラシロキサ ン、 ドデカメチルシクロへキサシロキサ ンな ど

のシ リコー ン系油剤、サポゲニ ン類、サポニ ン類、パ一フル才 ロポ リエ一テ

ル、パ一フル才 ロデカ リン、パ一フル才 ロオ クタンな どのフッ素系油剤な ど

を例示することがで きる。

とりわけ、本発明の皮膚外用組成物 を配合 した化粧水の場合 には、ェモ リ

ェ ン 卜効果 に優れ、化粧品分野で汎用されている、セタノ一ル、 ラウ リル ァ

ル コール、セ トステア リル アル コール、 ステア リル アル コール、才 レイル ァ

ル コ一ル、ベへニル アル コール、 ラノ リンアル コール、水添 ラノ リンアル コ

—ル、へキシルデカノ一ル及び才 クチル ドデカノ一ル、 スクヮラン、植物性

スクヮラン、 2 —ェチルへキサ ン酸セチル、 —才 レフィンオ リゴマー、 ィ



ソノナ ン酸 イソ トリデシル、 イソノナ ン酸 イソノニル、 イソノナ ン酸セテア

リル、才 レイン酸ェチル、才 レイン酸才 レイル、パル ミチ ン酸ェチルへキシ

ル、 カプ リリル グ リコ一ル、水素添加大豆 リン脂質か ら選ばれる 1 種又は 2

種以上のェモ リエ ン 卜剤 を組み合わせて使用するのが望 ま しい。

(界面活性剤）

界面活性剤 と しては、 モノラウ リン酸 ソル ビタン、ヤシ油脂肪酸 ソル ビタ

ン、 ジステア リン酸 ソル ビタン、 モノステア リン酸 ソル ビタン、 卜リステア

リン酸 ソル ビタン、 モノイソステア リン酸 ソル ビタン、 モノ才 レイン酸 ソル

ビタン、 トリオ レイン酸 ソル ビタン、 ソル ビタン脂肪酸エステル、 モノパル

ミチ ン酸 ソル ビタン、セスキ才 レイン酸 ソル ビタン、セスキステア リン酸 ソ

ル ビタン、 モノラウ リン酸ポ リオキシエチ レンソル ビタン、 モノステア リン

酸ポ リオキセチ レンソル ビタン、 モノステア リン酸エチ レング リコール、 ジ

ステア リン酸エチ レング リコール、 ジステア リン酸 ジエチ レング リコール、

エチ レング リコール脂肪酸エステル、 モノステア リン酸 グ リセ リ ド、 ジステ

ア リン酸 グ リセ リル、 イソステア リン酸 グ リセ リル、 イソステア リン酸ポ リ

才キシエチ レング リセ リル、 卜リイソステア リン酸ポ リオキシエチ レンダ リ

セ リル、 イソステア リン酸 ジグ リセ リル、 ジイソステア リン酸 グ リセ リル、

トリイソステア リン酸 グ リセ リル、 トリイソステア リン酸 ジグ リセ リル、 モ

ノステア リン酸 プロピレング リコール、 自己乳化型ステア リン酸 プロピレン

グ リコール、 リシノレイン酸 グ リセ リル、 リシノレイン酸 プロピレング リコ

—ル、 プロピレング リコール脂肪酸エステル、 ジ才 レイン酸 プロピレンダ リ

コール、 ラウ リン酸 プロピレング リコ一ル、 リノ一ル酸 グ リセ リル、 ジィソ

ノ《ル ミチ ン酸 グ リセ リル、セスキ才 レイン酸 グ リセ リル、 モノ才 レイン酸 グ

リセ リル、 トリミ リスチ ン酸 グ リセ リン、 ラノ リン脂肪酸 ィソプロピル、 ジ

メチルオ クタン酸へキシルデシル、 ァセ 卜グ リセ リル、 トリイソオ クタン酸

グ リセ リル、 ジ 2 _ へ プチル ゥンデカン酸 グ リセ リル、 ピログル タミン酸才

レイン酸 グ リセ リル、デカオ レイン酸デカグ リセ リル、 ジペ ンタエ リス リツ

卜脂肪酸エステル、 ステア リン酸 リンゴ酸 グ リセ リル、 ラウ リン酸ポ リオキ



シ エ チ レン硬 化 ヒマ シ油 、 ポ リオ キ シ エ チ レンアル キル （1 2 — 1 4 ) ェ一

テ ル （7 E . 0 . ) ポ リオ キ シ エ チ レンアル キル （1 2 — 1 4 ) エ ー テ ル

( E . 0 . ) ポ リオ キ シ エ チ レンアル キル エ ー テ ル （2 0 E . 0 . )

ポ リオ キ シ エ チ レンラ ウ リル エ ー テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レン ミ リス チル ェ 一

テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レンセ チル エ ー テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レンセ トステ ア

リル エ ー テ ル 、 ポ リオ キ シ ェ チル ステ ア リル エ ー テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レン

才 レイル エ ー テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レン才 レイル セ チル エ ー テ ル 、 ポ リオ キ

シ ェ チ レンベ へ 二ル ェ 一 テ ル 、 ポ リオ キ シ ェ チ レン才 クチル フ エ二ル ェ 一 テ

ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レン ノニル フ エ二ル ェ 一 テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レンアル

キル （1 2 ， 1 3 ) エ ー テ ル （1 0 E . 0 . ) ポ リオ キ シ エ チ レン才 クチ

ル ドデ シル ェ 一 テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レンセ チル ステ ア リル ジ ェ 一 テ ル 、 セ

ス キ ステ ア リン酸 ポ リオ キ シ ェ チ チ レンメチル ダル コシ ド、 カル ボ キ シル 化

ポ リオ キ シ エ チ レン 卜レデ シル ェ 一 テ ル 、 オ ク タ ン酸 ポ リエ チ レン グ リコ一

ル （4 ) ポ リオ キ シ エ チ レン ノニル フ エ二ル ェ 一 テ ル （1 4 E . 0 . ) 混合

物、 ポ リオ キ シ エ チ レンラ ノ リンアル コール 、 ポ リオ キ シ エ チ レン （5 ) ラ

ノ リンアル コール 、 ポ リオ キ シ エ チ レン （1 0 ) ラ ノ リンアル コール 、 ポ リ

才 キ シ エ チ レン （1 5 ) ラ ノ リンアル コール 、 ポ リオ キ シ エ チ レン （2 0 )

ラ ノ リンアル コール 、 ポ リオ キ シ エ チ レン （2 5 ) ラ ノ リンアル コール 、 ポ

リオ キ シ エ チ レン （4 0 ) ラ ノ リンアル コール 、 ポ リオ キ シ エ チ レン （アル

キ ロ一ル ラ ノ リンアル コール ） エ ー テ ル （1 6 E . 0 . ) 酢酸 ポ リオ キ

シ エ チ レンラ ノ リンアル コール 、 ポ リオ キ シ エ チ レンラ ノ リン、 ポ リオ キ シ

エ チ レン 還元 ラ ノ リン、 ポ リオ キ シ エ チ レン ソル ビ 卜一ル ラ ノ リン （4 0

E . 0 . ) ポ リオ キ シ エ チ レンポ リオ キ シ プ ロ ピ レン還元 ラ ノ リン、 ポ リ

才 キ シ エ チ レンポ リオ キ シ プ ロ ピ レンラ ノ リン、 ポ リオ キ シ エ チ レンポ リオ

キ シ プ ロ ピ レン液状 ラ ノ リン、 ポ リオ キ シ エ チ レンステ ア リン酸 ア ミ ド、 ポ

リオ キ シ エ チ レン フ ィ トステ ロール 、 ポ リオ キ シ エ チ レンジ ノニル フ エニル

エ ー テ ル 、 モ ノラ ウ リン酸 ポ リエ チ レン グ リコール 、 ジ ラ ウ リン酸 ポ リェ チ

レン グ リコール 、 ノり レ ミ ン酸 ポ リエ チ レン グ リコール 、 ジパ ル ミチ ン酸 ポ リ



エ チ レン グ リコール 、 ジパ ル ミチ ン酸 ポ リエ チ レン グ リコール 、 モ ノ才 レイ

ン酸 ポ リエ チ レン グ リコ一ル 、 ジ才 レィ ン酸 ポ リエ チ レン グ リコール 1 5 0

、 モ ノステ ア リン酸 ポ リエ チ レン グ リコール 、 ジ ステ ア リン酸 ポ リエ チ レン

グ リコール 、 卜リステ ア リン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン グ リセ リル 、 ラ ノ リン脂

肪酸ポ リエ チ レン グ リコール 3 0 0 、 ラ ノ リン脂肪酸ポ リエ チ レン グ リコ一

ル 6 0 0 、 ラ ノ リン脂 肪 酸 ポ リエ チ レン グ リコール 1 0 0 0 、 モ ノ才 レイ ン

酸 ポ リプ ロ ピ レン グ リコール （3 6 ) 、 モ ノラ ウ リン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン

ソル ビタ ン （2 0 E . 0 . ) ポ リオ キ シ エ チ レンヤ シ油脂肪酸 ソル ビタ ン

( 2 0 E . 0 . ) モ ノパ ル ミチ ン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン ソル ビタ ン （2 0

0 . E . ) 才 レイ ン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン ソル ビ ッ ト （4 0 E . 0 . )

モ ノ才 レイ ン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン ソル ビタ ン （6 E . 0 . ) 、 モ ノ才 レイ

ン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン ソル ビタ ン （2 0 E . 0 . ) モ ノ ラ ウ リン酸 ポ リ

才 キ シ エ チ レン ソル ビ ッ 卜、 テ トラオ レイ ン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン ソル ビ ッ

卜、 トリオ レイ ン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン ソル ビタ ン （2 0 E . 0 . ) モ ノ

ステ ア リン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン ソル ビタ ン （6 E . 0 . ) 、 モ ノステ ア リ

ン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン ソル ビタ ン （2 0 E . 0 . ) 卜リステ ア リン酸 ポ

リオ キ シ エ チ レン ソル ビタ ン （6 E . 0 . ) 、 へ キサ ステ ア リン酸 ポ リオ キ

シ エ チ レン ソル ビ ッ ト、 イ ソステ ア リン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン ソル ビ ッ ト （

3 E . 0 . ) 、 モ ノステ ア リン酸 ポ リオ キ シ エ チ レン グ リセ リル 、 ポ リオ キ

シ エ チ レン ソル ビ ッ 卜ミツ ロ ウ、 ポ リオ キ シ エ チ レンポ リオ キ シ プ ロ ピ レン

プチル ェ 一 テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レン （2 0 ) ポ リオ キ シ プ ロ ピ レン （1 5

) プ チ ル ェ 一 テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レン （3 5 ) ポ リオ キ シ プ ロ ピ レン （2

8 ) プチル ェ 一 テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レン （3 6 ) ポ リオ キ シ プ ロ ピ レン （

3 6 ) プチル ェ 一 テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レン （3 7 ) ポ リオ キ シ プ ロ ピ レン

( 3 8 ) プチル ェ 一 テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レンポ リオ キ シ プ ロ ピ レンセ チル

エ ー テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レンポ リオ キ シ プ ロ ピ レンデ シル テ トラデ シル ェ

— テ ル 、 ポ リオ キ シ エ チ レンポ リオ キ シ プ ロ ピ レンオ リゴサ クシ ネ 一 卜 （3

E . 0 . ) ( 2 0 P . 0 . ) 、 ポ リオ キ シ エ チ レンポ リオ キ シ プ ロ ピ レンへ



キシ レング リコールエーテル （3 0 0 E . 0 . ) ( 7 5 P . 0 . ) 、 トリ （

ポ リオキシエチ レンイソステア リン酸） 卜リメチ ロール プロパ ン （3 E . 0

. ) 、 ポ リオキシエチ レン才 レイン酸 グ リセ リル、ポ リオキシエチ レン （1

0 ) ポ リオキシプロピレング リコール （3 0 ) 、 ポ リオキシエチ レン （1 6

) ポ リオキシプロピレング リコール （3 0 ) 、 ポ リオキシエチ レン （2 5 )

ポ リオキシプロピレング リコール （3 0 ) 、 ポ リオキシエチ レン （1 6 0 )

ポ リオキシプロピレング リコール （3 0 ) 、 ポ リオキシエチ レン （3 0 ) ポ

リオキシプロピレング リコール （3 5 ) 、 ポ リオキシエチ レン （2 0 0 ) ポ

リオキシプロピレング リコール （4 0 ) 、 ポ リオキシエチ レン （2 0 0 ) ポ

リオキシプロピレング リコール （7 0 ) 、 ポ リオキシエチ レン （2 0 ) ポ リ

才キシプロピレング リコール （1 5 ) プチルェ一テル、ポ リオキシエチ レン

( 6 ) ポ リオキシプロピレング リコール （3 0 ) 、 ポ リオキシエチ レン （1

) ポ リオキシプロピレン （4 ) セチルエーテル、ポ リオキシエチ レン （1 )

ポ リオキシプロピレン （8 ) セチルエーテル、ポ リオキシエチ レン （2 0 )

ポ リオキシプロピレン （4 ) セチルエーテル、ポ リオキシエチ レン （2 0 )

ポ リオキシプロピレン （8 ) セチルエーテル、ポ リオキシプロピレン （9 )

ジグ リセ リルエーテル、ポ リオキシプロピレンステア リルエーテル、ェチ レ

ンジアミンテ トラポ リオキシエチ レンポ リオキシプロピレン、ポ リオキシェ

チ レン （6 E . 0 . ) 力プ リル / 力プ リン酸 グ リセ リン、 ラウ リン酸ポ リオ

キシエチ レング リセ リル、ヤシ油脂肪酸ポ リオキシエチ レング リセ リル、ポ

リオキシエチ レンジエタノール ァミンラウ リン酸エステル （4 E . 0 . ) 、 ラ

ゥロイル グル タミン酸 ジ才 クチル ドデシル、 ラウロイル グル タミン酸 ジポ リ

才キシエチ レンステア リルエーテルジエステル、 ラウロイル グル タミン酸ポ

リオキシェチ レン才 クチル ドデシルェ一テルジエステル、 ピログル タミン酸

イソステア リン酸ポ リオキシエチ レング リセ リル、 ピログル タミン酸 ィソス

テア リン酸ポ リオキシエチ レン硬化 ヒマシ油、 カプ リン酸 ジエタノール アミ

ド、 ゥンデシ レン酸 モノエタノール アミ ド、ヤシ油脂肪酸 モノエタノール ァ

ミ ド、ヤシ油脂肪酸 ジエタノール アミ ド （1 ：2 型）、 ヤシ油脂肪酸 ジエタ



ノール ア ミ ド、 ラ ウ リン酸 エ タ ノール ア ミ ド、 ラ ウ リン酸 ジ エ タ ノール ア ミ

ド、 ラ ウ リン酸 イ ソ プロパ ノール ア ミ ド、 ラ ウ リン酸 ミ リス チ ン酸 ジェタ ノ

—ル ア ミ ド、 ラ ウ リン酸 ミ リス チ ン酸 卜リエ タ ノ一ル ァ ミ ン、 ミ リス チ ン酸

ジ エ タ ノール ア ミ ド、 パ ル ミチ ン酸 エ タ ノール ア ミ ド、 ステ ア リン酸 モ ノェ

タ ノ一ル ア ミ ド、 ステ ア リン酸 ジ エ タ ノール ア ミ ド、 ステ ア リン酸 ジ ェ チル

ア ミ ノエ チル ア ミ ド、 イ ソステ ア リン酸 ジ エ タ ノール ア ミ ド、 才 レイ ン酸 ジ

エ タ ノール ア ミ ド、 リノール 酸 ジ エ タ ノール ア ミ ド、 牛 脂 脂 肪 酸 モ ノエ タ ノ

—ル アミ ド、 牛脂脂肪酸 ジエ タ ノール アミ ド、 硬化牛脂脂肪酸 ジエ タ ノール

ア ミ ド、 ラ ノ リン脂肪酸 ジ エ タ ノール ア ミ ド、 ポ リオ キ シ エ チ レンヤ シ油脂

肪酸 アミ ド （5 E . 0 . ) 、 ポ リオ キ シ エ チ レン （2 ) ヤ シ油脂肪酸 モ ノェ

タ ノ一ル アミ ド、 ポ リオ キ シ エ チ レン （5 ) ヤ シ油脂肪酸 モ ノエ タ ノール ァ

ミ ド、 ポ リオ キ シ エ チ レン （1 0 ) ヤ シ油脂肪酸 モ ノエ タ ノール ア ミ ド、 ポ

リオ キ シ エ チ レンヤ シ油脂肪酸 ジ エ タ ノール ア ミ ド、 ポ リオ キ シ エ チ レン牛

脂 アル キル ジ ェ タ ノ一ル ァ ミ ン （2 E . 0 . ) 、 ポ リオ キ シ エ チ レンヤ シ油

アル キル ジ メチル ァ ミ ン才 キ シ ド、 ヤ シ油脂 アル キル ジ メチル ァ ミ ン才 キ シ

ド液 、 ステ ア リル ジ メチル ア ミ ン才 キ シ ド、 才 レイル ジ メチル ァ ミ ン才 キ シ

ド、 ジ ヒ ドロキ シ ェ チル ラ ウ リル ア ミ ン才 キ シ ド液、 ロジ ン酸ペ ンタエ リス

リッ ト、 才 レイ ン酸 へ キサ グ リセ リル 、 セ ス キ ステ ア リン酸 メチル ダル コシ

ド、 ポ リエ チ レン グ リコール モ ノ才 レ一 卜、 ポ リエ チ レン グ リコール アル キ

レ一 卜、 ポ リオ キ シ エ チ レンアル キル エ ー テ ル 、 ポ リグ リコ一ル ジ ェ 一 テ ル

、 ラ ウ ロイル ジ ェ タ ノ一ル アマイ ド、脂肪酸 イ ソ プロパ ノール アマイ ド、マ

ル チ 卜一ル ヒ ドロキ シ脂肪酸 エ ー テ ル 、 アル キル 化 多糖、 アル キル ダル コシ

ド、 モ ノ ミ リス チ ン酸 トレハ ロー ス、 モ ノイ ソステ ア リン酸 トレハ ロー ス、

モ ノ ウ ンデ シ レン酸 卜レハ ロー ス な どの 卜レハ ロー ス モ ノ脂肪酸 エ ステ ル 類

、 ポ リオ キ シ エ チ レンジ才 レイ ン酸 メチル ダル コシ ド （1 2 0 E . 0 . )

シ ョ糖 脂 肪 酸 エ ステ ル 、 ヤ シ油 脂 肪 酸 グ リセ リル な どの シ ュ ガ一 エ ステ ル 、

親油型 グ リセ リンモ ノステ ア レ一 卜、 自己乳化型 グ リセ リンモ ノステ ア レ一

卜、 ポ リグ リセ リンモ ノステ ア レ一 卜、 ポ リグ リセ リンアル キ レ一 卜、 ソル



ビタンモノ才 レ一 卜、ポ リエチ レング リコ一ルモノステア レ一 卜、ポ リオキ

シエチ レンソル ビタンモノ才 レ一 卜、ポ リオキシエチ レン化ステ ロール、ポ

リオキシエチ レン化 ラノ リン、ポ リオキシエチ レン化蜜 ロウ、ポ リオキシェ

チ レン硬化 ヒマシ油、 ダ リセ リン脂肪酸エステル、ポ リダ リセ リン脂肪酸ェ

ステル、 P O E ソル ビタン脂肪酸エステル、 P O E ソル ビッ ト脂肪酸エステ

ル、 P 0 E グ リセ リン脂肪酸エステル、 P O E アルキルエーテル、 P O E 脂

肪酸エステル、 P O E 硬化 ヒマシ油、 P O E ヒマシ油、 P O E ' P O P 共重

合体、 P O E P O P アルキルエーテル、ポ リエーテル変性 シ リコー ンラウ

リン酸 アル カノ一ル アミ ド、 アルキル アミン才キシ ド、水素添加大豆 リン脂

質、 力プ リリル ダル コシ ド、 クェ ン酸脂肪酸 グ リセ リル、 クェ ン酸 ステア リ

ン酸 グ リセ リル、 コー ン油 P E G — 8 エステルズ、 コカミ ドD E A 、 コカミ

ドM E A 、 コカミ ドM l P A 、酢酸 ステア リン酸 スクロース、水添パ一厶核

油脂肪酸 グ リセ リズ、水添パ一厶油脂肪酸 P E G — 2 0 0 グ リセ リル、水添

パ一厶油脂肪酸 グ リセ リズ、セスキイソステア リン酸 ソル ビタン、セスキイ

ソステア リン酸ポ リグ リセ リル _ 2 、 セスキカブ リル酸ポ リグ リセ リル _ 2

、 セスキステア リン酸 P E G — 2 0 メチル ダ

ル コースな どの非 イオ ン界面活性剤、 ステア リン酸ナ トリウム、 ステア リン

酸亜鉛、 ステア リン酸 カルシウム、 ステア リン酸マグネシウム、 ステア リン

酸 アル ミニウム、 イソステア リン酸 アル ミニウム、 ステア リン酸 卜リエタノ

—ル ァミン、 りレミチ ン酸 カ リウム、セチル硫酸ナ トリウム、 ラウ リリレリン

酸ナ トリウム、 ラウ リリレリン酸 2 ナ トリウム、 レミチ ン酸 トリエタノール

ァミン、ポ リオキシエチ レンラウ リル リン酸ナ トリウム、 N —ァシル グル タ

ミン酸ナ トリウム、 レミチ ン酸ナ トリウム、 ラウ リン酸ナ トリウム、 ラウ

リン酸 カ リウム、 ラウ リン酸亜鉛、 ラウ リン酸 卜リエタノ一ル ァミン、 ラウ

リル酸ナ トリウム、 ラウ リル硫酸ナ トリウム、 ラウ リル硫酸 カ リウム、 ラウ

リル硫酸 アンモニゥ厶、 ラウ リル硫酸 モノエタノール ァミン、 ラウ リル硫酸

ジエタノール ァミン、 ラウ リル硫酸 卜リエタノ一ル ァミン、 ラウ リルジアミ

ノエチル ダ リシンナ トリウム、 アルキル硫酸 卜リエタノール アミンェ一テル



、口一 卜油、 リニア ドデシルベ ンゼ ン硫酸、ポ リオキシエチ レン硬化 ヒマシ

油マ レイン酸、 ァシル メチル タウ リン、脂肪酸セ ッケ ン、 —ァシルスルホ

ン酸塩、 アルキルスルホ ン酸塩、 アルキル ァ リルスルホ ン酸塩、 アルキルナ

フタ レンスルホ ン酸塩、 アルキル硫酸塩、 Ρ Ο Ε アルキルェ一テル硫酸塩、

アルキル アミ ド硫酸塩、 アルキル リン酸塩、 Ρ Ο Ε アルキル リン酸塩、 アル

キル アミ ドリン酸塩、 アルキロィル アルキル タウ リン塩、 Ν —ァシル ァミノ

酸塩、 Ρ Ο Ε アルキルェ一テル カルボ ン酸塩、 アルキルスルホコハ ク酸塩、

アルキルスルホ酢酸ナ トリウム、 ァシルイセチオ ン酸塩、 ァシル化加水分解

コラーゲ ンペ プチ ド塩、パ一フル才 ロアルキル リン酸エステル、石 けん用素

地、 カ リ石 けん、 ゥンデシ レン酸亜鉛、 カ リウム含有石 けん用素地、ヤシ油

脂肪酸 力 リゥ厶、硫酸化 ヒマシ油、 ミ リスチ ン酸ナ トリウム、 ミ リスチ ン酸

カ リウム、 ミ リスチ ン酸亜鉛、 ミ リスチ ン酸マグネシゥ厶、才 レイン酸ナ 卜

リウ厶、才 レイン酸 カ リウム、 Ν _ ァシル _ L —グル タミン酸 卜リエタノ一

ル ァミン、 Ν —ァシル — L — グル タミン酸ナ トリウム、 Ν —ヤシ油脂肪酸 ァ

シル — L _ グル タミン酸ナ 卜リゥ厶、 Ν _ ヤシ油脂肪酸 硬化牛脂脂肪酸 ァ

シル — L _ グル タミン酸ナ 卜リゥ厶、 Ν —ヤシ油脂肪酸 ァシル — L _ グル タ

ミン酸 卜リエタノール ァミン、 ステアロイル 一 L _ グル タミン酸ニナ 卜リウ

厶、 Ν —硬化牛脂脂肪酸 ァシル — L —グル タミン酸ナ トリウム、 Ν —ラウ口

ィル — L _ グル タミン酸ナ トリウム、 Ν —ステアロイル — L _ グル タミン酸

、 Ν —ラウロイル 一 L — リジン、 ラウロイル 一 L —グル タミン酸 卜リエタノ

—ル ァミン、 L —アルギニ ンェチル D L — ピロ リ ドンカルボ ン酸塩、 Ν —

ヤシ油脂肪酸 ァシル _ L —アルギニ ンェチル D L — ピロ リ ドンカルボ ン酸

塩、ヤシ油脂肪酸サル コシン、ヤシ油脂肪酸サル コシンナ トリウム、ヤシ油

脂肪酸サル コシン 卜リエタノ一ル ァミン、 ラウロイルサル コシン、 ラウロイ

ルサル コシンナ トリウム、 ラウロイルサル コシン 卜リエタノ一ル ァミン、 力

ルポキシル化ポ リオキシエチ レン 卜リデシルェ一テルナ 卜リゥ厶塩 （3 Ε .

0 . ) —ラウ リル アミノプロピオ ン酸ナ トリウム、 ラウ リル アミノプロ

ピオ ン酸液、ヤシ油脂肪酸 メチル タゥ リンカ リウム、ヤシ油脂肪酸 メチル タ



ゥ リンナ トリウム、 ラウロイル メチル タウ リンナ トリウム、 ラウ リルスルホ

酢酸ナ トリウム、ヤシ油脂肪酸 メチル ァラニ ンナ 卜リゥ厶液、ヤシ油脂肪酸

卜リエタノ一ル ァミン液、 ラウロイル メチル 一 —ァラニ ンナ 卜リゥ厶液、

ラウ リル _ N —カルボキシメ トキシェチル — N —カルボキシメチルイミダゾ

リニゥムジナ トリウム ドデカノィルサル コシン、ヤシ油 アルキル — N —カル

ボキシェチル 一 N — ヒ ドロキシイミダゾ リニゥ厶ベ タインナ 卜リゥ厶、ヤシ

油 アルキル — N —カルボキシェ トキシェチル — N —カルボキシェチルイミダ

ゾ リニゥムジナ トリウム ヒ ドロキシ ド、ャシ油 アルキル _ N —力ルポキシメ

トキシェチル _ N —カルボキシメチルイミダゾ リニゥムジナ 卜リゥ厶 ヒ ドロ

キシ ド、ヤシ油 アルキル _ N —カルボキシメ トキシェチル _ N —カルボキシ

メチルイミダゾ リニゥムジナ トリウムラウ リル硫酸、 ミ リス トイル メチル —

—ァラニ ンナ トリウム液、 ステアロイル メチル タウ リンナ トリウム、テ 卜

ラデセ ンスルホ ン酸ナ トリウム、 ドデシルベ ンゼ ンスルホ ン酸ナ トリウム、

ドデシルベ ンゼ ンスルホ ン酸 卜リエタノール ァミン、 アル カンスルホ ン酸ナ

トリウム、 アルキル硫酸 アンモニゥ厶、才 クチル フエノキシジェ トキシェチ

ルスルホ ン酸ナ トリウム、ヤシ油 アルキル硫酸マグネシウム 卜リエタノ一

ル ァミン、 ミ リスチル硫酸ナ トリウム、セ トステア リル硫酸ナ トリウム、才

レイル硫酸ナ トリウム、才 レイル硫酸 卜リエタノ一ル ァミン、ポ リオキシェ

チ レンラウ リルエーテル硫酸ナ トリウム、ポ リオキシエチ レンラウ リルェ一

テル硫酸 アンモニゥ厶 （2 E . 0 . ) 、 ポ リオキシエチ レンラウ リルェ一テ

ル硫酸 卜リエタノール ァミン、ポ リオキシエチ レンアルキルエーテル硫酸 ァ

ンモニゥ厶 （3 E . 0 . ) 液、 ポ リオキシエチ レンアルキルエーテル硫酸 ジ

エタノール ァミン （3 E . 0 . ) 液、 ポ リオキシエチ レンアルキルエーテル

硫酸 卜リエタノ一ル ァミン （3 E . 0 . ) 液、 ポ リオキシエチ レンアルキル

ェ一テル硫酸ナ トリウム （3 E . 0 . ) 液、硬化ヤシ油脂肪酸 グ リセ リル硫

酸ナ トリウム、ポ リオキシエチ レン （5 ) ヤシ油脂肪酸 モノエタノール アミ

ドリン酸エステル、ポ リオキシエチ レンアルキル （1 2 — 1 4 ) エーテル リ

ン酸 （2 E . 0 . ) ， （8 E . 0 . ) ， （1 0 E . 0 ) 、 ポ リオキシェチ レ



ンラウ リルエーテル リン酸、ポ リオキシエチ レンラウ リルエーテル リン酸ナ

トリウム、ポ リオキシエチ レンセチルエーテル リン酸、ポ リオキシエチ レン

セチルエーテル リン酸ナ 卜リゥ厶、ポ リオキシエチ レンステア リルエーテル

、ポ リオキシエチ レンコ レステ リルエーテル、ポ リオキシエチ レンステア リ

ルェ一テル リン酸、ポ リオキシエチ レン才 レイルェ一テル リン酸、ポ リオキ

シエチ レン才 レイルェ一テル リン酸ナ トリウム、ポ リオキシエチ レン才 レイ

ルェ一テル リン酸 ジエタノール ァミン、ポ リオキシエチ レンアルキル フエ二

ルェ一テル リン酸、ポ リオキシエチ レンアルキル フエ二ルェ一テル リン酸 卜

リエタノ一ル ァミン、ポ リオキシェチ レンポ リオキシプロピレンセチルェ一

テル リン酸、ポ リオキシプロピレング リセ リルエーテル リン酸、ポ リオキシ

プロピレンプチルェ一テル リン酸、ポ リオキシエチ レンスルホコハ ク酸 ラウ

リルニナ トリウム、ヤシ油脂肪酸ェチルエステルスルホ ン酸ナ トリウム、 ス

ルホコハ ク酸 ジ才 クチルナ 卜リゥ厶、才 クチル フエノキシジェ トキシェチル

スル フォン酸ナ トリウム、 スルホコハ ク酸 ラウ リルニナ トリウム、才 レイン

酸 アミ ドスルホコハ ク酸ニナ トリウム、ポ リオキシエチ レンアルキル （C 1

- 5 ) エーテル リン酸、ポ リオキシエチ レンアルキル （C 1 2 — 1 4 ) スル

ホコハ ク酸ニナ トリウム （7 E . 0 . ) スルホコハ ク酸ポ リオキシェチ レ

ンラウロイルエタノール アミ ドニナ トリウム （5 E . 0 . ) イ ソステア口

ィル乳酸ナ トリウム、 ゥンデシ レノィル加水分解 コラーゲ ンナ トリウム、 ゥ

ンデシ レノィル加水分解 コラーゲ ン力 リゥ厶、 ゥンデシル ヒ ドロキシェチル

イミダゾ リニゥ厶ベ タインナ 卜リゥ厶、 ラウ リン酸加水分解 コラーゲ ンナ 卜

リウ厶、ヤシ油脂肪酸加水分解 コラーゲ ンナ トリウム、ヤシ油脂肪酸加水分

解 コラーゲ ンカ リウム、ヤシ油脂肪酸加水分解 コラーゲ ンカ リウム液、ヤシ

油脂肪酸加水分解 コラーゲ ン 卜リエタノ一ル ァミン、 イソステアロイル加水

分解 コラーゲ ン、 イソステアロイル加水分解 シル ク、 イソステアロイル加水

分解 コラーゲ ンアミノメチル プロパ ンジ才一ル塩、エチ レンジァミン一 N ，

Ν ， Ν ' ， Ν ' —テ トラキス （2 — ヒ ドロキシプロピル）ジ才 レイン酸塩、

ドデカノィルサル コシン、 ラウ リル アミノジプロピオ ン酸ナ トリウム液 （3



0 % ) 、才 レオイルサル コシン、 ミ リス トイル — —ァラニ ンナ トリウム液

、 ゥンデシル ヒ ドロキシェチルイミダゾ リニゥ厶ベ タインナ トリウム、 アル

キル （C 1 2 ， 1 3 ， 6 ) 硫酸 アンモニゥ厶、 アルキル （C 1 1 ， 1 3 ，

1 5 ) 硫酸 卜リエタノ一ル ァミン （1 ) 、 アルキル （C 1 1 ， 1 3 ， 1 5 )

硫酸 卜リエタノ一ル ァミン （2 ) 、 アルキル （C 1 - 5 ) 硫酸 トリエタ

ノール ァミン、 アルキル （C 1 2 _ 1 4 ) 硫酸 卜リエタノ一ル ァミン、 アル

キル （1 2 ， 1 3 ) 硫酸 ナ トリウム、ポ リオキシエチ レンアルキルエーテル

硫酸 卜リエタノ一ル ァミン （3 E . 0 . ) 液、 （C 1 - 5 ) パ レス一 3

硫酸ナ トリウム、 （C 1 2 ， 1 3 ) パ レス一 3 硫酸ナ トリウム、 （C 1 2 —

1 5 ) ノ《レス _ 3 硫酸ナ トリウム、 （C 1 2 ， 1 3 ) ノ《レス _ 3 硫酸 T E A

、 ( C , 1 3 ) ノ《レス _ 3 硫酸 （T E A / N a ) 、 P E G — 3 ヤシ脂肪

酸 アミ ドM E A 硫酸 N a 、 P E G — 5 ヤシ脂肪酸 アミ ドM E A リン酸、 P E

G _ 5 ラウ リル クェ ン酸 スルホコハ ク酸 2 N a 、 P E G _ 5 セテス一 1 0 リ

ン酸、 P E G — 2 5 プチル リン酸、 アルキル （C 1 4— 1 8 ) スルホ ン酸ナ 卜

リウ厶、 アルキル （C 2 0 — 2 2 ) リン酸、 イソラウ レス一 4 リン酸、 ゥン

デシ レノィル グ リシン、オ リ一プ脂肪酸 カ リウム、才 レイルザル コシン、才

レイル メチル タウ リンナ トリウム、才 レス一 3 リン酸、才 レス一 4 リン酸、

才 レス一 5 リン酸、才 レス一 1 0 リン酸、才 レス一 2 0 リン酸、才 レス一 7

リン酸ナ トリウム、才 レス一 8 リン酸ナ トリウム、才 レフィン （C 1 4 — 1

6 ) スルホ ン酸ナ トリウム、 カプ リロイル グ リシン、 ココイル アミノ酸ナ 卜

リウ厶、 ココイル ァラニ ン 卜リエタノ一ル ァミン、 ココイルイセチオ ン酸ナ

トリウム、 ココイルイセチオ ン酸 アンモニゥ厶、 ココイル グ リシンカ リウム

、 ココイル グ リシンナ トリウム、 ココイル グル タミン 卜リエタノ一ル ァミン

、 ココイル グル タミン酸、 ココイル グル タミン酸 2 ナ トリウム、 ココイル グ

ル タミン酸 力 リゥ厶な どのココイル グル タミン酸塩類、 ココイルサル コシン

、 ココイルサル コシンナ トリウム、 ココイルサル コシン トリエタノール アミ

ン、 ココイル タウ リンナ トリウム、 ココイル メチル ァラニ ン、 ココイル メチ

ル ァラニ ンナ トリウム、 ココイル メチル タウ リン、 ココイル メチル タウ リン



カ リウム、 ココイル メチル タウ リンマグネシウム、 ココイル メチル タウ リン

ナ トリウム、 ココイル リンゴアミノ酸ナ トリウム、 コセス硫酸ナ トリウム、

ジ （C 1 1 — 1 5 ) ノ《レス _ 2 リン酸、 ジ （C 1 - 5 ) ノ《レス _ 4 リン

酸、 ジ （C 1 2 — 1 5 ) ノ《レス一 8 リン酸、 ジ （C 1 2 — 1 5 ) パ レス一 1

0 リン酸、 ジ才 レイル リン酸、 ジ才 レス _ 8 リン酸ナ トリウム、 ジ才 レス一

8 リン酸ナ トリウム、 ジココィルェチ レンジァミン P E G — 1 5 硫酸ナ 卜リ

ゥ厶、 ジラウ レス一 1 0 リン酸ナ トリウム、 ステア レス一 2 リン酸、 ステア

レス _ 3 リン酸、 ステアロイル乳酸 カルシウム、 ステアロイル乳酸ナ 卜リウ

厶、 スルホコハ ク酸 ゥンデシ レナ ミ ドM E A — 2 N a 、 スルホコハ ク酸 ラウ

ラミ ドM E A — 2 N a 、 スルホコハ ク酸 ラウ レス 2 ナ トリウム、セチル リン

酸 D E A 、 セチル リン酸 カ リウム、セテア リル硫酸ナ トリウム、セテス— 1

0 リン酸、セテス— 2 0 リン酸、 卜リセテア レス— 4 リン酸、 卜リセデス—

4 カルボ ン酸、 卜リセデス _ 8 カルボ ン酸、 卜リセデス _ 4 カルボ ン酸ナ 卜

リウ厶、 卜リセデス _ 7 カルボ ン酸ナ トリウム、 卜リセデス _ 3 酢酸ナ トリ

ゥ厶、 卜リセデス _ 7 リン酸 カ リウム、 トリラウ レス一 4 リン酸、乳酸才 レ

ィル、パ一厶脂肪酸 グル タミン酸ナ トリウム、パリレミ トイル グル タミン酸マ

グネシゥ厶、 ノ《ル ミ トイルサル コシンナ トリウム、 ノ《ル ミ トイル プロ リン、

パル ミ トイル プロ リンナ トリウム、パル ミ トイル メチル タウ リンナ トリウム

、 ミ リス トイル グル タミン酸 カ リウム、 ミ リス トイル グル タミン酸ナ 卜リウ

厶、 ミ リス トイルサル コシンナ トリウム、 ミ リス トイル メチル タウ リンナ 卜

リウ厶、ヤシ脂肪酸 カ リウム、ヤシ脂肪酸 卜リエタノ一ル ァミン、ヤシ脂肪

酸 アルギニ ン、 ラウラミノジ酢酸ナ トリウム、 ラウ リル グ リコール酢酸ナ 卜

リウ厶、 ラウ レス一 5 カルボ ン酸、 ラウ レス一 6 カルボ ン酸、 ラウ レス一 1

1 カルボ ン酸、 ラウ レス一 5 カルボ ン酸ナ トリウム、 ラウ レス一 6 カルボ ン

酸ナ トリウム、 ラウ レス一 1 1 カルボ ン酸ナ トリウム、 ラウ レス一 5 酢酸、

ラウ レス一 6 酢酸、 ラウ レス一 4 ， 5 酢酸 カ リウム、 ラウ レス一 3 酢酸ナ 卜

リウ厶、 ラウ レス一 4 酢酸ナ トリウム、 ラ

ゥ レス一 5 酢酸ナ トリウム、 ラウ レス一 6 酢酸ナ トリウム、 ラウ レス一 1 1



酢酸ナ トリウム、 ラウ レス硫酸 M I P A 、 ラウ レス硫酸ナ トリウム、 ラウ レ

ス硫酸 卜リエタノ一ル ァミン、 ラウ レス一 2 硫酸 アンモニゥ厶、 ラウ レス一

3 硫酸 アンモニゥ厶、 ラウ レス一 1 リン酸、 ラウ レス一 2 リン酸、 ラウ レス

_ 4 リン酸、 ラウロイル ァスパ ラギン酸ナ トリウム、 ラウロイル カラス厶ギ

アミノ酸ナ トリウム、 ラウロイル乳酸ナ トリウム、 ラウロイル メチル ァラ二

ンカ リウム、 ラウロイル メチル ァラニ ン 卜リエタノ一ル ァミン、 リン酸 ジセ

チル、 リン酸セチルな どのァニオ ン界面活性剤、塩化 ラウ リル 卜リメチル ァ

ンモニゥ厶、塩化ジココイルジメチル アンモニゥ厶、塩化 ミ リスチルジメチ

ルベ ンジル アンモニゥ厶、塩化セチル 卜リメチル アンモニゥ厶、塩化 ラウ リ

ル ピリジニゥ厶、塩化セチル ピリジニゥ厶、塩化べ ンゼ トニゥ厶、 ステア リ

ル 卜リメチル アンモニゥ厶クロライ ド、塩化ベ ンザル コニゥ厶、塩化ベ ンザ

ル コニゥ厶液、 ラウ リル アミンオキサイ ド、塩化 アルキル 卜リメチル アンモ

二ゥ厶、塩化ステア リル 卜リメチル アンモニゥ厶、塩化ステア リルジメチル

ベ ンジル アンモニゥ厶、塩化ジメチルステア リル アンモニゥ厶処理へ ク トラ

ィ 卜、塩化べ ンジルジメチルステア リル アンモニゥ厶処理へ ク トライ 卜、塩

化ジステア リルジメチル アンモニゥ厶、塩化ジステア リルジメチル アンモニ

ゥ厶処理ベ ン トナイ ト、塩化ジアルキルジメチル アンモニゥ厶、塩化 トリ （

ポ リオキシエチ レン）ステア リル アンモニゥ厶 （5 E . 0 . ) 塩化 ジ （ポ

リオキシエチ レン）才 レイル メチル アンモニゥ厶 （2 E . 0 . ) 、塩化ステ

ァロイル コラミノホル ミル メチル ピリジニゥ厶、塩化ポ リオキシプロピレン

メチルジェチル アンモニゥ厶、塩酸 アルキルジアミノエチル ダ リシン液、臭

化 アルキルイソキノ リニゥ厶液、臭化 ラウ リル 卜リメチル アンモニゥ厶、臭

化セチル 卜リメチル アンモニゥ厶、臭化ステア リル 卜リメチル アンモニゥ厶

、セチル 卜リメチル アンモニゥ厶サ ッカ リン、 ステア リル 卜リメチル アンモ

ニゥ厶サ ッカ リン、ポ リエチ レンダ リコール ェ ピクルル ヒ ドリン ヤシ油

アルキル アミン ジプロピレン トリアミン縮合物、ポ リエチ レング リコ一ル

- ェ ピクロロヒ ドリン 牛脂 アルキル アミンジプロピレン トリアミン縮合物

、ェチル硫酸 ラノ リン脂肪酸 ァミノプロピルェチルジメチル アンモニゥ厶 （



1 ) ， （2 ) 、臭化べへニル 卜リメチル アンモニゥ厶、塩化べへニ ン酸 アミ

ドプロピルジメチル ヒ ドロキシプロピル アンモニゥ厶、 ステア リン酸 ジェチ

ル アミノエチル アミ ド、 ステア リン酸 ジメチル ァミノプロピル アミ ド、 ラノ

リン誘導体第四級 アンモニゥ厶塩、 P E G — 5 才 レアミン、 P E G — 2 才 レ

アンモニゥ厶クロ リ ド、 P E G — 2 コカミン、 P E G — 3 コカミン、 P E G

_ 5 コカミン、 P E G — 1 0 コカミン、 P E G — 1 5 コカミン、 P E G — 2

ジメ ドウフォームアミ ドエチルモ二ゥ厶メ 卜サル フエ一 卜、 アルキル （C

2 , 4 ) 才 キシ ヒ ドロキシプロピル アルギニ ン塩酸塩、 アルキル （C 1 6

， 1 8 ) トリモニゥ厶クロ リ ド、 イソアルキル （C 1 0 — 4 0 ) アミ ドプロ

ピルェチルジモニゥ厶ェ 卜サル フエ一 卜、 ィソステア リルェチルイミダゾ リ

二ゥ厶ェ 卜サル フエ一 卜、 カエサル ピニァス ピノサ ヒ ドロキシプロピル 卜リ

モニゥ厶クロ リ ド、 クオタニゥ厶 一 3 3 、 クオタニゥ厶 一 9 1 、 コカミ ドプ

口ピル P G ジモニゥ厶クロ リ ドン酉愛、 コカミ ドプロピルべ タインアミ ドM E

A クロ リ ド、 ココイル アルギニ ンェチル P C A 、 ココ トリモニゥ厶メ 卜硫酸

、 コロハ ヒ ドロキシプロピル トリモニゥ厶クロ リ ド、酢酸 （ミ リスタミ ド/

パル ミタミ ド） プチル グァ二ジン、 ジアルキル （C 1 2 — 1 8 ) ジモニゥ厶

クロ リ ド、 ジココイルェチル ヒ ドロキシェチルモ二ゥ厶メ 卜サル フエ一 卜、

ジココジモニゥ厶クロ リ ド、 ジステア リルジモニゥ厶クロ リ ド、 ジステア口

ィルェチル ヒ ドロキシェチルモ二ゥ厶メ 卜サル フエ一 卜、 ジセチルジモニゥ

厶クロ リ ド、 ジパル ミ トイルェチル ヒ ドロキシェチルモ二ゥ厶メ 卜サル フエ

— 卜、 ジ ヒ ドロキシプロピル P E G — 5 リノ一ル アンモニゥ厶クロ リ ド、 ジ

メチル P A B A アミ ドプロピル ラウルジモニゥ厶 トシル酸、 ジメチルステア

ラミン、 ステアラミ ドエチルジェチル ァミン、 ステアラミ ドプロピルジメチ

ル ァミン、 ステアラル コニゥ厶クロ リ ド、 ステア リル トリモニゥ厶サ ッカ リ

ン、 ステアル トリモニゥ厶クロ リ ド、 ステアル トリモニゥ厶プロミ ド、 ステ

ァロキシプロピル トリモニゥ厶クロ リ ド、セタル コニゥ厶クロ リ ド、セチル

ピリジニゥ厶クロ リ ド、セ トリモニゥ厶クロ リ ド、セ トリモニゥ厶プロミ ド

、セ 卜リモニゥ厶メ 卜サル フエ一 卜、 ソィ 卜リモニゥ厶クロ リ ド、ノ《ル ミタ



ミ ドプロピル トリモニゥ厶クロ リ ド、パ ンテニル ヒ ドロキシプロピルステア

ルジモニゥ厶クロ リ ド、 ヒ ドロキシェチルセチルジモニゥ厶 リン酸、 ヒ ドロ

キシプロピル 卜リモニゥ厶ハ二一、 ヒ ドロキシプロピル ビス ヒ ドロキシェチ

ルジモニゥ厶クロ リ ド、ベへナ ミ ドプロピルジメチル ァミン、ベへナ ミ ドプ

口ピルジメチル ァミン、ベヘ ン トリモニゥ厶クロ リ ド、ベヘ ン トリモニゥ厶

メ 卜サル フエ一 卜、ポ ロキサ ミン 7 0 1 、 ポ ロキサ ミン 7 0 2 、 ポ ロキサ ミ

ン 7 0 4 、 マ ロン酸 ビス ヒ ドロキシェチルセチル アミ ド、ヤシ油 アルキル P

G ジモニゥ厶クロ リ ドリン酸ナ トリウム、 ラウ リル 卜リモニゥ厶クロ リ ド、

ラウ リル ピリジニゥ厶クロ リ ド、 リノ一ル アミ ドプロピル P G ジモニゥ厶ク

ロ リ ドリン酸な どのカチオ ン界面活性剤、 ラウ リルジメチル ァミノ酢酸ベ タ

イン、 2 _ アルキル _ N —カルボキシメチル _ N — ヒ ドロキシェチルイミダ

ゾ リニゥ厶ベ タイン、 ゥンデシル 一 N — ヒ ドロキシェチル _ N —カルボキシ

メチルイミダゾ リゥ厶ベ タイン、ヤシ油 アルキルべ タイン、ヤシ油脂肪酸 ァ

ミ ドプロピルべ タイン、 ステア リルジ ヒ ドロキシェチルベ タイン、 ステア リ

ルジメチル ァミノ酢酸べ タイン、 ビス （ステア リル 一 N — ヒ ドロキシェチル

イミダゾ リン） クロル酢酸錯体、ヤシ油脂肪酸加水分解 コラーゲ ン、才 レオ

ィル加水分解 コラーゲ ン、加水分解 コラーゲ ンへキサデシル、 ラウ リン酸 ァ

ミ ドプロピルべ タイン液、 ミ リス トイル加水分解 コラーゲ ン液、塩酸 アルキ

ル アミノエチル ダ リシン液、 レシチ ンな どのカルボキシベ タイン型、 アミ ド

ベ タイン型、 スルホベ タイン型、 ヒ ドロキシスルホベ タイン型、 アミ ドスル

ホベ タイン型、ホスホべ タイン型、 アミノカルボ ン酸塩型、 ィミダゾ リン誘

導体型、 アミ ドアミン型、 P E G — 3 ラウラミン才キシ ド、才 レアミン才キ

シ ド、才 レイルベ タイン、 （力プ リル / 力ブラミ ド） プロピルべ タイン、 コ

コアミン才キシ ド、 ココアンホ酢酸ナ トリウム、 ココアンホジ酢酸ナ 卜リウ

厶、 ココアンホジ酢酸 2 ナ トリウム、 ココアンホプロピオ ン酸ナ トリウム、

ジ ヒ ドロキシェチル ラウラミン才キシ ド、 ステアラミン才キシ ド、 ステア リ

ルべ タイン、パ一厶核脂肪酸 アミ ドエチル ヒ ドロキシェチル ァミノプロピオ

ン酸ナ トリウム、パ一厶核脂肪酸 アミ ドプロピルべ タイン、 ヒ ドロキシアル



キル （C 1 2 ， 4 ) ヒ ドロキシェチル ァラニ ン、ヘ プタデシル ヒ ドロキシ

ェチル カルボキシラー トメチルイミダゾ リニゥ厶クロ リ ド/ ヘ プタデシル ビ

ス ヒ ドロキシェチルイミダゾ リ二ゥ厶、 ミ リスタミ ドプロピルべ タイン、 ミ

リスタミン才キシ ド、 ミ リスチルベ タイン、 ラウラミ ドプロピル アミン才キ

シ ド、 ラウラミ ドプロピル ヒ ドロキシスル タイン、 ラウラミ ドプロピルベ タ

イン、 ラウラミノプロピオ ン酸ナ トリウム、 ラウラミン才キシ ド、 ラウ リミ

ノジプロピオ ン酸ナ トリウム、 ラウ リル ヒ ドロキシスル タイン、 ラウ リルべ

タイン、 ラウ口アンホ酢酸ナ トリウム、 ラウロイル リシンな どの両性界面活

性剤、エスシン、サ一ファクチ ンナ トリウム、サポニ ン、水酸化 レシチ ン、

水添 リゾ レシチ ン、水添 レシチ ン、セフアリン、ホスファチジルセ リン、 リ

ゾ レシチ ン、 リン脂質、 レシチ ン、水溶性 コラーゲ ンな どを例示することが

で きる。 これ ら界面活性剤の内、非 イオ ン界面活性剤が好 ま しく、例 えばポ

リオキシェチ レンアルキルエーテル、ポ リオキシェチ レン脂肪酸エステル、

ポ リオキシエチ レンソル ビタン脂肪酸エステル、 ダ リセ リン脂肪酸エステル

、ポ リグ リセ リン脂肪酸ェステル、ポ リオキシエチ レング リセ リン脂肪酸ェ

ステル、ポ リオキシエチ レン硬化 ヒマシ油、ポ リオキシエチ レンソル ビ 卜一

ル脂肪酸エステル等の非 イオ ン性界面活性剤 はよ り好 ま しい。

とりわけ、本発明の、 L —ァスコル ビン酸、 その誘導体、及びそれ らの塩

を 1 種又は 2 種以上含む皮膚外用組成物 を配合 した化粧水の場合 には、化粧

品の経時的な濁 り、沈殿 を抑制する効果が高 く、化粧品分野で汎用されてい

る下記の界面活性剤 を使用するのが好 ま しい。すなわち、 L —アルギニ ンェ

チル D L — ピロ リ ドンカルボ ン酸塩、 ピログル タミン酸 イソステア リン酸

ポ リオキシエチ レング リセ リル、 P E G _ 9 ポ リジメチルシ口キシェチルジ

メチコン、ヤシ油脂肪酸 ソル ビタン、ポ リオキシエチ レンポ リオキシプロピ

レンデシルテ トラデシルェ一テル、ポ リオキシェチ レンソセチルェ一テル、

ポ リオキシェチ レンステア リルェ一テル、ポ リオキシェチ レンメチル ダル コ

シ ド、ポ リオキシエチ レンラウ リルエーテル、ポ リオキシエチ レン硬化 ヒマ

シ油、ポ リオキシエチ レン水添 ヒマシ油、 イソステア リン酸 ソル ビタン、 ィ



ソステアリン酸ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、グリセリン脂肪酸エステ

ル、ジイソステアリン酸ポリグリセリル、ショ糖脂肪酸エステル、ステア口

ィルグルタミン酸ナ トリウム、ステアロイル乳酸ナ トリウム、セスキイソス

テアリン酸ソルビタン、セスキ才レイン酸ソルビタン、ポリオキシエチレン

アルキル（C 1 2 — 1 5 ) エーテル リン酸、ポリオキシエチレンコレステ リル

エーテル、ポリオキシエチレンセチルエーテル リン酸、ポリオキシエチレン

セ トステアリルエーテル、ポリオキシエチレンフィトステロール、ポリオキ

シエチレンベへ二ルェ一テル、モノ才レイン酸ポリオキシエチレンソルビタ

ン（2 0 E . 0 )、モノステアリン酸グリセリン、モノステアリン酸ポリェチ

レングリコール、モノステアリン酸ポリオキシエチレングリセリル、モノラ

ゥリン酸ポリオキシエチレンソルビタン、ラウロイルグルタミン酸ジ才クチ

ル ドデシル、加水分解コラーゲン液、モノステアリン酸グリセリル、水素添

加大豆 リゾリン脂質、水素添加大豆 リン脂質、及び水溶性コラーゲンから選

ばれる界面活性剤の 1種又は 2 種以上を単独で又は組み合わせて使用するの

が望ましい。

[0067] さらに、化粧水には、その品質と安定性向上のために、下記に記載の香料

、色素、防腐剤、殺菌剤、紫外線吸収剤、金属封鎖剤及び緩衝剤から選ばれ

る 1種又は 2 種以上を配合することができ、それらはそれぞれ、通常、本発

明の化粧水質量当たり、 0 . 0 0 0 1 質量0/ 0以上、好適には、 0 . 0 0 1 乃

至 5 0 質量％、より好適には、 0 . 0 1 乃至 2 5 質量％、さらに好適には、

0 . 1 乃至 1 0 質量％の範囲で配合される。

[0068] (香料）

香料としては、ベンズアルデヒド、シンナミックアルデヒド、シクラメン

アルデヒド、シ 卜ラール、シ 卜ロネラール、 2 _ メチル_ 3 _ ( 4 —メチル

フエニル）—プロパナール、ゥンデセナ一ル、メチルノニルァセ 卜アルデヒ

ド、 3 ， 7 —ジメチル_ 1 —才クタナ一ル、 ヒドロキシシ 卜ロネラール、メ

トキシシ 卜ロネラール、ぺ リラアルデヒド、ミルテナール、カリオフィレン

アルデヒド、 n —へキサ一ル、 2 _ メチルプタナ一ル、イソバ レルアルデヒ



ド、 n —バ レル アルデ ヒ ド、 ァセ 卜アルデ ヒ ド、 n —ヘ プタナ一ル、 n —才

クタナ一ル、 n —ノナナ一ル、 2 —メチル才 クタナ一ル、 3 ， 5 , 5 — トリ

メチルへキサナ一ル、 1 —デカナ一ル、 ゥンデカナ一ル、 ドデカナ一ル、 2

—メチルデカナ一ル、 2 _ メチル ゥンデカナ一ル、 トリデカナ一ル、テ トラ

デカナ一ル、 2 _ ペ ンテナール、 c ί s _ 3 _ へ キセナ一ル、 t r a n s —

2 _ へ キセナ一ル、 t r a n s _ 2 _ ヘ プテナール、 4 _ ヘ プテナール、 t

r a n s - 2 —才 クテナール、 t r a n s _ 2 — ノネナ一ル、 c i s - 6 -

ノネナ一ル、 2 ， 6 - ジメチル — 5 _ ヘ プテナール、 t r a n s _ 4 _ デセ

ナ一リレ、 c ί s _ 4 - デセナ一ル、 t r a n s _ 2 _ デセナ一ル、 2 ， 5 ,

6 _ 卜リメチリレ一 4 - ヘ プテナール、 1 0 — ゥンデセナ一ル、 t r a n s ―

2 _ ゥンデセナール、 t r a n s - 2 - ドデセナ一ル、 3 - ドデセナ一ル、

t r a n s — 2 — ' デセナ一ル、 2 ， 6 ， 1 0 — 卜リメチル _ 9 —ゥンデ

セ ン_ 1 —アール、 2 ，4 _ へ キサジェナ一ル、 2 ，4 _ ヘ プタジェナ一ル

、 , 4 —才 クタジェナ一ル、 2 ，4 — ノナジェナ一ル、 2 ， 6 — ノナジェ

ナ一ル、 2 ，4 —デ カジエナ一ル、 2 ，4 _ ゥンデカジエナ一ル、 2 ，4 -

ドデ カジエナ一ル、 5 ， 9 —ジメチル _ 4 ， 8 —デ カジエナ一ル、 3 ， 7 ,

9 _ 卜リメチル _ 2 ， 6 —デ カジエ ン一 1 —アール、 2 ， 6 ， 1 0 — 卜リメ

チル _ 5 ， 9 _ ゥンデカジエナ一ル、 — メチ レンシ 卜ロネラール、 カンフ

オレンアルデ ヒ ド、 シクロシ 卜ラール、 イソシクロシ 卜ラール、 2 ， 6 ， 6

- 卜リメチル 一 1 ， 3 —シクロへキサジェ ン一 1 —カルボキシアルデ ヒ ド、

6 ， 1 0 —ジメチル — 3 _ 才キサ _ 9 _ ゥンデセナ一ル、ゲラニル才キシァ

セ 卜アルデ ヒ ド、 ジメチルテ トラ ヒ ドロべ ンズアルデ ヒ ド、 3 _ プロピル ビ

シクロ [ 2 ， 2 , 1 ] _ 5 _ ヘ プテ ン一 2 _ カルボキシアルデ ヒ ド、 メ トキ

シジシクロペ ンタジェ ンカルボキシアルデ ヒ ド、 4 _ 卜リシクロデシ リデ ン

プタナ一ル、 4 _ ( 4 —メチル _ 3 —シクロへキセニ リデ ン_ 1 ) ペ ンタナ

—ル、 4 ( 3 ) - ( 4 _ メチル _ 3 _ ペ ンテ ン一 1 _ ィル） _ 3 —シクロへ

キセ ン_ 1 _ カルボキシアルデ ヒ ド、セ 卜ナ一ル、 イノナ一ル、テ レス トラ

—ル、 ρ _ トリル アルデ ヒ ド、 フエ二ル ァセ 卜アルデ ヒ ド、 3 _ フエニル プ



タナール、 クミンアルデ ヒ ド、 p _ メチル フエ二ル ァセ 卜アルデ ヒ ド、 p —

イソプロピル フエ二ル ァセ 卜アルデ ヒ ド、 ヒ ドラ トロパ アルデ ヒ ド、 p —メ

チル ヒ ドラ トロパ アルデ ヒ ド、 p —イソプロピル ヒ ドラ トロパ アルデ ヒ ド、

フエニル プロピオ ンアルデ ヒ ド、 —メチル ヒ ドロシンナ ミックアルデ ヒ ド

、 ジャスモランジ、 プルジェ才ナ一ル、 フロラ口ゾン、 スザラール、サ リチ

ル アルデ ヒ ド、 ァニスアルデ ヒ ド、 o —メ トキシベ ンズアルデ ヒ ド、 o —メ

トキシシンナ ミックアルデ ヒ ド、 カン トキサール、バニ リン、ェチルバニ リ

ン、 メチルバ二 リン （3 ， 4 —ジメ トキシベ ンズアルデ ヒ ド）、ヘ リ才ナ一

ル、 フエノキシァセ 卜アルデ ヒ ド、 p _ メチル フエノキシァセ 卜アルデ ヒ ド

、 フル フラール、 5 _ メチル フル フラール、 5 —ヒ ドロキシメチル _ 2 —フ

ル フラ一ル、 フ リル ァクロレイン、 リラ一ル、ベル ンアルデ ヒ ド、ホモマイ

ラックアルデ ヒ ド、 ジュニパール、 ヴエル 卜ラール、 リリア一ル、 メフラナ

—ル、エダランタ一ル、 コカール、 _ メチルシンナ ミックアルデ ヒ ド、

—プチルシンナ ミックアルデ ヒ ド、 —ァミルシンナ ミックアルデ ヒ ド、

—へ キシルシンナ ミックアルデ ヒ ド、ホル ミルェチルテ 卜ラメチルテ トラ リ

ンな どのアルデ ヒ ド類、酢酸テ レビネル、酢酸べチべ リル、酢酸ベ ンジル、

酢酸 リナ リル、サ リチル酸 イソペ ンチル、サ リチル酸ベ ンジル、へキシルサ

リシ レ一 卜、 シス— 3 _ へ キセニルサ リシ レ一 卜、 ギ酸ェチル、 ギ酸 シス—

3 —へ キセニル、 ギ酸 リナ リル、 ギ酸 シ トロネ リル、 ギ酸ゲラニル、 ギ酸べ

ンジル、 ギ酸 フエニルェチル、酢酸ェチル、酢酸 プチル、酢酸 イソァミル、

シクロペ ンチ リデ ン酢酸 メチル、酢酸へキシル、酢酸 シス _ 3 —へキセニル

、酢酸 トランス _ 2 _ へ キセニル、酢酸 イソノニル、酢酸 シ 卜ロネ リル、酢

酸 ラバ ンジュ リル、酢酸ゲラニル、酢酸 ミルセニル、酢酸 タ一 ピニル、酢酸

メンチル、酢酸 メンタニル、酢酸 ノピル、酢酸 n —ボルニル、酢酸 イソボル

ニル、酢酸 p _ t —プチルシクロへキシル、酢酸 o _ t —プチルシクロへキ

シル、酢酸 卜リシクロデセニル、酢酸 2 ， 4 —ジメチル _ 3 —シクロへキセ

ン _ 1 _ メタニル、酢酸 フエニルェチル、酢酸 スチラ リル、酢酸 ジメチルべ

ンジル カル ビニル、酢酸 シンナ ミル、酢酸 ァニシル、酢酸パ ラク レジル、酢



酸へ リオ トロピル、 ァセチルオイゲ ノール、 ァセチルイソオイゲ ノール、酢

酸 グアイル、酢酸セ ドリル、 プロピオ ン酸ェチル、 プロピオ ン酸 イソアミル

、 プロピオ ン酸 シ 卜ロネ リル、 プロピオ ン酸ゲラニル、 プロピオ ン酸 リナ リ

ル、 プロピオ ン酸 タ一 ピニル、 プロピオ ン酸ベ ンジル、 プロピオ ン酸 シンナ

ミル、 シクロへキシル プロピオ ン酸 ァ リル、 プロピオ ン酸 卜リシクロデセニ

ル、酪酸ェチル、 2 _ メチル酪酸ェチル、酪酸 プチル、酪酸 イソァミル、酪

酸へキシル、酪酸 リナ リル、酪酸ゲラニル、酪酸 シ トロネ リル、酪酸べ ンジ

ル、 イソ酪酸 シス— 3 _ へ キセニル、 イソ酪酸 シ 卜ロネ リル、 イソ酪酸ゲラ

ニル、 イソ酪酸 リナ リル、 イソ酪酸ベ ンジル、 イソ酪酸 フエニルェチル、 ィ

ソ酪酸 卜リシクロデセニル、 イソ吉草酸ェチル、吉草酸 プロピル、 イソ吉草

酸 シ トロネ リル、 ィソ吉草酸ゲラニル、 ィソ吉草酸べ ンジル、 ィソ吉草酸 シ

ンナ ミル、 イソ吉草酸 フエニルェチル、 力プロン酸ェチル、 カブロン酸 ァ リ

ル、ェナ ン ト酸ェチル、ェナ ン ト酸 ァ リル、 カプ リン酸ェチル、チグ リン酸

シ 卜ロネ リル、安息香酸 メチル、安息香酸ェチル、安息香酸 イソプチル、安

息香酸 イソァミル、安息香酸ゲラニル、安息香酸 リナ リル、安息香酸ベ ンジ

ル、安息香酸 フエニルェチル、 フエニル酢酸 メチル、 フエニル酢酸ェチル、

フエニル酢酸 イソプチル、 フエニル酢酸 イソァミル、 フエニル酢酸ゲラニル

、 フエニル酢酸ベ ンジル、 フエニル酢酸 フエニルェチル、 フエニル酢酸 p _

ク レジル、桂皮酸 メチル、桂皮酸ェチル、桂皮酸ベ ンジル、桂皮酸 シンナ ミ

ル、桂皮酸 フエニルェチル、サ リチル酸 メチル、サ リチル酸ェチル、サ リチ

ル酸 イソプチル、サ リチル酸 ァミル、サ リチル酸へキシル、サ リチル酸 シス

_ 3 _ へ キセニル、サ リチル酸 フエニルェチル、 ジャスモン酸 メチル、 ジ ヒ

ドロジヤスモン酸 メチル、 フルテ一 卜、 2 _ ペ ンチル才キシグ リコ一ル酸 ァ

リル、 3 _ メチル _ 3 _ フエニル ダ リシ ド酸ェチル、ェチル 2 _ ペ ンタノェ

— 卜、 4 —ァセ トキシ一 3 _ アミルテ トラ ヒ ドロピラン、 シクロへキシルサ

リシ レ一 卜、 2 —シクロへキシル プロピオ ン酸ェチル、ェチル 卜リシクロ [

5 . 2 . 1 . 0 2 ， 6 ] デカン_ 2 _ カルボキシ レ一 卜、 2 - メチルペ ンチル

2 —メチルペ ンチ レ一 卜な どのエステル類、 ァ一ゥンデカラク トン、ペ ンタ



リ ド （シ ク ロペ ンタデ カ ノ リ ド）、 ハ バ ノ リ ド （才 キサ シ ク ロへ キサ デ セ ン

_ 2 —オ ン）、 ア ン プ レッ トリ ド、 シ ク ロへ キサ デ カ ノ リ ド、 1 0 _ 才 キサ

へ キサ デ 力 ノ リ ド、 1 1 —才 キザ へ キサ デ 力 ノ リ ド、 1 2 _ 才 キサ へ キサ デ

カ ノ リ ド、 エ チ レン ドデ カ ンジ才 ェ 一 卜、 ァ一 プチ ロラ ク トン、 ァ一バ レロ

ラ ク トン、 ア ンゲ リカ ラ ク トン、 ァ一へ キサ ラ ク トン、 ァ一ヘ プ タ ラ ク トン

、 ァ一才 ク タ ラ ク トン、 ァ一 ノナ ラ ク トン、 3 _ メチル _ 4 —才 ク タ ノ リ ド

、 ァ一デ カ ラ ク トン、 ァ一 ドデ カ ラ ク トン、 ァ一ジ ャス モ ラ ク トン、 ジ ャス

ミ ンラ ク トン、 シ ス ジ ャス モ ンラ ク トン、 ラ ク 卜ジ ャス モ ン、 ジ ャス モ ラ ク

トン、 メ ンタ ラ ク トン、 n — プチル フ タ リ ド、 プ ロ ピ リデ ン フ タ リ ド、 プチ

リデ ン フ タ リ ド、 —へ キサ ラ ク トン、 —才 ク タ ラ ク トン、 トリバ ロ ン、

— ノナ ラ ク トン、 δ — デ カ ラ ク トン、 — 2 —デ セ ノラ ク トン、 —ゥ ン

デ カ ラ ク トン、 — ドデ カ ラ ク トン、 — トリデ カ ラ ク トン、 —テ トラデ

カ ラ ク トン、 ラ ク トス カ トン （デ カ ヒ ドロ _ 4 ， — ヒ ドロキ シ 一 2 ， 8 ，

8 _ 卜リメチル ナ フ タ リン _ 2 _ カル ボ キ シ ァ シ ッ ド一 — ラ ク トン）、 ク

マ リン、 ジ ヒ ドロ クマ リン、 シ ク ロへ キ シル ラ ク トン、 6 _ メ チル クマ リン

、 ε —デ カ ラ ク トン、 ε — ドデ カ ラ ク トンな どの ラ ク トン類 、 ァセ チル カ リ

オ フ ィ レン、 カル ボ ン、 プ レゴ ン、 ピペ リテ ノ ン、 ピペ リ トン、 シ ョウ脳 、

イ ソ ロ ンギ フ オラ ノ ン、 ヌ一 卜カ トン、 2 —ヘ プ タ ノ ン、 2 —ペ ンタ ノ ン、

3 _ へ キサ ノ ン、 3 _ ヘ プ タ ノ ン、 4 _ ヘ プ タ ノ ン、 2 —才 ク タ ノ ン、 3 _

才 ク タ ノ ン、 2 — ノナ ノ ン、 3 —ノナ ノ ン、 2 —ゥ ンデ カ ノ ン、 2 — トリデ

カ ノ ン、 メチル イ ソ プ ロ ピル ケ トン、 ェ チル イ ソ ア ミル ケ トン、 メ シ チル 才

キサ イ ド、 プチ リデ ンアセ トン、 メチル ヘ プ タ ジ ェ ノ ン、 メチル ヘ プテ ノ ン

、 ジ メチル 才 クテ ノ ン、 4 — メチ レン 一 3 ， 5 , 6 ， 6 —テ 卜ラ メチル _ 2

—ヘ プ タ ノ ン、 ゲ ラニル アセ トン、 フ アル ネ シル アセ トン、 ァセ 卜イ ン、 5

— ヒ ドロキ シ _ 4 —才 ク タ ノ ン、 メチル ラベ ンダ一 ケ トン、 ジ ァセ チル 、 2

， 3 _ ペ ンタ ジオ ン、 2 ， 3 _ へ キサ ジオ ン、 3 ， 4 _ へ キサ ジオ ン、 2 ，

3 _ ヘ プ タ ジオ ン、 ァセ チル イ ソバ レ リル 、 ア ミル シ ク ロペ ンタ ノ ン、 ア ミ

ル シ ク ロペ ンテ ノ ン、 2 —シ ク ロペ ンチル シ ク ロペ ンタ ノ ン、 へ キ シル シ ク



口ペ ンタ ノ ン、 2 _ n —ヘ プチル シ ク ロペ ンタ ノ ン、 c i s —ジ ャス モ ン、

ジ ヒ ドロジ ヤス モ ン、 イ ソジ ャス モ ン、 卜リメチル ペ ンチル シ ク ロペ ンタ ノ

ン、 セ ダ モ ン （2 —プチ リデ ン _ 3 ， 5 , 5 ( 3 ， 3 ， 5 ) — 卜リメチル シ

ク ロペ ンタ ノ ン）、 サ ンデ ックス、 シ ク ロテ ン、 3 ， 5 —ジ メチル _ 1 ， 2

—シ ク ロペ ンタ ジオ ン、 メチル コ リロ ン、 2 _ t e r t _ プチル シ ク ロへ キ

サ ノ ン、 p _ t e r t _ プチル シ ク ロへ キサ ノ ン、 3 ， 3 —ジ メチル シ ク ロ

へ キ シル メチル ケ トン、 2 _ s e c _ プチル シ ク ロへ キサ ノ ン、 アル テ モ ン

、 セル リ一 ケ トン、 ク リプ トン、 p _ t e r t —ペ ンチル シ ク ロへ キサ ノ ン

、 メチル シ ク ロシ トロ ン、 ネ ロ ン、 4 — シ ク ロへ キ シル 一 4 — メチル 一 2 —

ペ ンタ ノ ン、 ハ バ ノール 、 マル トール 、 ェ チル マル トール 、 オ キサ イ ドケ 卜

ン、 ェ モ キ シ フ ロ ン、 ホ モ フ ロール 、 ソ トロ ン、 フ ラ ネオ 一ル 、 ァセ チル ジ

メチル フ ラ ン、 フル フ ラール アセ トン、 2 — ァセ チル _ 5 — メチル フ ラ ン、

2 _ ァ セ チル フ ラ ン、 メチル テ トラ ヒ ドロ フ ラ ノ ン、 ジベ ンジル ケ トン、 ベ

ン ゾ フ エ ノ ン、 メチル ナ フチル ケ トン、 4 _ ダ マ ス コール 、 4 _ メチル _ 4

— フ エニル 一 2 _ ペ ンタ ノ ン）、 — メチル ァニ サ ル アセ トン、 ヘ リオ ト口

ピリレアセ トン、 ァニ シ リデ ンアセ トン、 ァニ シル アセ トン、 ρ — メ トキ シ フ

ェニル アセ トン、 ラ ズベ リー ケ トン、 ラバ ン ドゾ ン、 ベ ンジ リデ ンアセ トン

、 ρ — メ トキ シ ァセ 卜フ エ ノ ン、 ρ _ メ チル ァセ 卜フ エ ノ ン、 プ ロ ピオ フ エ

ノ ン、 ァセ 卜フ エ ノ ン、 イ ソ ダマ ス コ ン、 — ダ イ ナ ス コ ン、 イ リ トン、 ョ

ノ ン、 プ ソイ ドョ ノ ン、 メチル ョ ノ ン、 メチル イ リ トン、 2 ，4 _ ジ _ 卞 6

r t — プチル シ ク ロへ キサ ノ ン、 ァ リル ョ ノ ン、 2 ， 6 ， 6 _ 卜リメチル 一

2 —シ ク ロへ キ セ ン 一 1 ，4 —ジオ ン、 2 — ァセ チル _ 3 ， 3 —ジ メチル ノ

ル ポル ナ ン、 フ ロ レックス、 プ リカ トン、 才 キ ソセ ドラ ン、 ベ ル トフ ィ ック

ス、 ベ ル べ ノ ン、 フ ェ ン コ ン、 カ ロ ン、 トリモ フ ィ ックス 0 、 ェ ピ トン、 ァ

トリノ ン、 カ シ ュ メ ラ ン、 3 — メチル シ ク ロペ ンタデ カ ノ ン 一 1 、 シ ク ロへ

プ タデ 力 _ 9 —ェ ン _ 1 —オ ン、 シ ク ロペ ンタデ カ ノ ン、 シ ク ロへ キサ デ セ

ノ ン、 フ ァ ン トリ ド、 4 — ァセ チル 一 6 _ t e r t _ プチル 一 1 ， 1 —ジ メ

チル イ ンダ ン、 卜ラセ オ ラ イ ド、 卜ナ リ ド、 ピタ ラ イ ド、 ジ ヒ ドロカル ボ ン



、 ジ才 ス フ エ ノ一ル 、 ジ ンゲ ロ ン、 イ ソ E ス ーパ 一 な どの ケ トン類 、 フ エ二

ル 酢酸、サ ンダ ロール 、 リナ ロール 、 ム ス クケ トン、 メチル イオ ノ ン、 イ リ

ス油 、 ィ ロ ン、 イ ン ド一ル 、 イ ラ ンイ ラ ン油 、 エ ス トラ ゴール 、 オ ー クモ ス

、 才 ポ ポ ナ ックス レジ ノイ ド、 オ イ ゲ ノール 、 才 一 ラ ンチ オ ール 、 ガ ラ ク ソ

リツ ド、 力ル バ ク ロ一ル 、 L — カル ボ ン、 力

ン フ ァー、 キ ャ ノ ン、 キ ヤ ロ ッ トシ ー ド油 、 ク ロ一 プ油 、 ゲ ラニ オ ール 、 ゲ

ラニル 二 トリル 、 サ ンダル ウ ッ ド油 、 シ ク ロペ ンタデ カ ノ リ ド、 ジ ヒ ドロ ミ

ル セ ノール 、 ジ ャス ミ ンァ プ ソ リュー ト、 シ ナ モ ンバ ー ク油 、 1 ， 8 —シ ネ

オ ール 、 ス チ ラ ックス レジ ノイ ド、 セ ダ一 ウ ッ ド油 、 セ ドレン、 セ ドロール

、 セ ロ リシ ー ド油 、 タ イ ム油 、 ダマ ス コ ン、 ダマ セ ノ ン、 チ モ ール 、 チ ュべ

ロー ズ ァ プ ソ リュー ト、 デ カ ラ ク トン、 テ ル ビネオ 一ル 、 ァ一テ ル ビネ ン、

トリプ ラール 、 2 ， 6 — ノナ ジ エ ノ一ル 、 ノナ ラ ク トン、 パ チ ヨ リアル コ一

ル 、 パ チ ヨ リ油 、 フ エネ チル アル コール 、 プチ ダ レン油 、 c i s _ 3 —へ キ

セ ノ一ル 、 ペ ル 一バ ル サ ム、 ベ チバ 一油 、 べ チベ ロ一ル 、 ぺ パ 一 ミ ン ト油 、

ペ パ ー油 、 ヘ リオ ト口 ピン、 ベ ル ガ モ ッ ト油 、 ボル ネオ 一ル 、 ミル レジ ノィ

ド、 メ ン トール 、 L — メ ン トール 、 L — メ ン トン、 ユ ー カ リ油 、 β — ノ ン

、 ラ イ ム油 、 ラベ ンダ一油 、 D — リモ ネ ン、 レモ ン油 、 口一 ズ ァ プ ソ リュ一

卜、 口一 ズ才 キ シ ド、 口一 ズ油 、 口一 ズ マ リ一油 、 アサ フ エチ ダ レジ ノイ ド

、 ア ジ ョワ ン油 、 ス タ一 ァニ ス油 、 ア ビエ ス油 、 ア ミ リス油 、 ア ン プ レッ ト

シ ー ド油 、 ア ンバ ー グ リス チ ンキ、 イ ラ ンイ ラ ンァ プ ソ リュー ト、 ィ リス レ

ジ ノイ ド、 イ リス ァ プ ソ リュ一 卜、 ゥ イ ンタ一 グ リー ン油 、 エ レミオ レオ レ

ジ ン、 ェ レミ レジ ノイ ドア ブ ソ リュ一 卜、 エ レミチ ンキ、 才 一 クモ ス コ ン ク

リー ト、 才 一 クモ ス ァ プ ソ リュ一 卜、 才 一 クモ ス レジ ン、 才 一 クモ ス レジ ノ

イ ド、 才 コテ ィア油 、 オ ス マ ンサ ス ア ブ ソ リュ一 卜、 オ ス マ ンサ ス コ ン ク リ

— 卜、 才 ポパ ナ ックス レジ ノイ ド、 才 ポパ ナ ックス ァ プ ソ リュー ト、 才 ポパ

ナ ックス油 、 オ リバ ナ ム レジ ノイ ド、 オ リバ ナ ム ァ プ ソ リュー ト、 オ リバ ナ

厶油 、 才 一ル スパ イ ス油 、 才 レガ ノ油 、 才 レガ ノ才 レジ ン、 オ レンジ フ ラ ヮ

— ア ブ ソ リュ一 卜、 オ レンジ フ ラ ワー コ ン ク リ一 卜、 カナ ンガ油 、 ガ一 ジ ュ



ンバルサム、 ガ一ジユンバルサム油、 カスカ リラバーク油、 カス トリウムァ

プソ リュ一 卜、 カツシ一ァプソ リュ一 卜、 カツシ一フラワー油、 カツシァ油

、 ガ一デニアァプソ リュー ト、 力一ネシ ヨンァプソ リュー ト、 カプ リュ一バ

油、 カモミル油、 カル ダモン油、 ガルバナム油、 ガルバナム レジン、 ガルバ

ナム レジノイ ド、 キヤラウエ一シ一 ド油、 グアヤ ックウッ ド油、 グアヤ ック

レジン、 グアヤ ックコンク リー ト、 クスノキ油、 クべバ油、 クミン油、 クミ

ンァプソ リュ一 卜、 クミン才 レオ レジン、 クラ リセ一ジ油、 グ レープフル一

ッ油、 コスタス油、 コパイババルサム、 コパイババルサム油、 コパイババル

サム レジン、 コ リアンダ一油、サ ッサ フラス油、 ジュネアプソ リュ一 卜、 シ

ソ油、 シ 卜ロネラ油、 ジャスミンコンク リ一 卜、 ジュニパ一ベ リ一油、 シべ

ッ 卜ァプソ リュー ト、 シベ ッ トチ ンキ、 ジ ョンキル ァプソ リュー ト、 ァガ一

ウッ ド油、 ジンジャ一油、 シナモン油、 シナモン リ一フ油、 スギ油、 スチラ

ックス油、 スペ アミン ト油、セィボ リ一油、セ一ジ油、セダ一油、セダ一 リ

—フ油、 タゲ ッ 卜油、 タラゴン油、デ ィル油、テ ィ一ツ リー油、 トリ一モス

ァプソ リュ一 卜、 トル一バルサム、ナツメッグ油、ナルシサスァプソ リュ一

卜、 ネロ リ油、 ノくィ才 レッ トリーファプソ リュー ト、パイン油、バジル油、

パセ リリーフ油、パセ リシー ド油、 ノ《セ リハープ油、 ノ ッヽ力油、バニラァプ

ソ リュ一 卜、ハネーサ ックル ァプソ リュ一 卜、パルマ 口一ザ油、 ノくレリアン

油、 ビタ一オ レンジ油、 ヒソップ油、 ヒバ油、 ヒヤシンスァプソ リュ一 卜、

フェンネル油、 フィグァプソ リュー ト、 プチュ油、ペニー ロイヤル油、ぺパ

— ミン ト油、ベ ンゾインチ ンキ、ベ ンゾインレジノイ ド、ボア ドロ一ズ油、

ホゥシ ョウ油、ホ ップ油、ホ ップコンク リ一 卜、ホ ップアプソ リュ一 卜、マ

—ジ ョラム油、マ ンダ リン油、オ レンジ油、 ミモザ コンク リー ト、 ミモザァ

プソ リュー ト、 ミモザ油、 ミル ァプソ リュー ト、 ミルオイル、ムスクァプソ

リュー ト、ムスクチ ンキ、ュズオイル、 ョモギ油、 ラブダナ厶油、 ラブダナ

ム レジノイ ド、 ラベ ンダ一ァプソ リュー ト、 ラバ ンジン油、 ラバ ンジンァプ

ソ リュ一 卜、 リナ ロェ油、 レモングラス油、 口一ズコンク リ一 卜、 口べ一ジ

油、 ロー レル油、 ロー レル リーフ油、 ワームウッ ド油、麝香、霊猫香、竜ぜ



ん香 、 海狸香 、 ム ス ク ' チ バ タ、 _ ビネ ン、 _ ビネ ン、 カ ン フ ェ ン、 ミ

ル セ ン、 タ一 ピネオ 一ル 、 タ一 ピノ レン、 オ シ メ ン、 ァ一 タ一 ビネ ン、 (X —

フ エ ラ ン ドレン、 ρ —サ イ メ ン、 — カ リオ フ ィ レン、 —フ アル ネ セ ン、

1 , 3 , 5 _ ゥ ンデ カ トリェ ン、 ジ フ エニル メ タ ンな どの炭化水素、 ァニ ス

アル コール 、 シ ンナ ミ ック アル コール 、 フ エニル プ ロ ピル アル コール 、 ジ メ

チル ベ ンジル カル ピノ一ル 、 フ エ二ル ェ チル メチル ェ チル カル ピノ一ル 、 3

— メチル 一 5 — フ エ二ル ペ ンタ ノ一ル 、 オ ル シ ノール モ ノメチル エ ー テ ル 、

イ ソオ イ ゲ ノール 、 サ ンタ ロール 、 イ ソボル ニル シ ク ロへ キサ ノール 、 サ ン

ダ ロア、 バ グ ダ ノール 、 サ ンダル マ イ ソル コ ア、 プ ラマ ノール 、 エバ ノール

、 ポ リサ ン 卜一ル 、 2 —エ トキ シ _ 4 — メ トキ シ メチル フ エ ノール 、 卜ラ ン

ス _ 2 _ へ キ セ ノール 、 シ ス 一 3 _ へ キ セ ノール 、 3 —才 ク タ ノール 、 1 _

才 クテ ン 一 3 _ オ ール 、 2 ， 6 —ジ メチル 一 2 _ ヘ プ タ ノ一ル 、 9 _ デ セ ノ

—ル 、 4 _ メ チル _ 3 —デ セ ン — 5 _ オ ール 、 1 0 — ゥ ンデ セ ノール 、 トラ

ンス 一 2 _ シ ス _ 6 — ノナ ジ エ ノ一ル 、 ネ ロール 、 シ トロネ ロール 、 ロジ ノ

—ル 、 ミル セ ノール 、 ラバ ンジ ュ ロール 、 テ トラ ヒ ドロゲ ラニ オ ール 、 テ 卜

ラ ヒ ドロ リナ ロール 、 ヒ ドロキ シ シ トロネ ロール 、 ァ 口才 シ メ ノール 、 タ一

ピネ ン _ 4 _ オ ール 、 イ ソ プ レゴール 、 ノポ ール 、 フ アル ネ ソ一ル 、 ネ ロ リ

ドール 、 ビサ ボ ロール 、 パ チ ユ リアル コール 、 2 ， 4 —ジ メチル _ 3 —シ ク

口へ キ セ ン 一 1 — メ タ ノール 、 4 _ イ ソ プ ロ ビル シ ク ロへ キサ ノール 、 4 _

イ ソ プ ロ ビル シ ク ロへ キサ ンメ タ ノール 1 ― ( 4 _ イ ソ プ ロ ビル シ ク ロへ キ

シル ） 一エ タ ノール 、 2 ， 2 —ジ メチル 一 3 _ ( 3 —メチル フ エニル ） 一 プ

ロパ ノール 、 ρ _ t — プチル シ ク ロへ キサ ノール 、 ο — t — プチル シ ク ロへ

キサ ノール 、 ア ン プ リノール 、 ベ ンジル アル コール 、 フ エニル ェ チル アル コ

—ル 、 フ エ ノキ シ エ タ ノール 、 ス チ ラ リル アル コール な どの アル コール 類、

メチル ジ ヒ ドロジ ヤス モ ネ 一 卜、 テ トラ ヒ ドロ フル フ リル 3 _ メル カ プ トプ

口 ビオ ネ 一 卜、 コバ ノール 、 ゼ ラニ ゥ厶 オ イル 、 バ 一 チ オ イル 、 アル モ イ ゼ

オ イル ァセ チル セ ドレン、 ァ ミル シ ンナ ム アル デ ヒ ド、 ァ リル ア ミル グ リコ

レ一 卜、 —ィオ ノ ン、 イ ソ プチル キ ノ リン、 ネ ロール オ キサ イ ド、 ミ ロキ



サイ ド、 ローズオキサイ ド、 リメ トール、 メン 卜フラン、 リナ ロール才キサ

イ ド、 プチルジメチルジ ヒ ドロピラン、 ァセ トキシァミルテ トラ ヒ ドロビラ

ン、セ ドリル メチルエーテル、 メ トキシシクロ ドデカン、 1 _ メチル _ 1 _

メ トキシシクロ ドデカン、ェ トキシメチルシクロ ドデシルェ一テル、 卜リシ

クロデセニル メチルェ一テル、ルポフィックス、セ ドロキサイ ド、 アンプ口

キサ ン、 グ リサルバ、ボヮジ リス、 ァニソ一ル、 ジメチルハイ ドロキノン、

パ ラク レジル メチルェ一テル、 ァセ 卜ァニソ一ル、 ァネ ト一ル、 ジ ヒ ドロア

ネ ト一ル、 ジフエニルオキサイ ド、 メチルオイゲ ノール、 メチルイソオイゲ

ノール、ベ ンジルイソオイゲ ノール、 フエ二ルェチルイソァミルエーテル、

_ ナ フチル メチルエーテル、 _ ナ フチルェチルエーテル、 δ _ ナ フチル

イソプチルェ一テル、 2 ， 4 —ジメチル 一 4 _ フエニルテ トラ ヒ ドロフラン

、 ガラクソライ ド、 2 ， 2 , 5 , 5 —テ 卜ラメチル 一 4 _ イソプロピル _ 1

， 3 _ ジ才キサ ンな どのエーテル類な ど、各種精油等の合成香料及び天然香

料並びに各種調合香料 を例示することがで きる。

(色素）

色素 と しては、 アナ 卜一、 クロシン、 カプサ ンチ ン、 シソニ ン、ハイ ビス

カス色素、 グ レープスキンエキス トラク 卜、サ フ口一ルイエ 口一、 カカオ色

素、 ラッカイン酸、 カル ミン酸、 クル クミン、ベ タニ ン、 モナスコル プ リン

、 プラジ リン、 カラメル、ベニバナ色素、 クチナシ色素、 シコン色素、 コチ

ニール色素 をは じめ とする、 アン トラキノン系、 アン トシァニ ン系、 カル コ

ン系、 カロテ ノイ ド系、 フラボ ノイ ド系、 フラ ビン系、 キノン系、ポル フィ

リン系、 ジケ トン系、ペ ンタシァ二ジン系の色素な どの天然着色料、感光素

1 0 1号、感光素 2 0 号、感光素 3 0 号、感光素 4 0 号な どの感光素

、赤色 2 号、赤色 3 号、赤色 1 0 2 号、赤色 1 0 4 号、赤色 1 0 5 号、赤色

1 0 6 号、赤色 2 0 1号、赤色 2 0 2 号、赤色 2 0 3 号、赤色 2 0 4 号、赤

色 2 0 5 号、赤色 2 0 6 号、赤色 2 0 7 号、赤色 2 0 8 号、赤色 2 1 3 号、

赤色 2 1 4 号、赤色 2 1 5 号、赤色 2 1 8 号、赤色 2 1 9 号、赤色 2 2 0 号

、赤色 2 2 1号、赤色 2 2 3 号、赤色 2 2 5 号、赤色 2 2 6 号、赤色 2 2 7



号、赤色 2 2 8 号、赤色 2 3 0 号、赤色 2 3 1号、赤色 2 3 2 号、橙色 2 0

1号、橙色 2 0 3 号、橙色 2 0 4 号、橙色 2 0 5 号、橙色 2 0 6 号、橙色 2

0 7 号、黄色 4 号、黄色 5 号、緑色 3 号、緑色 2 0 1号、緑色 2 0 2 号、緑

色 2 0 4 号、緑色 2 0 5 号、黄色 2 0 1号、黄色 2 0 2 号、黄色 2 0 3 号、

黄色 2 0 4 号、黄色 2 0 5 号、黄色 4 0 1号、黄色 4 0 2 号、黄色 4 0 3 号

、黄色 4 0 4 号、黄色 4 0 5 号、黄色 4 0 6 号、黄色 4 0 7 号、緑色 4 0 1

号、緑色 4 0 2 号、青色 4 0 3 号、紫色 4 0 号、黒色 4 0 号、青色 4 0

4 号、赤色 4 0 1号、赤色 4 0 4 号、赤色 4 0 5 号、赤色 5 0 1号、赤色 5

0 2 号、赤色 5 0 3 号、赤色 5 0 4 号、赤色 5 0 6 号、橙色 4 0 1号、橙色

4 0 2 号、橙色 4 0 3 号、赤色 5 0 5 号、及び青色 1号、青色 2 号、青色 2

0 1号、青色 2 0 2 号、青色 2 0 3 号、青色 2 0 4 号、青色 2 0 5 号、褐色

2 0 1号、紫色 2 0 1号のジル コニウム、バ リウム又はアル ミニウム レーキ

な どの有機顔料粉末、上記有機粉末 にシコン色素、ベニバナ色素な どの天然

色素や有機合成色素な どを配合 した色素が例示で きる。

(防腐剤又は殺菌剤）

防腐剤又は殺菌剤 と しては、 フエノール、パ ラクロロフエノ一ル、パ ラク

口ロメタク レゾ一ル、パ ラクロロメタキシ レノール、 レゾルシン、 レゾルシ

ンモノアセテー ト、オル トフェニル フェノール、 イソプチルパ ラベ ン、ェチ

ルパ ラベ ン、ェチルバ ラベ ンナ トリウム、 プチルパ ラベ ン、 プチルパ ラベ ン

ナ トリウム、 プロピルパ ラベ ン、 プロピルパ ラベ ンナ トリウム、 メチルパ ラ

ベ ン、 メチルバ ラベ ンナ 卜リゥ厶な どのパ ラ才キシ安息香酸 アルキルエステ

ル、 フエノキシエタノール、チモール、 ク レゾ一ル、 ヒノキチ才一ル、 ヒ ド

ロキシベ ンザチ才一ルな どのフエノール類、安息香酸及びその塩類、サ リチ

ル酸及びその塩類、 ソル ビン酸及びその塩類、デ ヒ ドロ酢酸及びその塩類、

2 , 4 ， 4 ' — トリクロ口 _ 2 ' — ヒ ドロキシジフエ二ルェ一テル、へキサ

クロ口フェン、 ビチ才 ノール、 ジクロロフェンな どのハ ロゲ ン化 ビスフエノ

—ル類、 3 ， 4 ， 4 ' — トリクロロカルバニ リ ド、 3 — トリフル才 ロメチル

4 ， 4 ' —ジクロロカルバニ リ ド、 3 ， 4 ， 5 — トリプロモサ リチル ァニ



リ ド、 p — ァミノベ ンゼ ンスルホ ンアミ ド、 ゥンデシ レン酸 モノエタノール

アミ ドな どのアミ ド類、塩化ベ ンザル コニゥ厶、臭化 アルキルイソキノ リニ

ゥ厶、塩化べ ンゼ トニゥ厶、塩化セチル ピリジニゥ厶、塩化デカ リニゥ厶、

塩化 アルキル 卜リメチル アンモニゥ厶な どの 4 級 アンモニゥ厶化合物類、塩

化 アルキル アミノエチル ダ リシン、塩化ステア リル ヒ ドロキシェチルべ タイ

ンナ 卜リゥ厶な どの両イオ ン性界面活性剤、 ダル コン酸 クロルへキシジン、

テ 卜ラメチルチウラムジサル ファイ ド、感光素 1 0 1 号、感光素 2 0 1 号、

感光素 3 0 号、感光素 4 0 号、感光素 N K _ 4 3 な どの感光素類、 1

—ハイ ドロキシ ピリジン一 2 —チオ ン （ジンクピリチオ ン）、 イミダゾ リジ

ニル ゥ レア、 Ν — 卜リクロロメチル メル カプ ト一 4 —シクロへキセ ン 1 ，

2 —ジカルボキシイミ ド、塩化 リゾチ一厶、 クロル フエネシン、 クロロプタ

ノール、 2 _ プロ厶 _ 2 _ ニ トロ一 1 ， 3 _ プロパ ンジ才一ル、 ァニスオイ

ル、 ァシカオイル、 シ トロネロール、オイゲ ノール、ベ ンジル アル コール、

エタノール、 1 ， 3 _ プチ レング リコール、へキシ レング リコール、 ジプロ

ピレング リコール、 グ リセ リン、 1 ， 2 _ プロパ ンジ才一ル、 1 ， 2 —プタ

ンジ才一ル、 1 ， 2 _ ペ ンタンジ才一ル （ペ ンチ レング リコール）、 1 ， 2

—へキサ ンジ才一ル、 1 ， 2 _ ヘ プタンジ才一ル、 1 ， 2 —オ クタンジ才一

ル、 1 ， 2 —ノナ ンジ才一ル、 1 ， 2 _ デ カンジ才一ルな どのアル コール類

、パ ラクロル メタク レゾ一ル、塩化 クロルへキシジン、 ビス （2 — ピリジル

チ才 _ 1 —才キシ ド）亜鉛、チアン 卜一ル、 イソプロピル メチル フエノール

、 6 —ァセ トキシ _ 2 ， 4 —ジメチル 一m _ ジ才キサ ン、 5 _ クロ口一 2 _

メチル _ 4 _ イソチアゾ リン一 3 —オ ン、 2 _ メチル _ 4 _ イソチアゾ リン

_ 3 —オ ン、塩素、次亜塩素酸ナ トリウム、サラシ粉、 ョ一 ド、ホルムアル

デ ヒ ド、 ダル タール アルデ ヒ ド、 ピロ炭酸 ジェチル、エチ レンオキサイ ド、

—プロピオラク トン、過酸化水素水、 ィ才 ゥ、 ダル コン酸 カ リウム、 D M

D M ヒダン 卜イン、 アルキル （C 1 2 — 1 4 ) ジェチル アミノエチル ダ リシ

ン塩酸塩、 クオタニゥ厶一 8 0 、 クオタニゥ厶一 8 7 、 クロラミン丁、 シメ

ン_ 5 _ オール、 プチル カルバ ミン酸 ヨウ化 プロピル、ポ リアミノプロピル



ビグアニ ド、 メチルイソチアゾ リノン、 メチル クロ口イソチアゾ リノン、 ョ

ゥ化ジメチル アミノスチ リルへ プチル メチルチアゾ リゥ厶な どを例示するこ

とがで きる。 また、ェチナシ葉エキス、才 ゥパ クエキス、オ リ一プ葉エキス

、オ レンジ果汁、 力ワラョモギエキス、 カンゾゥフラボ ノイ ド、 クマザサェ

キス、 グ レープフル一ツエキス、 クロル フエネシン、 スィカズラエキス、 フ

エノキシエタノール、ユキノシタエキス、 ヮ レモコゥエキスな どの植物抽出

物 も抗菌剤 と して有利 に使用で きる。

[0071 ] 上記抗菌剤の内、 とりわけ 1 ， 2 _ アル カンジオールや 1 ， 3 _ プチ レン

グ リコールな どの非パ ラ才キシ安息香酸エステル系の抗菌剤 は、皮膚への刺

激性の低 さ、防腐効果の高さ及び保湿性の点か ら好 ま しい。 1 ， 2 _ アル 力

ンジ才一ル と しては、炭素数 4 乃至 1 0 の 1 ， 2 _ アル カンジオールが好 ま

しく、 とりわけ、 1 ， 2 _ ペ ンタンジ才一ル （ペ ンチ レング リコール）、 1

， 2 —へキサ ンジ才一ル、 1 ， 2 _ ヘ プタンジ才一ル及び 1 ， 2 —オ クタン

ジオールか ら選ばれる 1 種又は 2 種以上の 1 ， 2 _ アル カンジオールは、 ァ

スコル ビン酸 2 —ダル コシ ドやそのナ 卜リゥ厶塩 との相溶性が特 に優れるこ

とか ら有利 に使用で きる。

[0072] (紫外線吸収剤）

紫外線吸収剤 と しては、パ ラアミノ安息香酸、パ ラアミノ安息香酸 モノグ

リセ リンエステル、 N ， N —ジプロポキシパ ラアミノ安息香酸ェチルエステ

ル、 N , N — ジエ トキシパ ラアミノ安息香酸ェチルエステル、 N ， N —ジメ

チルバ ラァミノ安息香酸ェチルエステル、 N ， N —ジメチルパ ラアミノ安息

香酸 プチルエステル等のパ ラアミノ安息香酸系紫外線吸収剤、ホモメンチル

_ N _ ァセチル アン トラニ レ一 卜な どのアン トラニル酸系紫外線吸収剤、桂

皮酸、才キシベ ンゾン_ 3 、才キシベ ンゾン_ 4 、才キシベ ンゾン_ 5 、才

キシベ ンゾン_ 9 な どのベ ンゾフエノン誘導体、 1 ， 3 _ プロパ ンジオ ン誘

導体 に糖 または糖 アル コールが結合 した糖系紫外線吸収剤、サ リチル酸及び

そのナ トリウム塩、 アミルサ リシ レ一 卜、 メンチルサ リシ レ一 卜、ホモメン

チルサ リシ レー ト、才 クチルザ リシ レー ト、 フエニルサ リシ レー ト、ベ ンジ



ルサ リシ レ一 卜、 P —イソプロパ ノール フエニルサ リシ レ一 卜、サ リチル酸

ジプロピレング リコ一ル等のサ リチル酸系紫外線吸収剤、才 クチルシンナメ

— 卜、ェチル _ 4 _ イソプロピルシンナメ一 卜、 メチル _ 2 ， 5 —ジイソプ

口ピルシンナメ一 卜、ェチル _ 2 ， 4 —ジイソプロピルシンナメ一 卜、 メチ

ル 一 2 ， 4 —ジイソプロピルシンナメ一 卜、 プロピル _ p —メ トキシシンナ

メ一 卜、 イソプロピル _ p —メ トキシシンナメ一 卜、 イソァミル 一 p —メ 卜

キシシンナメ一 卜、 2 _ ェチルへキシル p —メ トキシシンナメ一 卜、 2 —ェ

トキシェチル _ p —メ トキシシンナメ一 卜 （シノキサ一 卜）、 シクロへキシ

ル- P - メ トキシシンナメ一 卜、ェチル _ _ シァノ_ —フエニルシンナメ

— 卜、 2 _ ェチルへキシル _ シァノ_ —フエニルシンナメ一 卜 （才 ク 卜

ク リン）、 グ リセ リルモノ一 2 _ ェチルへキサ ノィル 一ジパ ラメ トキシシン

ナメ一 卜、 フェル ラ酸及びその誘導体等の桂皮酸系紫外線吸収剤、 2 ， 4 _

ジ ヒ ドロキシベ ンゾフエノン、 2 ， 2 ' —ジ ヒ ドロキシ _ 4 —メ トキシベ ン

ゾフエノン、 2 ， 2 ' —ジ ヒ ドロキシ _ 4 ， 4 ' —ジメ トキシベ ンゾフエノ

ン、 2 ， 2 ' , 4 ， 4 ' — テ トラ ヒ ドロキシベ ンゾフエノン、 2 — ヒ ドロキ

シ一 4 — メ トキシベ ンゾフエノン、 2 — ヒ ドロキシ _ 4 — メ トキシ _ 4 ' ―

メチルベ ンゾフエノン、 2 — ヒ ドロキシ _ 4 — メ トキシベ ンゾフエノン一 5

—スルホ ン酸塩、 4 _ フエニルベ ンゾフエノン、 2 _ ェチルへキシル 一 4 '

—フエ二ル ーベ ンゾフエノン一 2 _ カルボキシ レ一 卜、 2 — ヒ ドロキシ _ 4

- η —才 ク トキシベ ンゾフエノン、 4 — ヒ ドロキシ _ 3 —カルボキシベ ンゾ

フエノン等のベ ンゾフエノン系紫外線吸収剤、 3 _ ( 4 メチルベ ンジ リ

デ ン） 一 d ， I —カンファ一 、 3 —ベ ンジ リデ ン一 d ， I —カンファ一 、 2

—フエニル 一 5 _ メチルベ ンゾキサ ゾ一ル、 2 ， 2 ' — ヒ ドロキシ _ 5 —メ

チル フエニルベ ンゾ 卜リアゾ一ル、 2 _ ( 2 ' — ヒ ドロキシ _ 5 ' _ t —才

クチル フエ二ル）ベ ンゾ 卜リアゾ一ル、 2 _ ( 2 ' — ヒ ドロキシ _ 5 ' — メ

チル フエニルベ ンゾ 卜リアゾ一ル、 ジベ ンザラジン、 ジァニソィル メタン、

5 - ( 3 , 3 —ジメチル 一 2 _ ノルボルニ リデ ン） _ 3 _ ぺ ンタン_ 2 _ 才

ン、 4 —メ トキシ _ 4 t —プチルジベ ンゾィル メタン、 4 _ t —プチル



メ トキシジベンゾィルメタン等のジベンゾィルメタン誘導体、才クチル トリ

ァゾン、ゥロカニン酸及びゥロカニン酸ェチル等のゥロカニン酸誘導体、 2

_ ( 2 ' — ヒドロキシ_ 5 —メチルフエ二ル）ベンゾ 卜リァゾ一ル、 1 一

( 3 ， 4 —ジメ トキシフエニル）_ 4 ， 4 —ジメチル_ 1 ， 3 _ ペンタンジ

オン、ジメ トキシベンジリデンジ才キソイミダゾリジンプロピオン酸才クチ

ル、ジメ トキシベンジリデンジ才キソイミダゾリジンプロピオン酸 2 —ェチ

ルへキシル等のヒダン 卜イン誘導体、フエニルベンズイミダソゾ一ルスルホ

ン酸、テレフタリリデンジカンフルスルホン酸、 ドロメ トリゾ一ル 卜リシ口

キサン、アン トラニル酸メチル、ルチン及びその誘導体、オ リザノール及び

その誘導体、才クチルジメチルパラアミノベンゾェ一 卜、酸化チタン、酸化

亜鉛、カオ リン、タルク、ェチルへキシル 卜リアゾン、才ク トクリレン、ジ

メチル P A B A 才クチル、ホモサレ一 卜、メチレンビスべンゾ 卜リアゾリル

テ 卜ラメチルプチルフエノール、メ トキシケィヒ酸ェチルへキシル、メ トキ

シケィヒ酸才クチルなどを例示することができる。

[0073] (金属封鎖剤）

金属封鎖剤としては、エチレンジァミン四酢酸 （E D T A ) 、 E D T A 2

N a 、 E D T A 3 N a 、 E D T A 4 N a などのエチレンジァミン四酢酸塩類

、 ヒドロキシェチルエチレンジァミン三酢酸三ナ 卜リゥ厶塩などのヒドロキ

シェチルエチレンジァミン三酢酸塩、 トリポリリン酸、ジエチレン トリアミ

ン五酢酸塩類、フイチン酸、ェチ ドロン酸等のホスホン酸及びそのナ 卜リウ

厶塩等の塩類、シユウ酸ナ トリウム、ポリアスパラギン酸、ポリグルタミン

酸等のポリポリアミノ酸類、ポリリン酸ナ トリウム、メタリン酸ナ トリウム

、 リン酸、 ピロリン酸塩、へキサメタリン酸塩、クェン酸ナ トリウム、クェ

ン酸、ァラニン、ジヒドロキシェチルグリシン、ダルコン酸、コハク酸、酒

石酸などを例示することができる。

[0074] (緩衝剤）

緩衝剤 （p H調整剤）としては、クェン酸、クェン酸ナ トリウム、乳酸、

乳酸ナ トリウム、グリコ一ル酸、コハク酸、酢酸、酢酸ナ トリウム、酢酸力



リウ厶、 リンゴ酸、酒石酸、フマル酸、 リン酸、塩酸、硫酸、ホウ酸、ホウ

砂、二 卜リロ トリエタノール、 モノエタノール ァミン、 ジエタノール ァミン

、 卜リエタノ一ル ァミン、 イソプロパ ノ一ル ァミン、 トリイソプロパ ノール

ァミン、 2 —ァミノ一2 _ メチル_ 1，3 —プロパンジ才一ル、 2 —ァミノ

_ 2 —ヒドロキシメチル_ 1，3 —プロパンジ才一ル、アルギニン、水酸化

アンモニゥ厶、水酸化ナ トリウム、水酸化カリウム、水酸化カルシウム、水

酸化マグネシウム、 リン酸水素カリウムアンモニア水、炭酸グァニジン、炭

酸アンモニゥ厶、炭酸ナ トリウム、炭酸カリウム、重炭酸カリウム、重炭酸

ナ トリウム、酸化マグネシウム、酸化カルシウム、 リン酸アンモニゥ厶、 リ

ン酸一水素ナ トリウム、 リン酸ニ水素ナ トリウムリン酸ナ トリウム、 リン酸

カリウム、 リン酸マグネシウム、 リン酸カルシウム、ホウ酸ナ トリウム、メ

タホウ酸ナ 卜リゥ厶、クェン酸力リゥ厶などを例示することができる。

[0075] とりわけ、本発明の皮膚外用組成物を含む化粧水には、化粧品分野で汎用

されているクェン酸ナ トリウム、グリコール酸、コハク酸、 リン酸一水素ナ

トリウム、 リン酸二水素ナ トリウム、水酸化ナ トリウム、水酸化カリウムか

ら選ばれる緩衝剤の 1種又は 2 種以上を組み合わせて、本発明の化粧水の p

H を、通常、 p H 5 乃至 9 、好ましくは、 p H 6 乃至 8 、より好ましくは、

p H 6 . 5 乃至 7 . 5 の範囲に調整 し得る量、使用するのが特に望ましい。

[0076] < 洗顔料>

本発明の皮膚外用組成物は、洗浄作用を有する成分を配合することにより

、洗顔料とすることができる。皮膚上の汚れには、皮膚本来の生理作用によ

る垢 （あか）、すなわち、皮脂膜が酸敗、変質 したものと角質層が剥離 した

ものの他に空気中のほこりなどの汚れが混然一体となったものと、曰常使用

している化粧品があり、洗顔料はこれらを洗い流 し皮膚を清浄に保っために

ほぼ毎日使用される。洗顔料の具体例としては、石鹼、ボディシャンプー、

洗顔クリーム、メークアップリム一バーなどが挙げられる。洗浄作用を有す

る成分としては、高級脂肪酸のアルカリ塩 （石鹼）が挙げられ、高級脂肪酸

のアルカリ塩は、主としてC 1 0乃至C ，8脂肪酸のナ トリウム塩、カリウム塩



、アミン塩である。

[0077] 洗顔料には、品質の向上、安定化のために、さらに香料、色素、酸化防止

剤及び金属封鎖剤から選ばれる 1種又は 2 種以上を配合することができ、そ

れらはそれぞれ、通常、本発明の洗顔料質量当たり、 0 . 0 0 0 1 質量％以

上、好適には、 0 . 0 0 1 乃至 5 0 質量％、より好適には、 0 . 0 1 乃至 2

5 質量％、さらに好適には、 0 . 1 乃至 1 0 質量％の範囲で配合される。香

料、色素及び金属封鎖剤としては、前記化粧水の項で詳述 したものを適宜用

いることができる。酸化防止剤としては、例えば、下記に記載の酸化防止剤

を適宜用いることができる。

[0078] (酸化防止剤）

酸化防止剤としては、 レチノ一ル、デヒドロレチノ一ル、酢酸 レチノ一ル

、ノ《ルミチン酸 レチノ一ル、 レチナ一ル、 レチノイン酸、 ビタミンA 油など

のビタミンA 類およびそれらの誘導体及びそれらの塩、 —カロテン、 β —

カロテン、アーカロテン、クリプ トキサンチン、ァスタキサンチン、フコキ

サンチンなどのカロテノィ ド類及びその誘導体、 ピリドキシン、 ピリドキサ

—ル、 ピリドキサール_ 5 _ リン酸エステル、 ピリドキサミンなどのビタミ

ンΒ類、それらの誘導体及びそれらの塩、ェルゴカルシフエロール、コレカ

ルシフエロール、 1、 2 、 5 —ジヒドロキシ一コレカルシフエロールなどの

ビタミンD類、それらの誘導体及びそれらの塩、 _ トコフエロール、 β —

トコフエロール、 ァ一 トコフエロール、 — トコフエロール、 _ トコ トリ

エ ノ一ル、 — トコ 卜リエ ノール、 ァ一 トコ 卜リエ ノール、 — トコ 卜リエ

ノール、酢酸 トコフエロール、ニコチン酸 トコフエロールなどのビタミンΕ

類、それらの誘導体及びそれらの塩、 卜ロロックス、その誘導体及びそれら

の塩、ジヒドロキシ トルエン、プチルヒドロキシ トルエン、プチルヒドロキ

シァニソ一ル、ジプチルヒドロキシ トルエン、 _ リポ酸、デヒドロリポ酸

、ダルタチオン、その誘導体及びそれらの塩、尿酸、エリソルビン酸、エリ

ソルビン酸ナ トリウム等のエリソルビン酸、その誘導体及びそれらの塩、没

食子酸、没食子酸プロピルなどの没食子酸、その誘導体及びそれらの塩、ル



チ ン、 —グ リコシル ールチ ンな どのルチ ン、 その誘導体及びそれ らの塩、

トリプ 卜ファン、 その誘導体及びそれ らの塩、 ヒスチジン、 その誘導体及び

それ らの塩、 Ν —ァセチルシスティン、 Ν — ァセチルホモシスティン、 Ν —

才 クタノィルシスティン、 Ν —ァセチルシスティンメチルエステル等のシス

ティン誘導体及びそれ らの塩、 Ν 、 Ν ' —ジァセチルシスチ ンジメチルエス

テル、 Ν 、 Ν ' —ジ才 クタノィルシスチ ンジメチルエステル、 Ν 、 Ν ' —ジ

才 クタノィルホモシスチ ンジメチルエステルな どのシスチ ン誘導体及びそれ

らの塩、 カル ノシン及びその誘導体及びそれ らの塩、ホモカル ノシン及びそ

の誘導体及びそれ らの塩、 アンセ リン及びその誘導体及びそれ らの塩、 カル

シニ ン及びその誘導体及びそれ らの塩、 ヒスチジン及び/ 又 は トリプ トファ

ン及び/ 又 は ヒスタミンを含むジぺ プチ ド又は 卜リぺ プチ ド誘導体及びそれ

らの塩、 フラバ ノン、 フラボ ン、 アン トシァニ ン、 アン トシァニジン、 フラ

ボ ノール、 クェルセチ ン、ケルシ トリン、 ミ リセチ ン、 フイセチ ン、 ノヽ マメ

リタンニ ン、 カテキン、ェ ピカテキン、 ガロカテキン、ェ ピガロカテキン、

ェ ピカテキンガ レ一 卜、ェ ピガロカテキンガ レ一 卜な どのフラボ ノィ ド類、

タンニ ン酸、 カフェ酸、 フェル ラ酸、 プロ 卜力テ ク酸、 カル コン、オ リザ ノ

—ル、 カル ノソ一ル、セサモール、セサ ミン、セサモ リン、 ジンゲ ロン、 ク

ル クミン、テ トラ ヒ ドロクル クミン、 クロバ ミ ド、デ才キシクロバ ミ ド、 シ

ヨウガオ一ル、 カブサイシン、バニ リル アミ ド、エラグ酸、 プロ厶フエノ一

ル、 フラボグラシン、 メラノィジン、 リボフラ ビン、 リボフラ ビン酪酸エス

テル、 フラ ビンモノヌク レオチ ド、 フラ ビンアデニ ンヌク レオチ ド、ュ ビキ

ノン、ュ ビキノ一ル、マ ンニ 卜一ル、 ピリル ビン、 コ レステ ロール、ェプセ

レン、セ レノメチ才ニ ン、セル 口プラスミン、 トランスフェ リン、 ラク トフ

エ リン、 アル ブミン、 スー パ 一 才キシ ドジス厶タ一ゼ、 力タラ一ゼ、 グル タ

チオ ンペル才キシダ一ゼ、 メタ口チ才ネイン、チ才 レ ドキシン、チ才タウ リ

ン、 0 _ ホスホ ノ一ピリ ドキシ リデ ンローダミン、及び Ν — ( 2 — ヒ ドロキ

シベ ンジル）アミノ酸、 その誘導体及びそれ らの塩、及び Ν — ( 4 — ピリ ド

キシル メチ レン）アミノ酸、並びにその誘導体及びそれ らの塩、 リシン、 1



—メチ才ニン、プロリン、シリマリン、茶抽出物、プドウ樹皮/ 種子抽出物

、メラニン、ローズマリ一抽出物などを例示することができる。

[0079] (その他の成分）

洗顔料には、さらに、グリセリン、エタノール、砂糖、多価アルコール及

び殺菌剤から選ばれる 1種又は 2 種以上を配合することができる。殺菌剤と

しては、前記化粧水の項で詳述 した防腐剤、殺菌剤を適宜用いることができ

るが、洗顔料など石鹼系の洗浄剤の場合には、消毒、殺菌、防臭の目的で、

塩酸クロルへキシジン、イソプロピルメチルフエノール、感光素 1 0 1号、

クレゾ一ル、クロルキシレノール、チリクロロカルバニリド、ハロカルバン

、フエノール、クロルクレゾ一ル、フエノキシエタノール、 トリクロルヒド

口キシジフエ二ルェ一テルなどを用いるのが好ましい。

[0080] < 美容液>

本発明の皮膚外用組成物は、保湿剤及びェモリエン卜剤を配合することに

より、美容液とすることができる。一般に、美容液とは、化粧水とは異なり

、粘度があって使用感及び保湿性に優れたタイプの化粧品であり、保湿機能

とェモリエン卜機能を持つものとされている。保湿剤及びェモリエン卜剤と

しては、化粧水の項で前述 したものを適宜用いることができる。剤型では、

可溶化型、 0 / W乳化型、油液型が知られている。

[0081 ] 一般に、美容液は、さらに香料、紫外線吸収剤、美白剤、抗炎症剤、防腐

剤及び殺菌剤から選ばれる 1種又は 2 種以上を配合することにより、保湿機

能とェモリエン卜機能以外の機能を謳うものが大半である。上記配合成分の

うち、香料、紫外線防止剤、防腐剤及び殺菌剤については前記化粧水の項で

詳述 したそれぞれの成分を適宜使用することができる。美白剤及び抗炎症剤

としては、例えば、下記に記載の美白剤及び抗炎症剤を適宜使用することが

できる。

[0082] (美白剤）

—方、美白剤としては、 3 —メ トキシサリチル酸、 3 —エ トキシサリチル

酸、 4 —メ トキシサリチル酸、 4 —エ トキシサリチル酸、 4 —プロボキシサ



リチル酸、 4 _ イソプロポキシサ リチル酸、 4 —プ トキシサ リチル酸、 5 _

メ トキシサ リチル酸、 5 —エ トキシサ リチル酸、 5 _ プロポキシサ リチル酸

な どのアル コキシサ リチル酸類及びその塩類、ハイ ドロキノン、 アル プチ ン

、 —アル プチ ン、 ノヽイ ドロキノン _ L —グル コース、 ノヽイ ドロキノン

— L —グル コース、 ノヽイ ドロキノン — D — ガラク 卜一ス、 ノヽイ ドロキノン

S — D — ガラク 卜一ス、 ハイ ドロキ ノ ン — L —ガラク 卜一ス、 ノヽイ ドロキ

ノ ン _ L _ ガラク 卜一ス、 ハイ ドロキ ノ ン — D — リボース、 ノヽイ ドロキ

ノ ン S — D — リボー ス、 ハ イ ドロキ ノ ン _ L — リボー ス、 ハ イ ドロキ ノ ン

S — L — リボース、ハイ ドロキノン — D —ァラ ビノース、ハイ ドロキノン

S — D —ァラ ビノース、ハイ ドロキノン — L —ァラ ビノース、ハイ ドロキ

ノン S — L —ァラ ビノース、ハイ ドロキノン — D — ダル コサ ミン、ハイ ド

ロキノン _ D — ダル コサ ミン、ハイ ドロキノン _ L _ ダル コサ ミン、ハ

ィ ドロキノン _ L _ ダル コサ ミン、ハイ ドロキノン — D — ガラク 卜サ ミ

ン、 ハ イ ドロキ ノ ン _ D —ガラク 卜サ ミ ン、 ハ イ ドロキ ノ ン _ L —ガラ

ク 卜サ ミ ン、 ハイ ドロキ ノ ン _ L —ガラク 卜サ ミ ン、 ハイ ドロキ ノ ン _

D —グル クロン酸、ハイ ドロキノン S — D —グル クロン酸、ハイ ドロキノン

a — L — グル クロン酸、ハイ ドロキノン — L — グル クロン酸、 ノヽイ ドロキ

ノン — D — ガラクッロン酸、ハイ ドロキノン — D — ガラクッロン酸、ハ

ィ ドロキノン — L — ガラクッロン酸、ハイ ドロキノン — L — ガラクッロ

ン酸等のゥロン酸配糖体等のハイ ドロキノンやその配糖体な どのハイ ドロキ

ノ ンの誘導体、 トラネキサム酸やその誘導体及びそれ らの塩類、 レゾル シ ン

または 4 _ η _ プチル レゾルシノ一ルな どの レゾルシン誘導体、 コゥジ酸ゃ

その誘導体及びそれ らの塩類、エラグ酸ゃ リノール酸及びそれ らの塩類、 ァ

ニス抽出物、 イタ ドリ （虎杖根）抽出物、才ニバシ リ抽出物、ェ ビスグサ抽

出物、ケッメイシ （決明子）抽出物、才 ウギ （黄耆）抽出物、 キバナオ ウギ

抽出物、才才カラスゥ リ （カロコン）抽出物、才ナモミ（蒼耳子）抽出物、才

ニ ノャガラ （天麻）抽出物、 力キ ヨク抽出物、才才イタ ドリ抽出物、 ゥャク

抽出物、 カボチヤ抽出物、 ガマ（蒲黄 )抽 出物、 カンスィ（甘遂 )抽 出物、 キン



ミズ ヒキ（仙鶴草）抽出物、 クロモジ抽出物、 クロクモソゥ抽出物、サイザル

(サイザル アサ）抽出物、サキシマボタンヅル抽出物、 シナボタンヅル抽出

物、 シナセ ンニ ンソゥ （威霊仙）抽出物、才オシマザ クラ抽出物、才オヤマ

ザ クラ抽出物、マメザ クラ抽出物、 タカネザ クラ抽出物、 コヒガン抽出物、

サ 卜ザ クラ抽出物、 シオ ン （紫苑）抽出物、 シュロ抽出物、 シロバナイ リス

抽出物、セ ンニ ンソゥ（大蓼）抽出物、 タムシバ （辛夷）抽出物、 ダイモンジソ

ゥ抽出物、 ツキミソゥ抽出物、 トシシ抽出物、マメダオシ抽出物、 ネナシ力

ズラ抽出物、ニガョモギ抽出物、 ノコギ リソゥ抽出物、ハ クセ ン （白癬皮）抽

出物、デ ィル抽出物、ハチジ ヨウイタ ドリ抽出物、ハマ ビシ抽出物、 ヒ トツ

バ （石葦 )抽 出物、 ヒメガマ（香蒲 )抽 出物、 ビヤクシ抽出物、 フローラル ブラ

ンカ抽出物、ハ ミユラ抽出物、ハマ ョモギ抽出物、セィヨウヒル ガオ抽出物

、 ビヤ クダン抽出物、マ ンネンタケ（霊芝）抽出物、 メハジキ（益母草）抽出物

、 カヮャナギ抽出物、 ァカメャナギ抽出物、 ネコャナギ抽出物、 ィヌコ リャ

ナギ抽出物、 キヌャナギ抽出物、 コ リャナギ抽出物、 ゥン リュウャナギ抽出

物、 ミヤマヤナギ抽出物、ャマヤナギ抽出物、才才バヤナギ抽出物、 タイ リ

クキヌャナギ抽出物、 キツネャナギ抽出物、 ドロノキ抽出物、ャマモモ（楊梅

皮）抽出物、 リュウゼッラン中秋物、 ァオ ノ リュウゼッラン抽出物、 フク リン

リュウゼッラン抽出物、 ミツマタ抽出物、 ァ才 ノ リ抽出物、 ウスバ ァ才 ノ リ

抽出物、 スジァ才 ノ リ抽出物、 ヒラァ才 ノ リ抽出物、ボウァ才 ノ リ抽出物、

ホ ソエダァ才 ノ リ抽出物、 コ ン プ抽出物、 マ コ ン プ抽出物、 リシ リコ ン プ抽

出物、ホソメコンプ抽出物、 ミツイシコンプ抽出物、 ワカメ抽出物、 ヒロメ

抽出物、 ァ才 ワカメ抽出物、 ヒジキ抽出物、 ヒバマタ抽出物、 ゥミゥチヮ抽

出物、 ウスバ ウミゥチヮ抽出物、 キ レバ ノウミゥチヮ抽出物、 アカバ ゥミゥ

チヮ抽出物、 コナウミゥチヮ抽出物、才キナウチヮ抽出物、 ウスユキゥチヮ

抽出物、エツキゥミゥチヮ抽出物、 卜ゲキ リンサイ抽出物、 アマクサキ リン

サイ抽出物、 キ リンサイ抽出物、 ビヤクシンキ リンサイ抽出物、 ッノマタ抽

出物、 イボッノマタ抽出物、マルバッノマタ抽出物、 ヒラコ 卜ジ抽出物、 ス

ギノ リ抽出物、 シキンノ リ抽出物、 カイノ リ抽出物、ャハズダサ抽出物、 ゥ



ラポシャハズ抽出物、 イシモズク抽出物、 ミスジコンプ抽出物、 ァツバ ミス

ジコンプ抽出物、 イソモク抽出物、ナガシマモク抽出物、 シダモク抽出物、

ネジモク抽出物、ナラサモ抽出物、マメタワラ抽出物、 タック リ抽出物、ャ

ツマタモク抽出物、 ゥミ トラノ才抽出物、才才バモク抽出物、厶カデ ノ リ抽

出物、 ヌラクサ抽出物、 クロヌラクサ抽出物、才才厶カデ ノ リ抽出物、マツ

ノ リ抽出物、才才才 ゴノ リ抽出物、 カイメンソゥ抽出物、 フシツナギ抽出物

、 ヒメフシツナギ抽出物、 ヒロハ フシツナギ抽出物、 クロソゾ抽出物、 コプ

ソゾ抽出物、ハネソゾ抽出物、 ソゾノハナ抽出物、ハケサキノコギ リヒバ抽

出物、テ イラ抽出物、 カモ一テデァザ フ ラ ン抽出物、ハマイカ抽出物、ポ レ

才ベルデ抽出物、ナボネグロ抽出物 フシ スジモク抽出物、ハハキモク抽出物

、 ョ レモ ク抽出物、 ノ コギ リモ ク抽出物、才才バ抽出物、胎盤抽出物、ル シ

ノール 、 シル ク抽出物、 アカシア抽出物、 ァセ ロラ抽出物、 ィチ ビ （冬葵位

) 抽 出物、 シダ レカンパ抽出物、 クェルス （没食子）抽出物、 ク リ抽出物、

カメバ ヒキ才 コシ抽出物、 クロバナ ヒキ才 コシ抽出物、 ヒキ才 コシ （延命草

) 抽 出物、セ リ抽出物、 ソバ抽出物、 ダー ビリア抽出物、ナズナ抽出物、 フ

ジバ カマ （蘭草）抽出物、 クヮ抽出物、 クチナシ抽出物、 トウキ抽出物、 ヮ

レモコゥ抽出物、 クララ抽出物、 ョモギ抽出物、 スイカズラ抽出物、 キハ ダ

抽出物、 ドクダミ抽出物、マッホ ド抽出物、ハ 卜厶ギ抽出物、才 ドリコソゥ

抽出物、ホ ップ抽出物、サ ンザシ抽出物、ユーカ リ抽出物、セィヨウノコギ

リソゥ抽出物、 アルテア抽出物、ケィ ヒ抽出物、マ ンケイシ抽出物、ハマメ

リス抽出物、ャマダワ抽出物、桔梗抽出物、続随子抽出物、射干抽出物、麻

黄抽出物、セ ンキユウ抽出物、 ドッカツ抽出物、サイコ抽出物、ボウフゥ抽

出物、ハマボウフゥ抽出物、才 ゥゴン抽出物、牡丹皮抽出物、 シャクャク抽

出物、ゲ ンノシ ョウコ抽出物、葛根抽出物、甘草抽出物、五倍子抽出物、 ァ

ロェ抽出物、 シ ョウマ抽出物、紅花抽出物、緑茶抽出物、紅茶抽出物、阿仙

薬抽出物、 力 ミツ レ抽出物、藍草抽出物、油溶性 カ ン ゾゥエキス、西河柳ェ

キス、ユキノシタエキスな どの植物エキス、 フ エニル水銀へキサ クロ口フ エ

ン、 酸化第二水銀、塩化第一水銀、過酸化水素水素、過酸化亜鉛、 2 —アミ



ノフエノール及びその誘導体、 フェル ラ酸及びその誘導体、 プラセ ンタェキ

ス、 ダル タチオ ン、オ リザ ノール、 プチル レゾルシノールな ど例示すること

がで きる。

(杭炎症剤）

また、本発明の美容液 に配合することので きる抗炎症剤 と しては、 ジプロ

ピオ ン酸ベ タメタゾン、 プロピオ ン酸 クロべ タゾ一ル、 プロピオ ン酸 フルチ

力ゾン、 ヒ ドロコルチゾン_ 2 1 _ プロビオネ一 卜、 ヒ ドロコルチゾンシク

口ペ ンチル プロビオネ一 卜、 ジプロピオ ン酸べ クロメタゾンな どのプロピオ

ン酸誘導体、 アラン トイン、 アラン トインァセチル _ d I _ メチ才ニ ン、 ァ

ラン トインクロル ヒ ドロキシアル ミニウム、 アラン トインジ ヒ ドロキシアル

ミニゥ厶、 ァラン 卜インポ リガラクッロン酸な どのァラン 卜イン又はその誘

導体、 グ リチル レチ ン酸、 グ リチル リチ ン酸、 グ リチル レチ ン酸 アラン トィ

ン、 グ リチル レチ ン酸 グ リセ リン、 グ リチル レチ ン酸 ステア リル、 ステア リ

ン酸 ダ リチル レチニル、 3 —サ クシ二ル才キシグ リチル レチ ン酸ニナ 卜リウ

厶、 グ リチル リチ ン酸 ジカ リウム、 グ リチル リチ ン酸 モノアンモニゥ厶な ど

のグ リチル レチ ン又はその誘導体、パ ン トテ ン酸、パ ン トテニル アル コール

、パ ン トテニルェチルェ一テル、ベ ンゾィルパ ン トテニルェチルェ一テル、

パ ン トテ ン酸 カルシウム、パ ン トテ ン酸ナ トリウム、 ァセチルパ ン 卜テニル

ェチルエーテル、安息香酸パ ン トテニルェチルエーテルエステル、パ ンテチ

ンな どのパ ン トテ ン酸の誘導体、 — トコフエロール、 — トコフエロール

、 ァ一 トコフエロール、ニコチ ン酸 トコフエロール、酢酸 トコフエロール、

リノール酸 トコフエロール、 フェル ラ酸 トコフエロール、 トコフエ口一ル リ

ン酸エステルな どの トコフエロール誘導体、 トコ 卜リエ ノール、 ビタミン Ε

アセテー ト、 コハ ク酸 トコフエロールな どの ビタミン Ε 又はその誘導体、 2

—ァミノフエノール及びその誘導体、 ス リンダク、 ジクロフエナ ック、 フエ

ンプフェンな どの酢酸誘導体、塩酸 ピリ ドキシン、 メン トール、 ビ才チ ン、

カンフル、テ レビン油、酸化亜鉛、 ァズ レン、 グアイァズ レン及びその誘導

体、 メフエナム酸及びその誘導体、 フエナム酸及びその誘導体、 フエニル プ



タゾン及びその誘導体、 イン ドメタシン及びその誘導体、 ィププロフェン及

びその誘導体、 ビフエ二ル カルボ ン酸誘導体、才キシカム、サ リチル酸、 ァ

セチルサ リチル酸、ナプロキセ ン、ベ ノキサ プロフェン、 フルル ビプロフエ

ン、 フエノプロフェン、 イン ドプロフェン、 ピル プロフェン、 カル プ口フエ

ン、才キサ プロジン、 プラノプロフェン、 ミクロプロフェン、チ才キサ プロ

フェン、 スプロフェン、 アル ミノプロフェン、チアプロフェン酸、 フル プロ

フェン、ケ 卜プロフェン及びその誘導体、 ε —アミノカプロン酸、 ジクロフ

ェナクナ トリウム、 ジフェンヒ ドラミン、 トラネキサム酸及びその誘導体、

コルチゾン及びそのエステル、 ヒ ドロコルチゾン及びそのエステル、 プ レ ド

二ゾン、 プ レ ドニゾロンな どの副腎皮質ホルモン、抗 ヒスタミン剤、 プクロ

クシ ックアシ ッ ド、 ァパ ゾン、 プロ厶フエナク、セ レコキシプ、 ジフェンピ

ラミ ド、 ジフル二サール、エ トドラク、 フル フエナ ミン酸、ケ トロラク、 メ

クロフエナメ一 卜、 メフエナ ミン酸、 メロキシカム、ナプメ トン、 ピロキシ

カム、 プチプフェン、 口フエコキシプ、 トル メチ ン、ケ トロラク 卜ロメタミ

ン、 クロル フエ二ラミン、 ジフェンヒ ドラミン塩酸塩、マ レイン酸 クロル フ

ェニラミン、 コルチコステ ロイ ド、 アル クロメタゾン、デキサメタゾン、 フ

ル メタゾン、 ヒ ドロコルチゾン、 ヒ ドロコルチゾン_ 2 1 _ モ ノエステル、

ヒ ドロコルチゾン一 2 —ァセテ一 卜、 ヒ ドロコルチゾン一 2 —プチ レ一

卜、 ヒ ドロコルチゾン_ 2 1 _ バ レエ一 卜、 ヒ ドロコルチゾン一 1 7 ， 2 1

—ジエステル、 ヒ ドロコルチゾン一 1 7 ， 2 1 —ジアセテー ト、 ヒ ドロコル

チゾン一 1 7 —ァセテ一 卜_ 2 1 —プチ レ一 卜、 ヒ ドロコルチゾン一 1 7 ，

2 1 —ジブチ レ一 卜、 メチル プ レ ドニゾロン、安息香酸ベ タメタゾン、二酢

酸 ジフルオラゾン、 フルオシノニ ド、 フロン酸 モメタゾン、局所用 コルチコ

ステ ロイ ド、 ヒ ドロキシ 卜リアムシノロン、 アル ファ一メチルデキサメタゾ

ン、デキサメタゾンホスフエ一 卜、吉草酸 クロべ タゾ一ル、デ ソニ ド、デ ソ

キシメタゾン、デ ソキシコルチコステ ロンアセテー ト、 ジクロ リゾン、二酢

酸 ジフロラゾン、吉草酸 ジフル コル トロン、 フル ア ドレノロン、 フル クロロ

ロンァセ トニ ド、 フル ド口コルチゾン、 ピバル酸 フル メタゾン、 フルオシノ



ロンァセ トニ ド、 フル コルチ ンプチルエステル、 フル才 コル トロン、酢酸 フ

ル プ レ ドニデ ン （フル プ レ ドニ リデ ン）、 フル ラン ドレノロン、ハルシノニ

ド、酢酸 ヒ ドロコルチゾン、酪酸 ヒ ドロコルチゾン、 卜リアムシノロンァセ

トニ ド、 コル トドキソン、 フルセ トニ ド、 メ ドリゾン、 アムシァフェル、 ァ

ムシナフイ ド、ベ タメタゾン、 クロロプ レ ドニゾン、酢酸 クロロプ レ ドニゾ

ン、 クロコルテ ロン、 ク レシノロン、 ジフル プ レ ドネ一 卜、 フル クロロニ ド

、 フル二ゾ リ ド、 フル才 ロメタゾン、 フルぺ ロロン、 フル プ レ ドニゾロン、

吉草酸 ヒ ドロコルチゾン、 ヒ ドロコル タメ一 卜、 メプ レ ドニゾン、パ ラメタ

ゾン、 卜リアムシノロン、 イソキシカム、テ ノキシカム、 ス ドキシカム、 C

P - 4 , 3 0 4 、真性 アロエ、植物 ステ ロール、 フィ トステ ロール、藍草

、 ァセ ンャク、 アマチヤ、 アルテア、 アル二力、 アロエ、 ィプ トラノ才、 ィ

ラクサ、エイジッ、ェチナシ、ェ ンメイソゥ、 ゥコン、才 ゥゴン、才才厶ギ

、オ トギ リソゥ、オ レンジ、 力ノコソゥ、 カバ、 力ミツ レ、 力ロッ ト、 カヮ

ラョモギ、 カンゾゥ、 キユウ リ、 キンギン力、 グッガル （G u g g a I ) 、

クチナシ、 クマザサ、 ク レソン、ゲ ンチアナ、ゲ ンノシ ョウコゥ、 コーラ、

ゴボウ、 コンフ リー、 ゴカ ヒ、 ゴマ ノハ グサ抽出物、サル ビア、サ ンシ ョウ

、 シアン 卜口、 シコン、 シソ、 シャクャク、 シラカバ、セージ、セィヨウ才

卜ギ リソゥ、セィヨウキズタ、セィヨウネズ、セィヨウノコギ リソゥ、セィ

ヨウハ ツ力、セ ンキユウ、セ ンプ リ、 ソハ クヒ、 タイソゥ、 タイム、チヤィ

ニーズパセ リ、 ッボクサ、 トウガシ、 トウニ ン、 ドクダミ、 トル メンチラ、

タデアイ、チヤ、 トウキ、 トウキンセ ン力、ニヮ トコ、ニ ンジン、パセ リ、

ノ ッヽ力、 ビヤクダン、 ビヮ、 プッチャ一プル一厶、 プ ドウ、 ブロッコ リ一、

ベニバナ、ホ才 ゥ、ボダイジュ、ボタン、マ ンジスタ、マ ロニエ、厶クロジ

、厶チヤギ抽出物、ムラサキツユクサ、 メマツョィダサ、 モモ、ャグルマソ

ゥ、ユーカ リ、 ョモギ、 ヨウバイ ヒ、 ラベ ンダ一、 口一マ力ミツ レ、 ローズ

マ リ一な どの植物又は植物 に由来する抽出物な どの成分およびそれ ら混合物

を例示することがで きる。

とりわけ、本発明の皮膚外用組成物 を配合 した美容液の場合 には、天然成



分由来のグ リチル レチ ン酸 ステア リル、 グ リチル リチ ン酸 ジカ リゥ厶な どの

グ リチル レチ ン又はその誘導体、ゲ ンチアナエキス、 シソエキス、セージェ

キス、セィヨウニヮ トコエキス、 ッボクサエキス、 ドクダミエキス、 トウキ

エキス、ボタンエキス、 メマツョィグサエキス、厶クロジェキス、ユキノシ

タエキス、 ョモギエキス、 リンゴエキスの 1種又は 2 種以上 を単独で又は組

み合わせて抗炎症剤 と して使用するのが望 ま しい。 それ らはそれぞれ、通常

、本発明の美容液質量当た り、 0 . 0 0 0 1質量％以上、好適 には、 0 . 0

0 1乃至 5 0 質量％、 よ り好適 には、 0 . 0 1乃至 2 5 質量％、 さ らに好適

には、 0 . 1乃至 1 0 質量％の範囲で配合 される。

[0085] < 乳液 >

本発明の皮膚外用組成物 は、水性媒体 を基剤 とするものであ り、油性成分

及び界面活性剤 を配合することによ り、乳液 とすることがで きる。乳液の使

用 目的は、皮膚の清浄、化粧落 と し、皮膚の保護、保湿及び柔軟、及び、皮

膚の血行促進 にある。乳液 は、特別の場合 を除いてク リームに比べ油相量が

少な く、流動性のあるェマルジ ヨンであるため、別名 「液体 ク リーム」 とも

呼ばれている。乳化のタイプは O W型及びWZ O型の両者があるが、一般

的には 0 / W型であ り、水相の比率が多いので皮膚 に塗布 した場合、薄 く伸

び、 しっとりと した感触 を与える。油性成分及び界面活性剤 と しては、前記

の化粧水の項で詳述 したそれぞれの成分 を適宜用いることがで きる。

[0086] 本発明の乳液 には、 さ らに目的 と機能 に応 じて、保湿剤、ェモ リエ ン 卜剤

、血行促進剤及び高分子物質か ら選ばれる 1種又は 2 種以上 を配合すること

がで き、 それ らはそれぞれ、通常、本発明の乳液質量当た り、 0 . 0 0 0 1

質量％以上、好適 には、 0 . 0 0 1乃至 5 0 質量％、 よ り好適 には、 0 . 0

1乃至 2 5 質量％、 さ らに好適 には、 0 . 1乃至 1 0 質量％の範囲で配合 さ

れる。保湿剤及びェモ リエ ン 卜剤 と しては、前記化粧水の項で詳述 したそれ

ぞれの成分 を適宜配合することがで きる。血行促進剤及び高分子物質 と して

は、例 えば、下記 に記載の血行促進剤及び高分子物質を適宜配合することが

で きる。



[0087] (血行促進剤）

血行促進剤としては、センプリ、ニンジン （才タネニンジン）、イチヨウ

、イラクサ、ショウガ、ニンニク、ァシタバ、アル二力、アンズ、ウイキヨ

ゥ、ェンメイソゥ、オトギリソゥ、オノニス、オランダカシ、カラナシ、力

ミツレ、口一マ力ミツレ、キイチゴ、キナ、グビジンソゥ、クララ、ゲンチ

アナ、ケィ、コゥホネ、ゴボウ、コメ、サルビア、サンショウ、サンザシ、

シィタケ、ジ才ゥ、シプガキ、シャクャク、ショウキヨウ、ショウプ、セィ

ヨウサンザシ、西洋 卜チノキ、セィヨウネズ、センキユウ、タイダイ、タイ

厶、チヨウジ、 トウガラシ、 トウキ、 トウキンセン力、 トウニン、 トウヒ、

ドクダミ、 卜ショウ、ノヽ ッ力、ハマボウフゥ、ハマメリス、プッチャ一プル

—厶、プドウ、ボダイジュ、ホップ、ボタン、マツ、マロニエ、マンネンロ

ゥ、メリッサ、メリロ一卜、ュズ、ビヮ、ョクイニン、ラベンダー、リンド

ゥ、口一ズマリ一、口一ズヒップ、チンピ、モモ、クルミ、スギナ、ショウ

プ根、アロエ、ャマモモ、ユーカリ、ョモギなどの植物に由来する物質、へ

スぺリジン、糖転移ヘスペリジン、ルチン、糖転移ルチン、アセチルコリン

、塩化カルプロニゥ厶、塩酸ジフェンヒドラミン、ァ—オリザノール、 I —

メントール、セファランチン、ビタミンE、 _ トコフエロール、 _ トコ

フエロール、酢酸 トコフエロール、リノール酸 トコフエロール、ニコチン酸

メチル、ニコチン酸 トコフエロール、コハク酸 トコフエロール、ビタミンΕ

ニコチネ一卜などのビタミンΕ 誘導体、ミノキシジル、ニコチン酸アミド、

ノニル酸バニリルアミド、炭酸ガスなどを例示することができる。

[0088] (高分子物質）

また、乳液の場合には、一般に、水相に予め高分子物質を保護コロイドの

目的で添加する場合が多く、高分子物質としては、カルボキシビ二ルポリマ

― 、キサンタンガム、アクリルポリマ一、カルボキシメチルセルロースナ卜

リウ厶 （C M C ) などが挙げられる。

[0089] < クリ一厶>

本発明の皮膚外用組成物は、水性媒体を基剤とするものであり、油性成分



及び界面活性剤 を配合することにより、 ク リームとすることができる。乳化

のタイプは乳液の場合 と同様 に、 0 / W型及びW / 0 型の両者があるものの

、 ク リームは、一般 に乳液 に比べ油相量が多いため、流動性のないェマルジ

ヨンである。 ク リー ム の使用 目的は、乳液 と同様 に、皮膚の清浄、化粧落 と

し、皮膚の保護、保湿及び柔軟、及び、皮膚の血行促進にある。 より具体的

には、 クレンジングク リーム、ェモ リエン 卜ク リーム、ナ リシングク リーム

、ナイ トク リーム、ベースク リーム、バニシングク リーム、モイスチユアク

リーム、マ ッサージク リーム、 コール ドク リーム、 リップク リームなどが挙

げられる。

[0090] ク リ一厶に用いる油性成分及び界面活性剤 と しては、前記化粧水の項 に記

載 したそれぞれの成分を適宜用いることができる。 また、 ク リームには、油

性成分の補助成分 と して、鯨 ロウ、セタノ一ル、 ラノリン、流動パラフィン

、 ワセ リン、 グ リセ リン及びスクヮランか ら選ばれる 1 種又は 2 種以上をさ

らに配合することができ、それ らはそれぞれ、通常、本発明のク リーム質量

当た り、 0 . 0 0 0 1 質量 0/ 0以上、好適には、 0 . 0 0 1 乃至 5 0 質量 0/ 0、

より好適には、 0 . 0 1 乃至 2 5 質量％、 さらに好適には、 0 . 1 乃至 1 0

質量％の範囲で配合される。

[0091 ] < その他の成分>

本発明の皮膚外用組成物、又は、化粧水、洗顔料、美容液、乳液、若 しく

はク リームには、上述 した種 々の成分以外にも、 これ らに一般 に用い られる

他の成分、例えば、下記に記載の増粘剤、 ビタミン類、 アミノ酸類、抗シヮ

剤、海藻抽出物、細胞賦活剤、経皮吸収促進剤、発泡剤、可溶化剤、角質溶

解剤、ホル モ ン類、顔料、可塑剤、無機粉末、有機粉末などを必要に応 じて

適宜配合することができる。

[0092] (増粘剤）

増粘剤 と しては、 グァ一ガム、 口一カス トビーンガム、 クイ一ンスシー ド

、 カラギ一ナン、 ガラクタン、 アラビアガム、 タラガム、 タマ リン ド、 ファ

—セ レラン、 カラャガム、 トロロアオイ、キャラガム、 卜ラガン 卜ガム、ぺ



クチ ン、ぺ クチ ン酸及びナ トリウム塩等の塩、 アルギン酸及びナ トリウム塩

等の塩、マ ンナ ン、 コメ、 トウモロコシ、 ノく' レイシ ョ、 コムギ等のデ ンプン

、デキス トリン、 キサ ンタンガム、デキス トラン、サ クシノグル カン、 力一

ドラン、 ヒアル ロン酸及びその塩、ザ ンサ ンガム、 プル ラン、 ジエランガム

、 キチ ン、 キ トサ ン、寒天、 カツソゥエキス、 コン ドロイチ ン硫酸塩、 カゼ

イン、 コラーゲ ン、ゼラチ ン、 アル ブミン、 メチルセル ロース、ェチルセル

ロース、 ヒ ドロキシプロピルセル ロース、 ヒ ドロキシェチルセル ロース、 力

ルポキシメチルセル ロース及びそのナ 卜リゥ厶等の塩、 メチル ヒ ドロキシプ

口ピルセル ロース、セル ロース硫酸ナ トリウム、 ジアルキルジメチル アンモ

ニゥ厶硫酸セル ロース、結晶セル ロース、セル ロース末等のセル ロース及び

その誘導体、可溶性デ ンプン、 カルボキシメチルデ ンプン、 メチル ヒ ドロキ

シプロピルデ ンプン、 メチルデ ンプン等のデ ンプン系高分子、塩化 ヒ ドロキ

シプロピル 卜リモニゥ厶デ ンプン、才 クテニル コハ ク酸 トウモロコシデ ンプ

ンアル ミニウム等のデ ンプン誘導体、 アルギン酸 プロピレンダ リコールエス

テル等 アルギン酸誘導体、ポ リビニル ビ ドリ ドン （P V P ) 、 ポ リビニル ァ

ル コール （P V A ) 、 ビニル ビ ドリ ドン ' ビニル アル コール共重合体、 ビニ

ル アル コール 酢酸 ビニル共重合体、ポ リビニル メチルエーテル、ポ リェチ

レング リコール、ポ リプロピレング リコール、ポ リオキシエチ レン ポ リオ

キシプロピレン共重合体、 （メタク リロイル才キシェチル カルポキシべ タイ

ン/ メタク リル酸 アルキル） コポ リマ一、 （ァク リレーッ/ アク リル酸 ステ

ァ リル / メタク リル酸ェチル ァミン才キシ ド） コポ リマ一等の両性 メタク リ

ル酸エステル共重合体、 （ジメチコン/ ビニルジメチコン） クロスポ リマ 一

、 （アク リル酸 アルキル / ジアセ トンアク リル アミ ド） コポ リマ一、 （ァク

リル酸 アルキル / ジアセ トンアク リル アミ ド） コポ リマ一 A M P 、 ポ リ酢酸

ビニル部分 けん化物、マ レイン酸共重合体、ポ リビニル ピロ リ ドン、 ビニル

ピロ リ ドン メタク リル酸 ジアルキル アミノアルキル共重合体 ；ァク リル樹

脂 アル カノ一ル ァミン、ポ リエステル、水分散性ポ リエステル、ポ リアク リ

ル アミ ド、ポ リァク リル酸ェチル等のポ リァク リル酸エステル共重合体、 力



ルポキシ ビニルポ リマ 一 、 ポ リアク リル酸及びそのナ 卜リゥ厶塩等の塩、 ァ

ク リル酸 メタァク リル酸エステル共重合体、 ァク リル酸 メタァク リル酸

アルキル共重合体、ポ リクオタニゥ厶 _ 1 0 等のカチオ ン化セル ロース、ポ

リクオタニゥ厶 _ 7 等のジァ リルジメチル アンモニゥ厶クロ リ ド ァク リル

アミ ド共重合体、ポ リクオタニゥ厶— 2 2 等のァク リル酸 ジァ リルジメチ

ル アンモニゥ厶クロ リ ド共重合体、ポ リクオタニゥ厶 _ 3 9 等のァク リル酸

ジァ リルジメチル アンモニゥ厶クロ リ ド ァク リル アミ ド共重合体、 ァク

リル酸 カチオ ン化 メタァク リル酸エステル共重合体、 ァク リル酸 カチ才

ン化 メタァク リル酸 アミ ド共重合体、ポ リクオタニゥ厶 _ 4 7 等のァク リル

酸 ァク リル酸 メチル 塩化 メタク リル アミ ドプロピル 卜リメチル アンモニ

ゥ厶共重合体、塩化 メタク リル酸 コ リンエステル重合体、 カチオ ン化オ リゴ

糖、 カチオ ン化デキス トラン、 グァ一 ヒ ドロキシプロピル トリモニゥ厶クロ

リ ド等のカチオ ン化多糖類、ポ リエチ レンィミン、 カチオ ンポ リマ一、ポ リ

クオタニゥ厶 _ 5 1 等の 2 _ メタク リロイル才キシェチルホスホ リル コ リン

の重合体及びメタク リル酸 プチル共重合体等 との共重合体、 ァク リル樹脂ェ

マルジ ヨン、ポ リアク リル酸ェチルェマルジ ヨン、ポ リアク リル アルキルェ

ステルエマルジ ヨン、ポ リ酢酸 ビニル樹脂ェマルジ ヨン、天然 ゴムラテ ック

ス、合成 ラテ ックス等の高分子ェマルジ ヨン、ニ トロセル ロース、ポ リウ レ

タン類及び各種共重合体、各種 シ リコ一 ン類、 アク リル —シ リコー ンダラフ

卜共重合体等のシ リコー ン系各種共重合体、各種 フッ素系高分子、 1 2 _ ヒ

ドロキシステア リン酸及びその塩、ノ《ル ミチ ン酸デキス トリン、 ミ リスチ ン

酸デキス 卜リン等のデキス 卜リン脂肪酸エステル、 ヒ ドロキシステア リン酸

コ レステ リル、無水ケィ酸、煙霧状 シ リカ （超微粒子無水ケィ酸）、ケィ酸

アル ミニウムマグネシウム、ケィ酸ナ トリウムマグネシウム、金属石鹼、 ジ

アルキル リン酸金属塩、ベ ン トナイ 卜、へ ク トライ 卜、有機変性粘土鉱物、

シ ョ糖脂肪酸エステル、 フラク 卜オ リゴ糖脂肪酸エステル、マル メ口種子抽

出物、 ヒ ドロキシェチル ダァガム、 カルボキシメチル ダァガム、澱粉、 カル

ボキシメチルキチ ンな どの天然高分子物質、半合成高分子物質或いは合成高



分子物質を例示することができる。

[0093] ( ビタミン類）

ビタミン類としては、 レチノ一ル、酢酸 レチノ一ル、ノ《ルミチン酸 レチノ

—ルなどのビタミンA 及びその誘導体、チアミン塩酸塩、チアミン硫酸塩、

リボフラビン、酢酸 リボフラビン、塩酸 ピリドキシン、 ピリドキシンジ才ク

タノエ一 卜、 ピリドキシンジパルミテ一 卜、フラビンアデニンジヌクレオチ

ド、シァノコバラミン、葉酸類、ニコチン酸アミ ド ニコチン酸ベンジルな

どのニコチン酸類、コリン類、 ビタミンB 6 塩酸塩、 ビタミンB 6 トリパル

ミテ一 卜、 ビタミンB 6 ジ才クタノエ一 卜、 ビタミンB 1 2 、 ビタミンB 2

、 ビタミンB 6 、 ビタミンB 1 5 及びそれらの誘導体などのビタミンB類、

_ トコフエロール、 — トコフエロール、ァ一 トコフエロール、ニコチン

酸 トコフエロール、酢酸 トコフエロール、 リノール酸 トコフエロール、フエ

ルラ酸 トコフエロール、 トコフエ口一ル リン酸エステルなどの トコフエ口一

ル誘導体、 トコ 卜リエノール、 ビタミンΕ アセテー ト、コハク酸 トコフエ口

—ルなどのビタミンΕ 類、 ビタミンD類、 ビタミン ！ ! 、パン トテン酸、パン

テチン、 ビタミンF、 ビタミンに、 ビタミンPなどのフラボノイ ド類やその

誘導体、 ビタミンU、フェルラ酸、ァ—オ リザノール、 —リポ酸、才ロッ

卜酸、コェンザィ厶Q 1 0 、 ビ才チンなどを例示することができる。

[0094] (アミノ酸類）

アミノ酸類としては、ノく' リン、ロイシン、イソロイシン、 卜レオニン、メ

チ才ニン、フエ二ルァラニン、 トリプ 卜ファン、 リジン、グリシン、ァラニ

ン、ァスパラギン、グルタミン、セリン、システィン、シスチン、チロシン

、プロリン、 ヒドロキシプロリン、ァスパラギン酸、グルタミン酸、 ヒドロ

キシリジン、アルギニン、オル二チン、 ヒスチジン、タウリン、カルニチン

などや、それらの硫酸塩、 リン酸塩、硝酸塩、クェン酸塩、又はピロリドン

力ルボン酸及びそれらの誘導体などを例示することができる。

[0095] (杭シヮ剤）

抗シヮ剤としては、グリセリン、 ビタミンΑ 又はその誘導体、グリコール



酸、ァシル化ダルコサミン、力イネチン、 ビタミンE又はその誘導体、ァロ

ェ抽出物、コラーゲン、 ヒアルロン酸、 トリペプチ ド、テ トラペプチ ドなど

のペプチ ド類、海藻抽出物、マロニエ抽出物、ローズマリ一抽出物、ャグル

マソゥ抽出物などが例示できる。

[0096] (海藻抽出物）

海藻抽出物としては、褐藻、紅藻、緑藻、藍藻などからの抽出液があり、

具体的にはコンプ、マコンプ、ワカメ、 ヒジキ、テンダサ、サンゴモ、ノり レ

マリア、ッノマタ、ノリ、ァ才サ、アナァ才サ、ァスコフィラム、 ヒバマタ

、モズク、才キナヮモズク、 ヒマンタリアなどからの抽出物を例示すること

ができる。アマモなどの水性植物からの抽出物もこれに含まれる。

[0097] (細胞賦活剤）

細胞賦活剤としては、乳清、アル二力、才ゥパク、クロレラ、ホップ、ス

ズナなどの植物の抽出物、ァ― ァミノ酪酸、 ε —アミノブロン酸などのアミ

ノ酸類、 レチノ一ル、チアミン、 リボフラビン、塩酸 ピリドキシン、ノ《ン 卜

テン酸類などのビタミン類、グリコ一ル酸、乳酸などの —ヒドロキシ酸類

、フラボノイ ド、サポニン、アラン トイン、感光素 1 0 1号、感光素 3 0 1

号、感光素 4 0 1号、 Ν Κ _ 4 などが例示できる。

[0098] (経皮吸収促進剤）

経皮吸収促進剤としては、尿素、乳酸、フル一ッ酸、グリコ一ル酸などの

—ヒドロキシ酸、サ リチル酸などの —ヒドロキシ酸、才レイン酸、ゥン

デカノイン酸、才クタノール、ノナノ一ル、メン トール、チモール、 リモネ

ン、ジメチルスルホキシ ド、 ドデシルメチルスルホキシ ド、ジメチルァセ 卜

アミ ド、 Ν，Ν — ジメチルホルムアミ ド、ラウリル硫酸ナ トリウム、 Ν，Ν

—ビス （2 ヒドロキシェチル）才レイルァミン、ポリオキシエチレン （2 0

) ソルビタンモノ才レ一 卜、 ドデシルジメチルアンモニ才プロパンスルホン

酸、プロピレングリコール、ポリエチレングリコール、 η ， η —ジメチル一

m _ トルアミ ド、ジェチル—m _ トルアミ ド、ラウロカプラム、 1 — ドデシ

ルァザシクロヘプタン_ 2 —オン、イソプロピルミリステ一 卜、イソプロピ



ルパルミテ一 卜、 N —モノ又はジ置換一 p —メンタン一3 _ カルボキシアミ

ド、 2 _ ( 2 —メ トキシ_ 1 —メチルェチル）_ 5 —メチルシクロへキサノ

—ル、ァザシクロアルカン誘導体、シクロデキス トリンなどが例示できる。

[0099] (発泡剤）

発泡剤としては、ァゾジカルボンアミ ド、バ リウムァゾジ力ルポキシレ一

卜、ァゾビスイソプチロニ トリル、ァゾジカルボン酸アミ ド、 N，N —ジ

ニ トロソペンタメチレンテ 卜ラミン、 N，N —ジメチル一N，N —ジニ

トロソテレフタルアミ ド、 トリニ トロ 卜リメチル 卜リアミン、 4 ，4 —才

キシビス （ベンゼンスルホニルヒドラジ ド）、パラ トルエンスルホニルヒド

ラジ ド、ジフエニルスルホン—3 ，3 ジスルホニルヒドラジ ド、ァリル

ビス （スルホニルヒドラジ ド）、 p _ 卜ルイレンスルホニルセミカルバジ ド

、4 ，4 才キシビス （ベンゼンスルホ二ルセミカルバジ ド）、 トリクロ

口モノフル才ロメタン、ジクロロモノフル才ロメタンなどのフッ化アル力ン

、 5 —モルホリル— 1， 2 ，3 ，4 —チア 卜リアゾ一ル、炭酸アンモニゥ厶

、炭酸水素アンモニゥ厶、炭酸水素ナ トリウム、亜硝酸アンモニゥ厶、水素

化ホウ素ナ トリウム、ァジ ド類などが例示できる。

[01 00] (可塑剤）

可溶化剤としては、エタノール、フエノキシエタノール、イソプロパノ一

ル、プチルアルコール、ベンジルアルコール、ラウリルアルコール、ミリス

チルアルコール、セチルアルコール、セ トステアリルアルコール、ステアリ

ルアルコール、才レイルアルコール、ベへニルアルコール、エチレングリコ

—ル、ジエチレングリコール、 トリエチレングリコール、ポリエチレンダリ

コ一ル、プロピレングリコ一ル、ジプロピレングリコ一ル、ポリプロピレン

グリコ一ル、グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリン、モノステアリン

酸グリセリン、イソプレングリコール、 1， 2 —ブタンジ才一ル、 1，3 —

プタンジ才一ル、 1，4 —プタンジ才一ル、 2 ，3 —プタンジ才一ル、 1，

2 _ ペンタンジ才一ル、 1， 5 _ ペンタンジ才一ル、 2 ，3 _ ペンタンジ才

—ル、 2 ，4 _ ペンタンジ才一ル、ソルビ卜一ル、マルビ卜一ル、ラフイノ



—ス、へキシ レング リコール、 ラウ リン酸 ジエタノール アミ ド、脂肪酸 ジェ

タノ一ル アミ ド等のポ リオ一ル、ポ リオキシエチ レンアルキル フエ二ルェ一

テル、ポ リオキシエチ レンアルキルエーテル、ポ リオキシェチ レノレィル ァ

ル コールエーテル、ポ リオキシエチ レン多価 アル コール脂肪酸エステル、ポ

リオキシエチ レン硬化 ヒマシ油、多価 アル コール脂肪酸エステル、エチ レン

グ リコ一ル脂肪酸エステル、ポ リグ リセ リン脂肪酸エステル、蔗糖脂肪酸ェ

ステル、テ トラアルキル アンモニゥ厶塩等の陽イオ ン界面活性剤、 アルキル

卜リメチル アンモニゥ厶塩、 アルキル ピリジニゥ厶クロ リ ド、 ステア リリレ卜

リメチル アンモニゥ厶クロ リ ド、脂肪酸塩、 アルキル硫酸塩、 アルキルェ一

テル硫酸エステル塩、 アルキル硫酸 卜リエタノ一ル ァミン、ポ リオキシェチ

レンラウ リル硫酸ナ トリウム、 ラウ リル硫酸ナ トリウム、 ラウロイル グル タ

ミン酸ナ 卜リゥ厶等の陰イオ ン界面活性剤、 ラウ リルジメチル ァミノ酢酸べ

タイン等のベ タイン型、 スルホベ タイン型、 スルホアミノ酸型等の両性界面

活性剤、ポ リエーテル変性 シ リコ一 ン、 ァミノ変性 シ リコ一 ン等のシ リコ一

ン系界面活性剤、 レシチ ン、 リゾフォスファチジル コ リン、セラミ ド、セ レ

プロシ ド、サ一ファクチ ンナ 卜リウ厶等の天然界面活性剤な どが例示で きる

[01 0 1 ] (角質溶解剤）

角質溶解剤 と しては、 グ リコール酸、酒石酸、サ リチル酸、 クェ ン酸、乳

酸、 ピル ビン酸、 グル コン酸、 グル クロン酸、 リンゴ酸、 シユウ酸、マ ロン

酸、 コハ ク酸、酢酸、 フエノール、 レゾルシン、 レチ ノイン酸、 ァダパ レン

、 トリクロ口酢酸、 5 _ フル才 ロウラシル、 ァゼライン酸な どが例示で き、

また、ホルモン類 と しては、エス 卜ラジオ一ル、エス トロン、ェチニルエス

卜ラジオ一ル、 コルチゾン、 ヒ ドロコルチゾン、 プ レ ドニゾロン、 コ レカル

シフエロール、エス トロゲ ン、 プ レダネノロン、副腎皮質ホルモンな どが例

示で きる。

[01 02] (顔料）

顔料 と しては、 タル ク、 カオ リン、マイ力、セ リサイ ト、炭酸 カルシウム



、炭酸マグネシウム、ケィ酸マグネシウム、無水ケィ酸な どの体質顔料、酸

化チタン、酸化亜鉛な どの白色顔料、黄酸化鉄、ベ ンガラ、黒酸化鉄、 ダン

ジ ヨウ、 コンジ ヨウ、酸化 クロム、水酸化 クロム、 力一ポ ンプラックな どの

着色顔料、魚鱗箔、才キシ塩化 ビスマス、雲母チタン、着色雲母チタンな ど

のパール顔料、 ステア リン酸のマグネシウム、 カルシウムおよびアル ミニゥ

厶塩、 ラウ リン酸、パル ミチ ン酸、 ミ リスチ ン酸の亜鉛塩、澱粉粉、 シル ク

パ ウダー、ナイロンパ ウダー、ポ リメタアク リル酸 メチル末、ポ リエチ レン

末な どの粉体顔料 を例示で きる。 また、可塑剤 と しては、 ジプチル フタ レ一

卜、 ジ才 クチル フタ レ一 卜、 クェ ン酸 ァセチル トリプチル、 カンファーな ど

が例示で きる。

[01 03] (無機粉末）

無機粉末 と しては、 リン酸水素 カルシウム、有機変性 モンモ リロナイ ト、

ケィ酸、無水ケィ酸、ケィ酸マグネシウム、雲母、ベ ン トナイ ト、チタン被

覆雲母、才キシ塩化 ビスマス、酸化ジル コニウム、酸化マグネシウム、酸化

亜鉛、炭酸 カルシウム、炭酸マグネシウム、酸化鉄、群青、紺青、酸化 クロ

厶、 カラミン、ゼ才ライ ト及び力一ポ ンプラックな どが例示で きる。 また、

有機粉末 と しては、ポ リアミ ド、ポ リエステル、ポ リエチ レン、ポ リプ口ピ

レン、ポ リスチ レン、ポ リウ レタン、 ビニル樹脂、尿素樹脂、 フエノ一ル樹

月旨、 フッソ樹脂、ケィ素樹脂、 アク リル酸樹脂、 メラミン樹脂、エポキシ樹

月旨、ポ リ力一ボネイ ト樹脂、 ジ ビニルベ ンゼ ン ' スチ レン共重合体、上記化

合物の単量体の二種以上か らなる共重合体、セル ロースな どが例示で きる。

[01 04] ( その他の成分）

本発明の皮膚外用組成物、又は、化粧水、洗顔料、美容液、乳液、若 しく

はク リームには、上記以外 にもさ らに抗生物質、糖転移 グ リチル リチ ン、 グ

リチル リチ ン、 アルペ ンローゼ抽出物、 クロッカス ク リサ ン 卜ウ ス 抽出物

、 キ ビ種子抽出物、ザ クロ花抽出物、 アル ピニァカツマダイ種子抽出物、 ク

口ラッパ タケ子実体抽出物、ホオ ノキ抽出物、ナ ンノクロロブシス抽出物、

タ一 ミナ リアベ リリカ抽出物、 ビブ リオアルギノ リチクス発酵液、 ヒ 卜オ リ



ゴぺ プチ ド、 ァウ レ才バシジゥ厶プル ランス培養液、 ァスペルギルス/ ク リ

渋皮発酵エキス、 アルテ ロモナス発酵エキス、加水分解酵母エキス、酵母ェ

キス、酵母多糖体、 コメ発酵液、サ一マスサ一モフィルス培養物、酒粕ェキ

ス、サ ッカロミセス/ C a 培養物、サ ッカロミセス/ K 培養物、サ ッカロミ

セス/ M g 培養物、サ ッカロミセス/ 亜鉛培養物、サ ッカロミセス/ 海塩培

養物、 （サ ッカロミセス/ キシ リヌム）/ 紅茶培養物、サ ッカロミセス/ ケ

ィ素培養物、サ ッカロミセス/ ゲルマニウム培養物、サ ッカロミセスセ レビ

シァェエキス、サ ッカロミセス/ セ レン培養物、サ ッカロミセス/ 鉄培養物

、サ ッカロミセス/ 銅培養物、サ ッカロミセス培養溶解質液、サ ッカロミセ

ス/ マ ンガン培養物、サ ッカロミセス溶解質エキス、 シユー ドアルテ ロモナ

ス発酵エキス、 スク レ口チウ厶ガム、 スフインゴモナスエキス、 ダイズ発酵

エキス、豆乳発酵液、乳酸桿菌 / エ リ才ジクチオ ンカ リホルニク厶発酵ェキ

ス、乳酸桿菌 / オ リープ葉発酵エキス、乳酸桿菌 / カカオ果実発酵液、乳酸

桿菌 キノア発酵エキス、乳酸桿菌 コメ発酵エキス、乳酸桿菌 セィヨウ

ナシ果汁発酵液、乳酸桿菌 / ダイズ発酵エキス、乳酸桿菌 / 卜マ ト発酵ェキ

ス、乳酸桿菌 / ナツメヤシ果実発酵エキス、乳酸桿菌 / (乳 / C a / リン/

M g / 亜鉛）発酵物、乳酸桿菌 / ハ イ ビスカス花発酵液、乳酸桿菌 / ( ビー

ン種子エキス/ グル タミン酸 N a ) 発酵液、乳酸桿菌 / プ ドウ果汁発酵液、

乳酸桿菌 / ベポカボチヤ果実発酵エキス、乳酸桿菌 / ( レイシエキス/ シィ

タケエキス）発酵液、乳酸桿菌 / レモン果皮発酵エキス、乳酸桿菌 / ヮサ ビ

根発酵エキス、乳酸球菌培養液、バチルス/ ( コメヌカエキス/ ダイズェキ

ス）発酵液、バチルス発酵物、 ビフィズス菌発酵エキス、 ミクロコッカス溶

解液、 ヨーグル ト液、 ラネラ/ ダイズタンパ ク発酵物、 ワインエキス、 β —

D _ ダル クロン酸、 _ L —ィズロン酸、 _ D _ ダル ク口ン酸が連結 した

3 糖構造 を基本単位 と して連な つた酸性多糖 を主成分 とするス ツボ ンタケ由

来ゼラチ ン様物質、 ヒマヮ リ芽抽出物、パ ラミツ （種）抽出物、 リュウガン

抽出物、 キバナオランダセ ンニチ抽出物、 ヒメ リンゴ抽出物、 フイ リソシン

力抽出物、ペ ラル ゴ二ジン抽出物、 キネチ ン、 グ リシル プロ リン、ェチルへ



キシル グ リセ リン、ェ トキシジグ リコール、才 レイル グ リセ リル、 ダル コノ

ラク トン、 ジカプ リリルエーテル、 ジ ヒ ドロキシアセ トン、パ ンテ二ルェチ

ル、 ヒ ドロキシアルキル （C 1 6 — 1 8 ) ヒ ドロキシダイマージ リノレイル

エーテル、 ヒ ドロキシアルキル （C 1 2 — 1 4 ) ヒ ドロキシダイマージ リノ

レイルェ一テル、 メ トキシエタノールな どのエーテル及びケ トン類、 ァシァ

チ ン酸、 ァ リュ一 リッ ト酸、 ウル ソル酸ナ トリウム、才 レアノール酸、 グァ

二ジン塩酸塩、 クェ ン酸 アル ミニウム、 クェ ン酸ナ トリウム、 クェ ン酸 ジァ

ンモニゥ厶、 クェ ン酸 トリ （テ 卜ラメチル ヒ ドロキシ ピペ リジノール）、サ

クシニル ダ リチル レチ ン酸ナ トリウム、 ジチ才 グ リコ一ル酸、 ジチ才 グ リコ

—ル酸 M E A 、 ジチ才ジグ リコ一ル酸 ジアンモニゥ厶、セバシン酸、チ才 グ

リコール酸、チ才 グ リコール酸 M E A 、 チ才 グ リコール酸 アンモニゥ厶、チ

才乳酸、チ才乳酸 アンモニゥ厶、パ ンテテインスルホ ン酸 カルシウム、 プロ

ピオ ン酸 カルシウム、 プロピオ ン酸ナ トリウム、ペ ンテ 卜酸、ペ ンテ 卜酸 5

ナ トリウム、マデカシン酸な どの有機酸 またはその塩、 アミノメチル プロパ

ノール、 アミノメチル プロパ ンジ才一ル、 ジイソプロパ ノ一ル ァミン、 シス

テアミン塩酸塩、テ トラ ヒ ドロキシプロピルエチ レンジァミンな どのアミン

類、デ才キシ リボ核酸 （D N A ) 、デ才キシ リボ核酸 力 リゥ厶塩、 リボ核酸

( R N A ) 、 リボ核酸ナ トリウム塩、 アーモン ドタンパ ク、 アスパルテーム

、 アデ ノシン リン酸、 アデ ノシン リン酸 2 ナ トリウム、 ァラニル グル タミン

、 （アルギニ ン/ リシン）ポ リペ プチ ド、 ゥンデシ レノィル フエ二ル ァラ二

ン、エル ゴチ才ネイン、オ リゴペ プチ ド— 6 、オル二チ ン塩酸塩、加水分解

D N A 、加水分解 R N A 、加水分解 ァ一モン ドタンパ ク、加水分解 ァクチ ン

、加水分解エラスチ ン、加水分解 カゼイン、加水分解 カラス厶ギタンパ ク、

加水分解ケラチ ン、加水分解酵母 タンパ ク、加水分解 コメタンパ ク、加水分

解 コンキ才 リン、加水分解 シル ク、加水分解 シロバナル一 ピンタンパ ク、加

水分解 ダイズタンパ ク、加水分解 トウモロコシタンパ ク、加水分解乳 タンパ

ク、加水分解ハチ ミツタンパ ク、加水分解ヘーゼルナ ッツタンパ ク、加水分

解ホホバ タンパ ク、加水分解野菜 タンパ ク、加水分解 ローヤルゼ リ一タンパ



ク、 カラス厶ギ穀粒 タンパ ク、牛乳糖 タンパ ク、 グァニル酸 2 ナ トリウム、

ク レアチ ン、ケラチ ン、 コムギグルテ ン、 コムギタンパ ク、サル コシン、 シ

トル リン、 ジパル ミ トイル ヒ ドロキシプロ リン、 ジペ プチ ド一 2 、 セ リシン

、 ダイズタンパ ク、へキサペ プチ ド— 2 、へキサペ プチ ド— 3 、へキサぺ プ

チ ド一 9 、へキサペ プチ ド一 1 0 、へキサペ プチ ド一 1 1 、ペ ンタペ プチ ド

_ 3 、 ホエイタンパ クな どのタンパ ク及び核酸類、 コェ ンチーム A 、 スチ レ

インズ、パパイン、 プロテア一ゼ、 プロメライン、 リパーゼ、 _ ダル コシ

ダ一ゼな どの酵素類、 メン トング リセ リンァセタールな どのテルペ ン類、 （

C 3 0 — 3 8 才 レフィン/ マ レィン酸 ィソプロピル / マ レィン酸） コポ リマ

― 、 （H D I / P P G / ポ リ力プロラク トン） クロスポ リマ 一、 P E G — 4

、 P E G _ 6 、 P E G _ 8 、 P E G _ 1 2 、 P E G _ 1 6 、 P E G _ 2 0 、

P E G _ 3 0 、 P E G _ 3 2 、 P E G _ 4 0 な どのポ リエチ レング リコール

類、 P P G — 3 、 P P G _ 7 な どの酸化 プロピレン重合体 またはその誘導体

、 （V A / クロ トン酸 / ネオデカン酸 ビニル） コポ リマ一、 （V P / ァク リ

ル酸 D M A P A ) コポ リマ一、 （V P / ビニル カプロラクタム/ アク リル酸

D M A P A ) コポ リマ一、 （V P / メタク リル アミ ド/ ビニルイミダゾ一ル

) コポ リマ一、 （アク リル アミ ド/ アク リル酸 アンモニゥ厶） コポ リマ一、

(ァク リル アミ ド/ ァク リロイルジメチル タウ リンナ 卜リゥ厶/ ァク リル酉愛

) コポ リマ一、 （アク リル アミ ド/ ァク リロイルジメチル タウ リンナ 卜リウ

厶） コポ リマ一、 （アク リル酸ナ トリウム/ ァク リロイルジメチル タウ リン

ナ トリウム） コポ リマ一、 （アク リル酸ナ トリウム/ ァク リロイルジメチル

タウ リン） コポ リマ一、 （アク リル酸 / アク リル アミ ドメチル プロパ ンスル

ホ ン酸） コポ リマ一、 （アク リル酸 / アク リル酸 アルキル （C 1 0 - 3 0 )

) コポ リマ一、 （アク リル酸 アミ ドプロピル トリモニゥ厶クロ リ ド/ ァク リ

ル酸 アミ ド） コポ リマ一、 （アク リル酸 アルキル / 才 クチル アク リル アミ ド

) コポ リマ一、 アク リル酸 アルキル コポ リマ一またはその誘導体、 （ァク リ

ル酸 アルキル / ジアセ トンアク リル アミ ド/ ァモジメチコン） コポ リマ一 A

M P 、 （アク リル酸 アルキル / ジアセ トンアク リル アミ ド） コポ リマ一、 （



アク リル酸 アルキル / ジアセ トンアク リル アミ ド） コポ リマ一 A M P 、 （ァ

ク リル酸 アルキル / ジアセ トンアク リル アミ ド） コポ リマ一 A M P D 、 （ァ

ク リル酸 ヒ ドロキシェチル / ァク リル酸 プチル / ァク リル酸 メ トキシェチル

) コポ リマ一、 （アク リル酸 ヒ ドロキシェチル / アク リル酸 メ トキシェチル

) コポ リマ一、 （アク リル酸 ヒ ドロキシェチル / ァク リロイルジメチル タウ

リンナ トリウム） コポ リマ一、 （ァク リレーッ/ アク リル アミ ド） コポ リマ

― 、 （ァク リレーッ/ アク リル酸 アルキル （C 1 0 _ 3 0 ) ) クロスポ リマ

― 、 （ァク リレ一ッ/ ァク リル酸 アルキルステア リル / メタク リル酸ェチル

アミン才キシ ド） コポ リマ一、 （ァク リレーッ/ アク リル酸 ヒ ドロキシアル

キル） コポ リマ一、 ァク リレーッコポ リマ一、 カルボマ一、 （エチ レン/ プ

ロピレン） コポ リマ一、 （エチ レン/ プロピレン/ スチ レン） コポ リマ一、

(才 クチル ァク リル アミ ド/ ァク リル酸 ヒ ドロキシプロピル / メタク リル酸

プチル アミノエチル） コポ リマ一、合成 ワックス、水添 C 1 6 — 1 4 才 レフ

インポ リマ一、 （プチ レン/ エチ レン/ スチ レン） コポ リマ一、ポ リアク リ

ル アミ ド、ポ リアク リル酸ナ トリウム、ポ リエチ レンイソテ レフタ レ一 卜、

ポ リオ クタ二ゥ厶一 5 、 ポ リオ クタ二ゥ厶一 6 、 ポ リオ クタ二ゥ厶一 7 、 ポ

リオ クタ二ゥ厶一 1 1 、 ポ リオ クタ二ゥ厶一 1 6 、 ポ リオ クタ二ゥ厶一 2 2

、 ポ リオ クタ二ゥ厶一 2 8 、 ポ リオ クタ二ゥ厶一 3 2 な どのポ リオ クタニゥ

厶類、ポ リダル ク口ン酸、ポ リデセ ン、ポ リプロビルシルセスキ才キサ ン、

ポ リメタク リル酸 グ リセ リル、ポ リメタク リロイルェチルべ タイン、ポ リメ

タク リロイルェチルベ タイン、 レバゲルマニウムな どの合成高分子化合物、

ァセチルジペ プチ ド— 1 セチル、 ァセチルテ トラペ プチ ド— 2 、 ァセチルテ

トラペ プチ ド— 5 、 ァセチルへキサペ プチ ド— 1 、 ァセチルへキサペ プチ ド

_ 3 、 イソアルキル （C 8 — 1 6 ) コハ ク酸 ラク 卜グロプ リルスルホ ン酸ナ

卜リゥ厶、な どの化粧品をは じめ とする皮膚外用組成物 に一般 に使用可能な

ものを用いることがで き、 これ らに加え、上記以外 にも既存の化粧品原料 を

さ らに使用することもで きる。た とえば、 『化粧品原料基準第二版注解』、

日本公定書協会編、株式会社薬事 日報社、 1 9 8 4 年発行、 『化粧品原料基



準外成分規格』、厚生省薬務局審査課監修、株式会社薬事 日報社、 1 9 9 3

年発行、 『化粧品原料基準外成分規格追補』、厚生省薬務局審査課監修、株

式会社薬事 日報社、 1 9 9 3 年発行、 『化粧品種別許可基準』、厚生省薬務

局審査課監修、株式会社薬事 日報社、 1 9 9 3 年発行、 『化粧品種別配合成

分規格』、厚生省薬務局審査課監修、株式会社薬事 日報社、 1 9 9 7 年発行

、 『最新化粧品科学 一改訂増補 I I 』、 日本化粧品技術者会編、株式会社薬

事 日報社、平成 4 年発行及び 『化粧品事典』、 日本化粧品技術者会編、丸善

株式会社、 2 0 0 3 年発行、 『日本化粧品原料集 2 0 0 7 』、 日本化粧品ェ

業連合会編、株式会社薬事 日報、 2 0 0 7 年発行な どに記載 されている全て

の化粧品原料 を適宜組み合わせて使用することがで きる。

[01 05] C . 製造方法

本発明の皮膚外用組成物、又はこれを含む化粧水、洗顔料、美容液、乳液

、若 しくはク リームな どの基礎化粧品は、基剤 と しての水性媒体 に、有効成

分 と しての L —ァスコル ビン酸、 その誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる

1 種又は 2 種以上 を混合する工程 を経て製造 される。 よ り具体的には、基剤

と しての水性媒体 に、有効成分 と しての L —ァスコル ビン酸、 その誘導体、

及びそれ らの塩か ら選ばれる 1 種又は 2 種以上 を混合 し、溶解 して、溶液の

ロ 1~1 を 3 乃至 1 1 、 よ り望 ま しくは 5 乃至 9 と した後、 目的 とする製品の種

類 に応 じた適宜の処法 に従 って、 目的の製品が完成するまでの適宜の工程で

含有せ しめればよい。各成分 を配合する方法、順序や、種 々の処理 を施す時

期 は、本発明の作用効果 を損なわない限 り特 に限定されず、斯界で汎用され

ている適宜の方法、順序 を採用することがで きる。

[01 06] と りわけ、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩の含水結晶又は

無水結晶を用いて本発明の皮膚外用組成物、又は、化粧水、洗顔料、美容液

、乳液、若 しくはク リームな どの基礎化粧品を製造する場合 には、予めァス

コル ビン酸 2 - ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩結晶 とァスコル ビン酸 2 _ ダル コ

シ ド無水結晶を、適宜の配合比率で配合 した組成物 と してお くことによ り、

従来のァスコル ビン酸 2 - ダル コシ ド無水結晶を用いる場合のように別途 ァ



ル カ リで中和することな く、水性媒体 に溶解 した際の p H を所望の 3 乃至 1

1 、望 ま しくは 5 乃至 9 となるように調整することがで きる。 この製造方法

によれば、別途 アル カ リを用いる中和工程が不要 になるだけでな く、 アル 力

リや緩衝剤の添加 による塩濃度の上昇が低減で きるので好適である。

[01 07] 以上のような本発明の皮膚外用組成物、又は、化粧水、洗顔料、美容液、

乳液、若 しくはク リームな どの基礎化粧品における、 L —ァスコル ビン酸、

その誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる 1 種又は 2 種以上の配合量は特 に

限定されるものではな く、 目的に応 じて適宜決定されるが、通常、製品質量

あた り、固形物換算 （無水物換算）で、 L —ァスコル ビン酸 と して 0 . 1 質

量％乃至 9 0 質量％、望 ま しくは、 0 . 5 質量％乃至質量 5 0 % 、 さ らに望

ま しくは、 1 質量％乃至 1 0 質量％、 よ り望 ま しくは、 5 乃至 1 0 質量％含

有 させるのが好適である。

[01 08] 斯 くして製造 される本発明の皮膚外用組成物、又は、化粧水、洗顔料、美

容液、乳液、若 しくはク リームな どの基礎化粧品は、有効成分 と して、 L —

ァスコル ビン酸、 その誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる 1 種又は 2 種以

上 を含有 しているので、抗シヮ、抗小ジヮ、抗シミ、抗弛みな どの優れたァ

ンチェイジング効果 を奏するものである。

[01 09] 以下、本発明を実験 に基づいてさ らに詳細 に説明する。

[01 10 ] < 実験 1 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの皮膚 におけるター ンオーバ 一 に

対する作用>

本明細書で既 に述べた とお り、表皮は、外側か ら 「角質層 （角層）」、 「

顆粒層」、 「有棘層」、 「基底層」によ り構成 され、基底層で生 まれた表皮

細胞 は順次外側へ移動 して角質層 とな り、最終的に剥がれ落ちることとなる

。 このような一連のサイクルは、一般 にター ンオーバ 一 と呼ばれてお り、加

齢 によ りター ンオーバ 一 が滞 ると、皮膚の弛みやシヮ、小ジヮが発生するな

ど、肌 における トラプルの原因 となる。 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドのタ

— ン才一バーに対する作用を調べ るため、以下の実験 を行な った。

[01 11] < 実験 1 _ 1 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの皮膚細胞増殖 に及ぼす影響



>
正常 ヒ 卜新生児包皮表皮角化細胞 （クラボウ社販売、以下、 「N H E K細

胞」 と略記）を、細胞増殖添加剤 （E D G S : E p i L i f e D e f i n

e d G o w t h S u p p l e m e n t ) 含有 E p i L i f e ±咅地 ( I

n v i t r o g e n社販売、以下、 E D G S 含有 E p ί L ί f e 培地 を 「E

p i L i f e 培地」 と略記する。）に懸濁 し、 5 容積％ C 0 2存在下、 3 7 °C

の条件で、 6 0 乃至 8 0 % コンフルェ ン 卜で継代培養 を行 った。細胞 を剥離

洗浄後、 H u M e d i a _ K B 2 培地 （クラボウ社販売）にて 7 5 X 1 0 3

細胞 / m L に調整後、 コラーゲ ン （新 田ゼラチ ン社販売、商品名 『C e I I

m a t o r i X T y e I V 』）をコ一 卜した 2 4 穴プ レー 卜に 0 . 4

m L / ゥエルで接種 し、 5 容積％ C 0 2存在下、 3 7 °Cの条件下で 1 曰培養 し

た。培養上清 を除去後、ハイ ド口コルチゾン及びインス リン添加 H u M e d

i a _ K B 2 培地 （クラボウ社販売、以下、 「K B 2 _ H I 培地」 と略記）

に、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G』

、株式会社林原販売）をァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの終濃度が 0 乃至 9

0 0 M となるよう溶解 させたものを 0 . 6 m L / ゥエルずつ添加 し、 5 容

積％ C 0 2存在下、 3 7 °Cの条件下で 4 日間培養 した。 2 5 % ダル タル アルデ

ヒ ド溶液 を 6 O L ゥエルずつ添加 して細胞 を固定後、上清 を除去 し、水

洗 し、次いでメチ レンプル一溶液 を 0 . 2 4 m L / ゥエル添加 して核染色 を

行 った。水洗後、 0 . 3 3 N塩酸 を 0 . 5 m L / ゥヱルずつ添加 して色素 を

抽出 し、 9 6 穴プ レー 卜に 0 . 1 m L / ゥエルずつ移 して、波長 5 9 5 n m

及び 6 5 0 n mでの吸光度 を測定 した。得 られた波長 6 5 0 n mの吸光度の

値か ら波長 5 9 5 n mの吸光度の値 を差 し引いた値 を細胞増殖率の指標 と し

た。 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを含 まない K B 2 _ H I 培地 を用いた場

合 を対照 と し、 その場合の値 を 1 0 0 % と して細胞増殖率 を相対評価 した。

結果 を表 1 に示 した。



[ 表 1]

[01 13] 表 1 に見 られるとお り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドは、 N H E K 細胞

に対 して強い増殖促進効果 を示 し、 その相対的な細胞増殖率 は、 1 0 0 M

で 1 4 8 % 、 3 0 0 で 1 5 7 % 、 9 0 0 で 1 6 9 % と、 ァスコル ビ

ン酸 2 —ダル コシ ドの濃度が上昇するに従 って上昇 した。上記の結果は、 ァ

スコル ビン酸 2 - ダル コシ ドが皮膚表皮細胞の増殖 を促進することによ り、

皮膚 におけるター ンオーバ一を改善 し、 シヮ、小ジヮゃ弛みの発生を低減で

きることを物語 っている。因みに、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドは実験 に

用いた N H E K 細胞 内に存在する酵素 によって、 L —ァスコル ビン酸 を遊離

するので、上記の作用は L —ァスコル ビン酸の作用であるともいえる。なお

、下記実験 1 _ 2 においても同様である。

[01 14] < 実験 1 _ 2 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの皮膚細胞の分化マ一力一蛋

白質の発現 に及ぼす影響 >

近年、表皮細胞の分化マ一力一蛋 白質 と してィンボル ク リン及び フィラグ

リンが注 目されている。本実験では、 ァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドが これ

ら分化マーカ一蛋 白質の発現 に及ぼす影響 を調べた。

[01 15] 正常 ヒ 卜新生児包皮表皮角化細胞 （N H E K 細胞）を、 Ε ρ ί L ί f e 培

地 にて 2 . 5 X 1 0 5細胞 / m L に調製後、 1 2 穴 プ レー 卜に 1 m L / ゥエル

ずつ接種 し、 5 容積％ C 0 2存在下、 3 7 °C の条件下で 1 日間培養 した。培養

上清 を除去後、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを終濃度 3 0 0 、 6 0 0

となるよう添加 した培地 を 1 m L / ゥエル添加 し、 5 容積％ C 0 2存在下、 3

7 °C の条件下で 2 日間培養 した。なお、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを含

まない培地で同様 に培養 したものを、対照 と した。 それぞれ同濃度のァスコ



ル ビン酸 2 _ ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩 を添加 した培地 を 1 m L / ゥエルず

つ追加添加 し、 さ らに同条件で 3 日間培養 した。培養上清 を除去後、 リン酸

緩衝生理食塩水 （P B S ) で洗浄後、細胞抽出用緩衝液 （プロテア一ゼイン

ヒビタ一、 2 % S D S 、 1 m M E D T A 含有 2 O m M 卜リス塩酸緩衝液、 p

H 8 . 0 ) にて細胞 を溶解 し、 2 0 分間氷上反応後、 ソニファイア一 （ブラ

ンソン社製）を用いて超音波破砕 によ り蛋 白質を抽出 した。抽出液 を遠心分

離 し、上清 を回収 し、 その一部 を蛋 白定量 に供 した。残 りの上清 に 4 倍濃縮

サ ンプル緩衝液 （5 0 m M ジチオス レイ ト一ル、 4 0 % グ リセ リン、 0 . 0

2 % プロ厶フエノール プル一含有 2 5 0 m M 卜リス塩酸緩衝液、 p H 6 . 8

) を 1 / 3 量混和 し、 9 9 °C で 5 分間保 ったものをウェスタン解析用サ ンプ

ル と した。 1 レー ンに蛋 白量 2 0 g となるようチャージ して、常法 によ り

S D S —ポ リアク リル アミ ドゲル電気泳動 を行な った後、ゲル中の蛋 白質を

常法 によ りポ リフッ化 ビニ リデ ン （P V D F ) 膜 に移 し、 プロックエース （

D S ファーマバイオメデ ィカル社製）に浸潰 してブロッキング した。 P V D

F 月莫を、抗ィンボル ク リン抗体又は抗 フイラダ リン抗体 （S a n t a C r

u z 社販 売）を 1 0 容積％ プロックエース含む 5 O m M T B S ( 2 0 0 m

M N a C I 含有 5 0 m M T r i s - H C I ( p H 7 . 4 ) ) 緩衝液 （以

下、 「T B S 緩衝液」 と言 う。）で 1 0 0 倍希釈 した溶液 に、室温で 1 時間

浸潰 した後、 0 . 0 5 容積％ツイ一 ン 2 0 を含む 5 O m M T B S 緩衝液で

洗浄 し過剰の抗体 を除いた。 P V D F 膜 を、 H R P標識 した抗マウス I g G

ゥサギポ リク口一ナル抗体 （D A K 0 社販売）溶液 に、室温で 2 時間浸漬 し

た。 この膜 を 0 . 0 5 容積％ツイ一 ン 2 0 を含む 5 0 m M T B S 緩衝液で

3 0 分間洗浄後、市販のウェスタンプロッテ ィング検 出キ ッ ト （ジ一ィ一

ヘルスケア バイオサイエ ンス社販売、商品名 「E C L P i m e W e

s t e n B l o t t i n g D e t e c t i o n S y s t e m ) を用

いて検 出 し、画像解析 ソフ 卜 （「l m a g e J 」、 N I H 開発のオープンソ

—スソフ トウェア）にて画像解析 を行 った。 内部標準 と して _ チ ュープ リ

ンを用いて、各蛋 白の発現 を _ チ ュ一プ リンの発現 に対する相対発現量 に



補正 し （対照 を 5 0 % と した）発現量 を比較 した。結果 を表 2 に示 した。

[01 16] [ 表 2]

[01 17] 表 2 に示す とお り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの濃度 に依存 して、分

化マ 一 力一蛋 白質であるインボル ク リン及び フイラダ リンのいずれの発現量

も増強 された。上記の結果は、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの作用によ り

皮膚表皮細胞の分化が促進 されることを示 してお り、 ァスコル ビン酸 2 —グ

ル コシ ドを含有する化粧品は、皮膚 におけるタ一 ン才一バ一の改善作用に優

れることを示すものである。

[01 18] < 実験 2 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの抗シミ作用>

女性被験者 1 6 名 （年齢 3 7 乃至 5 5 歳）に対 し、顔面 に生 じている色素

沈着部位 （シミ部位）を被験部位 と し、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを含

有する下記配合のク リームを 1 曰 2 回 （朝及び夜）、 1 回 2 g 、 9 0 日間塗

布 させた。 ク リーム塗布前、塗布 4 5 日及び 9 0 日目に、各被験者の被験部

位の色調 をパ ン トンカラ一フ才一 ミュラガイ ド7 4 7 X R を用いて調べ、測

色計 C R — 2 0 0 ( ミノル タ社製）を用いて、被験部位の明るさ （L * 値）

をそれぞれ測定 し、 1 6 名の平均値 を算出 した。結果 を表 3 に示 した。

< 試験 ク リー 厶 の配合組成 >

< A 相 >

配合成分 (質量部 )

水 5 3 . 2 9

カルボマ 一 2 % 溶液 5 . 0

E D T A 2 ナ トリウム 0 .

グ リセ レス _ 2 6 3 . 0

< 相 >



トリ （カプ リル 力プ リン酸） グ リセ リル

アルキル安息香酸 （C 1 - 5 )

シ クロペ ンタシロキサ ン、 シクロへキサシロキサ ン

ジメチコン

ステア リン酸

ステア リン酸 グ リセ リル

セ テ ア リル アル コール

< C 相 >

卜リエ タ ノ一ル ァ ミ ン 9 9 %

< 相 >

ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末

(商 品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売）

< 巳相 >

プロピレング リコール 5 6 % 、 ジァゾ リジニル尿素 3 0 % 、

メチルパ ラベ ン 1 1 % 、 プロピルパ ラベ ン 3 %

[01 19] A 相 の成分 を加熱 しつつ混和 し、同 じくB 相の成分 を加熱 し混和後、 B 相

を A 相 に添加 した。 これにC 相 を添加 して冷却 し、 さ らに D相 と E 相 を添加

した後、 卜リエタノ一ル ァミンで p H 6 . 5 に調整 した。

[01 20] [ 表 3]

[01 2 1 ] 表 3 に示 されるとお り、塗布 日数 に従 って、被験部位の L * 値 （明るさ）

が増加 し、色素沈着部位の色が薄 くな つた。通常、 シミは日焼 けと異な り、

時間 とともに消失することはないことか ら、上記の結果は、 ァスコル ビン酸

2 —ダル コシ ドが、皮膚の色素沈着部位 を淡色化 しシミを改善する効果 を有

することを示 している。



[01 22] < 実験 3 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドのダル タチオ ン産生に及ぼす影響

( ) >

ダル タチオ ンは、生体内で抗酸化成分及び補酵素 と して機能するぺ プチ ド

であ り、通常、酸化型 と して存在 しているが、酵素 によ り還元型 に変換 され

ることによ りその機能 を発揮する。 よって、生体内ではダル タチオ ンレベル

を高 くすることが望 ま しく、 ダル タチオ ンレベルの低下は、老化の要因の一

つ となることが知 られている。 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドのダル タチ才

ン産生に及ぼす影響 を調べ る実験 を、 ヒ 卜上皮様細胞癌 由来細胞株 （A 4 3

1 細胞、 ヒュー マ ンサ イ エ ンス研究資源バ ン ク、 J C R B 0 0 0 4 ) (以下

、 「A 4 3 1 細胞」 と略記する。）を使用 し、以下のように して行 った。

[01 23] < 試験溶液 >

1 0 % ( v / v ) 牛胎児血清及び抗生物質を含むダルベ ッコのM E M 培地

(以下、 「D _ M E M 培地」 と略記する。）に、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コ

シ ド （株式会社林原販売、試薬級） と L _ ァ ス コル ビン酸 （和光純薬工業株

式会社販売、特級） とを、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド又は L —ァスコル

ビン酸の最終濃度が 1 . 0 、 2 . O m M となるように溶解 して試験液 を調製

した。

< A 4 3 細胞 におけるダル タチオ ン産生量の定量方法>

D —M E M 培地 を用いて継代培養 した A 4 3 細胞 を回収 し、 D —M E M

培地 に再懸濁 し、 1 0 c m径細胞培養用 プ レ一 卜に、 1 X 1 0 6細胞 / 0 m

I / プ レー 卜で播種 して 2 4 時間培養 した。 その後、培養液 を吸引除去 し、

試験液のいずれかを 1 0 m l / プ レー 卜添加 して、 2 4 時間培養 を行 った。

対照 と して、 D —M E M 培地のみを、 1 O m I / プ レー ト添加 して、 2 4 時

間培養 を行 った。培養上清 を除去 した各 プ レー 卜に、氷冷 したダルベ ッコ P

B S ( - ) ( 曰水製薬株式会社販売）を加えて、細胞 を洗浄 した後、 スク レ

ィパ一を用いて細胞 を回収 した。市販のダル タチオ ン測定キ ッ 卜 （B ί o

V i s i ο n 社販 売、商品名 「G l u t h a t i o n e A s s a y K i

t 」） を使用 して測定 した。実験 は、対照或いは試験液 について、各 々 3 プ



レ一 卜を使用 して行い、各 プ レー 卜当た りのダル タチオ ン量の平均 を求めて

ダル タチオ ン産生量 と した。なお、 A 4 3 1 細胞 の培養 は何れの場合 も 5 容

量％炭酸 ガス培養装置 を使用 した。結果は、 D _ M E M 培地のみで培養 した

場合の A 4 3 細胞の還元型又は総 ダル タチオ ン産生量 をそれぞれ 1 0 0 %

と して相対値 を求め、表 4 に示 した。

[01 24] [ 表 4]

* :細胞障害のため測定できず

[01 25] 表 4 に示 されるとお り、 L —ァスコル ビン酸 を 1 . O m M 添加 した D —M

E M 培地では細胞障害が生 じ、 A 4 3 1 細胞 における還元型 ダル タチオ ン及

び総 ダル タチオ ンは測定で きなか った。因みに、 L —ァスコル ビン酸 を、上

記条件で細胞障害 を起 こさない濃度の上限である 0 . 1 m M 添加 した場合、

A 4 3 細胞の総 ダル タチオ ン及び還元型 ダル タチオ ン産生量は、 それぞれ

1 0 3 % 及び 1 0 2 % と無添加の場合 と同程度であ り、 L —ァスコル ビン酸

によるダル タチ才 ン産生量の増加は確認で きなか つた。

[01 26] これ に対 し、 D —M E M 培地 にァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを 1 . O m

M あるいは 2 . O m M 添加 した培地で培養 した A 4 3 1 細胞 の場合 には、細

胞障害 を起 こす ことな く総 ダル タチオ ン産生量は増加 し、各 々、 1 1 5 % 、

5 0 8 % とな り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの添加量 に依存 して総 ダル

タチオ ン産生の増強が認め られた。 また、還元型 ダル タチオ ン産生量は、各

々 、 3 3 % 、 6 8 6 % とな り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの添加量

に依存 して還元型 ダル タチオ ン産生の増強が認め られた。なお、総 ダル タチ

オ ンの増加 に対 して、還元型 ダル タチオ ンの増加の度合いが大 きか ったが、

この ことは、 とりわけ還元型 グル タチオ ンレベルが増加 していることを示 し

ている。 A 4 3 1 細胞 の場合、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドか ら細胞障害



を引 き起 こさない程度 に L —ァスコル ビン酸が遊離 され、 グル タチオ ンの産

生増強効果 を発揮すると考 え られる。

< 実験 4 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドのダル タチオ ン産生に及ぼす影響

( 2 ) >

ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドのダル タチオ ン産生に及ぼす影響 を調べ る

実験 を、正常 ヒ 卜新生児表皮角化細胞 （N H E K 細胞、 クラボウ） （以下、

ΓΝ Η Ε Κ 細胞」 と略記する。）を使用 し、以下のように して行 った。

< 試験溶液 >

実験 1 _ 1 で用いた E p ί L ί f e 培地 に、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ

ド （株式会社林原販売、試薬級） と L _ ァ ス コル ビン酸 （和光純薬工業株式

会社販売、特級） とを、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド又は L — ァスコル ビ

ン酸の最終濃度が 0 . 5 、 1 . 0 、 2 . O m M となるように溶解 して試験液

を調製 した。

< N H E K 細胞 におけるダル タチオ ン産生量の定量方法>

E p i L i f e 培地 を用いて継代培養 した N H E K 細胞 を回収 し、 E p i

L i f e 培地 に再懸濁 し、 1 0 c m 径細胞培養用 プ レー 卜に、 1 X 0 6 細胞

/ 1 O m I / プ レー 卜で播種 して 2 4 時間培養 した。 その後、培養液 を吸引

除去 し、試験液の何れかを 1 0 m l / プ レー 卜添加 して、 2 4 時間培養 を行

つた。対照 と して、 E p ί L ί f e 培地のみを、 1 0 m l / プ レー 卜添加 し

て、 2 4 時間培養 を行 った。培養上 清 を除去 した各 プ レー 卜に、氷冷 したダ

ルべ ッコ P B S ( - ) ( 曰水製薬株式会社販売）を加えて、細胞 を洗浄 した

後、 スク レイパ一を用いて細胞 を回収 した。市販のダル タチオ ン測定キ ッ ト

( B i o V i s i o n 社販売、商品名 「G l u t h a t i o n e A s s

a y K ί t 」）を使用 して測定 した。実験 は、対照或いは試験液 について

、各 々 3 プ レー トを使用 して行い、各 プ レー ト当た りのダル タチオ ン量及び

その平均 を求めてダル タチオ ン産生量 と した。なお、 N H E K 細胞の培養 は

いずれの場合 も 5 容量％炭酸 ガス培養装置 を使用 した。結果は、 Ε ρ ί L ί

f e 培地のみで培養 した場合の N H E K 細胞の還元型又は総 ダル タチオ ン量



をそれぞれ 1 0 0 % と して相対値 を求め、表 5 に示 した。

[01 28] [ 表 5]

* :細胞障害のため測定できず

[01 29] 表 5 に示 されるとお り、 L —ァスコル ビン酸 を 0 . 5 m M 添加 した Ε ρ ί

L i f e 培地では細胞障害が生 じ、 N H E K 細胞 における還元型 ダル タチ才

ン及び総 ダル タチオ ンは測定で きなか った。因みに、 L —ァスコル ビン酸 を

上記条件で細胞障害 を起 こさない濃度の上限である 0 . 1 m M 添加 した場合

、 N H E K 細胞の総 ダル タチオ ン及び還元型 ダル タチオ ン産生量は、 それぞ

れ 1 0 3 % 及び 1 0 2 % で無添加の場合 と同程度であ り、 L —ァスコル ビン

酸 によるダル タチ才 ン産生量の増加は確認で きなか つた。

[01 30] これ に対 して、 Ε ρ ί L ί f e 培地 にァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを 0

. 5 1 . O m M 或 いは 2 . O m M 添加 した培地で培養 した N H E K 細胞の

場合 には、総 ダル タチオ ン産生量は、各 々、 1 0 6 % 、 1 1 1 % 、 1 7 %

とな り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの添加量 に依存 して総 ダル タチオ ン

産生の増強が認め られた。 また、 Ε ρ ί L ί f e 培地 にァスコル ビン酸 2 _

ダル コシ ドを 0 . 5 、 1 . O m M 或 いは 2 . 0 m M 添加 した培地で培養 した

N H E K 細胞の場合 には、還元型 ダル タチオ ン産生量は、各 々、 1 0 6 % 、

1 1 % 、 7 % とな り、 ァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドの添加量 に依存

したァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドによる還元型 グル タチ才 ン産生の増強が

認め られた。なお、還元型 ダル タチオ ンの増加の度合いが総 ダル タチオ ンと

同程度であ り、 この ことは、還元型 ダル タチオ ンレベルが低下することな く

、総 ダル タチオ ン産生量が増加 していることを示 している。実験 3 の A 4 3

1 細胞 の場合 と同様 に、 N H E K 細胞の場合 においても、 ァスコル ビン酸 2



- ダル コシ ドか ら細胞障害 を引 き起 こさない程度 に L —ァスコル ビン酸が遊

離 され、 ダル タチオ ンの産生増強効果 を発揮すると考 え られる。

[01 3 1 ] 実験 3 及び 4 の結果は、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドが総 ダル タチオ ン

産生な らびに還元型 ダル タチオ ン産生を増強する顕著な作用を有することを

示すものであ り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドが、総 ダル タチオ ンの産生

増強剤、 または還元型 ダル タチオ ンの産生増強剤 と して利用で き、 この作用

を通 じて生体の老化 を抑制することがで きることを示唆 している。

[01 32] < 実験 5 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの D i c k k o p f - 産 生 に及

ぼす影響 >

ヒ 卜の肌 に存在する蛋 白質であ って、 シミの原因 となるメラニ ンの生成及

び蓄積 を抑制する作用を有することが知 られている、 D ί c k k o p f _ 1

(以下、 「D K K 1 」 と略記する）産生に及ぼすァスコル ビン酸 2 —ダル コ

シ ドの影響 を調べ る実験 を、 D K K 1 産生能 を有する、正常 ヒ 卜皮膚線維芽

細胞である N H D F 細胞 （クラボウ社販売）を用い、以下のように して行 つ

た。

< N H D F 細胞 におけるァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの D K K 産生に及

ぼす影響 >

9 6 穴 プ レー 卜に細胞濃度 1 X 0 4個 / 穴 となるように、培養培地で希釈

した N H D F 細胞 を播種 した。播種 してか ら 2 4 時間後 にプ レー 卜の各 ゥェ

ル中の上清 を除去 し、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを終濃度 0 . 5 、 1 、

2 、 4 又 は 8 m M となるように、各 ゥエル に添加 した。対照 と して、 ァスコ

ル ビン酸 2 —ダル コシ ドを添加 しない系を設 けた。 ァスコル ビン酸 2 —ダル

コシ ド添加後、培養 1 日目、 3 日目に 9 6 穴 プ レー 卜の各 ゥエルの上清 を採

取 し、上清中の D K K 1 を D K K 1 測定用 E L I S A (商 品名 『R a y B i

o 』、 レイバイオテ ック社製）にて定量 （n = 3 ) した。測定値の統計学的

解析 は、 t 検定 （t _ t e s t ) ( 『基礎統計学 I I I 自然科学の統計学』

、財団法人 東京大学 出版会発行、 1 8 7 頁 （2 0 0 8 年）参照）によ り行

つた。結果 を表 6 に示す。



[ 0 133] [ 表 6 ]

* : P<0.05

* * : P < 0.01

[01 34] 表 6 に示 されるとお り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドは、濃度依存的に

N H D F 細胞か らの D K K 産生を有意 に促進 させた とともに、培養 日数 1

日目と 3 日目の D K K 1 産生量の関係か ら、培養時間依存的に D K K 産生

を有意 に促進 した。

[01 35] 本実験結果か ら、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドは、生体 に投与すること

によ り、 D K K 1 の産生を促進 し、 これによ りメラノサイ トのメラニ ン産生

を抑制 し、ケラチ ノサイ 卜へのメラノソ一厶の輸送 を抑制 し、抗シミ、美 白

作用を奏すると考 え られる。 また、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドは、生体

内の酵素の作用によ り L —ァスコル ビン酸 と D — グル コースに加水分解 され

、 L —ァスコル ビン酸本来の機能 を発揮することか ら、 L —ァスコル ビン酸

はもとよ り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド以外の L _ ァスコル ビン酸の誘

導体、 L —ァスコル ビン酸の塩、及び L —ァスコル ビン酸誘導体の塩 も、生

体 に投与することによ り、 D K K 1 の産生を促進 し、 これによ りメラノサイ

卜のメラニ ン産生を抑制 し、ケラチ ノサイ 卜へのメラノソ一厶の輸送 を抑制

し、抗シミ、美 白作用が奏せ られると考 え られる。殊 に、 ァスコル ビン酸 2

—ダル コシ ドとそのナ 卜リゥ厶塩の結晶は、 L —ァスコル ビン酸 よ りも安定

で、且つ、生体内において L —ァスコル ビン酸 を遊離 し、 L —ァスコル ビン

酸本来の機能が発揮 されることか ら、 D K K 1 産生を促進するための成分 と



して最 も好適 に用いることがで きる。

< 実験 6 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの小眼球症関連転写因子の活性化

に及ぼす影響 >

小眼球 関速車云写因子 ( m i c r o p h t h a I m i a — a s s o c i a

t e d t a n s c r i p t i o n f a c t o r 、以下、 「M I T F 」

と略記する）は、肥満細胞、破骨細胞、色素細胞や心筋細胞で特異的に発現

する蛋 白質であ り、 リン酸化 されることによ り活性化 し、 メラノサイ トゃァ

レルギ一疾患に関与する種 々の蛋 白質の発現 に関わ っている。 M I T F の活

性化 を抑制することによ り、 ア レルギー疾患やメラノサイ 卜増殖異常を抑制

し、肌あれ抑制や美 白効果が期待で きる。 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの

M I T F の活性化 に及ぼす影響 を調べ る実験 を、マウスメラノ一マ細胞株 B

6 細胞 （以下、 「B 1 6 細胞」 と略記する。）を使用 し、以下のように し

て行 った。

< 試験溶液 >

1 0 % ( v / v ) 牛胎児血清及び抗生物質を含むダルベ ッコのM E M 培地

(以下、 「D _ M E M 培地」 と略記する。）に、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コ

シ ド （株式会社林原販売、試薬級） と L _ ァ ス コル ビン酸 （和光純薬工業株

式会社販売、特級） とを、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド又は L —ァスコル

ビン酸の最終濃度が 2 . 0 又 は 8 . O m M となるように溶解 して試験液 を調

製 した。

< B 6 細胞 におけるM I T F 産生量の定量方法>

D —M E M 培地 を用いて継代培養 した B 1 6 細胞 を回収 し、 D —M E M 培

地 に再懸濁 し、 6 穴 プ レー 卜に、 1 X 1 0 5細胞 / 2 m I / ゥエルで播種 して

2 4 時間培養 した。 その後、培養液 を吸引除去 し、試験液の何れかを 2 m I

/ ゥエル添加 して、 2 時間培養 を行 った。対照 と して、 D —M E M 培地のみ

を、 2 m I / プ レー ト添加 して、 2 時間培養 を行 った。培養上 清 を除去 した

各 プ レー 卜に、氷冷 したダルベ ッコ P B S ( - ) ( 曰水製薬株式会社販売）

を加えて、細胞 を洗浄 した後、 6 2 . 5 m M T r i s - H C I p H 6 . 8



、 % S D S 、 1 0 % グ リセ ロール、 5 0 m M ジチオス レイ ト一ル、

0 . 0 プロモフエノール プル一を含有する S D S サ ンプルバ ッファ一

を 0 . 1 m l / ゥエル添加 して、 スク レイパーで細胞 を回収 した。 この細胞

液 を超音波破砕機 （O s m ί η ί c s 社 ）で処理後、 S D S ポ リアク リル ァ

ミ ドゲル電気泳動 を行 った。ニ トロセル ロース膜 に電気的に転写後、一次抗

体 （A n t i p h o s p h o - M I T F ( S e r 4 7 3 ) 、 または A n t

i M I T F ) 、 二次抗体 と反応 させ、 L u m i G L O を反応 させた後、 X 線

フ イル ム を露光 し、 M I T F 陽性バ ン ドを検 出 した。得 られたバ ン ド強度解

析 を S c i o n I m a g e を用いて行ない、 リン酸化 M I T F 及び M I T

F の量 を求めた。なお、 B 1 6 細胞の培養 はいずれの場合 も 5 容量％炭酸 ガ

ス培養装置 を使用 した。各試験液で培養 した場合の B 1 6 細胞の _ ァクチ

ン量 を 1 0 0 % と した場合の リン酸化 M I T F 及び M I T F の相対量、及び

リ ン酸化 M I T F / M I T F 比 を求めた。結果 を表 7 に 示す。

[01 37] [ 表 7]

* :細胞障害のため測定できず

[01 38] 表 7 に示 されるとお り、 L —ァスコル ビン酸 を 2 . O m M 添加 した D —M

E M 培地では細胞障害が生 じ、 B 6 細胞 におけるM I T F 量 は測定で きな

か った。なお、対照 （ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無添加）の D —M E M

培地で培養 した場合の B 6 細胞 における リン酸化 M I T F Z M I T F は 0

. 9 0 であ った。

[01 39] これ に対 して、 D —M E M 培地 にァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを 2 . 0

又 は 8 . O m M 添加 した培地で培養 した B 1 6 細胞 においては、 リン酸化 M

I T F / M I T F 比 は、各 々、 0 . 6 0 、 0 . 3 6 とな り、 ァスコル ビン酸

- ダル コシ ドの添加量 に依存 してM I T F の リン酸化の抑制が認め られた



。これらの実験結果は、ァスコルビン酸 2 _ ダルコシ ドがM I T F の リン酸

化を抑制する顕著な作用を有することを示すものであり、ァスコルビン酸 2

- ダルコシ ドが、M I T F の リン酸化による活性化を抑制することを通 じて

、肌荒れ抑制や美白のために機能すること示唆 している。

[0140] < 実験 7 ：ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドの抗シヮ試験 （1 ) >

ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドを配合 したクリームを用い、肌におけるシ

ヮ改善の作用を調べるため、ボランティアによる試験を行った。すなわち、

顔のシヮに悩む 3 7 乃至 5 5 歳の女性 1 6 名を被験者として選択 し、ァスコ

ルビン酸 2 —ダルコシ ドとして、ァスコルビン酸 2 - ダルコシ ド無水結晶含

有粉末 （商品名 『A A 2 G』、株式会社林原販売）を用い、これを2 質量％

配合する下記配合の試験クリームを、 1 回 1 g 、朝の洗顔後及び晩の入浴後

の 1 日2 回、 9 0 日間にわたって左右の目の周囲に塗布 した。なお、試験ク

リームは、試験期間中、可能な限り、皮膚に塗布された状態を維持させた。

試験期間中、被験者には、シヮ改善効果を標榜する化粧品等の使用を避ける

以外は、通常の日常生活を過ごすよう指導 した。試験開始時 （0 曰目）、試

験中間 （4 5 日目）、及び試験終了後 （9 0 日目）に、下記の方法により皮

膚表面形状からシヮの深さを測定 し、平均値を求めた結果を表 8 に示 した。

< 皮膚表面形状シヮの三次元計測>

試験開始時 （0 日目）、試験中間 （4 5 日目）、及び試験終了後 （9 0 曰

目）に、両目尻を被検部位として、反射用レプリカ作成キットA B S —0 1

- W (株式会社アサヒバイオメッド社製）を用いて肌のレプリカを採取 した

。反射用レプリカ解析システムA S A —0 3 R (株式会社アサヒバイオメッ

ド社製）を用いてレプリカの表面形状を解析することによりシヮ部分を特定

し、被検部位における基準面からのシヮの平均深さを求めた。

[ 0 14 1] < 試験クリーム>

(配合処方）

配合成分 （質量％

)



( 1 ) ジメチコン 0 . 3

( 2 ) ス クヮラン 2 . 0

( 3 ) イ ソ ノナ ン酸セテ ア リリレ 1 . 0

( 4 ) 卜リエチルへキサ ノイン 2 . 0

( 5 ) 才 クチル ドデカノ一ル 2 . 0

( 6 ) 脂肪酸 （C — 1 0 — 3 0 ) ( コ レステ リル / ラノステ リル） 3 . 0

( 7 ) ミ リスチ ン酸ポ リグ リセ リル _ 1 0 3 . 5

( 8 ) セ タノ一ル 3 . 5

( 9 ) バ チル アル コール 1 . 0

( 1 0 ) ノ《ル ミチ ン酸セチル 2 . 0 5

( 1 1 ) ステ ア リン酸 グ リセ リル S E 2 . 5

( 1 ) ステ ア リン酸バチル 2 . 5

( 1 3 ) 1 ， 3 _ プチ レング リコール 3 . 0

( 1 4 ) メチルパ ラベ ン 0 . 2

( 1 5 ) グ リセ リン 4 . 5

( 1 6 ) トレハ ロースの糖質誘導体含有 シラップ 2 . 0

(株 式会社林原販売、商品名 「トルナ一 レ」）

( 1 7 ) ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 2 . 0

(商 品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売）

( 1 8 ) クェ ン酸 適量

( 1 9 ) クェ ン酸ナ トリウム 適量

( 2 0 ) 水酸化 力 リウ厶 適量

( 2 1 ) 精製水 適量

8 ]

クリーム塗布期間 シヮ深さ 減少率
(曰） ( j m ) ( )

0 204 0
45 60 20.7
90 126 34.8



[0143] 表 8 に示 されるとお り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを配合 したク リ一

厶を塗布すると、塗布 日数 に従 ってシヮの深 さが減少 した。 この結果は、 ァ

スコル ビン酸 2 —ダル コシ ドが、皮膚 におけるシヮの改善効果 を有すること

を示 している。

[0144] < 実験 8 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの抗シヮ試験 （2 ) >

実験 7 に明記 してはいないが、実験 7 において、 4 0 歳前後のボランテ ィ

ァにあ っては、両 目尻のシヮの平均深 さが他の年齢のボランテ ィアと比べ、

よ り浅 くなる傾向を認めた ことか ら、別途、 4 0 ± 2 歳の女性ボランテ ィア

0 名 を被験者 と して、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを配合 したク リーム

の作用についてよ り詳細 に調べた。すなわち、試験期間を 4 2 日間 と した以

外は実験 7 と同様 に して、実験 7 で用いた と同 じァスコル ビン酸 2 - ダル コ

シ ドを配合 したク リームを用い、実験 7 と同様 に して、 その両 目尻の小ジヮ

改善効果 について試験 （以下、単 に 「追加試験」 と言 う。） した ところ、被

験者 1 0 名中 6 名 において、顕著な 目尻の小ジヮ改善効果が認め られた とと

もに、 目尻の肌の艷ゃ保湿状態 も良好であ った。 また、本追加試験 において

は、試験開始直前 と直後 に、 目尻の肌のター ンオーバ 一 を調べ る目的で、角

層細胞面積 による角層のター ンオーバ 一測定法 （スライ ド法） （『フ レグラ

ンス ジャーナル』、第 3 6 巻、第 5 号、 2 8 乃至 3 0 頁、 2 0 0 8 年参照

) に準 じて、被験者 1 0 名の両 目尻に粘着テープを個別 にそれぞれ押 しつけ

て皮膚表面の角層細胞 を採取 し、染色 し、角層細胞面積 を測定 した後、本試

験前 に測定 していた各被験者の両 目尻の角層細胞面積 と比較 した。なお、前

記角層 ター ンオーバ 一測定法は、角層細胞面積 （細胞のサイズ）を測定する

ことによ り、肌のタ一 ン才一バ 一速度 を推定するという比較的簡便な方法で

ある。なお、本測定法は、角層細胞面積 と角層のター ンオーバ 一 の関係 と し

て、角層のター ンオーバ 一 が速 くなるほど、角層細胞面積 は減少すること、

角層のター ンオーバ 一 はケラチ ノサイ 卜を生成する基底細胞の分裂速度 に対

応すること、更に、角層のター ンオーバ 一速度 と肌のター ンオーバ 一速度 と

は正比例の関係 にあることに基づいている。



[0145] 前記角層ターンオーバ一測定結果によれば、前記被験者 6 名の両目尻の角

層細胞面積は、試験直前と比べ平均で約 5 %減少し、両目尻の角層のターン

オーバー速度 （基底細胞の分裂速度）が平均で約 1 . 2 倍高められていた。

本追加試験において設定した4 2 日間という試験期間は、ボランティアの年

齢に対応する肌のターンオーバ一 1周期分弱に相当すること、さらに、タ一

ン才一バーの遅れが小ジヮを誘発すると言われていることを勘案すると、本

試験結果は、当該クリームが肌のタ一ン才一バ一の遅れを即効的に改善 し、

小ジヮ改善効果を奏することを示 している。また、4 0 ± 2 歳という年齢は

、肌のターンオーバ一に要する日数が2 0 代の約 2 倍となる年齢であり、小

ジヮが目立ってくる年齢であることから、当該クリームは、当該年齢層を含

む、所謂プレエイジング世代、殊に、中年女性用の小ジヮ改善剤として極め

て有用である。

[0146] < 実験 9 ：ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド—ナ トリウム塩の結晶>

< 実験 9 _ 1 ：ァスコルビン酸 2 ダルコシ ドーナ 卜リウ厶塩結晶の調製>

ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G』、

株式会社林原製） 1 0 0 g を、 6 Nの水酸化ナ トリウム 1 O Om I に溶解さ

せた後、さらにメタノールを 1 O Om I 加えて撹拌 し、4 °Cで約 3 週間静置

したところ、白濁が認められ、顕微鏡観察 したところ結晶の生成が認められ

た。結晶懸濁液をガラスフィルタ一にて濾過することにより析出した結晶を

回収 し、 0 . 1 Nの塩酸を含有する7 0 %メタノ一ル水溶液で洗浄 した後、

4 0 °Cで乾燥 し約3 5 g の結晶粉末を得た。

[0147] < 実験 9 — 2 ：ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド—ナ トリウム塩結晶の生成条

件の検討>

ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G』、

株式会社林原製） 1 0 g に対 し、下記表 8 に示す 1乃至 1 O Nの水酸化ナ 卜

リゥ厶水溶液を 1 0 m l 添加 し、溶解させた後、メタノ一ルを 1 0 m l 添加

、混合 し、種晶として実験 9 _ で得たァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドーナ

卜リゥ厶塩結晶を3 0 m g 加え、4 °Cで2 4 時間静置 し結晶の析出の程度を



目視 にて調べた。結晶析 出の程度 は、

「― 」 ：結晶が析 出せず

「十」 ：結晶が僅かに析出

「十十」 ：結晶が容量の半分程度析 出

「十+ 十」 ：結晶が全体 に析 出 し固化

の 4 段階に分 けて判定 した。結果 を表 9 に示 した。

[表 9]

表 9 に示す とお り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 を 5



N、 6 N、 8 N 及び 1 0 N の各濃度の水酸化ナ 卜リウ厶水溶液 に溶解 し、 メ

タノ一ル を添加 した試料か らそれぞれ結晶の析 出が認め られ、結晶の析 出量

は水酸化ナ トリウム濃度が高 くなるほど増加 した。一方、水酸化ナ トリウム

濃度が 4 N 以下の場合、結晶の析 出は全 く認め られなか った。水酸化ナ トリ

ゥ厶濃度が 5 N の場合、溶液 中でのァスコル ビン酸 2 - ダル コシ ドとナ トリ

ゥ厶 とのモル比は 1 . 7 であ り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ 卜リウ

厶塩結晶の生成 には、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドに対 し、 モル比で 1 .

7 以上の水酸化ナ 卜リゥ厶を要することが判明 した。

[01 50] < 実験 9 — 3 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩結晶>

実験 9 _ 1 で得 た結晶粉末約 1 0 g を 5 0 °C で 2 4 時間真空乾燥 した とこ

ろ、実験 9 _ 1 で得た結晶 とは外観が異なる結晶粉末約 8 . 4 g が得 られた

。得 られた結晶は、実験 9 _ 1 で得た結晶 とは異なる新たな結晶 と考 え られ

た。

[01 5 1 ] < 実験 1 0 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩結晶についての

各種分析 >

実験 9 _ 1 及び 9 — 3 で得た結晶それぞれについて、結晶形の観察、 H P

L C 分析、ナ トリウム含量の測定、赤外線吸収 スぺ ク トル （F T — I R ) の

測定、及び、粉末 X 線回折図の測定を行な った。

[01 52] < 実験 1 0 _ 1 ：結晶の形状 >

実験 9 _ 及び 9 — 3 で得た結晶をそれぞれスライ ドグラス上 に乗せ、位

相差顕微鏡 を用いて結晶の形状 を観察 し、写真撮影 を行 った。 それぞれの結

晶の写真 を図 1 及び図 2 に示 した。図 1 に見 られるとお り、実験 9 — 1 で得

た結晶の形状 は、薄い板状又は柱状であ った。一方、図 2 に見 られるとお り

、実験 9 — 3 で得 た結晶の形状 は、形が崩れたものが多いものの板状であ つ

た。

[01 53] く 実 験 1 0 _ 2 ：H P L C 分析 >

実験 9 _ 1 及び 9 _ 3 で得 た結晶をそれぞれ適量の純水 に溶解 し、下記の

条件 による H P L C 分析 に供 した。対照 と して、試薬級のァスコル ビン酸 2



—ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド

9 9 9 』、純度 9 9 . 9 % 以上、株式会社林原製）を用い、同条件で分析 し

た。

< H P L C 分析条件 >

カラム ：W a k o p a k W a k o b e a d s T — 3 3 0 Η +型

(内径 1 O m m X 長 さ 3 0 0 m m ) (和光純薬工業株式会社販売）

溶離液 ：0 . 0 0 0 1 N 硝酸水溶液

流速 ：0 . 5 m I / 分

/皿 又 - 主 /皿

検 出 ：示差屈折計

[01 54] 実験 9 _ 1 及び 9 _ 3 で得 た結晶を純水 に溶解 しH P L C 分析 に供 した と

ころ、 いずれのクロマ トグラムにおいても、対照のァスコル ビン酸 2 —ダル

コシ ド無水結晶の場合 と同様 に、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの ピークの

みが検 出され、 いずれもァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド純度 は約 1 0 0 % で

あ った ことか ら、実験 9 _ 1 及び 9 _ 3 で得 た結晶はァスコル ビン酸 2 - グ

ル コシ ドを構成成分 と して含む結晶であることが確認 された。

[01 55] < 実験 1 0 _ 3 ：水分含量の測定>

実験 9 _ 1 及び 9 _ 3 で得 た結晶粉末の水分含量 を、常法の減圧乾燥法 （

5 0 °C 、 2 4 時間）にて測定 した ところ、 それぞれ、 1 4 . 9 質量％及び 0

. 2 質量％であ った。 この結果か ら、実験 9 _ 1 で得た結晶はァスコル ビン

酸 2 —ダル コシ ドを含む含水結晶であ り、実験 9 — 3 で得 た結晶は、 ァスコ

ル ビン酸 2 —ダル コシ ドを含む無水結晶であると考 え られた。

[01 56] < 実験 1 0 — 4 ：ナ トリゥ厶含量の測定>

実験 9 _ 3 で得 た無水結晶を無水物換算で 2 5 m g 秤取 し、 5 0 m I の純

水 に溶解 し、 さ らに純水で 5 倍希釈 して測定試料 と した。試料中のナ 卜リウ

厶量 を、誘導結合 プラズマ発光分光分析装置 （I C P — A E S ) C I R O S

- 0 (株 式会社 リガク社製）を用い、下記の条件で測定 した。

[01 57] < I C P - A E S 測定条件 >



プラズマ電力 ：1 4 0 OW

プラズマガス ：1 3 . 0 L / 分

補助 ガス及びネプライザ一ガス ：1 . 0 L / 分

プランク ：6 0 % 硝酸の 1 0 0 0 倍希釈液

ナ 卜リウ厶検量線溶液 ： I C P マルチェ レメン 卜スタンダー ド I V ( M e

「〇 ！ 社製）を 0 . 1 乃至 1 0 p p m に希釈 したもの

[01 58] 実験 9 — 3 で得た無水結晶の固形分中のナ 卜リゥ厶含量は 8 . 7 質量 0/ 0で

あ った。 この値 は、実験 9 — 3 で得た無水結晶が 1 モルのァスコル ビン酸 2

—ダル コシ ドと 1 モルのナ 卜リゥ厶及び 1 / 2 モルの水酸化ナ 卜リゥ厶を含

有すると仮定、すなわち、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドとナ トリウムのモ

ル比が 1 ： 1 . 5 であると仮定 した場合のナ トリウム含量の理論値 8 . 8 質

量％ と近似 した値であ った ことか ら、得 られたァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ

ド—ナ トリウム塩結晶は、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド2 モル に対 し、ナ

卜リゥ厶 と して 3 モル 含有すると考 え られた。

[01 59] なお、上記の とお り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩の含

水結晶における水分含量は約 1 5 質量％であ り、 ァスコル ビン酸 2 _ ダル コ

シ ドとナ トリゥ厶及び水酸化ナ 卜リゥ厶を上記のモル比で含む と仮定すると

、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドと水分子のモル比はおよそ 1 : 4 とな り、

含水結晶はァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド1 分子に対 し4 分子の結晶水 を含

む ことになる。

[01 60] 実験 1 0 _ 1 乃至 1 0 — 4 の結果か ら、実験 9 _ で得た結晶はァスコル

ビン酸 2 - ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩の含水結晶であ り、実験 9 — 3 で得た

結晶はァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ 卜リゥ厶塩の無水結晶であること

が確認 された。

[01 6 1 ] < 実験 1 0 _ 5 ：F T _ I R スぺ ク トル >

実験 9 _ 3 で得 た無水結晶粉末 2 m g に赤外吸収 スぺ ク トル分析用臭化 力

リウ厶 2 0 0 m g を加え、めの う製乳鉢で粉砕 混合 し、錠剤 に成形 したも

のを分析 に供 した。装置 には、赤外分光光度計 F T I R - 8 3 0 0 (株 式会



社島津製作所製）を使用 した。対照 と して、試薬級のァスコル ビン酸 2 _ グ

ル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド 9 9

9 』、純度 9 9 . 9 % 以上、株式会社林原製）を用い、同様 に測定 した。結

果 を図 3 に示 した。

[01 62] 図 3 A に見 られるとお り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド一ナ トリウム塩

の無水結晶粉末の F T — I R スペ ク トル には、 1 5 8 0 c m - i 付近 に大 きな

吸収が認め られた。一方、図 3 B に見 られるとお り、対照のァスコル ビン酸

2 - ダル コシ ド無水結晶含有粉末では当該位置 に吸収 は認め られず、別途、

7 0 0 c m - 1及び 1 7 7 0 c m - 1付近 に大 きな吸収が認め られた。ナ トリ

ゥ厶塩の無水結晶の 1 5 8 0 c m - i 付近 における大 きな吸収 は、結晶に含 ま

れるナ トリゥ厶の影響 によるカルボニル基の伸縮振動 によるもの と推定され

た。両者の F T — I R スぺ ク トルの相違は、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド

—ナ 卜リウ厶塩の無水結晶粉末 においてァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドが塩

の形態で存在 しているのに対 し、対照のァスコル ビン酸 2 - ダル コシ ド無水

結晶含有粉末 におけるァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドは遊離の酸の形態で存

在 していることに起因すると考 え られた。

[01 63] < 実験 1 0 _ 6 ：粉末 X 線回折図>

粉末 X 線回折装置 （商品名 『X' P e r t P r o M P D 』、 スぺ ク 卜

リス株式会社製）を用い、実験 9 _ 1 で得たァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ド

—ナ 卜リゥ厶塩の含水結晶 と、実験 9 _ 3 で得た無水結晶をそれぞれ試料 と

し、 いずれも約 5 0 m g をシ リコ ン製無反射板 に乗せ、回転 させなが ら下記

の条件 にて C u — Κ 線 を照射 し、反射法で粉末 X 線回折図を求めた。得 ら

れた粉末 X 線回折図を図 4 A 及び B に示 した。対照 と して、国際公開第W O

2 0 / 0 3 3 2 8 号パ ンフ レツ 卜に開示 されたァスコル ビン酸 2 —グ

ル コシ ド含水結晶含有粉末 （純度 9 9 . 5 % 、株式会社林原製）及び試薬級

のァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『ァスコル ビン

酸 2 _ ダル コシ ド 9 9 9 』、純度 9 9 . 9 % 以上、株式会社林原製）につ

いても同様 に測定 し、得 られた粉末 X 線回折図を図 4 C 及び D に示 した。



[01 64] < リ_ 線照射条件 >

X 線管電流 ：4 0 m A

X 線管電圧 ：4 5 k V

波長 ：1 . 5 4 0 5 A

[01 65] ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩の含水結晶は、図 4 A に見

られるとお り、回折角 （2 ) 6 . 8 ° 、 8 . 2 ° 、 1 4 . 3 ° 、 1 7 . 8

。及び 1 8 . 4 ° に特徴的な回折 ピークを示 し、一方、 ァスコル ビン酸 2 _

ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩の無水結晶は、図 4 B に見 られるとお り、回折角

( 2 Θ ) 8 . 0 ° 、 9 . 0 ° 、 1 6 . 4 ° 、 1 7 . 9 ° 及び 2 0 . 8 ° に特

徴的な回折 ピークを示 した。 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ 卜リゥ厶塩

の含水結晶 と無水結晶はそれぞれ互いに相違する粉末 X 線回折図を示 し、 ま

た、 これ らはいずれも従来公知のァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド含水結晶含

有粉末及び無水結晶含有粉末の粉末 X 線回折図 とも全 く相違 していた。

[01 66] この結果か ら、本発明の、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩

の含水結晶及び無水結晶はいずれも新規な結晶であることが判明 した。

[01 67] 因み に、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩の無水結晶を温度

2 5 °C、相対湿度 7 5 . 2 % 以上で一夜放置すると、吸湿 して水分含量が約

5 質量 0/ 0でほぼ一定 とな り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム

塩の含水結晶 と同 じ粉末 X 線回折図を示 した ことか ら、含水結晶は乾燥 によ

り無水結晶へ と、 また、無水結晶は吸湿 によ り含水結晶へ とそれぞれ相転移

することによ り相互変換すると考 え られた。

[01 68] < 実験 1 0 _ 7 ：単結晶 X 線結晶構造解析 >

試薬級のァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『ァス

コル ビン酸 2 _ ダル コシ ド 9 9 9 』、純度 9 9 . 9 % 以上、株式会社林原

製） 2 g を 3 N の水酸化ナ トリウム 1 0 m I に溶解 させた後、 メタノール を

3 0 m l 添加、混合 し、 4 °C で 3 週間静置することによ り、 ァスコル ビン酸

2 —ダル コシ ドーナ 卜リゥ厶塩の含水結晶の単結晶を析 出させた。得 られた

単結晶か ら適当な大 きさのものを選択 し、パ ラ トンオイルで コ一 テ ィング し



X 線 回折装置 にセ ッ トし、振動写真法 によ り、下記の条件 にて X 線回折パ

ター ンを測定 した。測定装置 に R —A X I S R A P I D - R (株 式会社 リ

ガク製）を用い、解析 ソフ トにC r y s t a I S t u c t u e V e

r . 3 . 8 . 2 (株 式会社 リガク製）を用いた。

[01 69] < 測定条件 >

X 線源 ：C u

出力 ：5 0 k V _ 1 O O m A

入射 X 線 ：C u _ Κ 線

入射 X 線サイズ ：約 0 . 5 m m

結晶サイズ ：0 . 3 X 0 . X 0 . m m

検 出器 ：イメージングプ レー 卜

測定温度 ：約 — 1 7 0 °C (窒素 ガス吹付 け法）

[01 70] 単結晶の X 線回折パ ター ンを図 5 に示 した。 X 線回折パ ター ンにおいて、

回折斑点 （スポ ッ ト）が数多 く確認 され、 当該結晶が単結晶であることが確

認 された。 この単結晶 X 線結晶構造解析 によって得 られたァスコル ビン酸 2

—ダル コシ ドーナ 卜リゥ厶塩の含水結晶の結晶学的パ ラメータを表 1 0 にま

とめた。

[01 7 1 ] [ 表 10]

[01 72] 得 られた X 線回折強度データか ら、表 1 0 に示す とお り、 ァスコル ビン酸

2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩の含水結晶は斜方晶系に属 し、空間群 は、 P

b c a ( # 6 1 ) 、格子定数 は、 a = 6 . 9 7 3 3 A b = 4 . 4 8 3 9

A c = 9 . 3 2 2 1 A V = 9 5 1 . 5 4 A s と決定された。

[ 0 173] < 実験 1 1 ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩結晶 とァスコル



ビン酸 2 - ダル コシ ド無水結晶 との配合物の p H >

上記実験 9 — 3 の方法で得たァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ド—ナ トリウム

塩の無水結晶 とァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『

ァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ド 9 9 9 』、純度 9 9 . 9 % 以上、株式会社

林原製） とを無水物換算で、下記表 1 1 に示す 1 0 0 : 0 乃至 0 : 1 0 0 の

質量比で配合 し、次いで、配合物質量の 1 0 倍容量の純水 に溶解 して得た水

溶液の P H をそれぞれ測定 した。結果 を表 1 1 に示 した。



か ：



の無水結晶を単独で溶解 した水溶液の P H は 1 3 . 1 であ り、 ァスコル ビン

酸 2 _ ダル コシ ド無水結晶含有粉末 を単独で溶解 させた水溶液の p H は 1 .

7 であ った。一方、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩の無水結

晶 とァスコル ビン酸 2 - ダル コシ ド無水結晶含有粉末の配合物の水溶液の p

H は、 その配合比率 によって 1 2 . 9 2 . 6 の範 囲を示 した。 ァスコル ビ

ン酸 2 —ダル コシ ド― ナ トリゥ厶塩 とァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドとを用

し、、 それ らを無水物換算で、適宜の比率で配合することによ り、 ァスコル ビ

ン酸 2 - ダル コシ ド水溶液 を酸性か らアル 力 リ性の広い範囲で所望の p H と

することがで き、 とりわけ、 5 5 ：4 5 乃至 4 0 ：6 0 の範囲で配合 した場

合、化粧品製造 において好 ま しい弱アル 力 リ性乃至弱酸性の p H を示す こと

が判明 した。

[01 76] < 実験 1 2 ：ジエル化剤 に対するァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ 卜リウ

厶塩の影響 >

ジェル状化粧品製造 におけるァスコル ビン酸 2 - ダル コシ ド—ナ トリウム

塩の影響 を調べ るため、化粧品分野で汎用されているゲル化剤 と して、表 1

2 に記載の 9 種 のカルボマ一 （カーボポール （日光ケ ミカルズ社製） 5 種、

ハイ ビスヮコ一 （和光純薬社製） 3 種、 ァクペ ック （住友精化社製） 1 種）

、防腐剤及びァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを用い、 ァスコル ビン酸 2 —グ

ル コシ ドを含有するジエル を調製するモデル実験 を行 った。すなわち、 ァス

コル ビン酸 2 —ダル コシ ドを添加時にクェ ン酸緩衝液並びに水酸化ナ 卜リウ

厶で p H 6 . 5 に調整 した場合 と、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ トリ

ゥ厶塩 を用いて中和操作 を行 うことな く、 クェ ン酸緩衝液 を含 まない p H 6

. 5 付近のジエル を調製 した場合 とで、得 られたジエルの性状 を比較 した。

[01 77] 各 ゲル化剤 5 g と、防腐剤 と してのペ ンチ レング リコール 7 . 5 g を水 2

3 7 . 5 g に溶解 し、 ジエルべ一ス （濃度 2 % ) を調製 した。 また、実験 1

0 - の方法で得たァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ トリゥ厶塩含水結晶

を水 に溶解 し、 2 5 0 g 中ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド2 0 g 含有する水

溶液 （以下、 「ァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩水溶液」 と言



う。）を調製 した。各ジエルべ一ス 2 5 g に対 し、 ァスコル ビン酸 2 —ダル

コシ ドーナ トリゥ厶塩水溶液 2 5 g を添加 し、 さ らに水 を加えて全量 を 1 0

O g と し、 p H 6 . 5 付近 となるジエル を調製 した。一方、 ァスコル ビン酸

2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売

) 2 0 g を水 1 0 0 g に溶解 し、 さ らにクェ ン酸緩衝液 （クェ ン酸 1 。/。、ク

ェ ン酸ナ トリウム 1 5 % ) 2 0 g 及び 1 0 % 水酸化ナ トリウム 2 4 . 7 g を

添加 してァスコル ビン酸 2 - ダル コシ ドを中和 した溶液 （総量 1 6 4 . 7 g

、以下、 「ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド中和水溶液」 と言 う。）を調製 し

た。各ジエルべ一ス 2 5 g に対 し、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド中和水溶

液 1 6 . 4 7 g を添加 し、 さ らに 1 0 % 水酸化ナ トリウム 2 g を加え、水 を

加えて全量 を 1 0 0 g と し、 p H 6 . 5 付近 となるジエル を調製 した。各ジ

エル （カルボマ一濃度 ：0 . 5 % 、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド濃度 ：2

% ) の p H 及びジエルの性状 を観察 した結果 を表 1 2 に示 した。



[ 表 12]

表 1 2 に見 られるとお り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを用い、 クェ ン

酸緩衝液並びに水酸化ナ 卜リゥ厶で中和 して調製 したジエルべ一スは、一部

粘性 を示すものが得 られたものの、 いずれも流動性が高 く、ゲル と しての形



状 を保持するものは得 られなか った。一方、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド

—ナ 卜リゥ厶塩 を用いて調製 したジエルべ一スは、 いずれも粘性 を維持 して

お り、ゲル と しての形状 を保持するものが得 られた。 これ らの結果は、 ァス

コル ビン酸 2 —ダル コシ ド― ナ トリゥ厶塩 を用いれば、 ァスコル ビン酸 2 _

ダル コシ ドでは調製が難 しか ったジ I ル状化粧品を比較的容易に製造するこ

とがで きることを物語 っている。

[01 80] < 実験 1 3 ：化粧水の抗シヮ作用>

表 1 3 に示す処方 （数値 は質量％ ) に基づ き 3 種類の化粧水、すなわち、

ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無添加の化粧水 1 (対照）、 ァスコル ビン酸

2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売

) を 2 質量 0/ 0配合 し、 中和剤 と して水酸化ナ トリウムを、 p H 調節剤 と して

クェ ン酸及び クェ ン酸ナ トリウムを用いた化粧水 2 、及び、後述する実施例

の方法で得たァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩無水結晶粉末

を 2 質量％配合 し、 中和操作 を行 うことな く調製 した化粧水 3 を調製 し、抗

シヮ作用に関するボランテ ィア試験 を行 った。

[01 8 1 ] (化粧水 1 ) ：表 1 3 の （1 ) 、 （4 ) ~ ( 7 ) を精製水 （1 4 ) に溶解 し

、水相 を調製 し、 これに予めポ リオキシエチ レン才 レイル アル コール （8 )

及び香料 （1 0 ) をエタノール （9 ) に溶解 したものを混和 し、適量の水酸

化ナ 卜リゥ厶を用いて p H を 6 . 5 に調整 して製造 した。

(化粧水 2 ) ：表 1 3 の （1 ) 、 （4 ) ~ ( 7 ) を精製水 （1 4 ) の一部 に

溶解 した後、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド （2 ) と してァスコル ビン酸 2

—ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売）

を用い、 これを溶解 し、次いで水酸化ナ トリウムを用いて中和 し、 p H 調節

剤 と してのクェ ン酸 （1 1 ) 及び クェ ン酸ナ トリウム （1 2 ) を添加するこ

とによ り p H を 6 . 5 に調整 し、残 りの精製水 を加えて水相 を調製 した以外

は化粧水 1 と同様 に して製造 した。

(化粧水 3 ) ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩 （3 ) と して後

述の実施例 2 の方法で調製 したァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ド—ナ トリウム



塩無水結晶粉末 を配合 し、 p H を 6 . 5 と した以外は化粧水 1 と同様 に して

製造 した。

[01 82] [ 表 13]

[01 83] 上記で得た化粧水 1 (対照）、化粧水 2 及び化粧水 3 について、 それぞれ

の抗シヮ、抗小ジヮ作用を調べた。すなわち、 シヮ、小ジヮに悩む 3 7 歳 か

ら 5 5 歳 の 3 0 名の女性被験者 をランダムに 1 0 名ずつ 3 グループに分 け、

それぞれのグループにっ き、化粧水 1 ~ 3 のいずれかをそれぞれ 1 日 2 回 （

朝及び夜）、 4 週間連続使用させた。試験期間中、被験者 には、 シ ヮ改善効

果 を標榜する化粧品等の使用を避 ける以外は、通常の 日常生活 を過 ごすよう

指導 した。試験期間終 了後、被験者全員に、 シ ヮ、 小ジヮの改善、肌のは り

の改善、及び、使用感 についてアンケー ト調査 を実施 した。 それぞれのダル

—プで、 シヮ、小ジヮ又は肌のは りに 「改善効果があ った」及び 「使用感が

良好であ った」 と回答 した人数 を表 1 4 にまとめた。

[01 84]



[ 表 14 ]

[01 85] 表 1 4 に示 されるとお り、化粧水 1 でシヮ、小ジヮゃ肌のは りに 「改善効

果があ った」 と回答 したのは被験者 1 0 名 中 2 名以下であ つたが、化粧水 2

及び 3 では 6 名以上が 「改善効果があ った」 と回答 した。 また、使用感 につ

いても、化粧水 1 が 「良好であ った」 と回答 した被験者 は 1 0 名 中 3 名であ

つたが、化粧水 2 では 5 名、化粧水 3 では 7 名が 「良好であ った」 と回答 し

た。なお、試験期間中、皮膚 トラプルは一人もな く、安全性 においても問題

なか った。上記の結果は、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド又はそのナ 卜リウ

厶塩 を用いた化粧水は、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無添加の化粧水 に比

ベ、 シヮ、小ジヮを改善 し、肌 には りを与える効果 に優れたものであること

を示すものである。

[01 86] < 実験 1 4 ：乳液の抗シミ、 ソバ カス作用>

表 1 5 に示す処方 （数値 は質量％ ) に基づ き、 3 種類の乳液 （ェモ リエ ン

卜ローシ ョン）、すなわち、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無添加の乳液 1

(対照）、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A

2 G 』、株式会社林原販売）を 3 質量 0/ 0配合 し、水酸化ナ トリウムを用いて

中和及び p H 調整 した乳液 2 、及び、後述する実施例 2 の方法で得たァスコ

ル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ 卜リゥ厶塩無水結晶粉末 を 3 質量 0/ 0配合 し、 中

和操作 を行 うことな く調製 した乳液 3 を得た後、抗シミ、 ソバ カス作用に関

するボランテ ィァ試,験 を行 った。

[01 87] (乳液 1 ) ：精製水 （1 5 ) に表 1 4 の （7 ) ~ ( 9 ) 、 （1 4 ) を加 え加

熱混合 し、水酸化ナ トリウムを用いて p H 7 . 0 の水相 と した。別途、表 1

5 の （1 ) ~ ( 5 ) を混合 し7 0 °C に加熱 し油相 と した。 この油相部 を上記



水相 に加えて予備乳化 を行い、次いで、ホモミキサーにて均一に乳化 し冷却

した後、 卜リエタノ一ル ァミン （6 ) 、 カルボキシ ビ二ルポ リマ一 （1 0 )

及び香料 （1 1 ) を添加することによ り乳液 を製造 した。

(乳液 2 ) ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド （1 2 ) と してァスコル ビン酸

2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売

) 用い、 これを精製水 （1 4 ) の一部 に溶解 し、水酸化ナ トリウム （1 4 )

を加 えて中和及び p H 7 . 0 に調整 したものを最後 に添加 した以外は乳液 1

と同様 に して製造 した。

(乳液 3 ) ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩 （1 3 ) と して後

述の実施例 2 の方法で調製 したァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ド—ナ トリウム

塩無水結晶粉末 を用い、 これを精製水 （1 4 ) の一部 に溶解 したものを最後

に添加 し、 P H 7 . 0 に調整 した以外は乳液 1 と同様 に して製造 した。

[表 15]

上記で得た乳液 1 (対照）、乳液 2 又 は乳液 3 について、抗シミ、 ソバ カ

ス作用を調べた。すなわち、 シミ、 ソバ カスに悩む 2 2 歳 か ら 5 1 歳 の 3 0



名の女性被験者 をランダムに 1 0 名ずつ 3 グループに分 け、 それぞれのダル

—プにっ き、乳液 1 ~ 3 のいずれかを 4 週間連続使用させた。なお、試験期

間中、被験者 には、 シミ、 ソバ カス改善効果 を標榜する化粧品等の使用を避

ける以外は、通常の 日常生活 を過 ごすよう指導 した。試験期間終 了後、肌の

シミ、 ソバ カスの改善効果 をアンケ一 卜調査 によ り判定 した。試験結果 を表

6 に示 した。

[01 90] [ 表 16]

[01 9 1 ] 表 1 6 に示 されるとお り、乳液 1 (対照）でシミ、 ソバ カスが 「改善 した

」 と回答 したのは被験者 1 0 名 中 1 名であ り、 「やや改善 した」 と回答 した

のは被験者 1 0 名 中 2 名であ ったのに対 し、乳液 2 及び 3 では、 7 名以上が

「改善 した」又は 「やや改善 した」 と回答 した。なお、試験期間中、皮膚 卜

ラプルは一人もな く、安全性 においても問題なか った。上記の結果は、 ァス

コル ビン酸 2 —ダル コシ ド又はそのナ 卜リゥ厶塩 を用いた乳液 は、 ァスコル

ビン酸 2 —ダル コシ ド無添加の乳液 に比べ、 シミ、 ソバ カスを改善する効果

に優れたものであることを示すものである。

[01 92] < 実験 1 5 ：洗顔料の抗弛み作用>

表 1 7 に示す処方 （数値 は質量％ ) に基づ き、 3 種類の洗顔料 （洗顔 ク リ

― 厶）、すなわち、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無添加の洗顔料 1 (対照

) 、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』

、株式会社林原販売）を 2 質量％配合 し、水酸化 カ リウムを中和及び p H 調

整 に用いた洗顔料 2 、及び、後述する実施例 3 の方法で得たァスコル ビン酸

2 - ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩無水結晶粉末 を 2 質量 0/ 0配合 し、 p H 調節剤

を用いることな く調製 した洗顔料 3 を得た後、抗弛み作用に関するボランテ

ィァ試験 を行 った。



[01 93] (洗顔料 1 ) ：精製水 （1 4 ) に表 1 7 の （1 1 ) ~ ( 1 3 ) を溶解 し水相

と した。別途、予め表 1 6 の （1 ) 〜 ( 8 ) を混合、融解 し7 0 °C に調整 し

ておいた油相 に上記水相 をか き混ぜなが ら徐 々に加え、 7 0 °C に保持 してけ

ん化反応 を終 了させた。 これを撹拌 しなが ら 5 0 °C まで冷却 し、均一に混合

し2 5 °C まで冷却することによ り、 p H 9 . 0 の洗顔料 （洗顔 ク リーム）を

製造 した。

(洗顔料 2 ) ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド （9 ) と してァスコル ビン酸

2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売

) を用い、 これを予め精製水 （1 4 ) の一部 に溶解 し、水酸化 カ リウムを用

いて中和 した後、冷却後の洗顔料 に混合 した以外は洗顔料 1 と同様 に して製

造 した。

(洗顔料 3 ) ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩 （1 0 ) と して

後述の実施例 2 の方法で調製 したァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドーナ 卜リウ

厶塩無水結晶粉末 を用い、精製水 （1 4 ) の一部 に溶解 し中和 を行 うことな

く冷却後の洗顔料 に配合 した以外は洗顔料 1 と同様 に して製造 した。

[01 94] [ 表 17]

洗顔料 1配合成分 洗顔料 2 洗顔料3
(対照）

(1) ステアリン酸 8 8 8
(2) パルミチン酸 5 5 5
(3) ミリスチン酸 10 10 10
(4) ラウリル硫酸ナトリウム 8 8 8
(5) ラウリン酸ジエタノールアミド 4 4 4
(6) ラノリン 2 2 2
(7) セタノール 3 3 3
(8) グリセリン 15 15 15
(9) ァスコルビン酸 2 — グルコシド 0 2 0

(10) ァスコルビン酸 2 —グルコシドー
0 0 2ナトリウム塩

( 11) 水酸化カリウム M 週
(12) 1，2 — へキサンジオール 1.5 1.5
(13) 香料 適量 適量 適量
(14) 精製水 残量 残量 残量



[01 95] 上記で得た洗顔料 1 (対照）、洗顔料 2 又 は洗顔料 3 について、抗弛み作

用を調べた。すなわち、皮膚の弛みに悩む 3 6 歳 か ら 5 8 歳 の 3 0 名の男性

及び女性被験者 をグループ内の男女比がほぼ同 じになるよう 1 0 名ずつ 3 グ

ループに分 け、 それぞれのグループにっ き、洗顔料 1 ~ 3 のいずれかを 4 週

間連続使用させた。なお、試験期間中、被験者 には、皮膚の弛み改善効果 を

標榜する化粧品等の使用を避 ける以外は、通常の 日常生活 を過 ごすよう指導

した。試験期間終 了後、皮膚の弛み改善効果 についてアンケ一 卜調査 によ り

判定 した。結果 を表 1 8 に示 した。

[01 96] [ 表 18]

[01 97] 表 1 8 に示 されるとお り、洗顔料 1 (対照）で皮膚の弛みが 「改善 した」

と回答 したのは被験者 1 0 名 中 2 名であ り、 「やや改善 した」 と回答 したの

は被験者 1 0 名 中 2 名であ ったのに対 し、洗顔料 2 及び 3 では 8 名が 「改善

した」又は 「やや改善 した」 と回答 した。なお、試験期間中、皮膚 トラプル

は一人もな く、安全性 においても問題なか った。上記の結果は、 ァスコル ビ

ン酸 2 —ダル コシ ド又はそのナ 卜リゥ厶塩 を用いた洗顔料は、 ァスコル ビン

酸 2 —ダル コシ ド無添加の洗顔料 に比べ、皮膚の弛みを改善する効果 に優れ

たものであることを示すものである。

[01 98] < 実験 1 6 ：美容液の美 白及び抗シヮ作用>

表 1 9 に示す処方 （数値 は質量％ ) に基づ き、 3 種類の美容液、すなわち

、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無添加の美容液 1 (対照）、 ァスコル ビン

酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販

売）を 3 質量 0/ 0配合 し、水酸化ナ トリウムを用いて p H 6 . 5 に調整 した美

容液 2 、及び、後述する実施例 3 の方法で得たァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ

ドーナ 卜リゥ厶塩無水結晶粉末 を 3 質量％配合 し、 p H 調節剤 を用いずに調



製 した美容液 3 を調製 し、美 白及び抗シヮ作用に関するボランテ ィア試験 を

行 った。

[01 99] (美容液 1 ) ：表 1 9 の配合処法 に従 い （1 ) ~ ( 5 ) 、 ( ) ~ ( 8

) を混合 し、 これに予め （9 ) ~ ( 1 1 ) を混合 しておいたものを加え均質

化 し、 （8 ) を添加 しp H を 6 . 5 に調整 して美容液 を製造 した。

(美容液 2 ) ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド （6 ) と してァスコル ビン酸

2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売

) を 3 質量 0/ 0配合 し、水酸化 カ リウムにて p H 6 . 5 に調整 した後用いた以

外は美容液 1 と同様 に して製造 した。

(美容液 3 ) ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩 （7 ) と して後

述の実施例 2 の方法で調製 したァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ド—ナ トリウム

塩無水結晶粉末 を配合 し、水酸化 カ リウムでの中和操作 を行 うことな く p H

6 . 5 に調整 した以外は美容液 1 と同様 に して製造 した。

[0200]



[ 表 19]

[0201 ] 上記で得た美容液 1 (対照）、美容液 2 又は美容液 3 について、美白作用

及び抗シヮ作用を調べた。すなわち、肌の くすみ、シヮに悩む 2 6 歳か ら4

8 歳の 3 0 名の女性被験者をランダムに 1 0 名ずつ 3 グループに分け、それ

ぞれのグループにっき、美容液 1 ~ 3 のいずれかを4 週間連続使用させた。

なお、試験期間中、被験者には、美白効果及びシ ヮ改善効果を標榜する化粧

品等の使用を避ける以外は、通常の日常生活を過 ごすよう指導 した。試験期

間終 了後、肌の美白効果及びシヮの改善効果をアンケ一 卜調査により判定 し

た。試験結果を表 2 0 に示 した。

[0202]



[表20]

[0203] 表 2 0 に示されるとおり、美容液 1 (対照）で美白に効果があり、シヮが

「改善 した」と回答 したのは被験者 1 0 名中 1名であり、 「やや改善 した」

と回答 したのは被験者 1 0 名中 1名であったのに対 し、美容液 2 及び3 では

、 7 名が 「改善 した」又は 「やや改善 した」と回答 した。なお、試験期間中

、皮膚 トラプルは一人もなく、安全性においても問題なかった。上記の結果

は、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド又はそのナ 卜リゥ厶塩を用いた美容液は

、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド無添加の美容液に比べ、美白作用を有 し、

シヮを改善する効果に優れたものであることを示すものである。

[0204] 以下、実施例に基づき本発明をさらに詳 しく説明する。 しかしながら、本

発明はこれら実施例によってなんら限定されるものではない。

実施例 1

[0205] < 化粧品素材>

ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G』、

株式会社林原販売） 5 0 0 g を8 Nの水酸化ナ 卜リウ厶水溶液 5 0 0 m I に

溶解させた。これにエタノールを7 5 O m I 加えて撹拌 し、4 °Cに5 日間静

置 し、結晶を析出させた。ガラスフィルタ一でろ過することにより析出した

結晶を回収 し、少量の 7 0 %エタノール水溶液で洗浄 したのち、4 0 °Cで乾

燥 し、粉砕することによりァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドーナ 卜リゥ厶塩の

含水結晶含有粉末を3 2 6 g 得た。

[0206] 本品は、ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ドの新規な結晶含有粉末であり、従

来のァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶含有粉末と同様に、化粧品素材

として、また、医薬部外品、医薬品、食品などの素材としても有利に使用で

きる。本品の水溶液はアルカリ性を示すことから、従来のァスコルビン酸 2



—ダル コシ ドをアル 力 リで中和する方法では不都合が生 じていた製品の製造

に有利 に使用で きる。

実施例 2

[0207] < 化粧 品素材 >

実施例 1 の方法で得たァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ トリゥ厶塩の含

水結晶含有粉末 1 0 0 質量部 を、 5 0 °C にて 2 4 時間減圧乾燥 した後、粉砕

することによ り、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ 卜リゥ厶塩の無水結晶

含有粉末 8 質量部 を得た。

[0208] 本 品は、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドの新規な結晶含有粉末であ り、従

来のァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 と同様 に、化粧品素材

と して、 また、医薬部外品、医薬品、食品な どの素材 と しても有利 に使用で

きる。本品の水溶液 はアル カ リ性 を示す ことか ら、従来のァスコル ビン酸 2

—ダル コシ ドをアル 力 リで中和する方法では不都合が生 じていた製品の製造

に有利 に使用で きる。

実施例 3

[0209] < 化粧 品素材 >

実施例 2 の方法で得たァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩の無

水結晶含有粉末 5 5 質量部 に対 し、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶

含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売） 4 5 質量部 を均一に混

合 し、粉末状の化粧品素材 を得た。

[021 0] 本 品は、新規なァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ドーナ 卜リウ厶塩の無水結晶

含有粉末 と従来 よ り汎用されているァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ド無水結晶

含有粉末の配合物であ り、従来のァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含

有粉末 と同様 に、化粧品素材 と して、 また、医薬部外品、医薬品、食品な ど

の素材 と しても有利 に使用で きる。 また、本品の水溶液 は弱アル カ リ性 を示

す ことか ら、従来のァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ド無水結晶含有粉末 を使用

した場合 と比べて所望する p H に容易に調整することがで きる。

実施例 4



[021 1 < 化粧品素材>

実施例 1 の方法で得たァスコル ビン酸 2 —ダルコシ ドーナ トリゥ厶塩の含

水結晶含有粉末の無水物換算での 5 0 質量部に対 し、ァスコル ビン酸 2 _ グ

ル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G』、株式会社林原販売） 5 0

質量部を均一に混合 し、粉末状の化粧品素材を得た。

[021 2] 本品は、新規なァスコル ビン酸 2 _ ダルコシ ドーナ 卜リウ厶塩の含水結晶

含有粉末と従来より汎用されているァスコル ビン酸 2 _ ダルコシ ド無水結晶

含有粉末の配合物であり、従来のァスコル ビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶含

有粉末と同様に、化粧品素材として、また、医薬部外品、医薬品、食品など

の素材としても有利に使用できる。また、本品の水溶液は弱酸性を示すこと

から、従来のァスコル ビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶含有粉末を使用 した場

合と比べて所望する p H に容易に調整することができる。

実施例 5
[021 3] < 化粧水>

(配合処方）

配合成分 （質量％)

( 1 ) グ リセ リン 4 . 0

( 2 ) プロピレングリコール 3 . 0

( 3 ) 1， 2 _ ペ ンタンジ才一ル 0 . 1

( 4 ) 実施例 3 の方法で得た化粧品素材 2 . 0

( 5 ) ポ リオキシエチ レン （2 0 モル）才 レイ ンアル コール 0 . 5

( 6 ) ユキノシタエキス 2 . 0

( 7 ) エタノール 5 . 0

( 8 ) 香料 適量

( 9 ) 精製水 残量

[0214] 上記配合処方の成分 （1 ) 乃至 （4 ) を精製水 （9 ) に溶解後、成分 （5

) 乃至 （8 ) を混合 したものを徐々に添加 し混和することにより、化粧水を

調製 した。本品は、安定 した抗シヮ作用を発揮する優れた化粧水であり、抗



シ ヮ、抗小 ジ ヮ作用のみな らず、美 白作用、 さ らには抗 シ ミ、抗弛み作用 に

も優 れた ア ンチエイジ ング用化粧水 と して有 用であ る。 また、 1 ， 2 _ ペ ン

タ ンジオール を配合 しているので、 防腐効果及び保湿性 に優 れ、肌へ の刺激

が低 い上 に、 ァス コル ビン酸 2 —ダル コシ ドな ど有効成分 の沈殿 も抑制 され

てお り、安定性 に優 れた化粧水 であ る。

実施例 6

[021 5] < 化粧 水 >

(配合処方）

配合成分 （質量％ )

( 1 ) モ ノ ス テ ア リン酸 グ リセ リル 0 . 5

( 2 ) オ リ一 プオ イル 0 . 5

( 3 ) グ リセ リン 6 . 0

( 4 ) 1 ， 3 _ プチ レ ン グ リコ ー ル 1 0 . 0

( 5 ) エ タ ノー ル 5 . 0

( 6 ) 実施例 1 の方法 で得 た化粧 品素材 1 . 0

( 7 ) アル プチ ン 1 . 0

( 8 ) 香 料 適量

( 9 ) 精製 水 残量

[021 6] (製 造方法）

上記配合処方 の成分 （1 ) と （2 ) を 7 0 °C に加熱 して均一 に混合 し、 こ

れ に、成分 （3 ) と （4 ) と精製水 （9 ) 水 の一部 を混合 し加熱 した もの を

添加混合 した （A 相 ）。 アル プチ ン （7 ) を残 りの精製水 （9 ) に溶解 した

( B 相 ）。 B 相 に A 相 を徐 々に添加 して混合後、成分 （5 ) 及び （8 ) を混

和 し、 （6 ) を添加 してマイ クロエマル ジ ヨン形態 の化粧水 を得 た。

[021 7] 本 品 は、 マイ クロエマル ジ ヨンを形成 しているため透 明で安定性 も高 く、

安定 した抗 シ ヮ作用 を発揮 す る優 れた化粧水 であ り、抗 シ ヮ、抗小 ジ ヮ作用

のみな らず、美 白作用、 さ らには抗 シ ミ、抗弛み作用 にも優 れた ア ンチエイ

ジ ング用化粧水 と して有 用であ る。 また、 1 ， 3 _ プチ レング リコール を配



合 しているので、 防腐効果及び保湿性 に優 れ、肌へ の刺激 が低 い点で も優 れ

た化粧水 であ る。

実施例 7

[02 18 ] < 乳液 >

(配合処方）

配合成分 (質量％ )

( 1 ) 1 ， —へ キサ ンジ才一ル 5 . 0

( 2 ) 才 クチル ドデ カ ノ一ル 4 . 0

( 3 ) コ ウジ酸 . 0

( 4 ) 実施例 3 の方法 で得 た化粧 品素材 . 0

( 5 ) ポ リオ キシエチ レン才 レイル ェ一テル （2 0 E . 0 . ) . 0

( 6 ) ス テ ア りン酸 0 . 5

( 7 ) シ ァバ タ一 2 . 0

( 8 ) ミツ ロウ 4 . 0

( 9 ) パ ラ才 キシ安息香酸 エステル 0 . 2

( 0 ) マル メ 口種 子エキス 5 . 0

( ) キサ ンタ ンガム 0 .

( 1 ) フ ィチ ン酸 0 . 0 2

( 3 ) ビタ ミン E 0 . 0

( 4 ) 精 製 水 残 星

[021 9] 上 記 の成分 （1 ) 、 （3 ) 、 （1 0 ) 、 （1 1 ) 及び精製水 （1 4 ) を混

合 し水相 と した。次 いで、成分 （2 ) 、 ( 5 ) ~ ( 9 ) 、 （1 2 ) 及び （1

3 ) を加熱、混合 し油相 と した。油相 に水相 を添加 し、均一 に混合 した後、

冷却 し、成分 （4 ) を加 えて均質 に混合 して乳液 を得 た。本 品は安定 した抗

シ ヮ作用 を発揮 す る優 れた乳液 であ り、抗 シ ヮ、抗小 ジ ヮ作用のみな らず、

美 白作用、 さ らには抗 シ ミ、抗弛み作用 にも優 れた ア ンチエイジ ング用乳液

と して有 用であ る。

実施例 8



< ジエル 状乳液 >

(配合処方）

配合成分 ( 量 0/ 0 )

1 ) ス クヮラン 5 . 0

2 ) トリオ クタノイン 6 . 0

3 ) オ リ一 プオイル 5 . 0

4 ) マ 力デ ミアンナ ッツオイル 5 . 0

5 ) ノ《ル ミチ ン酸 イソプロピル 5 . 0

6 ) モ ノ ミ リス チ ン酸ポ リグ リセ リル _ 1 0 5 . 5

7 ) イ ソステア リン酸 P O E ( 6 0 ) グ リセ リル — 1 0 3 . 0

8 ) ステ ア リン酸 プロピレング リコール S E 2 . 0

9 ) カルボキシ ビ二ルポ リマ一 0 . 5

0 ) 水酸化 力 リウ厶 m m

1 1 ) トレハ ロースの糖質誘導体含有 シラップ 5 . 5

(商 品名 『トルナ一 レ』、 株式会社林原販売）

) 実施例 2 の方法で得た化粧品素材 1 . 0

3 ) カ ンゾゥエキス 0 .

4 ) ヒアル ロ ン酸 0 . 2 5

5 ) 5 ' —ダル コシル アデ ノシン 0 .

1 6 ) 1 ， —ペ ンタンジ才一ル 3 . 5

1 7 ) 香料 m m

8 ) 精製水

精製水 （1 8 ) の一部 に、成分 （1 1 ) 乃至 （1 6 ) ≥溶解後、成分

) ~ ( 1 0 ) 及び （1 7 ) を添加 して常法 によ り乳化 し、 ジエル状乳液 を調

製 した。本品は安定 した抗シヮ作用を発揮するとともに、美 白作用にも優れ

、ベたつ きがな く使用感 も良好な化粧 ジエルである。 また、 クェ ン酸緩衝液

を使用 してお らず比較的塩濃度が低 いので、 ジエルの安定性 も高い点で優れ

たアンチエイジング用のジエル状乳液 と して有用である。



実施例 9
[0222] < 化粧用乳液>

(配合処方）

配合成分 (質量％)

( ) ステアリン酸 2 . 5

( 2 ) セタノ一ル . 5

( 3 ) ワセリン 5 . 0

(4 ) 流動パラフィン 0 . 0

( 5 ) ポリオキシエチレンォレ一卜 2 . 0

( 6 ) 酢酸 トコフエロール 0 . 5

( 7 ) グリチルリチン酸ジカリウム 0 . 2

( 8 ) ポリエチレングリコール （1 5 0 0 ) 3 . 0

( 9 ) 実施例4 の方法で得た化粧品素材 3 . 0

( 0 ) アイの水抽出エキス 3 . 0

( ) 1， —へキサンジ才一ル 0 .

( ) 精製水

[0223] 上記処方に従い、配合成分を常法により混合した後、更に、適量の香料を

加えて乳液を製造した。本品は、安定した抗シヮ、抗小ジヮ作用を発揮する

とともに、美白作用にも優れ、皮膚に塗布してもベタ付き感のない、使用感

に優れたアンチエイジング用乳液として有用である。

実施例 10

[0224] < 化粧用クリーム>

(配合処方）

配合成分 （質量％)

( ) ステアリン酸 5 . 0

( 2 ) セチルアルコール 5 . 0

( 3 ) スクヮラン 8 . 0

(4 ) ワセリン 3 . 0



( 5 ) グリセロール トリ2 —ェチルへキサン酸エステル 7 . 0

( 6 ) ジプロピレングリコール 6 . 0

( 7 ) グリセ リン 4 . 0

( 8 ) 実施例 1の方法で得た化粧品素材 2 . 0

( 9 ) プロピレングリコ一ルモノステアリン酸エステル 3 . 0

( 0 ) ポ リオキシエチ レン （2 0 ) セチルアルコールエーテル 3 . 0

( 1 1 ) 1 ， —へキサンジ才一ル 0 .

( 1 2 ) 香料 mm

( 1 3 ) 精製水

[0225] 精製水 （1 3 ) に成分 （6 ) 、 ( 7 ) を加え、 6 0 °Cに加温 し、水相を調

製 した。別途、成分 （1 ) 乃至 （5 ) 、 （9 ) 乃至 （1 2 ) を混合 し、 7 0

°Cに加温 して油相を調製 し、先に調製 した水相に添加 した。 これに成分 （8

) を添加後、常法により乳化 してクリームを製造 した。本品は安定 した抗シ

ヮ作用を発揮するとともに、美白作用にも優れ、ベたつきがな く使用感も良

好なアンチエイジング用化粧クリームとして有用である。

実施例 1 1

[0226] < 化粧用クリーム>

(配合処方）

配合成分 (質 1%)

( ) モノステアリン酸デ力グリセ リル . 2

( 2 ) モノミリスチン酸デカグリセ リル . 8

( 3 ) ステアリルアルコール 0 . 5

( 4 ) ベへニルアルコール 3 . 0

( 5 ) バチルアルコール . 0

( 6 ) ノ《ルミチン酸セチル . 0

( 7 ) ステ ア りン酸グリセ リル . 8

( 8 ) 脂肪酸 （C 1 0 - 3 0 ) ( コレステ リリレ/ ラノステ リ儿' ) . 0

( 9 ) ノ《ルミチン酸イソプロピル 4 . 0



( 0 ) ス クヮラ ン 5 . 0

( ) ミリスチン酸才クチル ドデシル 5 . 0

( ) マ力デミア ンナッツ油 0 . 5

( 3 ) トリオクタノイン . 8

( 4 ) ジメチコン 0 . 3

( 5 ) プチ レンダリコール 6 . 0

( 6 ) ペ ンチ レングリコール 2 . 5

( 7 ) 濃グリセ リン . 0

( 8 ) ポ リクオタニゥ厶一 5 0 . 2 5

( 9 ) 実施例 1の方法で得た化粧品素材 2 . 0

( 2 0 ) 無水結晶マルチ 卜一ル 3 . 0

( 2 1 ) 香料

( 2 2 ) 精製水

[0227] 上記処方の成分 （1 ) ~ ( 1 4 ) 及び （2 1 ) を加熱混合 し油相 とした。

次いで、成分 （1 5 ) ~ ( 1 8 ) 、 ( 2 0 ) 及び （2 2 ) を混合 して水相 と

した。油相に水相を混合 し、冷却 した後成分 （1 9 ) を添加混合 しクリーム

を調製 した。本品は安定 した抗シヮ作用を発揮するとともに、美白作用にも

優れ、ベたつきがな く使用感も良好なアンチエイジング用化粧クリームとし

て有用である。

実施例 12

[0228] < 美容液>

(配合処方）

配合成分 （質量％)

( ) マル チ 卜一ル 7 . 5

( 2 ) 実施例 3 の方法で得た化粧品素材 3 . 0

( 3 ) 1， 2 _ アル カ ンジオール 5 . 0

( 4 ) ポ リエチ レングリコール 1 5 0 0 1 . 0

( 5 ) エ タ ノール 5 . 0



( 6 ) カルボキシビ二ルポリマ一 0 . 4

( 7 ) ポリアクリル酸ナトリウム 0 . 1

( 8 ) ポリオキシエチレン才レイルェ一テル （2 0 E . 0 . ) 1 . 5

( 9 ) オリ一プ油 0 . 2

( 1 0 ) グリチルリチン酸ジカリウム 0 . 1

( 1 1 ) 水酸化カリウム 適量

( 1 2 ) 香料 適量

( 1 3 ) 精製水 残量

[0229] 上記処方に従い、配合成分を常法により混合し、美容液を調製した。本品

は、安定した抗シヮ、抗小ジヮ作用を発揮するとともに、美白作用にも優れ

、皮膚に塗布してもベタ付き感のない、使用感に優れたアンチエイジング用

美容液として有用である。

実施例 13

[0230] < パック>

(配合処方）

配合成分 (質量％)

( ) ポリビニルアルコール 5 . 0

( 2 ) プルラン . 0

( 3 ) カルボキシメチルセルロース 6 . 0

( 4 ) ，3 _ プチレングリコール 6 . 0

( 5 ) エタノール 8 . 0

( 6 ) 1， —ペンタンジ才一ル 0 .

( ) 実施例4 の方法で得た化粧品素材 3 . 0

( 8 ) ポリオキシエチレン才レイルェ一テル 0 . 5

( 9 ) 香料

( 0 ) 精製水

上記処方に従い、配合成分を常法により混合し、パックを調製した。本品

は、安定した抗シヮ、抗小ジヮ作用を発揮するとともに、美白作用にも優れ



るアンチエイジング用のパックとして有用であり、皮膚に塗布し用いた後、

洗い流すことも容易である。

実施例 14

[0232] < 洗顔フォーム>

(配合処方）

配合成分 部)

( ) ラウリン酸カリウ厶 2 0

( 2 ) ミリスチン酸力リウ厶 1 0

( 3 ) ノ《ルミチン酸 4 0

(4 ) ステアりン酸 4 0

( 5 ) パ一厶核油脂肪酸ジエタノールアミド 3 0

( 6 ) グリセリン 0 0

( 7 ) 1， 3 _ プチレングリコール 0 . 0

( 8 ) トレハロースの糖質誘導体含有シラップ 5 . 0

(商品名 『トルナ一レ』、株式会社林原販売）

( 9 ) 実施例 2の方法で得た化粧品素材 3 . 0

( 1 0 ) エチレンジァミン四酢酸4 ナトリウム 0 . 2

( 1 1) ココイルメチルタウリンナトリウム 0 . 0

( ) 精製水

[0233] 上記配合に従い常法により洗顔フォームを調製した。本品は、安定した抗

シヮ、抗小ジヮ作用を発揮するとともに、美白作用、抗シミ作用にも優れ、

しっとりした洗い上がりが得られるため、アンチエイジング用洗顔フォーム

として有用である。

実施例 15

[0234] < 液体石鹼>

(配合処方）

配合成分 （質量部）

( 1 ) ラウリン酸 4 . 0



( 2 ) ステア リン酸 プロピレング リコール 0 . 2

( 3 ) 才 クチル ドデセス一 1 0 1 . 5

( 4 ) 才チル ドデセス _ 2 0 1 . 5

( 5 ) セテア レス— 6 0 ミ リスチル ダル コール 2 . 0

( 6 ) N —ヤシ油脂肪酸 ァシル グ リシンカ リウム液 1 0 . 0

( 7 ) ココアンホ酢酸ナ トリウム 4 0 . 0

( 8 ) トレハ ロースの糖質誘導体含有 シラップ 4 . 0

(商 品名 『トルナ一 レ』、 株式会社林原販売）

( 9 ) 実施例 1 の方法で得た化粧品素材 2 . 0

( 1 0 ) グ リセ リン 2 . 0

( 1 1 ) エチ レンジァミン四酢酸 2 ナ トリウム 0 . 2

( 1 ) メチルパ ラベ ン 0 . 1

( 1 3 ) 精製水 残量

[0235] 上記配合処方 に従 い、常法 によ り液体石鹼 を調製 した。本品は、安定 した

抗シヮ、抗小ジヮ作用を発揮するとともに、美 白作用、抗シミ作用にも優れ

、 しっとりした洗い上が りが得 られるため、 アンチエイジング用液体石鹼 と

して有用である。

実施例 16

[0236] < ボデ ィソープ>

(配合処方）

配合成分 （質量部）

( 1 ) ラウ リン酸 5 . 0

( 2 ) 才 レイン酸 5 . 0

( 3 ) ココイル メチル タウ リンナ トリウム 1 8 . 0

( 4 ) ココアンホ酢酸ナ トリウム 2 0 . 0

( 5 ) ヒアル ロン酸 2 . 0

( 6 ) トレハ ロースの糖質誘導体含有 シラップ 1 . 0

(商 品名 『トルナ一 レ』、 株式会社林原販売）



( 7 ) 実施例2 の方法で得た化粧品素材 2 . 0

( 8 ) 塩化ナトリウム 0 . 2

( 9 ) ェチ ドロン酸 0 . 1

( 1 0 ) エチレンジァミン四酢酸2 ナトリウム 0 . 1

( 1 1 ) 水酸化カリウム 適量

( 1 2 ) 精製水 残量

[0237] 上記配合処方に従い、常法により、ボディソープを調製した。本品は、安

定した抗シヮ、抗小ジヮ作用を発揮するとともに、美白作用、抗シミ作用に

も優れ、しっとりした洗い上がりが得られるアンチエイジング用ボディソ一

プとして有用である。

実施例 17

[0238] < クレンジング>

(配合処方）

配合成分 （質量部)

( ) 流動パラフィン 3 5 . 0

( 2 ) ワセリン 1 7 . 0

( 3 ) セチルアルコール 3 . 0

( 4 ) ステアリン酸 2 . 0

( 5 ) グリセリン 3 . 0

( 6 ) プロピレングリコール 2 . 0

( 7 ) ポリオキシエチレンイソセチルエーテル （1 0 E . 0 ) 2 . 5

( 8 ) ステアリン酸グリセリド 2 . 5

( 9 ) 1，2 _ ペンタンジ才一ル 0 . 2

( 1 0 ) 実施例3 の方法で得た化粧品素材 1 . 0

( I I ) 香料 適量

( 1 2 ) 精製水 残量

上記配合処方に従い、常法により、クレンジングクリームを調製した。本

品は、皮膚の洗浄、化粧落としに使用する、さっぱりとした洗い上がりのク



レンジングクリームである。 また、安定 した抗シヮ、抗小ジヮ作用を発揮す

るとともに、美白、抗シミにも優れた効果を奏するアンチエイジング用クレ

ンジングクリームとして有用である。

実施例 18

[0240] < 美 白用日焼け止め （水中油型乳化タイプ）>

(配合処方）

配合成分 （質量％)

1 ) ペ ンタ才 レイン酸デカグリセ リル 1 . 5

2 ) ポ リオ キシエチ レン （1 0 モル ） コ レステ リル エーテル 1 . 0

3 ) 水素添加大豆 リン脂質 1 . 5

4 ) グ リセ リン 5 . 0

5 ) パ ラメ トキシケィ皮酸 2 — ェチルへキシル 5 . 0

6 ) ジプロピレング リコール 0 . 0

7 ) アル プチ ン 3 . 0

8 ) ジエチ レン 卜リアミンペ ンタ酢酸ペ ンタナ トリウム塩 0 .

9 ) 実施例 3 の方法で得た化粧品素材 1 . 0

1 0 ) リンゴ酸 0 .

) エ タ ノール 2 . 0

1 2 ) 香料

3 ) パラ才キシ安息香酸メチル

4 ) 水酸化ナ トリウム

5 ) 精製水

[0241 ] (製造方法）

A . 成分 （1 ) ~ ( 3 ) 、 ( 5 ) を 7 5 °C に加熱 し、均一に混合溶解する。

B . 成分 （4 ) 、 （6 ) ~ ( 1 0 ) 、 （1 4 ) 及び （1 5 ) を 7 5 °C に加熱

し、均一に混合溶解する。

C . A に B を添加 し乳化する。

D . C を冷却 し、成分 （1 1 ) ~ ( 1 3 ) を添加 し、 日焼け止め （美白タイ



プ）を得た。

本品は、安定 した美白作用を発揮するとともに、抗シヮ、抗小ジヮ作用に

も優れ、肌への伸び広がりが均一で、ベたつきが無 く、肌のキメを整える等

の保湿効果に優れ、さらには経時での安定性に優れたアンチエイジング用曰

焼け止め （水中油型乳化タイプ）として有用である。

実施例 19

[0243] < 美白用乳液 （水中油型乳化タイプ）>

(配合処方）

配合成分 （質量％)

( 1 ) ペンタステアリン酸デカグリセリル 0 . 5

( 2 ) ポ リオキシエチ レン （1 0 モル） コ レステ リルエーテル 0 . 2

( 3 ) ホホバ油 3 . 0

( 4 ) 水素添加大豆 リン脂質 （商品名 『レシノール S — 1 0 』、 2 . 5

日光ケミカルズ社製）

( 5 ) グリセリン 5 . 0

( 6 ) ジプロピレングリコール 1 0 . 0

( 7 ) アル プチ ン 7 . 0

( 8 ) 実施例 3 の方法で得た化粧品素材 1 . 0

( 9 ) エチ レンジアミンテ トラ酢酸ジナ トリウム塩 0 . 1

( 0 ) コハク酸 0 .

( 1 1 ) エタノール 5 . 0

( ) 水酸化ナ トリウム 適量

( 1 3 ) 精製水 残量

[0244] (製造方法）

A . 成分 （1 ) ~ ( 4 ) を 7 5 °C に加熱 し、均一に混合溶解する。

B . 成分 （5 ) ~ ( 1 0 ) 、 （1 2 ) 及び （1 3 ) を 7 5 °C に加熱 し、均一

に混合溶解する。

C . A にB を添加 し乳化する。



D . C を冷却 し、成分 （1 1 ) を添加 し、美白用乳液 （水中油型乳化タイプ

) を得た。

[0245] 本品は、安定 した抗シヮ、抗小ジヮ作用を発揮するとともに、美白作用、

抗シミ作用にも優れ、肌への伸び広がりが均一で、ベたつきが無 く、肌のキ

メを整える等の保湿効果に優れ、さらには経時での安定性に優れたアンチェ

イジング美白用乳液 （水中油型乳化タイプ）として有用である。

実施例 20

[0246] < 肌のタ一ン才一バ一改善化粧用基材>

(配合処方）

配合成分 （質量％

)

( 1 ) ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶含有粉末 2 5 . 0

(商品名 『A A 2 G』、株式会社林原販売）

( 2 ) _ ダル コシルルチ ン 0 .

(商品名 『 Gルチ ン』、東洋精糖株式会社製造）

( 3 ) ポ リオキシエチレンアルキルエーテル 0 . 9

( 4 ) ター ンオーバ一改善作用を有するオ リ一プ葉抽出物 0 . 0

( 5 ) 水酸化カリウム

( 6 ) クェン酸ナ トリウム

( 7 ) 精製水

[0247] 上記配合処方の成分 （1 ) 乃至 （7 ) を室温下で撹拌 し、混合 し、溶解 し

た後、膜濾過することにより、肌のタ一ン才一バ一改善化粧用基材 （P H 6

. 0 ) を調製 し、遮光性容器に充填 した。本品は、各種化粧品に配合するこ

とにより、肌のターンオーバ一改善作用を賦与できるとともに、安定 した抗

シヮ作用、抗小ジヮ作用、美白作用、さらには抗シミ作用、抗弛み作用を賦

与することができる。殊に、本品にはターンオーバ一改善作用を有するオ リ

—プ葉抽出物と _ ダルコシルルチンが配合されていることから、成分 （1

) の作用と相まって、即効性の肌のターンオーバ一改善作用とともに、紫外



線から肌を保護する作用や酸化防止作用を効果的に賦与できる点でも極めて

有用である。また、本品は、所謂プレエイジング世代はもとより、中年女性

のための、即効性の小ジヮ改善剤として、各種化粧品へ好適に配合すること

ができる。更に、本品を適量配合 した各種化粧品は、曰々の仕事に追われ、

肌の手入れがおろそかになりがちな多忙な女性において、夜の就寝前にその

適量を皮膚に塗布すると、就寝中に有効成分が効果的に肌に浸透 し、肌のタ

—ン才一バ一を即効的に改善することができる。

実施例 2 1

[0248] < 肌のタ一ン才一バ一改善化粧用基材>

(配合処方）

配合成分 （質量％

)

( 1 ) ァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶含有粉末 2 5 . 0

(商品名 『A A 2 G』、株式会社林原販売）

( 2 ) マンネンタケ抽出物又はスツボンタケ抽出物 0 . 0

( 3 ) タ一 ンオーバ一改善作用と糖化反応抑制作用とを有する 0 . 0 2

杜仲葉抽出物

( 4 ) グリセ リン脂肪酸エステル 0 . 8

( 5 ) ヒアル ロン酸ナ トリウム . 0

( 6 ) 水酸化カリウム

( 7 ) 精製水

[0249] 上記配合処方の成分 （1 ) 乃至 （7 ) を室温下で撹拌 し、混合 し溶解 した

後、 p H 6 . 0 に調整 し、膜濾過することにより、 2 種類の肌のターン才一

バー改善化粧用基材を調製 した。本品は、各種化粧品に配合することにより

、肌のタ一ン才一バ一改善効果を賦与できるとともに、安定 した抗シヮ作用

、抗小ジヮ作用、美白作用、さらには抗シミ作用、抗弛み作用を賦与できる

。殊に、本品には、ター ンオーバ一改善作用と糖化反応抑制作用を有する杜

仲葉抽出物と、マンネンタケ抽出物又はスッポンタケ抽出物が配合されてい



ることか ら、成分 （1 ) の作用 と相 まって、即効性の肌のター ンオーバ 一改

善効果 を賦与で きるとともに、肌の老化抑制効果 も効果的に発揮 される。 ま

た、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドと併用する糖化反応抑制作用を有する杜

仲葉抽出物 は、糖化最終産物 （a d v a n c e d g l y c a t i o n e

n d p r o d u c t s : A G E s ) の生成 を効果的に抑制で きることか ら

、好 ま しくない A G E s の皮膚組織への沈着 を低減ない しは抑制で きるとと

もに、 A G E s を生成する過程で、 コラーゲ ンの分子内及び分子間に無秩序

な架橋 が形成 され、 コラ一ゲ ンに物理的、生理的変化 （変性）が引 き起 こさ

れるのを低減ない しは抑制で きることか ら、 シヮ、肌荒れ、 くすみ、或いは

、 は りの低下な ど肌の老化 を効果的に予防ない しは改善することがで きる。

また、本品は、所謂 プ レエイジング世代 を含む、 中年女性のための、即効性

の小ジヮ改善剤 と して、各種化粧品へ好適 に配合することがで きる。更に、

本品を適量配合 した各種化粧品は、 日々の仕事 に追われ、肌の手入れがおろ

そかにな りがちな多忙な女性 において、夜の就寝前 にその適量 を皮膚 に塗布

すると、就寝 中に有効成分が効果的に肌 に浸透 し、肌のター ンオーバ 一 を即

効的に改善することがで きる。

実施例 22

< 肌 のター ンオーバ ー改善化粧用基材>

(配合処方）

配合成分 （質量％

)

( 1 ) ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 2 5 .

0

(商 品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売）

( 2 ) ポ リオキシエチ レンアルキルエーテル 0 .

9

( 3 ) ター ンオーバ 一改善作用を有するオ リ一プ葉抽出物、

甘草抽出物、小麦胚芽抽出物、セージ抽出物、



ミン ト抽出物、 ツバキ葉抽出物、 アイ抽出物、

アロエ抽出物、オ リ一プ葉抽出物、 力ミツ レ抽出物、

ユキノシタ抽出物、ュズ抽出物、 レモン抽出物、

ローズマ リ一抽出物、 クロレラ抽出物、 ローヤルゼ リー

抽出物、又はクチナシ抽出物か ら選ばれるいずれか 1 種

を 0 . 0 1 質量％

( 4 ) 水酸化 カ リウム 適

( 5 ) クェ ン酸ナ トリウム 適

( 6 ) 精製水 残

上記配合処方の成分 （1 ) 、 （2 ) 、 ( 3 ) に示す抽出物のいずれか 1 種、

及び （4 ) 乃至 （6 ) を室温下で撹拌 し、混合 し、溶解 した後、膜濾過する

ことによ り、肌のター ンオーバ 一改善化粧用基材 （p H 6 . 0 ) を調製 し、

遮光性容器 に充填 し、 1 7 種類の肌のター ンオーバ ー改善化粧用基材 を得た

。本品は、各種化粧品に配合することによ り、肌のタ一 ン才一バ一改善作用

を賦与で きるとともに、安定 した抗シヮ作用、抗小ジヮ作用、美 白作用、 さ

らには抗シミ作用、抗弛み作用を賦与することがで きる。殊 に、本品には肌

のター ンオーバ 一改善作用を有する植物抽出物が配合 されていることか ら、

成分 （1 ) の作用 と相 まって、即効性の肌のター ンオーバ 一改善作用 ととも

に、紫外線か ら肌 を保護する作用や酸化防止作用を効果的に賦与で きる点で

も極めて有用である。 また、本品は、所謂 プ レエイジング世代 はもとよ り、

中年女性のための、即効性の小ジヮ改善剤 と して、各種化粧品へ好適 に配合

することがで きる。更に、本品を適量配合 した各種化粧品は、 曰々の仕事 に

追われ、肌の手入れがおろそかにな りがちな多忙な女性 において、夜の就寝

前 にその適量 を皮膚 に塗布すると、就寝 中に有効成分が効果的に肌 に浸透 し

、肌のター ンオーバ 一 を即効的に改善することがで きる。



実施例 23

< 防腐殺菌化粧用基材>

(配合処方）

配合成分

)

( ) ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 2 5

0

(商 品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売）

( 2 ) 感光素 2 0 (株式会社林原販売） 0 . 0

1

( 3 ) 1 ， 2 _ ペ ンタンジ才一ル、 1 ， 2 —へ キサ ンジ才一ル

1 ， 2 _ ヘ プタンジ才一ル又は 1 ， 2 —オ クタンジ才一ル

か ら選ばれるいずれか 1 種 を 2 . 0 質量％

( 4 ) ヒアル ロ ン酸 1

0

( 5 ) 糖化反応抑制作用を有するシ ャ クャク抽出物 1

0

( 6 ) グ リセ リン脂肪酸 エ ステ ル 0 .

8

( 7 ) プル ラ ン （商品名 『化粧品用 プル ラ ン』 、 株式会社林原販売)

4

( 8 ) 水酸化 力 リウ厶

( 9 ) 精製水 残

里

上記配合処方の成分 （1 ) と （4 ) 乃至 （9 ) 、及び、 （2 ) と （3 ) の

いずれか 1 種 とをそれぞれ室温下で撹拌 し、混合 し溶解 した後、両者 を混合

し、 p H 6 . 0 に調整 し、膜濾過することによ り、 4 種類の防腐殺菌化粧用



基材 を調製 し、遮光性容器 に充填 した。殊 に、本品には、糖化反応抑制作用

を有するシャクャク抽出物が配合 されていることか ら、成分 （1 ) の作用 と

相 まって、顕著な肌のタ一 ン才一バ一改善効果 を賦与で きるとともに、肌の

老化抑制効果 も効果的に発揮 される。 また、本品は、各種化粧品に所望量配

合することによ り、安定 した抗シヮ作用、抗小ジヮ作用、美 白作用、 さ らに

は抗シミ作用、抗弛み作用を賦与で きる液状化粧用基材であ り、殊 に、所謂

プ レエイジング世代 を含む、 中年女性のための、即効性小ジヮ改善剤 と して

、各種化粧品へ好適 に配合することがで きる。更に、本品には、防腐殺菌作

用を有する、 1 ， 2 _ ペ ンタンジ才一ル、 1 ， 2 —へ キサ ンジ才一ル、 1 ，

—ヘ プタンジ才一ル又は 1 ， 2 —オ クタンジオールか ら選ばれるいずれか

1 種 とともに、 それ らとの相溶性 に優れた感光素 2 0 とが高濃度で配合 さ

れているので、各種化粧品へ適量配合することによ り、優れた防腐効果 を発

揮で きる。 また、本品にはプル ランが配合 されていることか ら、成分 （1 )

と相 まって、肌への保湿作用を効果的に賦与で きる化粧用基材 と しても有用

である。加えて、本品を適量配合 した各種化粧品は、 曰々の仕事 に追われ、

肌の手入れがおろそかにな りがちな多忙な女性 において、夜の就寝前 にその

適量 を皮膚 に塗布すると、就寝 中に有効成分が効果的に肌 に浸透 し、肌のタ

— ン才一バ一を即効的に改善することがで きる。

実施例 24

< 肌 のター ンオーバー改善化粧用基材>

(配合処方）

配合成分 （質量％

)

( 1 ) ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 2 5 .

0

(商 品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売）

( 2 ) ヒアル ロン酸 1 .

0



( 3 ) ター ンオーバ 一改善作用を有するワイル ドス トロベ リ一 0 . 0

1

抽出物

( 4 ) タ一 ンオーバ 一改善作用 と糖化反応抑制作用 とを有する 0 . 0

ェクオール

( 5 ) ポ リオキシェチ レン硬化 ヒマシ油 1

0

( 6 ) 水酸化 カ リウム

クェ ン酸ナ トリウム

( 8 ) 精製水

上記配合処方の成分 （1 ) 乃至 （8 ) を加温 しつつ撹拌 し、混合 し、溶解

した後、膜濾過することによ り、肌のタ一 ン才一バ一改善化粧用基材 （p H

6 . 0 ) を調製 し、遮光性容器 に充填 した。殊 に、本品にはタ一 ン才一バ一

改善作用を有するワイル ドス トロベ リ一抽出物 と、 ター ンオーバ 一改善作用

とともに糖化反応抑制作用を有するェクオール とが配合 されていることか ら

、成分 （1 ) の作用 と相 まって、即効的に肌のター ンオーバ 一 を効果的に改

善で きるとともに、安定 した抗シヮ作用、抗小ジヮ作用、美 白作用、 さ らに

は抗シミ作用、抗弛み作用を発揮することがで きる。 また、本品は、所謂 プ

レエイジング世代 を含む、 中年女性のための、即効性の小ジヮ改善剤 と して

、各種化粧品へ好適 に配合することがで きる。更に、本品を適量配合 した各

種化粧品は、 曰々の仕事 に追われ、肌の手入れがおろそかにな りがちな多忙

な女性 において、夜の就寝前 にその適量 を皮膚 に塗布すると、就寝 中に有効

成分が効果的に肌 に浸透 し、肌のター ンオーバ 一 を即効的に改善することが

で きる。



実施例 2 5

< 肌 のター ンオーバー改善化粧用基材>

(配合処方）

配合成分

)

( ) ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 2 5 . 0

(商 品名 『A A 2 G 』、株式会社林原販売）

( 2 ) ヒアル ロン酸 . 0

( 3 ) ター ンオーバー改善作用及び/ 又 は糖化反応抑制作用

を有するァシュヮガンダ抽出物、 ァスナ 口抽出物、

アンャクノキ抽出物、 イチ ヨウ抽出物、

ウインターグ リー ン抽出物、才才パ ク抽出物、オ レンジ

抽出物、 カボチヤ種子抽出物、 カツアバ樹皮抽出物、

クスノハ ガシヮ抽出物、 コケモモ抽出物、 シソ抽出物、

シャクャク抽出物、 ソバ葉抽出物、 ダ ビラ ル ゴザ抽出物、

ドクダミ抽出物、 ヒメゥヮバ ミソゥ抽出物、ベニバナポ ロ

ギク抽出物、マタタ ビ抽出物、 リュウキユウチク抽出物、

リュウキユウバ ライチゴ抽出物、 リンゴ未熟果抽出物、

柿葉抽出物、甘草葉抽出物、 月桃葉抽出物、真珠 タンパ ク質

加水分解物、ェクオ一ル、 イソフラボ ン、 ィフェンプロジル、

カテ コール、 カフェイン酸、又はプルニ ンか ら選ばれる

いずれか 1 種 を 1 . 0 質量％

( 4 ) グ リセ リン脂肪酸エステル 0 . 8

( 5 ) 水酸化 カ リウム 適量

( 6 ) 精製水 残量

上記配合処方の成分 （1 ) 、 （2 ) 、 ( 3 ) に示すいずれか 1 種、 （4 )

乃至 （6 ) を室温下で撹拌混合 した後、 p H 6 . 0 に調整 し、膜濾過するこ

とによ り、 3 2 種類の肌のタ一 ン才一バ一改善化粧用基材 を調製 し、遮光性



容器に充填 した。殊に、本品には、ター ンオーバ一改善作用及び/ 又は糖化

反応抑制作用を有する植物抽出物又は他の成分が配合されていることから、

成分 （1 ) の作用と相まって、顕著な肌のタ一ン才一バ一改善効果を賦与で

きるとともに、肌の老化抑制効果も効果的に発揮される。また、本品は、各

種化粧品に所望量配合することにより、安定 した抗シヮ作用、抗小ジヮ作用

、美白作用、さらには抗シミ作用、抗弛み作用を賦与できる液状化粧用基材

であり、殊に、所謂プレエイジング世代を含む、中年女性のための、即効性

小ジヮ改善剤として、各種化粧品へ好適に配合することができる。更に、本

品を適量配合 した各種化粧品は、日々の仕事に追われ、肌の手入れがおろそ

かになりがちな多忙な女性において、夜の就寝前にその適量を皮膚に塗布す

ると、就寝中に有効成分が効果的に肌に浸透 し、肌のターンオーバ一を即効

的に改善することができる。

実施例 26

[0258] < 肌のター ンオーバ一改善剤>

下記配合処方にしたがって、 4 種類の本発明の肌のタ一ン才一バ一改善剤

を調製 した。すなわち、下記成分 （1 7 ) として、実施例 2 0 、実施例 2

( 種類ある肌のターン才一バ一改善化粧用基材の内、マンネンタケを配合

したもの）、実施例 2 4 で得 られた肌のタ一ン才一バ一改善化粧用基材、又

はァスコルビン酸 2 —ダルコシ ド無水結晶含有粉末を用いた。

[0259] < 試験ク リーム>

(配合処方）

配合成分 （質量％

)

( 1 ) ジメチコン 0 . 3

( 2 ) スクヮラン 2 . 0

( 3 ) ィソノナ ン酸セテア リル 1 . 0

( 4 ) 卜リエチルへキサ ノイン 2 . 0

( 5 ) 才クチル ドデカノ一ル 2 . 0



( 6 ) 脂肪酸 （C _ 1 0 — 3 0 ) ( コ レステ リル / ラ ノステ リル ） 3 . 0

( 7 ) ミ リス チ ン酸ポ リグ リセ リル _ 1 0 3 . 5

( 8 ) セ タ ノ一ル 3 . 5

( 9 ) バ チル アル コール 1 . 0

( 0 ) パ ル ミチ ン酸 セ チル 2 . 0

( 1 1 ) ステ ア リン酸 グ リセ リル S E 2 . 5

( 1 ) ステ ア リン酸バチル 2 . 5

( 1 3 ) 1 ， 3 _ プチ レン グ リコール 3 . 0

( 4 ) メチル パ ラベ ン 0 . 2

( 1 5 ) グ リセ リン 4 . 5

( 1 6 ) トレハ ロースの糖質誘導体含有 シラップ 2 . 0

(商 品名 『トル ナ 一 レ』 、 株式会社林原販売）

( 1 7 ) 実施例 2 0 、 2 1 又 は 2 4 で得た肌のター ンオーバ 一改善

化粧用基材 を 2 0 . 0 質量％、又はァスコル ビン酸 2 —グ

ル コシ ド無水結晶含有粉末 （商品名 『A A 2 G 』、株式会

社林原販売）を 5 . 0 質量％

( 1 8 ) リン ゴ酸 0 . 0 2

( 1 9 ) リンゴ酸ナ トリウム 0 . 3

( 2 0 ) 水酸化 力 リウ厶 0 . 3

( 2 1 ) ラ ノ リン 0 . 1

( 2 2 ) 精製水 適量

前記 4 種類の肌のター ンオーバ 一改善剤のいずれも、優れた小ジヮ改善効

果 を発揮 し、加齢 に伴 う、小ジヮ改善作用に優れ、所謂 プ レエイジング世代

を含む、 中年女性のための即効性の抗シヮ改善剤 と して極めて有用である。

なお、実施例 2 1 又 は 2 4 で得 られた肌のタ一 ン才一バ一改善化粧用基材 を

用いて調製 した肌のター ンオーバ 一改善剤 は、 ァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ

ドとともに、 タ一 ンオーバ一改善作用 と糖化反応抑制作用を有する他の成分

が配合 されていることか ら、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドとともに、 タ一



ンオーバ 一改善作用を有する成分のみが配合された実施例 2 0 の肌のターン

才一バ一改善化粧用基材を用いて調製 した肌のタ一ン才一バ一改善剤 と比べ

、 より優れた肌のターンオーバ 一速度改善作用が発揮 される。 また、実施例

2 0 の肌のターンオーバ 一改善化粧用基材を用いて調製 した肌のターン才一

バ一改善剤は、前記成分 （1 7 ) と して、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無

水結晶含有粉末を用いて調製 した肌のタ一ン才一バ一改善剤 と比べ、 より優

れた肌のタ一ン才一バ一速度改善作用が発揮 される。

産業上の利用可能性

[0261 ] 本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物、又は、 これを含有する化粧

水、洗顔料、美容液、乳液、若 しくはク リームなどの基礎化粧品は、優れた

抗シヮ、抗小ジヮ、抗シミ及び抗弛み効果を奏するので、いつまでも若々 し

くあ りたいという人類共通の普遍的な願いを実現する一手段 と して極めて有

効である。

[0262] また、本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成物、又は、 これを含有す

る化粧水、洗顔料、美容液、乳液、若 しくはク リームなどの基礎化粧品は、

有効成分を基剤である水性媒体 と混合する工程 を含む製造方法によって容易

に製造するとこができ、特 に好適な有効成分であるァスコル ビン酸 2 - ダル

コシ ド又はそのナ 卜リゥ厶塩 と して結晶形態にあるものを用いる場合には、

不純物の少ない高純度の原料素材を使用することができるという利点はもと

より、常に一定の既知で安定 した物性 を期待することができるという極めて

優れた利点が得 られる。

[0263] さ らに、本発明の製造方法において、 ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ

卜リウ厶塩結晶 とァスコル ビン酸 2 _ ダル コシ ド無水結晶 とを併用する場合

には、用いる両者の配合比を適宜調整することによって、 アルカ リを用いて

ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドを中和することな く、製品の p H を所定の範

囲に調整することができるので、本発明のアンチエイジング用皮膚外用組成

物、又は、 これを含有する化粧水、洗顔料、美容液、乳液、若 しくはク リ一

厶などの基礎化粧品を工程数少な くより容易に製造することができるという



利点が得 られる。本発明は斯 くも優れた種 々の利点を備 えるものであ り、 そ

の産業上の有用性 は多大である。

符号の説明

図 3 において、

A ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド—ナ トリウム塩の無水結晶の F T _ I R

スぺ ク トル

Β ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （対照）の F T — I R

スぺ ク トル

図 4 において、

A ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ トリゥ厶塩の含水結晶の粉末 X 線回

折図

B ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ドーナ トリゥ厶塩の無水結晶の粉末 X 線回

折図

C ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド含水結晶含有粉末 （対照 1 ) の粉末 X 線

回折図

D ：ァスコル ビン酸 2 —ダル コシ ド無水結晶含有粉末 （対照 2 ) の粉末 X 線

回折図



請求の範囲

水性媒体 を基剤 と し、有効成分 と して、 L —ァスコル ビン酸、 L _

ァスコル ビン酸の誘導体、及びそれ らの塩か ら選ばれる 1 種又は 2 種

以上 を含有するアンチエイジング用皮膚外用組成物。

L —ァスコル ビン酸の誘導体が、 L —ァスコル ビン酸のグ リコシル

誘導体、 ァシル化誘導体、又は リン酸化誘導体である請求項 1 記載の

アンチエイジング用皮膚外用組成物。

L —ァスコル ビン酸のグ リコシル誘導体が 2 _ 0 _ _ D _ ダル コ

シル — L —ァスコル ビン酸であ って、 その塩がナ 卜リゥ厶塩であ り、

2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル _ L —ァスコル ビン酸及び/ 又 はそのナ

卜リゥ厶塩 を含有する請求項 2 記載のアンチエイジング用皮膚外用組

成物。

シヮ、小ジヮ、 シミ、又は弛みを予防又は改善する請求項 1 乃至 3

のいずれかに記載のアンチエイジング用皮膚外用組成物。

肌のター ンオーバ ー改善作用及び/ 又 は糖化反応抑制作用を有する

植物抽出物又は化合物か ら選ばれる 1 種又は 2 種以上 を更に含む請求

項 1 乃至 4 のいずれかに記載のアンチエイジング用皮膚外用組成物。

肌のター ンオーバ ー改善作用及び/ 又 は糖化反応抑制作用を有する

植物抽出物又は化合物が、 ヒノキ科の植物の抽出物、 イチ ヨウ科の植

物の抽出物、 ミカン科の植物の抽出物、 シソ科の植物の抽出物、 ドク

ダミ科の植物の抽出物、 卜チュウ科の植物の抽出物、及びェクオ一ル

である請求項 1 乃至 5 のいずれかに記載のアンチエイジング用皮膚外

用組成物。

ヒノキ科の植物がァスナ 口、 イチ ヨウ科の植物がイチ ヨウ、 ミカン

科の植物が才 ゥバ ク、オ レンジ、 グ レープフルーツ、ュズ、及び レモ

ン、 シソ科の植物が ミン ト、ペパー ミン ト、 シソ、及び ローズマ リ一

、 ドクダミ科の植物が ドクダミ、及び 卜チュウ科の植物が 卜チュウで

ある請求項 6 記載のアンチエイジング用皮膚外用組成物。



組成物 当た り、 2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル _ L —ァスコル ビン酸

を L —ァスコル ビン酸無水物換算で 1乃至 1 0 質量％ と、肌のター ン

オーバー改善作用及び/ 又 は糖化反応阻害作用を有する植物抽出物、

化合物、及びェクオ一ルか ら選ばれる 1種又は 2 以上 を合計で、 0 .

0 1乃至 1質量％含んでなる請求項 3 乃至 7 記載のアンチエイジング

用皮膚外用組成物。

請求項 1乃至 8 のいずれかに記載のアンチエイジング用皮膚外用組

成物 を含む基礎化粧品。

化粧水、洗顔料、美容液、乳液、又はク リームである請求項 9 記載

の基礎化粧品。

L —ァスコル ビン酸、 L —ァスコル ビン酸の誘導体、及びそれ らの

塩か ら選ばれる 1種又は 2 種以上 と、基剤 と しての水性媒体 とを混合

する工程 を含む請求項 1乃至 1 0 のいずれかに記載のアンチエイジン

グ用皮膚外用組成物又は基礎化粧品の製造方法。

L —ァスコル ビン酸の誘導体が 2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル — L _

ァスコル ビン酸であ って、 その塩がナ トリウム塩であ り、 2 _ 0 _

_ D _ ダル コシル — L —ァスコル ビン酸及び/ 又 はそのナ 卜リゥ厶塩

と、基剤 と しての水性媒体 とを混合する工程 を含む請求項 1 1記載の

アンチエイジング用皮膚外用組成物又は基礎化粧品の製造方法。

2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル _ L —ァスコル ビン酸及び/ 又 はその

ナ 卜リウ厶塩が結晶の形態 にある請求項 1 2 記載のアンチエイジング

用皮膚外用組成物又は基礎化粧品の製造方法。

結晶の形態 にある 2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル — L —ァスコル ビン

酸のナ トリウム塩が、粉末 X 線回折 において、回折角 （2 ) 6 . 8

° 、 8 . 2 ° 、 1 4 . 3 ° 、 1 7 . 8 ° 、及び 1 8 . 4 ° に回折 ピ一

クを示す 2 _ 0 _ _ D _ ダル コシル — L —ァスコル ビン酸ナ 卜リウ

厶塩の含水結晶であるか、又は、回折角 （2 ) 8 . 0 ° 、 9 . 0 °

、 1 6 . 4 ° 、 1 7 . 9 ° 、及び 2 0 . 8 ° に回折 ピークを示す 2 _



0 _ _ D _ ダル コシル _ L —ァスコル ビン酸ナ 卜リゥ厶塩の無水結

晶である請求項 1 3 記載のアンチエイジング用皮膚外用組成物又は基

礎化粧品の製造方法。

2 _ 0 _ _ _ グル コシル _ 1_ _ ァスコル ビン酸及びそのナ 卜リ

ゥ厶塩 と基剤 と しての水性媒体 とを混合する工程、又は、 2 _ 0 _

_ D _ ダル コシル _ L —ァスコル ビン酸のナ 卜リゥ厶塩 と基剤 と して

の水性媒体 とを混合する工程 を含み、 アル カ リを用いて 2 _ 0 _ _

D _ ダル コシル 一 L —ァスコル ビン酸 を中和することな く行われる請

求項 1 1 乃至 1 4 のいずれかに記載のアンチエイジング用皮膚外用組

成物又は基礎化粧品の製造方法。

2 _ 0 _ _ _ グル コシル _ 1_ _ ァスコル ビン酸及びそのナ 卜リ

ゥ厶塩 と基剤 と しての水性媒体 とを混合する前記工程 において、用い

られる 2 — 0 — a — D — ダル コシル 一 L —ァスコル ビン酸 とそのナ 卜

リゥ厶塩 とが、水性媒体 との混合後の ρ Η が予め定め られた所定の範

囲内となる比率で配合 されている組成物の形態 にある請求項 1 5 記載

のアンチエイジング用皮膚外用組成物又は基礎化粧品の製造方法。

2 — 0 — — D —ダル コシル — L —ァスコル ビン酸 とそのナ 卜リウ

厶塩の結晶 とを含む組成物。

2 — 0 — — D —ダル コシル — L —ァスコル ビン酸 とそのナ 卜リウ

厶塩の結晶の配合比が、無水物換算の質量比で 6 0 ：4 0 乃至 4 5 ：

5 5 の範囲にある請求項 1 7 記載の組成物。

2 _ 0 _ _ _ グル コシル _ 1_ _ ァスコル ビン酸のナ 卜リゥ厶塩

が結晶が、粉末 X 線回折 において、回折角 （2 ) 6 . 8 ° 、 8 . 2

° 、 1 4 . 3 ° 、 1 7 . 8 ° 、及び 1 8 . 4 ° に回折 ピークを示す 2

_ 0 _ _ D _ ダル コシル — L —ァスコル ビン酸ナ 卜リゥ厶塩の含水

結晶であるか、又は、回折角 （2 ) 8 . 0 ° 、 9 . 0 ° 、 1 6 . 4

° 、 1 7 . 9 ° 、及び 2 0 . 8 ° に回折 ピークを示す 2 _ 0 _ _ D

—ダル コシル _ L —ァスコル ビン酸ナ 卜リゥ厶塩の無水結晶である請



求項 1 7 又は 1 8 記載の組成物。
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